
第
七
章

学
部
・
大
学
院
・
教
養
部

講

座

等

帝
国
大
学
令
一
部
改
正
〔
講
座
を
規
定
〕

[

一

]

勅
令
第
八
二
号

一
八
九
一
ニ
(
明
治
二
六
)
年
八
月
一

O
日
(
官
報
八
月
一
一
日
)

第
十
七
、
十
八
条

〔
本
文
は
六
頁
参
照
〕

明
治
三
十
六
年
勅
令
第
六
十
八
号
〔
京
都
帝
国
大
学
法
科
大
学

医

科

大

学

お

よ

び

理

工

科

大

学

講

座

の

件

〕

[

一

]

勅
令
第
六
八
号

一九
O
一
二
(
明
治
三
六
)
年
三
月
三
O
日
(
官
報
三
月
三
一
日
)

朕
京
都
帝
国
大
学
法
科
大
学
医
科
大
学
及
理
工
科
大
学
講
座
ノ
件
ヲ

裁
可
シ
弦
ニ
之
ヲ
公
布
セ

シ
ム

御

名

御

璽

明
治
三
十
六
年
三
月
三
十
日

文
部
大
臣
理
学
博
士
男
爵
菊
池
大
麓

勅
令
第
六
十
八
号

京
都
帝
国
大
学
法
科
大
学
医
科
大
学
及
理
工
科
大
学
ニ
於
ケ
ル
講
座

ノ
種
類
及
其
ノ
数
左
ノ
知
シ

法
科
大
学

憲
法
国
法
学

民
法
商
法
、
破
産
法

民
事
訴
訟
法

刑
法
、
刑
事
訴
訟
法

経
済
学

財
政
学

統
計
学

行
政
法

国
際
公
法

国
際
私
法

羅
為
法

英
吉
利
法

講講講講講講講講講講講講講講
座座座座座座座座座座座座座座

375 



法令・規則

仏
蘭
西
法

独
逸
法

法
理
学京
都
医
科
大
学

解
剖
学

生
理
学

医
化
学

病
理
学
、
病
理
解
剖
学

薬
物
学

内
科
学

婦
人
科
学
、
産
科
学

小
児
科
学

外
科
学

眼
科
学

皮
膚
病
学
、
徴
毒
学

精
神
病
学

衛
生
学

法
医
学福
岡
医
科
大
学

解
剖
学

内
科
学

一
講
座

一
講
座

一
講
座

一
講
座

一
講
座

376 

十明本
一治令
号三ハ 矯材冶採電機土化物数 限外

ハ十明附造料金鉱気械木学理学 科科

之年治 強強学学工工工 学 理学学

ヲ勅三則弱弱 学学学 工

廃令十学学 実
止第六
ス二年 学

百四
十月
九一
号日
及ヨ
明リ
治之
三ヲ
十施
二行
年ス
勅
メh
p 

第

百

二
講
座

三
講
座

五
講
座

四
講
座

五
講
座

三
講
座

二
講
座

二
講
座

一
講
座

一
講
座

第 l編

講講講議議議講議議講講講講講

座座座座座座座座座座座座座座

明
三
六
勅
令
二
二
六
、
明
三
七
勅
令
一
五
て
明
三
八
勅
令
七
て
明

三
九
勅
令
八
九
、
勅
令
一
三
五
、
明
四
O
勅
令
一
八
七
、
明
四
一
勅
令

一
一
七
、
明
四
ニ
勅
令
一
四
二
、
明
四
五
勅
令
一
二
五
、
大
三
勅
令
入
、

勅
令
一
四
六
、
大
五
勅
令
五
五
、
勅
令
二
一
三
、
大
七
勅
令
二
六

一

改
正

一
講
座

一
講
座



〔
注
〕
一
九
一
九
・
二
・
七
勅
令
第
一
五
号
で
廃
止
。

京
都
帝
国
大
学
各
学
部
ニ
於
ケ
ル
講
座
ニ
関
ス
ル
件
[
一
]

勅
令
第
一
五
号

一
九
一
九
(
大
正
八
)
年
二
月
六
日
(
官
報
二
月
七
日
)

朕
京
都
帝
国
大
学
各
学
部
ニ
於
ケ
ル
講
座
ニ
関
ス
ル
件
ヲ
裁
可
シ
弦

二
之
ヲ
公
布
セ
シ
ム

御

名

御

璽

大
正
八
年
二
月
六
日

内
閣
総
理
大
臣

文

部

大

臣

原

敬

中
橋
徳
五
郎

学部・大学院・教養部

勅
令
第
十
五
号

京
都
帝
国
大
学
各
学
部
ニ
於
ケ
ル
講
座
ノ
種
類
及
其
ノ
数
左
ノ
如
シ

法
学
部

憲
法
国
法
学

民
法
商
法
破
産
法

民
事
訴
訟
法

第7章

一
講
座

一
講
座

四
講
座

二
講
座

一
講
座

一
講
座

刑
法
、
刑
事
訴
訟
法

経
済
学

財
政
学

統
計
学

政
治
学
、
政
治
史

行
政
法

国
際
公
法

国
際
私
法

法
制
史

比
較
法
制
史

羅
馬
法

英
吉
利
法

仏
蘭
商
法

独
逸
法

法
理
学医
学
部

解
剖
学

生
理
学

医
化
学

病
理
学
、
病
理
解
剖
学

微
生
物
学

議議講講講講講講講講講講講講講
座座座座座座座座座座座座座座座

三
講
座

二
講
座

一
講
座

二
講
座

一
講
座

377 



法令・規則

薬
物
学

内
科
学

婦
人
科
学
、
産
科
学

小
児
科
学

外
科
学

整
形
外
科
学

眼
科
学

皮
虜
病
学
、
徽
毒
学

精
神
病
学

衛
生
学

法
医
学

耳
鼻
咽
喉
科
学

工
学
部

土
木
工
学

機
械
工
学

電
気
工
学

採
鉱
学

冶
金
学

材
料
強
弱
学

構
造
強
弱
学

建
築
学

工
業
化
学
文
学
部

国
語
学
、
国
文
学

国
史
学

史
学
、
地
理
学

考
古
学

東
洋
史
学

哲
学
、
哲
学
史

心
理
学

宗
教
学

社
会
学

教
育
学
、
教
授
法

倫
理
学

美
学
、
美
術
史

支
那
語
学
、
支
那
文
学

西
洋
文
学

言
語
学

党
語
学
、
党
文
学

理
学
部

数
学
物
理
学

五
講
座

378 

講講講講講講講講講講講講
座座座座座座座座廃座座座

一二一一一一一一一四三一三二一
講講講講講講講講講講講講講講講講
座座座座座座座座座座座座座座座座

第1編

四
講
座

五
講
座

四
講
座

三
講
座

三
講
座

一
講
座

一
講
座

一
講
座

三
講
座

四
講
座



化
学
幅
射
学
、
放
射
学

応
用
数
学
、
応
用
力
学

宇
宙
物
理
学

地
球
物
理
学

!
?
、

a

d

H
H
1
e

恥
劃

u
a
H
M
n

本
令
ハ
大
正
八
年
四
月
一
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス

明
治
三
十
六
年
勅
令
第
六
十
八
号
ハ
之
ヲ
廃
止
ス

四
講
座

一
講
座

一
講
座

一
講
座

一
講
座

改
正

大
八
勅
令
二
五
六
、
勅
令
三
二
二
、
大
九
勅
令
二
五
五
、
大

一
O
勅
令

八
六
、
大
一
一
勅
令
三
0
0、
大
一
一
一
勅
令
四
九
O
、
大
一
三
勅
令
一

三
三
、
大
一
四
勅
令
一
九
四
、
大

一
五
勅
令

一
八
二
、
昭
二
勅
令
三
O

五
、
昭
四
勅
令
三
六
O
、
昭
九
勅
令
二
二
て
昭
一
二
勅
令
一
八
、
勅

令
七
三
四
、
昭
一
四
勅
令
一

O
八
、
勅
令
六
九
六
、
昭

一
五
勅
令
四
二

二
、
勅
令
八
七
六
、
昭
一
六
勅
令
四
三
五
、
勅
令
一

O
一九
、
昭
一
七

勅
令
四
三
O
、
昭
一
八
勅
令
五
三

学部・大学院・教養部

〔
注
〕
一
九
四
三
・
七
・
二
八
勅
令
第
六
一
四
号
で
京
都
帝
国
大
学
講
座
令

の
題
名
を
付
す
。

第 7章

四

東
京
帝
国
大
学
官
制
外
十
四
勅
令
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
大
正
八
年

勅
令
第
一
五
号
に
京
都
帝
国
大
学
講
座
令
の
題
名
を
付
与
〕

{

一

]

勅
令
第
六
一
四
号

一
九
四
三
(
昭
和
一
八
)
年
七
月
二
七
日
(
官
報
七
月
二
八
日
)

〔
前
略
〕

第
五
条
大
正
八
年
勅
令
第
十
五
号
中
左
ノ
通
改
正
ス

同
令
ニ
左
ノ
題
名
ヲ
附
ス

京
都
帝
国
大
学
講
座
令

〔
中
略
〕

阿

則

本
令
ハ
公
布
ノ
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス

改
正

昭
一
八
勅
令
七
六
O
、
勅
令
八
七
八
、
昭
一
九
勅
令
九
、
勅
令
三
五三一、

勅
令
五
一
五
、
勅
令
六
六
八
、
昭
二

O
勅
令
二
四
、
勅
令
三
七
二
、
昭

一
ご
勅
令
七
、
勅
令
一
四
一
、
勅
令
一
五
五
、
昭
二
二
勅
令
一
三
九
、

政
令
一
二
六
、
政
令
二
O
四

〔
注
〕
一
九
四
七
・
九
・
三

O
政
令
第
二

O
四
号
で
京
都
大
学
講
座
令
に
改

称。一
九
四
九
・
五
・
=
二
法
律
第
一
五

O
号
(
国
立
学
校
設
置
法
)
で
廃

止。

379 



五

大
学
基
準
〔
講
座
を
規
定
〕

[五]

大
学
基
準
協
会
決
定

一
九
四
七
(
昭
和
二
二
)
年
七
月
八
日

法令・規則

基
準

〔
本
文
は
一
九
頁
参
照
〕

第

第1編

ー』

J、

国
立
大
学
の
講
座
に
関
す
る
省
令
〔
抄
〕

[一〕

文
部
省
令
第
二
三
号

一
九
五
四
(
昭
和
二
九
)
年
九
月
七
日

国
立
学
校
設
置
法
(
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
五
十
号
)
第
七
条
の

規
定
に
基
き
、
国
立
大
学
の
講
座
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。

昭
和
二
十
九
年
九
月
七
日

大
達

茂
雄

文
部
大
臣

国
立
大
学
の
講
座
に
関
す
る
省
令

国
立
大
学
の
学
部
に
置
か
れ
る
講
座
(
大
学
院
に
置
か
れ
る
研
究
科

の
基
礎
と
な
る
も
の
と
す
る
。
)
の
種
類
及
び
そ
の
数
は
、
別
表
第
一

か
ら
別
表
第
十
こ
ま
で
の
と
お
り
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
八

京
都
大
学

文
学
部
哲
学、

哲
学
史

心
理
学

倫
理
学

美
学
美
術
史

宗
教
学

社
会
学

園
史
学

東
洋
史
学

史
学
、
地
埋
学

考
古
学

国
語
学
、
国
文
学

中
国
語
、
中
国
文
学

西
洋
文
学

ぽ
ん
語、

ぽ
ん
文
学

イ
タ
リ
ア
語
学

イ
タ
リ
ア
文
学

言
語
学

西
洋
古
典
語
学

西
洋
古
典
文
学

教
育
学
部

教
育
哲
学

380 

六
講
座

一
講
座

一
講
座

一
講
座

三
講
座

一
講
座

二
講
座

三
講
座

三
講
座

一
講
座

二
講
座

二
講
座

四
講
座

一
講
座

一
講
座

一
講
座

講
座

講
座



学部・大学院・教養部

教
育
史

教
育
指
導

教
育
学
、
教
授
法

教
育
心
理
学

教
育
社
会
学

教
育
行
政
学

図
書
館
学

教
育
課
程

法
学
部
憲
法
行
政
法

民
法
商
法
海
法
刑
法
刑
事
訴
訟
法

民
事
訴
訟
法

破
産
法

国
際
公
法

国
際
私
法

法
理
学

国
法
学

ロ
!
?
法

日
本
法
制
史

西
洋
法
制
史

政
治
学

政
治
史

行
政
学

外
交
史

租
税
法

イ
ギ
リ
ス
法

ド
イ
ツ
法

フ
ラ
ン
ス
法

講講講講講講講講講講講
座座座座座座座座座座座

一
講
座

一
講
座

一
講
座

一
講
座

一
講
座

一
講
座

一
講
座

一
講
座

一一一二一一一一一二四二一
講講講講講講講講講講講講講
座座座座座座座座座座座座座

経
済
学
部

経
済
学

経
済
史

経
済
政
策

統
計
学

財
政
学

社
会
政
策

社
会
思
想
史

経
営
学

会
計
学

理
学
部

七
講
座

一
講
座

一
講
座

一
講
座

一
講
座

一
講
座

一
講
座

一
講
座

一
講
座

第7章
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法令・規則

数
学
確
率
統
計
数
学

物
理
学

ふ
く
射
学
、
放
射
学

宇
宙
物
理
学

地
球
物
理
学

化
学
金
相
学

生
物
化
学

分
析
化
学

特
殊
金
属
学

動
物
学

植
物
学

地
質
学

鉱
物
学

地
史
学

応
用
数
学
、
応
用
力
学

医
学
部
薬
品
分
析
学

薬
品
製
造
学

有
機
薬
化
学

無
機
薬
化
学

一
講
座

一
講
座

一
講
座

一
講
座

一一一三三三一一一一四四二一七一四
講講講講講講講講講講講講講講講講講
座座座座座座座座座座座座座座座座座

生
薬
学

薬
剤
学

生
物
薬
品
化
学

工
学
部
土
木
工
学

構
造
力
学

建
設
機
械
学

機
械
工
学

材
料
力
学

電
気
工
学

鉱
山
学

物
理
採
鉱
学

や
金
学

工
業
化
学

建
築
学

燃
料
学

化
学
工
学

繊
維
化
学

応
用
物
理
学

工
業
数
学
、
工
業
力
学

高
周
波
工
学

応
用
電
気
計
測
工
学

講講講
座座座

382 
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学部・大学院・教養部

超
高
周
波
工
学

農
学
部
作
物
学

育
種
学

園
芸
学

畜
産
学

林
学
造
園
学

農
芸
化
学

栄
養
化
学

農
産
製
造
学

林
産
化
学

発
酵
生
理
及
ぴ
醸
造
学

農
薬
化
学

植
物
病
理
学

こ
ん
虫
学

実
験
遺
伝
学

応
用
植
物
学

農
業
工
学

農
業
機
械
学

林
業
工
学

農
業
経
営
学
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農
業
計
算
学

農
政
学

林
政
学

農
史
農
学
原
論

水
産
学
〔
以
下
略
〕

講
座

四一一一一一
講講講講講講
座座座座座座

講講講講講講講講講講言語講講講講講講議講講
座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座

改
正

昭三一

O
文
令
一
四
、
昭
=
二
文
令
四
、
昭
三
二
文
令
五
、
昭
三
三
文
令

八
、
昭
三
四
文
令
七
、
昭
三
五
文
令
三
、
昭
三
六
文
令
八
、
昭
三
七
文

令
一
一

〔
注
〕
一
九
六
四
・
ニ
・
二
五
文
部
省
令
第
三
号
で
廃
止
。

七

大
学
設
置
基
準
〔
学
科
目
制
、
講
座
制
を
規
定
〕
{
一
]

文
部
省
令
第
二
八
号

一
九
五
六
(
昭
和
三
一
)
年
一

O
月
一
一
一
一
日

第
五
|
七
条

〔
本
文
は
三
四
頁
参
照
〕

第7章



i¥ 

国
立
大
学
の
学
科
及
ぴ
課
程
並
び
に
講
座
及
び
学
科
目
に
関
す

る
省
令
{
抄
〕

法令・規則

[

一

]

文
部
省
令
第
三
号

一
九
六
四
(
昭
和
三
九
)
年
二
月
二
五
日

第 l編

国
立
学
校
設
置
法
(
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
五
十
号
)
第
六
条
の

二
及
び
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
立
大
学
の
学
科
及
ぴ

課
程
並
び
に
講
座
及
ぴ
学
科
目
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

?
匂
。

昭
和
三
十
九
年
二
月
二
十
五
日

1 

文
部
大
臣
灘
尾

国
立
大
学
の
学
科
及
ぴ
課
程
並
ぴ
に
講
座
及
ぴ
学
科
目
に
関

す
る
省
令

国
立
大
学
の
学
部
に
学
科
又
は
課
程
を
、
国
立
大
学
の
学
部
又

は
学
科
に
講
座
を
、
国
立
大
学
の
学
部
、
教
養
部
又
は
学
科
に
学

科
目
を
、
別
表
第
一
か
ら
別
表
第
七
十
こ
ま
で
の
と
お
り
置
く
。

国
立
大
学
の
大
学
院
に
置
く
研
究
科
の
名
称
及
ぴ
課
程
を
定
め

る
政
令
(
昭
和
三
十
八
年
政
令
第
九
十
六
号
。
以
下
「
大
学
院
政
令
」

と
い
う
。
)
に
規
定
す
る
研
究
科
の
う
ち
五
年
の
課
程
又
は
四
年
の

課
程
の
研
究
科
の
基
礎
と
な
る
講
座
を
博
士
講
座
と
い
い
、
大
学

院
政
令
に
規
定
す
る
こ
年
の
課
程
の
研
究
科
の
基
礎
と
な
る
講
座

を
修
士
講
座
と
い
う
。

弘士ロ

2 

附

阿
見

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
三
十
八
年
四
月

一
日
か
ら
適
用
す
る
。

2

国
立
大
学
の
講
座
に
関
す
る
省
令
(
昭
和
二
十
九
年
文
部
省
令
第

二
十
三
号
)は
、
廃
止
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
四
十
四

京
都
大
学

文
学
部
哲
学
科
O
哲
学
・
哲
学
史
第
一

O
哲
学
・
哲
学
史
第
二

O
哲
学
・
哲
学
史
第
三

O
留
学
・
哲
学
史
第
四

O
哲
学
・
哲
学
史
第
五

O
哲
学
・
哲
学
史
第
六

O
心
理
学

O
倫
理
学

O
美
学
・
美
術
史
第
一

O
美
学
・
美
術
史
第
二

O
宗
教
学
第
一

O
宗
教
学
第
二

O
宗
教
学
第
三

384 
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O
社
会
学

史
学
科
O
国
史
学
第
一

O
国
史
学
第
二

O
東
洋
史
学
第
一

O
東
洋
史
学
第
二

O
東
洋
史
学
第
三

O
西
洋
史
学
第
一

O
西
洋
史
学
第
二

O
地
理
学

O
考
古
学

文
学
科
O
国
語
学
・
国
文
学
第
一

O
国
語
学
・
国
文
学
第
二

O
中
国
語
学
・
中
国
文
学
第
一

O
中
国
語
学
・
中
国
文
学
第
二

O
焚
語
学
・
党
文
学

O
ド
イ
ツ
語
学
・
ド
イ
ツ
文
学

O
英
語
学
・
英
文
学
第
一

O
英
語
学
・
英
文
学
第
二

O
ア
メ
リ
カ
文
学

0
フ
ラ
ン
ス
語
学
・
フ
ラ
ン
ス
文
学

O
イ
タ
リ
ア
語
学
・
イ
タ
リ
ア
文
学

O
西
洋
古
典
語
学
・
西
洋
古
典
文
学

。
一
一
言
語
学

教
育
学
部

教
育
学
科

O
教
育
学

O
教
育
人
間
学

O
教
育
史

O
教
育
指
導

O
教
育
課
程

O
教
育
心
理
学

O
臨
床
心
理
学

O
教
育
社
会
学

O
社
会
教
育

O
図
書
館
学

O
教
育
行
政
学

法
学
部O
憲
法

O
行
政
法
第
一

O
行
政
法
第
二

O
民
法
第
一

O
民
法
第
二

O
民
法
第
三

O
民
法
第
四

O
商
法
第
一

O
商
法
第
二
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O
海
法

O
刑
法

O
刑
事
訴
訟
法

O
民
事
訴
訟
法

O
破
産
法

O
国
際
公
法
第

一

O
国
際
公
法
第
二

O
国
際
私
法

O
法
理
学

O
国
法
学

O
ロ
!
?
法

O
日
本
法
制
史

O
西
洋
法
制
史

O
政
治
学

O
政
治
史

O
行
政
学

O
外
交
史

O
租
税
法

O
イ
ギ
リ
ス
法

O
ド
イ
ツ
法

0
フ
ラ
ン
ス
法

O
労
働
法

O
刑
事
学

O
政
治
学
史

経
済
学
部

経
済
学
科

O
経
済
原
論

O
経
済
学
史

O
貨
幣
・
金
融
論

O
産
業
経
済
論

O
世
界
経
済
論

O
経
済
史

O
経
済
政
策

O
統
計
学

O
財
政
学

O
社
会
政
策

O
社
会
思
想
史

経
営
学
科

O
経
営
学
原
論

。
経
営
政
策

O
経
営
史

O
会
計
学

O
商
業
論

O
交
通
論

理
学
部
数
学
科
O
複
素
解
析
学

O
幾
何
学
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O
数
学
解
析
学

O
代
数
学

O
確
率
統
計
数
学

物
理
学
科

O
結
品
物
理
学

O
電
波
分
光
学

O
物
性
基
礎
論

。
流
体
物
理
学

O
轄
射
物
理
学

O
原
子
核
論

O
核
反
応
物
理
学

O
素
粒
子
論

宇
宙
物
理
学
科

O
宇
宙
物
理
学
第
一

O
宇
宙
物
理
学
第
二

地
球
物
理
学
科

O
地
殻
物
理
学

O
海
洋
物
理
学

O
気
象
学

O
応
用
地
球
物
理
学

O
地
球
電
磁
気
学

化
学
科
O
物
理
化
学

O
無
機
化
学

O
有
機
化
学

O
金
相
学

O
生
物
化
学

O
分
析
化
学

O
量
子
化
学

O
金
属
物
性
学

O
構
造
化
学

O
分
光
化
学

動
物
学
科

O
動
物
系
統
・
遺
伝
学

O
動
物
生
理
・
生
態
学

O
発
生
生
物
学

O
自
然
人
類
学

植
物
学
科

O
植
物
生
理
・
生
態
学

O
一
般
細
胞
学

O
植
物
分
類
学

地
質
学
鉱
物
学
科

O
物
理
地
質
学

O
岩
石
学

O
地
層
学

O
鉱
物
学

O
地
史
学

(
共
通
講
座
等
)

387 



法令・規則

O
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
学

O
中
性
子
物
理
学

O
放
射
線
化
学

O
放
射
線
生
物
学

O
応
用
数
学
・
応
用
力
学

医
学
部
医
学
科
O
解
剖
学
第
一

O
解
剖
学
第
二

O
解
剖
学
第
三

O
生
理
学
第
一

O
生
理
学
第
二

O
医
化
学
第
一

O
医
化
学
第
二

O
薬
理
学
第
一

O
薬
理
学
第
二

O
病
理
学
第
一

O
病
理
学
第
二

O
微
生
物
学

O
衛
生
学

O
公
衆
衛
生
学

O
法
医
学

O
放
射
能
基
礎
医
学

O
内
科
学
第
一

388 
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O
内
科
学
第
二

O
内
科
学
第
三

O
外
科
学
第
一

O
外
科
学
第
二

O
眼
科
学

O
婦
人
科
学
産
科
学

O
小
児
科
学

O
皮
膚
病
学
徹
毒
学

O
泌
尿
器
科
学

O
耳
鼻
咽
喉
科
学

O
整
形
外
科
学

O
精
神
医
学

O
口
腔
外
科
学

O
放
射
線
医
学

O
麻
酔
学

薬
学
部
薬
学
科
O
薬
品
分
析
学

O
薬
品
製
造
学

O
有
機
薬
化
学

O
無
機
薬
化
学

O
生
薬
学

O
薬
剤
学

O
生
物
薬
品
化
学
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製
薬
化
学
科

O
薬
用
植
物
化
学

O
薬
品
作
用
学

O
薬
品
工
学

O
薬
品
物
理
化
学

O
衛
生
化
学

工
学
部
土
木
工
学
科

O
橋
梁
工
学

O
水
理
学

O
土
質
力
学

O
河
川
工
学

O
土
木
材
料
学

O
土
木
計
画
学

O
構
造
力
学

O
土
木
施
工
学

機
械
工
学
科

O
熱
力
学

O
機
械
設
計
学

O
流
体
工
学

O
内
燃
機
関

O
機
械
材
料
学

O
材
料
力
学

電
気
工
学
科

389 

O
発
送
配
電
工
学

O
電
気
機
器

O
電
気
磁
気
学

O
電
気
応
用
工
学

O
有
線
通
信
学

鉱
山
学
科

O
地
質
鉱
床
学

O
探
査
工
学

O
開
発
工
学

O
採
鉱
機
械
学

O
資
源
精
製
学

O
資
源
加
工
設
備
学

冶
金
学
科

O
鉄
冶
金
学

O
非
鉄
冶
金
学

O
電
気
冶
金
学

O
金
属
材
料
学

O
鋳
造
冶
金
学

O
冶
金
反
応
及
ぴ
操
作

工
業
化
学
科

O
無
機
構
造
化
学

O
工
業
電
気
化
学

O
有
機
反
応
化
学

O
工
業
生
化
学

第7章



法令・規則第 1編

O
天
然
物
有
機
化
学

O
工
業
物
理
化
学

O
無
機
工
業
分
析
化
学

建
築
学
科

O
建
築
構
造
学

O
建
築
計
画

O
建
築
史

O
建
築
設
備

O
建
築
施
工

O
建
築
意
匠
学

燃
料
化
学
科

O
炭
化
水
素
化
学

O
高
圧
化
学

O
触
媒
化
学

O
高
温
化
学

O
ガ
ス
化
学

化
学
工
学
科

O
輸
送
現
象
論

O
化
学
工
学
熱
力
学

O
反
応
工
学

O
拡
散
系
単
位
操
作

O
機
械
系
単
位
操
作

O
装
置
制
御
工
学

高
分
子
化
学
科

O
基
礎
高
分
子
化
学

O
高
分
子
構
造

O
高
分
子
合
成

。
高
分
子
力
学

O
高
分
子
分
子
論

O
高
分
子
物
性

電
子
工
学
科

O
高
周
波
工
学

O
電
子
計
測
工
学

O
無
線
通
信
工
学

O
自
動
制
御

O
電
子
物
理
学

航
空
工
学
科

O
流
体
力
学

O
空
気
力
学

O
推
進
工
学

O
構
造
強
度
学

O
振
動
学

O
航
空
機
構
造
学

原
子
核
工
学
科

O
原
子
核
反
応
工
学

O
同
位
体
工
学

O
原
子
炉
工
学

O
原
子
炉
材
料
学

390 



学部・大学院・教養部第7章

O
原
子
核
機
器
学

O
核
燃
料
工
学

衛
生
工
学
科

O
水
道
工
学

O
放
射
線
衛
生
工
学

O
環
境
衛
生
学

O
衛
生
設
備
学

数
理
工
学
科

O
応
用
数
学

O
制
御
理
論

O
計
算
機
工
学

O
計
画
工
学

O
応
用
力
学

O
非
線
型
力
学

精
密
工
学
科

O
精
密
加
工

O
精
密
機
械
要
素

O
自
動
機
械

O
精
密
計
測
工
学

O
塑
性
力
学

O
制
御
機
器

合
成
化
学
科

O
有
機
合
成
化
学

O
重
合
化
学

O
物
理
有
機
化
学

O
有
機
金
属
化
学

O
有
機
接
触
化
学

O
遊
離
基
合
成
化
学

電
気
工
学
第
二
学
科

O
電
気
回
路
網
学

O
半
導
体
工
学

O
計
算
機
組
織
学

O
情
報
工
学

O
電
力
系
統
構
成
学

O
電
磁
機
械
構
成
学

金
属
加
工
学
科

O
結
品
塑
性
学

O
金
属
組
織
学

O
特
殊
鋼
学

O
鋳
造
加
工
学

O
金
属
物
理
学

機
械
工
学
第
二
学
科

O
高
温
材
料
工
学

O
動
力
熱
工
学

O
伝
熱
工
学

交
通
土
木
工
学
科

(
共
通
講
座
)

O
工
業
数
学
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O
一
般
電
気
工
学

O
工
業
力
学

農
学
部
農
学
科
O
作
物
学

O
育
種
学

O
説
菜
花
井
園
芸
学

O
果
樹
園
芸
学

O
家
畜
育
種
学
・
飼
育
学

O
家
畜
繁
殖
学

林
学
科
O
木
材
工
学

O
森
林
経
理
学

O
森
林
生
態
学

O
造
園
学

O
砂
防
工
学

O
林
業
工
学

農
芸
化
学
科

O
土
壌
及
び
粉
体
利
用
学

O
生
物
化
学

O
植
物
栄
養
学

O
栄
養
化
学

O
農
産
製
造
学

O
林
産
化
学

392 
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O
醸
酵
生
理
及
び
醸
造
学

O
農
薬
化
学

農
林
生
物
学
科

O
植
物
病
理
学

O
昆
虫
学

O
実
験
遺
伝
学

O
応
用
植
物
学

農
業
工
学
科

O
農
業
施
設
工
学
及
ぴ
農
業
水
利
学

O
土
地
改
良
学
及
ぴ
農
地
造
成
学

O
農
用
原
動
機
学

O
農
用
作
業
機
械
学

農
林
経
済
学
科

O
農
業
経
営
学

O
農
業
計
算
学

O
農
政
学

O
林
政
学

O
農
史

O
農
学
原
論

水
産
学
科

O
水
産
化
学

O
水
産
物
理
学

O
水
産
微
生
物
学

O
水
産
生
物
学
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教
養
部
哲
学
芸
術
学

歴
史
学

社
会
思
想
史

文
化
人
類
学

文
学
法
学
政
治
学

経
済
学

社
会
学

社
会
統
計
学

心
理
学

教
育
学

人
文
地
理
学

数
学
物
理
学

化
学
生
物
学

地
学
図
学
英
語
独
誇
仏
語

第7章

中
国
語

露
語
保
健
体
育

〔
以
下
略
〕

改
正

昭
三
九
文
令
-
二
、
昭
四

O
文
令
ニ

O
、
昭
四
一
文
令
二
三
、
昭
四
二

文
令
三
、
文
令
一
三
、
昭
四
三
文
令
八
、
文
令
二
二
、
文
令
-
七
、
昭

四
四
文
令
九
、
文
令
一
四
、
文
令
一
六
、
昭
四
五
文
令
七
、
文
令
九
、

文
令
一
四
、
昭
四
六
文
令
一
九
、
昭
四
七
文
令
一
四
、
文
令
二
九
、
文

令
三
三
、
昭
四
八
文
令
五
、
文
令
一
て
文
令
二

O
、
昭
四
九
文
令
七
、

文
令
一
四
、
文
令
三
四
、
文
令
四
一
、
昭
五

O
文
令
二
ハ
、
文
令
二

O
、

文
令
三
五
、
昭
五
一
文
令
一
三
、
文
令
二
四
、
文
令
二
七
、
文
令
三
四
、

昭
五
二
文
令
七
、
文
令
一
四
、
文
令
二
四
、
文
令
三
四
、
昭
五
三
文
令

=
ニ
、
文
令
二
六
、
文
令
四
一
、
昭
五
四
文
令
一

O
、
文
令
二
三
、
昭

五
五
文
令
六
、
昭
五
六
文
令
一
七
、
文
令
二
二
、
文
令
三
二
、
昭
五
七

文
令
=
ニ
、
昭
五
八
文
令
一

O
、
昭
五
九
文
令
一
五
、
文
令
一
九
、
文

令
二
八
、
文
令
三
八
、
昭
六

O
文
令
一
一
、
昭
六
一
文
令
一
一
-
一
、
文
令

二
六
、
文
令
三
七
、
昭
六
二
文
令
一
一
、
文
令
一
九
、
文
令
三

O
、
昭

六
三
文
令
八
、
文
令
一
六
、
文
令
二
三
、
文
令
三
六
、
平
元
文
令
二
ニ
、

文
令
二
五
、
文
令
三
二
、
文
令
三
九
、
平
二
文
令
七
、
文
令
二
ハ
、
文

令
二

O
、
文
令
二
五
、
平
三
文
令
八
、
文
令
二
一
、
文
令
四
四
、
平
四

文
令
九
、
文
令
二
ハ
、
文
令
三
三
、
平
五
文
令
一

O
、
文
令
一
八
、
文

令
三
て
平
六
文
令
九
、
文
令
二
ニ
、
文
令
二
二
、
文
令
四
て
平
七

文
令
一

O
、
文
令
一
九
、
平
八
文
令
一

O
、
文
令
一
九
、
文
令
三
四
、

平
九
文
令
一
五
、
文
令
三
九
、
平
一

O
文
令
八
、
文
令
ニ
ニ
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法令・規則

大
学
院
全
般

第1編

帝
国
大
学
令
〔
大
学
院
を
規
定
〕

[

一

]

勅
令
第
三
号

一
八
八
六
(
明
治
一
九
)
年
三
月
一
日
(
官
報
三
月
二
日
)

第
二
、
四
条

〔
本
文
は
四
頁
参
照
〕

大
学
院
規
程

[
八
]

一
八
九
九
(
明
治
三
二
)
年
三
月
一
八
日

京
都
帝
国
大
学
大
学
院
規
程

第
一
章
学
年
、
学
期
、
休
業

第
一
条
学
年
ハ
七
月
十
一
日
ニ
始
マ
リ
翌
年
七
月
十
日
ニ
終
ル

第
二
条
学
年
ヲ
分
テ
春
秋
ノ
二
学
期
ト
ス
春
季
学
期
ハ
一
月
二
十

一
日
ヨ
リ
七
月
十
日
ニ
至
リ
秋
季
学
期
ハ
七
月
十
一
日
ヨ
リ
翌
年

一
月
二
十
日
ニ
至
ル

第
三
条
秋
季
学
期
ノ
研
究
期
間
ハ
九
月
十
一
日
二
始
マ
リ
十
二
月

二
十
四
日
ニ
終
リ
春
季
学
期
ノ
研
究
期
間
ハ
一
月
二
十
一
日
ニ
始

マ
リ
六
月
十
五
日
ニ
終
ル

第
四
条
冬
季
休
業
ハ
十
二
月
二
十
五
日
ヨ
リ
翌
年
一
月
二
十
日
ニ

至
リ
夏
季
休
業
ハ
六
月
十
六
日
ヨ
リ
九
月
十
日
ニ

至
ル

第
五
条
日
曜
日
及
左
ニ
記
載
ス
ル
祝
祭
日
ハ
休
業
ト
ス

秋
季
皇
霊
祭

神

嘗

祭

十

月

十

七

日

天

長

節

十

一

月

三
日

新

嘗

祭

十

一

月

廿

三

日

孝

明

天

皇

祭

一

月

三

十

日

紀

元

節

二

月

十

一

日

春
季
皇
霊
祭

神

武

天

皇

祭

四

月

三

日

京
都
帝
国
大
学
創
立
紀
念
祝
日
六
月
十
八
日

第

二

章

入

院

第
六
条
入
院
ハ
時
季
ヲ
定
メ
ス
随
時
之
ヲ
許
可
ス

第
七
条
帝
国
大
学
分
科
大
学
ヲ
卒
業
シ
タ
ル
者
又
ハ
之
ト
同
等
ノ

学
力
ヲ
有
ス
ル
者
ニ
シ
テ
其
専
修
学
科
若
ク
ハ
之
ト
密
接
ノ
関
係

ア
ル
学
科
ノ
範
囲
内
ニ
於
テ
事
項
ヲ
定
メ
研
究
セ
ン
ト
欲
ス
ル
者

ハ
京
都
帝
国
大
学
大
学
院
学
生
タ
ル
コ
ト
ヲ
得

但
大
学
ノ
設
備
上
志
望
ノ
研
究
ニ
応
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
場
合

ハ
入
院
ヲ
許
可
セ
サ
ル
コ
ト
ア
ル
ペ
ク
又
人
員
ヲ
制
限
ス
ル
ト

キ

ハ
出
願
ノ
順
序
ニ
依
リ
入
院
セ
シ
ム
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第
八
条
研
究
ノ
事
項
ハ
必
ス
学
術
技
芸
ノ
攻
究
ニ
シ
テ
学
術
上
公

共
ノ
モ
ノ
タ
ル
ベ
シ

第
九
条
分
科
大
学
ノ
卒
業
生
ニ
ア
ラ
サ
ル
者
ハ
入
院
ノ
試
問
ヲ
要

ス
但
本
文
ノ
場
合
ハ
入
院
受
験
料
金
拾
円
ヲ
納
付
ス
ベ
シ

第
十
条
入
院
ヲ
許
可
セ
ラ
レ
タ
ル
者
ハ
入
院
料
金
弐
円
ヲ
納
付
ス

ベ
シ

学部・大学院・教養部

第
十
一
条
入
院
ヲ
許
可
セ
ラ
レ
タ
ル
ト
キ
ハ
専
心
勤
学
ノ
誓
約
書

ヲ
出
シ
大
学
院
ニ
備
フ
ル
学
籍
簿
ニ
記
名
ス
ベ
シ

第

三

章

在

院

第
十
二
条
大
学
院
学
生
在
院
中
ハ
研
究
事
項
ノ
属
ス
ル
分
科
大
学

長
之
ヲ
監
督
ス
大
学
院
学
生
ニ
ハ
在
院
証
ヲ
下
付
ス

〔

7

7
〕

大
学
院
学
生
ハ
分
科
大
学
ト
同
一
ノ
制
帽
製
服
ヲ
着
用

第
十
三
条

第
十
四
条

第7章

ス
べ
、
ン

第
十
五
条

第
十
六
条

?〕指
ニ
従
フ
ベ
シ

第
十
七
条
在
院
中
分
科
大
学
ノ
授
業
ヲ
受
ケ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ハ
指

導
教
授
ヲ
経
テ
当
該
分
科
大
学
長
ノ
認
可
ヲ
受
ク
ベ
シ

但
本
文
ノ
場
合
ニ
ハ
分
科
大
学
通
則
第
二
十
粂
ヲ
適
用
ス

大
学
ニ
於
ケ
ル
最
短
在
院
期
ヲ
一
箇
年
ト
ス

〔
?

研
究
ノ
方
法
等
ハ
特
ニ
命
セ
ラ
レ
タ
ル
指
導
教
授
ノ
示

第
十
八
条
大
学
院
学
生
ニ
シ
テ
研
究
上
便
宜
ノ
タ
メ
他
ノ
業
務
ニ

従
事
セ
ン
ト
欲
ス
ル
ト
キ
ハ
予
メ
大
学
総
長
ノ
許
可
ヲ
受
ク
ベ
シ

第
四
章
休
学
、
退
院

第
十
九
条
大
学
院
学
生
ニ
シ
テ
正
当
ノ
事
故
ニ
依
リ
五
箇
月
以
上

研
究
ヲ
中
止
セ
ン
ト
欲
ス
ル
ト
キ
ハ
大
学
総
長
ノ
許
可
ヲ
得
テ
一

箇
年
以
内
ノ
休
学
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得

但
休
学
ノ
期
限
内
ト
難
モ
其
事
故
止
ム
ト
キ
ハ
大
学
総
長
ハ
其

休
学
ヲ
解
除
ス
ル
コ
ト
ア
ル
べ
シ

第
二
十
条
大
学
院
学
生
ニ
シ
テ
研
究
ヲ
完
了
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
退
院

ス
べ
、
ン

第
二
十
一
条
指
導
教
授
ニ
於
テ
在
院
ノ
必
要
ヲ
認
メ
サ
ル
ト
キ
ハ

直
ニ
退
院
ヲ
命
ス

第
二
十
二
条
大
学
院
学
生
ハ
在
院
ト
休
学
中
ト
ヲ
問
ハ
ズ
大
学
所

在
地
ヲ
離
ル
、
ト
キ
ハ
大
学
総
長
ノ
認
可
ヲ
受
ク
ペ
シ

第
二
十
三
条
大
学
院
学
生
ニ
シ
テ
止
ム
ヲ
得
サ
ル
事
故
ノ
タ
メ
ニ

研
究
ヲ
継
続
シ
能
ハ
サ
ル
ト
キ
ハ
大
学
総
長
ハ
退
院
ヲ
許
可
ス
ル

コ
ト
ア
ル
ベ
シ
第

五

章

試

問

第
二
十
四
条
研
究
ヲ
完
了
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
論
文
ヲ
作
リ
指
導
教
授

ヲ
経
テ
研
究
事
項
ノ
属
ス
ル
分
科
大
学
長
ニ
出
ス
ペ
シ

分
科
大
学
長
ハ
前
項
ノ
論
文
ヲ
当
該
教
授
会
ノ
議
ニ
付
シ
研
究
ノ
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法令・規則

成
績
ヲ
判
定
ス

第
二
十
五
条
分
科
大
学
ノ
授
業
ヲ
兼
受
ス
ル
者
ニ
ハ
分
科
大
学
通

則
第
二
十
六
条
第
二
十
七
条
第
二
十
八
条
第
二
十
九
条
ヲ
適
用
ス

第
二
十
六
条
分
科
大
学
ノ
授
業
ヲ
受
ケ
其
試
問
ニ
及
第
シ
タ
ル
者

ニ
限
リ
希
望
ニ
依
リ
修
業
証
書
ヲ
与
フ
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

第
六
章
研
究
料
及
用
品
料

第
二
十
七
条
大
学
院
学
生
ノ
研
究
料
ハ
一
箇
月
金
弐
円
五
拾
銭
ト

シ
数
箇
月
分
ヲ
纏
メ
テ
之
ヲ
徴
収
ス
毎
回
徴
収
ノ
期
日
及
金
額
ハ

別
ニ
之
ヲ
定
ム

但
特
ニ
大
学
総
長
ノ
許
可
ヲ
得
タ
ル
者
ニ
ハ
本
文
ノ
研
究
料
ヲ

免
除
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ペ

シ

第
二
十
八
条
製
図
又
ハ
実
験
ヲ
要
ス
ル
研
究
ニ
従
事
ス
ル
者
ハ
用

回
開
料
ハ
一
箇
月
金
壱
円
ト
シ
数
箇
月
分
纏
メ
テ
之
ヲ
徴
収
ス
毎
回

徴
収
ノ
期
日
及
金
額
ハ
別
ニ
之
ヲ
定
ム

第
二
十
九
条
夏
季
休
業
ノ
両
月
(
M
M
)
及
本
学
ノ
都
合
ニ
依
リ
臨
時

ニ
全
月
休
学
ス
ル
ト
キ
ハ
其
月
分
ノ
研
究
料
ヲ
徴
収
セ
ス

第
三
十
条
大
学
院
学
生
休
学
中
ハ
研
究
料
及
用
品
料
ヲ
徴
収
セ
ス

第
三
十
一
条
大
学
院
学
生
疾
病
其
他
自
己
ノ
都
合
ニ
依
リ
全
月
休

学
ス
ル
コ
ト
ア
ル
モ
研
究
料
ヲ
徴
収
ス

第
七
章
研
究
事
項
ノ
報
告

第
三
十
二
条
毎
年
六
月
及
十
二
月
ニ
於
テ
其
研
究
ニ
従
事
セ
ル
事

第 1編

項
ヲ
筆
記
シ
之
ヲ
常
時
報
告
ト
ナ
シ
指
導
教
授
ヲ
経
テ
研
究
事
項

ノ
属
ス
ル
分
科
大
学
長
ニ
出
ス
へ
シ

第
三
十
三
条
大
学
院
学
生
研
究
ヲ
完
了
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
在
院
中
ノ

履
歴
ヲ
詳
記
シ
当
該
分
科
大
学
長
ヲ
経
テ
大
学
総
長
ニ
報
告
ス

べ

、V
J
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第
三
十
四
条
第

八

章

懲

戒

大
学
院
学
生
ニ
ハ
通
則
第
十
章
ノ
各
条
ヲ
適
用
ス

改
正

明
三
二
・
=
了
一
四
達
示
二
三
号
、
明
コ
さ
7
=
了
七
達
一
不
一
九

号
、
明
三
五
・
九
・
二
二
達
示
一
八
号

〔注〕

一九
O
四
・
九
・
一
達
示
第
九
号
(
京
都
帝
国
大
学
通
則
)
で
廃
止
。

学
校
教
育
法
〔
大
学
院
を
規
定
〕

{

一

]

法
律
第
二
六
号

一
九
四
七
(
昭
和
二
二
)
年
三
月
二
九
日
(
官
報
三
月
=
二
日
)

第
六
十
二
、
六
十
五
1

六
十
八
条

〔
本
文
は
一
四
頁
参
照
〕



四

国
立
大
学
の
大
学
院
に
置
く
研
究
科
の
名
称
及
び
課
程
を
定
め

る

政

令

〔

抄

〕

[

一

]

政
令
第
五
一
号

一
九
五
三
(
昭
和
二
八
)
年
三
月
三
一
日

国
立
大
学
の
大
学
院
に
置
く
研
究
科
の
名
称
及
ぴ
課
程
を
定
め
る

政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

昭
和
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
内
閣
総
理
大
臣

吉
田

茂

学部・大学院・教養部

政
令
第
五
十
一
号

国
立
大
学
の
大
学
院
に
置
く
研
究
科
の
名
称
及
ぴ
課
程
を
定

め
る
政
令

内
閣
は
、
国
立
学
校
設
置
法
(
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
五
十
号
)

第
三
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

(
研
究
科
の
名
称
)

第
一
条
国
立
学
校
設
置
法
第
三
条
の
二
第
一
項
に
掲
げ
る
国
立
大

学
の
大
学
院
に
置
く
研
究
科
の
名
称
は
、
左
表
の
通
り
と
す
る
。

〔
中
略
〕

第7章

原、 名国

者E 称立

大 大学

学 の

i書工i理経法教文 上欄
語主詩主書草F書草F言 の立国

大学

の

大~院~ 

置

研

科ゲ~

の

称名

〔
京
大
関
係
の
み
〕

〔
中
略
〕

(
研
究
科
の
課
程
)

第
二
条
前
条
の
各
研
究
科
に
五
年
の
課
程
及
び
二
年
の
課
程
を
置

2 

前
項
の
五
年
の
課
程
は
、
学
校
教
育
法
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第

二
十
六
号
)
第
六
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
博
士
の
学
位
の
授

与
を
受
け
る
に
必
要
な
能
力
を
与
え
る
た
め
の
課
程
と
し
、
二
年

の
課
程
は
、
同
条
同
項
の
規
定
に
よ
る
そ
の
他
の
学
位
の
授
与
を

受
け
る
に
必
要
な
能
力
を
与
え
る
た
め
の
課
程
と
す
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
昭
和
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
中
略
〕
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法令・規則

文

部

大

臣

内
閣
総
理
大
臣

岡
野

清
豪

吉
田

茂

第 I編

昭
三
O
政
令
一

O
六
、
昭
=
二
政
令
九
O
、
昭
三
三
政
令
五
一
、
政
令

六
六
、
昭
三
四
政
令
三
六
、
昭
三
五
政
令
六
四
、
昭
三
六
政
令
七
七

〔
注
〕
一
九
六
三
・
三
・
三
一
政
令
第
九
六
号
で
全
部
改
正
。

改
正

五

大
学
院
審
議
会
規
程

[
六
]

達
示
第
一
四
号

一
九
五
三
(
昭
和
二
八
)
年
四
月
七
日

京
都
大
学
大
学
院
審
議
会
規
程

第
一
条
京
都
大
学
に
、
大
学
院
審
議
会
を
置
く
。

第
二
条
審
議
会
は
、
次
の
事
項
を
審
議
す
る
。

一
各
研
究
科
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と

二
学
位
授
与
の
認
証
に
関
す
る
こ
と

三
大
学
院
に
関
す
る
企
画
及
ぴ
制
規
に
関
す
る
こ
と

四
大
学
院
に
関
し
て
、
学
長
の
諮
問
し
た
こ
と

五
そ
の
他
大
学
院
に
関
す
る
重
要
な
こ
と

第
三
条
審
議
会
は
、
次
の
職
員
で
組
織
す
る
。

一
関
係
学
部
長

二
研
究
科
会
議
構
成
員
中
か
ら
、
研
究
科
ご
と
に
当
該
研
究
科

で
選
挙
し
た
教
授
二
名

職
務
上
審
議
員
と
な
る
者
の
外
は
、
学
長
が
委
嘱
し
、
そ
の
任

期
は
、
二
年
と
す
る
。

第
四
条
学
長
は
、
審
議
会
を
招
集
し
て
、
議
長
と
な
る
。

2

学
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
年
長
の
関
係
学
部
長
が
、
代
理

す
る
。

398 

2 第
五
条
審
議
会
は
、
審
議
員
の
半
数
以
上
が
出
席
し
な
け
れ
ば
、

開
会
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
六
条
議
長
が
、
必
要
と
認
め
た
と
き
は
、
審
議
員
以
外
の
者
に

審
議
会
に
出
席
を
求
め
、
意
見
を
き
く
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
条
審
議
会
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
特
別
委
員
会
を
置
く
こ

と
が
で
き
る
。

2 

特
別
委
員
会
の
委
員
に
は
、
審
議
事
項
に
応
じ
て
、
審
議
会
の

議
を
経
て
、
審
議
員
以
外
の
者
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

特
別
委
員
会
は
、
審
議
事
項
の
審
議
が
終
っ
た
と
き
、
解
散
す

ヲ
匂
。

3 第
八
条
審
議
会
の
議
事
に
つ
い
て
、
必
要
の
事
項
は
、
そ
の
都
度

定
め
る
。

第
九
条
議
事
録
は
、
事
務
局
長
が
、
作
成
す
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
昭
和
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



〔注〕

昭
三
0
・
一
・
二
五
達
示
三
号
、
昭
=
二
・
二
・
-
二
逮
一不
二
号
、
昭

四
一
・

-
0
・
一
一
途
示
一
四
号

一
九
七
六
・
六
・
八
達
一
不
第
二
八
号
で
廃
止
。

改
正

ー，、

大
学
院
研
究
科
会
議
規
程

[六
}

達
示
第
一
五
号

一
九
五
三
(
昭
和
二
八
)
年
四
月
七
日

第
一
条

第
二
条

'
G
 

京
都
大
学
大
学
院
研
究
科
会
議
規
程

京
都
大
学
大
学
院
の
各
研
究
科
に
、
研
究
科
会
識
を
置
く
。

研
究
科
会
議
は
、
研
究
科
に
関
す
る
次
の
事
項
を
審
議
す

学部・大学院・教養部

科
目
に
関
す
る
こ
と

試
験
に
関
す
る
こ
と

学
生
に
関
す
る
こ
と

学
位
授
与
の
資
格
審
査
に
関
す
る
こ
と

五
学
位
論
文
調
査
委
員
選
定
に
関
す
る
こ
と

六
論
文
提
出
に
よ
る
博
士
学
位
の
、
審
査
に
関
す
る
こ
と

第
三
条
研
究
科
会
識
は
、
関
係
学
部
長
及
ぴ
当
該
研
究
科
の
教
授

で
、
組
織
す
る
。

但
し
、
必
要
あ
る
と
き
は
、
当
該
研
究
科
の
助
教
授
又
は
講
師

四

第7章

で
あ
る
教
官
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
条
関
係
学
部
長
は
、
研
究
科
会
議
を
招
集
し
て
、
議
長
と
な

る。
関
係
学
部
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
大
学
院
審
議
会
の
審
議

員
で
あ
る
当
該
研
究
科
の
年
長
の
教
授
が
、
代
理
す
る
。

第
五
条
研
究
科
会
議
は
、
会
議
構
成
員
の
半
数
以
上
が
出
席
し
な

け
れ
ば
、
開
会
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
六
条
研
究
科
会
議
の
議
事
に
つ
い
て
、
必
要
な
事
項
は
、
当
該

研
究
科
会
議
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
七
粂
議
事
録
は
、
関
係
学
部
の
事
務
長
が
、
作
成
す
る
。

1
1
3
J
H
e
 

限
町

r

ロH
M
m

こ
の
規
程
は
、
昭
和
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

2 ，-、
注

一
九
七
六
・
六
・
八
達
一
京
第
二
八
号
で
廃
止
。
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七

国
立
大
学
の
大
学
院
に
置
く
研
究
科
の
名
称
及
び
課
程
を
定
め

る
政
令
第
一
条
の
表
に
掲
げ
る
国
立
大
学
の
大
学
院
の
研
究
科

に

置

く

専

攻

の

名

称

及

び

課

程

〔

抄

〕

[

一

]

文
部
省
告
示
第
四
一
号

一
九
五
三
(
昭
和
二
八
)
年
五
月
二
二
日

第 l編

国
立
大
学
の
大
学
院
に
置
く
研
究
科
の
名
称
及
び
課
程
を
定
め
る

政
令
(
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
五
十
一
号
)
第
一
条
の
表
に
掲
げ
る
国

立
大
学
の
大
学
院
の
研
究
科
に
置
く
専
攻
の
名
称
及
び
課
程
は
、
左

表
の
通
り
と
す
る
。

昭
和
二
十
八
年
五
月
十
三
日

文
部
大
臣

岡
野

清
豪

霧竪李品
グコ百量グコグコ

毒品李里

周
立
大

学
の
名

称

専

攻

の

名

称

及

ぴ

課

程

哲
学
専
攻
(
博
士
課
程
、
修
士
課
程
)

宗
教
学
専
攻
(
博
士
課
程
、
修
士
課
程
)

心
理
学
専
攻
(
博
士
課
程
、
修
士
課
程
)

社
会
学
専
攻
(
博
士
課
程
、
修
士
課
程
)

美
学
専
攻
(
博
士
課
程
、
修
士
課
程
)

国
史
学
専
攻
(
博
士
課
程
、
修
士
課
程
)

東
洋
史
学
専
攻
(
博
士
課
程
、
修
士
課
程
)

西
洋
史
学
専
攻
(
博
士
課
程
、
修
士
課
程
)

地
理
学
専
攻
(
博
士
課
程
、
修
士
課
程
)

京
都
大

学

科究学理 研経
科究 法学研 科研究 教学育 科究 学研文

科究済学研

地植3動3化52地i字物zz数
経済護学芸課理 教育方攻教育学専
程論

学専攻語語学売士イ 語 ラ程国語学文国)経 課ツ 英学修ン)語

学配置許質~~壁蒔土主草主草(壁蒔事 済学 程学語 士ス 学中

経 法学専攻 博( 吾攻文言)ド 米文章課学語 国許攻
済 (博士課(博 土 イ学フ文士

(博課課程課(博士 博(課程 蔭史 士程士 (博課士 程課 ツ専ラ学課
程程、 士程 土専 課課 士程 葎文攻ン専葎程
士、、修程課課 修

建課 攻蒔 程、修士 程
課 土学蒔ス攻土

課修修士 程修士 程修 修課専士文吾霊修
程士士課 士程課

空事
修士程課修土

、士 土建攻課学士士

修、程課程課程)修士修士程課 修課課 葎専課

程課 程課
士程 程修 建攻課修程

相l士課王 程課)程課)
課建 課))士士 葎理士)

課修
警修 程 課程士士修課

士 事 課課士号
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学部・大学院・教養部

科究農学 科究工学 科究薬学

研 研 研

水産水産林農農業林農農芸林攻学専攻農学専

首物i織缶z草書詰z攻量工Z手Z事古学2里五2震工3手主2 薬学専攻
化52事経3工5事5基2堅苦 博

攻博(学雲(博博士(博博士博土(博(博(博 士

博士課(博博士(博博士程諜程諜
博士博士課士課課士土士

程課

課程士課士課 士課士課程課程程課課課

程3~ 程課程、程課程、修士修士 課程、程課程 程、、程程程 修士程 、修、修修

、修士 、修士 課課 、修 修土士修士土修修修土 課

修士課修士課程)程) 
修士修 課士課課士士 程
士課士課程課程程課課課

課程課程 課程課程)程~~程程程
程)程) 程)程 --- -- ---

〔
京
大
関
係
の
み
〕

第7章

備
考
こ
の
表
中
博
士
課
程
と
は
、
国
立
大
学
の
大
学
院
に
置
く
研
究

科
の
名
称
及
び
課
程
を
定
め
る
政
令
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る

五
年
の
課
程
と
し
、
修
士
課
程
と
は
、
同
条
同
項
に
規
定
す
る
二

年
の
課
程
と
す
る
。

i¥ 

国
立
大
学
の
大
学
院
に
置
く
研
究
科
の
名
称
及
び
課
程
を
定
め

る
政
令
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
医
学
研
究
科
設
置
〕
[
ニ

政
令
第
一

O
六
号

一
九
五
五
(
昭
和
三
O
)
年
七
月
一
日

国
立
大
学
の
大
学
院
に
置
く
研
究
科
の
名
称
及
ぴ
課
程
を
定

め
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
国
立
学
校
設
置
法
(
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
五
十
号
)

第
三
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

国
立
大
学
の
大
学
院
に
置
く
研
究
科
の
名
称
及
ぴ
課
程
を
定
め
る

政
令
(
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
五
十
一
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
一
条
の
表
〔
中
略
〕
京
都
大
学
及
ぴ
大
阪
大
学
の
項
中
「
理
学

研
究
科
」
を
「
回
一
誠
一
誠
…
」
に
改
め
〔
る
〕
。

〔
中
略
〕

第
二
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

医
学
研
究
科
及
び
歯
学
研
究
科
を
除
く
そ
の
他
の
研
究
科
に
五
年

の
課
程
及
ぴ
二
年
の
課
程
を
置
き
、
医
学
研
究
科
及
ぴ
歯
学
研
究
科

に
四
年
の
課
程
を
置
く
。

第
二
条
第
二
項
中
「
五
年
」
を
「
五
年
の
課
程
及
ぴ
四
年
」
に
改

め
る
。
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附

法令・規則

ロ岡田〔

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
三
十
年
四
月
一
日

か
ら
適
用
す
る
。

第l編

九

国
立
大
学
の
大
学
院
に
置
く
研
究
科
の
名
称
及
び
課
程
を
定
め

る
政
令
第
一
条
の
表
に
掲
げ
る
国
立
大
学
の
大
学
院
の
研
究
科

に
置
く
専
攻
の
名
称
及
び
課
程
〔
抄
〕
〔
医
学
研
究
科
に
博
士
課

程

設

置

〕

{

一

]

文
部
省
告
示
第
八
一
号

一
九
五
五
(
昭
和
三
O
)
年
八
月
三
日

国
立
大
学
の
大
学
院
に
置
く
研
究
科
の
名
称
及
ぴ
課
程
を
定
め
る

政
令
(
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
五
十
一
号
)
第
一
条
の
表
に
掲
げ
る
国

立
大
学
の
大
学
院
に
新
た
に
置
く
専
攻
の
名
称
及
ぴ
課
程
は
、
左
表

の
と
お
り
と
す
る
。

昭
和
三
十
年
八
月
三
日

文
部
大
臣

松
村

謙

専
攻
の
名
称
及
ぴ
課
程

生
理
学
系
(
博
士
課
程
)

病
理
学
系
(
博
士
課
程
)

社
会
医
学
系
(
博
士
課
程
)

内
科
学
系
(
博
士
課
程
)

外
科
学
系
(
博
士
課
程
)

水
産
学
専
攻
(
博
士
課
程
)

〔
京
大
関
係
の
み
〕

402 

。
国
立
大
学
の
大
学
院
に
置
く
研
究
科
の
名
称
及
び
課
程
を
定

め
る
政
令
〔
抄
〕

[

一

]

政
令
第
九
六
号

一
九
六
三
(
昭
和
三
八
)
年
三
月
三
一
日

国
立
大
学
の
大
学
院
に
置
く
研
究
科
の
名
称
及
ぴ
課
程
を
定

め
る
政
令

内
閣
は
、
国
立
学
校
設
置
法
(
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
五
十
号
)

第
三
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
立
大
学
の
大
学
院
に
置

く
研
究
科
の
名
称
及
ぴ
課
程
を
定
め
る
政
令
(
昭
和
二
十
八
年
政
令
第

五
十
一
号
)
の
全
部
を
改
正
す
る
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

国
立
学
校
設
置
法
第
三
条
の
二
第
一
項
に
掲
げ
る
国
立
大
学
の
大

学
院
に
置
く
研
究
科
の
名
称
及
ぴ
課
程
は
、
次
の
表
に
掲
げ
る
と
お

り
と
す
る
。



芳、
立国

都
大学

大 の

学 名称

農 工 薬
学研医
理

経済学研
法Aザ"与」
教 文
院に 上欄学 井f主4与 学 学 育 学

研 研 研 研 研 学
科研Y仰俺1守4 
置の

科~ ゲ~ ~ 科qヌ1;: ゲ~ ~ 
科研究
〈立国

手ヰ 平等 手ヰ 科究 手キ
科究研 大学

のの
名大
称学

五 四 五
程課欄中年 年 年

の の の の
課 課 課

研，科~ 程 程 程

の

〔
京
大
関
係
の
み
〕

〔
中
略
〕

品
目

学部 ・大学院・教養部

闘
員

こ
の
政
令
は
、
昭
和
三
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
中
略
〕

荒
木
蔦
蕎
夫

池
田

文
部
大
臣

内
閣
総
理
大
臣

勇
人

改
正

昭
三
九
政
令
四
一
、
昭
四
O
政
令
七
八
、
昭
四
一
政
令
一
一
一
、
昭
四

二
政
令
五
五
、
政
令
九
七
、
昭
四
三
政
令
六

O
、
政
令
一
一
三
、
昭
四

四
政
令
七
六
、
政
令
一
四
八、

昭
四
五
政
令
四
六
、
政
令
五
八
、
昭
四

六
政
令
七
六
、
昭
四
七
政
令
四
九
、
昭
四
八
政
令
五

O
、
政
令
二
八
四
、

第 7章

昭
四
九
政
令
九
O
、
政
令
-
九
九
、
昭
五
O
政
令
七
三
、
昭
五
-
政
令

四
六
、
政
令
二
一
五
、
昭
五
二
政
令
六
三
、
政
令
=
ニ
四
、
昭
五
三
政

令
八
五
、
政
令
二
四

O
、
昭
五
四
政
令
六
六
、
昭
五
五
政
令
四
六
、
昭

五
六
政
令
七
九
、
政
令
三
二
ハ
、
昭
五
七
政
令
七
六
、
政
令
八
三
、
昭

五
八
政
令
四

O
、
政
令
六
六
、
昭
五
九
政
令
五
四
、
政
令
九
四

{注
〕

一
九
八
四
・
六
・
二
八
政
令
第
二
三

O
号
(
国
立
学
校
設
置
法
施
行

令
)
で
廃
止
。

大
学
院
の
管
理
運
営
に
関
す
る
規
程

[
六
}

達
一
不
第
二
八
号

一
九
七
六
(
昭
和
五
二
年
六
月
八
日

京
都
大
学
大
学
院
の
管
理
運
営
に
関
す
る
規
程

第
一
章
大
学
院
審
議
会

第
一
条
京
都
大
学
に
、
大
学
院
審
議
会
を
置
く
。

第
二
条
大
学
院
審
議
会
は
、
次
の
事
項
を
審
議
す
る
。

一
大
学
院
の
組
織
に
関
す
る
こ
と
。

二
大
学
院
に
関
す
る
制
規
に
関
す
る
こ
と
。

三

大
学
院
の
教
育
に
関
す
る
こ
と
。

四

学
位
に
関
す
る
こ
と
。

五

そ

の
他
大
学
院
に
関
す
る
重
要
な
こ
と
。

大
学
院
審
議
会
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
審
議

403 
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す
る
ほ
か
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
大
学
院
の
組
織
及
ぴ
運
営
に

関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
研
究
科
・
部
局
等
相
互
間
の
あ
っ
旋
等

の
調
整
を
行
う
。

第
三
条
大
学
院
審
議
会
は
、
次
の
審
議
員
で
組
織
す
る
。

一
各
研
究
科
長

二

各

学

部

長

三

教

養

部

長

四
各
研
究
所
長

五
研
究
科
ご
と
に
、
研
究
科
会
議
の
構
成
員
で
あ
る
教
授
各

一
名
。
た
だ
し
、
第
一
号
の
審
議
員
を
第
二
号
か
ら
前
号
ま
で

の
い
ず
れ
か
の
審
議
員
が
兼
ね
る
研
究
科
に
つ
い
て
は
、
二
名

と
す
る
。

第 l編

前
項
第
五
号
の
審
議
員
は
、
研
究
科
会
議
の
識
に
基
づ
き
、
総

長
が
委
嘱
す
る
。

3

第
一
項
第
五
号
の
審
議
員
の
任
期
は
、
二
年
と
し
、
再
任
を
妨

げ
な
い
。

第
四
条
総
長
は
、
大
学
院
審
議
会
を
招
集
し
、
議
長
と
な
る
。

2

総
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
総
長
の
指
名
す
る

審
議
員
が
、
前
項
の
職
務
を
代
行
す
る
。

第
五
条
大
学
院
審
議
会
は
、
審
議
員
の
半
数
以
上
が
出
席
し
な
け

れ
ば
、
開
会
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

2 

第
六
条
議
長
が
必
要
と
認
め
た
と
き
は
、
審
議
員
以
外
の
者
に
大

学
院
審
議
会
へ
の
出
席
を
求
め
、
意
見
を
き
く
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
条
大
学
院
審
議
会
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
委
員
会
を
置
く

こ
と
が
で
き
る
。

2

委
員
会
の
委
員
に
は
、
審
議
事
項
に
応
じ
て
、
大
学
院
審
議
会

の
議
を
経
て
、
審
議
員
以
外
の
者
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
条
大
学
院
審
議
会
の
議
事
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
大
学

院
審
議
会
が
定
め
る
。

第
二
章

研
究
科
長
及
び
研
究
科
会
議

第
九
条
各
研
究
科
に
、
研
究
科
長
を
置
く
。

2

研
究
科
長
は
、
当
該
研
究
科
会
議
を
構
成
す
る
教
授
の
う
ち
か

ら
、
研
究
科
会
識
の
議
に
基
づ
き
、
総
長
が
命
ず
る
。

3

研
究
科
長
の
任
期
は
、
当
該
研
究
科
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
十
条
各
研
究
科
に
、
研
究
科
会
議
を
置
く
。

第
十
一
条
研
究
科
会
議
は
、
当
該
研
究
科
に
関
す
る
次
の
事
項
を

審
議
す
る
。

一
入
学
者
の
選
抜
に
関
す
る
こ
と
。

二
学
生
の
身
分
に
関
す
る
こ
と
。

三
教
育
に
関
す
る
こ
と
。

学
位
授
与
の
資
格
審
査
に
関
す
る
こ
と
。

研
究
科
会
議
の
構
成
に
関
す
る
こ
と
。
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六
研
究
科
長
及
ぴ
第
三
条
第
一
項
第
五
号
の
大
学
院
審
議
会
審

議
員
の
候
補
者
の
選
出
及
ぴ
研
究
科
長
の
任
期
に
関
す
る
こ
と
。

七
そ
の
他
研
究
科
に
関
す
る
重
要
な
こ
と
。

第
十
二
条
研
究
科
会
議
は
、
当
該
研
究
科
の
教
授
の
う
ち
か
ら
、

当
該
研
究
科
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
構
成
す
る
も
の
と
す
る
。

2

研
究
科
に
お
い
て
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
研
究
科
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
研
究
科
会
議
に
、
当
該
研
究
科
の
助
教
授

X
は
講
師
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
三
条
研
究
科
長
は
、
研
究
科
会
議
を
招
集
し
、
議
長
と
な
る
。

2

研
究
科
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
大
学
院
審
議
会
審
議
員
で

あ
る
者
の
う
ち
か
ら
あ
ら
か
じ
め
研
究
科
長
の
指
名
す
る
者
が
、

前
項
の
職
務
を
代
行
す
る
。

第
十
四
条
第
五
条
、
第
七
条
及
び
第
八
条
の
規
定
は
、
研
究
科
会

議
に
準
用
す
る
。

第
十
五
条
専
攻
の
運
営
に
関
す
る
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
当

該
研
究
科
が
定
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
昭
和
五
十
二
牛
六
月
八
日
か
ら
施
行
す
る
。

次
の
規
程
は
、
廃
止
す
る
。

京
都
大
学
大
学
院
審
議
会
規
程
(
昭
和
二
十
八
年
達
一
不
第
十
四

号
)

1 

第7章

2 

3 

京
都
大
学
大
学
院
研
究
科
会
議
規
程
(
昭
和
二
十
八
年
達
示
第

十
五
号
)

こ
の
規
程
施
行
後
い
ま
だ
研
究
科
長
が
命
ぜ
ら
れ
な
い
研
究
科

に
あ
っ
て
は
、
そ
の
命
ぜ
ら
れ
る
ま
で
の
問
、
第
九
条
第
二
項
及

ぴ
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
関
係
学
部
長
の
職
に
あ
る
者

〔

7

7
〕

が
研
究
科
長
と
し
て
そ
の
聴
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。

こ
の
規
程
施
行
の
際
現
に
京
都
大
学
大
学
院
審
議
会
規
程
(
昭
和

二
十
八
年
達
示
第
十
四
号
)
第
三
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基

づ
く
大
学
院
審
議
会
審
議
員
で
あ
る
者
は
、
研
究
科
に
お
い
て
第

三
条
第
一
項
第
五
号
の
審
議
員
が
選
出
さ
れ
る
ま
で
の
問
、
同
条

同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
引
き
続
き
そ
の
職
に
あ
る
も

の
と
す
る
。

4 

改
正

昭
五
三
・
一
一
・
-
四
達
示
四
五
号
、
平
元
・

一
一
・
-
四
達
示
二
七

号
、
平
三
・
二
・
一
九
達
示
二
号
、

五
・
二
八
達
一
不
一
九
号
、
平
五
・

三
・
九
達
示
一
九
号
、
平
八
・
五
・
一
四
達
示
二
七
号
、
平
九
・
三
・

一
八
達
示
九
号
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法令・規則

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
学
部
附
属
施

設

を

研

究

科

附

属

施

設

に

移

行

〕

[

一

]

文
部
省
令
第
二
一
号

一
九
九
八
(
平
成
一

O
)
年
四
月
九
日

第 1編

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
六
の
こ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

都大学京
の立国

名称、 大学

工
薬学研 A医ィl!:

理
法学
教学研育

科学研究 学研nア令L官研nア令しT 
研

科勿ブ』し 科勿~し
手ヰ 草寺

科~ 

研イ 薬
析セン 動物実 セセセ i験臨実毎

政国
床教臨究オ 植用

ンンン 実際 研欄
セン タタタ

流務交 法政文
究の

物 タ験 1 1 1 

践研育実

施研
園 l施 、所 設究
、設 地分地

セタン 献料資
手ヰ

総
球童学九子磁天

附

境環質需Ij設j 

合解先天
発気文 究 属
生世台 1セ セ σ〉

音1)異
施研究生物界資機

ノ ン 教
セ常 タ タ 育

御研材ゾ
タンl標本解 設学研料解分器

施
設

究料 究析析 法 及|
L一一 l 

セ
ン
タ
ー

農
場
、
演
習
林
、
牧
場
、
亜
熱
帯
植

物
実
験
所
、
水
産
実
験
所

〔
京
大
関
係
の
み
〕

406 

〔
中
略
〕

1 

〔の
以省
下令則
聞各は

7、'A 
布
の
日
か
ら
施
行
す
る

総
合
人
間
学
部

国
立
学
校
設
置
法
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
総
合
人
間
学
部
設
置
〕

[

一

]

法
律
第
三
七
号

一
九
九
二
(
平
成
四
)
年
五
月
六
日

国
立
学
校
設
置
法
及
ぴ
国
立
学
校
特
別
会
計
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律

(
国
立
学
校
設
置
法
の
一
部
改
正
)

第
一
条
国
立
学
校
設
置
法
(
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
五
十
号
)
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



1 

〔
中
略
〕

第
三
条
第
一
項
の
表
〔
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中
「
文
学
部
」

を
「
一
誠
一
献
間
学
部
」
に
改
め
〔
る
〕
。

〔
中
略
〕

附

則

(
施
行
期
日
)

こ
の
法
律
は
、
平
成
四
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、

第
一
条
中
国
立
学
校
設
置
法
第
三
条
第
一
項
の
表
の
改
正
規
定
は

同
年
十
月
一
日
か
ら
〔
中
略
〕
施
行
す
る
。

〔
以
下
略
〕

学部・大学院・教養部

総
合
人
間
学
部
規
程

[
六
]

達
一
不
第
二
五
号

一
九
九
二
(
平
成
四
)
年
一

O
月
一
日

京
都
大
学
総
合
人
間
学
部
規
程

第

一

学

科

第
一
条
本
学
部
に
次
の
学
科
を
置
く
。

人
間
学
科

国
際
文
化
学
科

第7章

基
礎
科
学
科

自
然
環
境
学
科

第

二

入

学

第
二
条
入
学
者
の
選
抜
方
法
は
、
教
授
会
で
定
め
る
。

第
三
条
入
学
者
の
決
定
は
、
教
授
会
で
行
う
。

第

三

修

学

第
四
条
授
業
は
、
学
部
科
目
及
ぴ
全
学
共
通
科
目
を
必
修
科
目
、

選
択
科
目
及
ぴ
自
由
科
目
に
分
け
て
行
う
。

第
五
条
学
部
科
目
及
ぴ
全
学
共
通
科
目
の
単
位
数
、
配
当
及
ぴ
授

業
時
間
数
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
六
条
京
都
大
学
通
則
(
昭
和
二
十
八
年
達
示
第
三
号
。
以
下
「
通

則
」
と
い
う
。
)
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
他
学
部
の
科
目
を
学
修

し
よ
う
と
す
る
者
は
、
学
年
の
初
め
又
は
学
期
の
初
め
に
学
部
長

に
願
い
出
て
、
当
該
学
部
の
学
部
長
の
許
可
を
受
け
る
も
の
と
す

ア
匂
。

第
七
条
通
則
第
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
外
国
の
大
学
に
留
学

し
、
そ
の
科
目
を
学
修
し
よ
う
と
す
る
者
に
は
、
教
育
上
有
益
と

認
め
る
と
き
は
、
教
授
会
の
議
を
経
て
、
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
八
条
修
学
期
間
は
、
四
年
と
す
る
。

第

四

試

験

第
九
条
試
験
は
、
科
目
試
験
及
ぴ
論
文
試
験
と
す
る
。
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科
目
試
験
は
、
受
験
の
申
出
を
し
た
者
に
対
し
て
行
う
。

論
文
試
験
は
、
所
定
の
科
目
試
験
に
合
格
し
た
者
に
対
し
て
行

う
。
た
だ
し
、
論
文
題
目
は
、
受
験
科
目
の
範
囲
内
に
限
る
。

第
十
条
前
条
の
論
文
は
、
教
授
会
の
指
定
し
た
教
官
が
審
査
す
る
。

第
十
一
条
試
験
実
施
の
期
日
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め

告
知
す
る
。

2 3 

第 1編

第
五
学
士
の
学
位
授
与

第
十
二
条
四
年
以
上
在
学
し
、
学
部
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

百
三
十
六
単
位
以
上
を
修
得
し
た
者
に
は
、
通
則
第
四
十
九
条
に

定
め
る
学
士
の
学
位
を
授
与
す
る
。

2

第
六
条
及
び
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
他
学
部
及
ぴ
外
国
の
大
学

に
お
い
て
学
修
し
修
得
し
た
単
位
数
は
、
教
授
会
の
議
を
経
て
、

前
項
の
単
位
数
に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3

第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
本
学
他
学
部
又
は
他
の
大
学
か
ら
本

学
部
に
転
学
し
た
場
合
に
お
け
る
転
学
前
に
学
修
し
修
得
し
た
単

位
数
は
、
教
授
会
の
議
を
経
て
、
第
一
項
の
単
位
数
に
通
算
す
る

こ
と
が
あ
る
。

第

六

在

学

第
十
三
条
在
学
は
、
八
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
七
転
学
及
ぴ
転
科

第
十
四
粂
本
学
他
学
部
学
生
若
し
く
は
他
大
学
の
学
生
で
本
学
部

に
転
学
を
志
望
す
る
者
又
は
本
学
部
学
生
で
転
科
若
し
く
は
他
学

部
に
転
学
を
志
望
す
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
選
考
の
う
え
、
教
授

会
の
議
を
経
て
、
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
八
聴
講
生
、
特
別
聴
講
学
生

第
十
五
条
特
定
の
科
目
に
つ
き
聴
講
を
志
望
す
る
者
が
あ
る
と
き

は
、
教
授
会
の
議
を
経
て
、
聴
講
生
と
し
て
入
学
を
許
可
す
る
こ

と
が
あ
る
。

2

聴
講
生
の
取
扱
い
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

第
十
六
条
通
則
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
聴
講
学

生
と
し
て
入
学
を
志
望
す
る
者
に
は
、
教
授
会
の
議
を
経
て
、
入

学
を
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
平
成
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

408 

改
正

平
五
・
一
・
一
二
達
示
一
号
、
三
・
一
二
達
一
不
二
四
号
、
一

0
・
一
達

示
六
七
号
、
平
八
・
一
・
二
三
達
示
二
号



四

大
学
院
文
学
研
究
科
・
文
学
部

，曲、!

一
) 

文

科

大

学

明
治
三
十
六
年
勅
令
第
六
十
八
号
一
部
改
正
〔
文
科
大
学
に
講

座
設
置
〕

{

一

]

勅
令
第
日
三
五
号

一九
O
六
(
明
治
三
九
)
年
六
月
四
日
(
官
報
六
月
五
日
)

学部・大学院・教養部

明
治
三
十
六
年
勅
令
第
六
十
八
号
中
左
ノ
通
改
正
ス

「
法
科
大
学
医
科
大
学
」
ノ
下
ニ
「
文
科
大
学
」
ヲ
加
へ
福
岡
医
科
大

学
ノ
部
ノ
次
ニ
左
ノ
如
ク
加
フ

文
科
大
学

哲
学
、
哲
学
史

心
理
学

教
育
学
、
教
授
法

倫
理
学

支
那
語
学
、
支
那
文
学

第7章

講
座

一
講
座

一
講
座

一
講
座

一
講
座

京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
開
設
，

[ニ

文
部
省
令
第

-
O号

一九
O
六
(
明
治
三
九
)
年
六
月
一
一
日

京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
ハ
本
年
九
月
十
一
日
ヨ
リ
開
設
シ
哲
学
科
、

史
学
科
及
文
学
科
ヲ
置
ク

明
治
三
十
九
年
六
月
十
一
日

文
部
大
臣

牧
野
伸
顛

文
科
大
学
規
程

一
五
]

一九
O
六
(
明
治
三
九
)
年
八
月
一
六
日

第第

条条
文
科
大
学
規
程

第

一

授

業

〔
?
?
}

本
学
ニ
哲
学
科
、
史
学
科
、
文
学
ヲ
置
ク

各
学
科
一
一
属
ス
ル
科
目
ヲ
分
チ
テ
正
科
目
及
副
科
目
ト
ナ

ス

哲
学
科
正
科
目

哲
学
印
度
哲
学
史

心
理
学

西
洋
哲
学
史

支
那
哲
学
史

倫
理
学
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教
育
学
教
授
法

宗
教
学副
科
目

生
物
学

精
神
病
学

国
文
学

経
済
学

教
育
行
政
法

仏
蘭
西
語

党
語
羅
旬
語
史
学
科
正
科
目

国
史
東
洋
史

最
近
世
史

地
理
学副
科
目

古
文
書
学

心
理
学

美
学
美
術
史

文
学
概
論

支
那
文
学

独
逸
語

露
西
亜
語

朝
鮮
語

羅
旬
語

三

文

学

科
正
科
目

文
学
概
論

国
文
学

O
英
文
学

O
仏
蘭
西
文
学

一
言
間
五
回
w
字

専
攻
科
目
ト
セ
サ
ル

O
符
ノ
科
目
ノ
普
通
講
義
ハ
英
一

ヲ
選
ム
ヘ
シ

副
科
目

英
語
仏
蘭
西
語

支
那
語

ア
イ
ヌ
語

羅
旬
語

美
学
美
術
史

社
会
学

生
理
学

文
学
概
論

支
那
文
学

統
計
学

英
語
独
逸
語

希
臓
語

支
那
史

西
洋
史

史
学
研
究
法

哲
学
概
論

教
育
学
教
授
法

社
会
学

国
文
学

+
失
語
仏
蘭
西
語

支
那
語

希
雄
語

410 

国
語
学

支
那
語
学
支
那
文
学

O
独
逸
文
学

O
党
語
学
党
文
学

独
逸
語

露
西
亜
語

朝
鮮
語

党
語
希
同
峨
語



学部・大学院・教養部

哲

学

概

論

心

理

学

教

育

学

教

授

法

美

学

美

術

史

第
三
条
前
条
ノ
科
目
ハ
三
学
年
ニ
配
当
シ
テ
之
ヲ
授
ク

第
四
条
学
生
ハ
三
学
科
中
ノ
正
科
目
ニ
属
ス
ル
一
科
目
ヲ
選
ヒ
テ

専
攻
科
目
ト
ス
へ
シ

第
五
条
各
学
科
正
科
目
ノ
授
業
ハ
之
ヲ
普
通
講
義
特
殊
講
義
及
演

習
二
分
チ
普
通
講
義
ハ
該
科
目
ノ
属
ス
ル
学
科
ノ
学
生
一
般
ヲ
シ

テ
必
修
セ
シ
メ
特
殊
講
義
及
演
習
ハ
専
攻
科
目
ニ
ヨ
リ
其
必
修
ス

ヘ
キ
モ
ノ
ヲ
{
疋
ム

副
科
目
ハ
当
該
学
科
ノ
学
生
ヲ
シ
テ
随
意
ニ
聴
講
セ
シ
ム
但
シ

専
攻
科
目
ニ
ヨ
リ
必
修
ト
ナ
ス
コ
ト
ア
ル
へ
シ

第
六
条
学
生
ニ
シ
テ
所
属
学
科
以
外
ノ
科
目
ヲ
聴
講
セ
ン
ト
ス
ル

モ
ノ
ハ
学
長
ノ
許
可
ヲ
受
ク
へ
シ

第
七
条
普
通
講
義
特
殊
講
義
及
演
習
ノ
時
数
ハ
各
一
週
二
時
間
乃

至
四
時
間
ト
ス

第7章

試
問

第
八
条
試
問
ヲ
分
チ
テ
科
目
試
問
及
論
文
試
問
ト
ス

科
目
試
問
ハ
毎
年
六
月
之
ヲ
行
フ
学
生
ハ
其
科
目
ノ
聴
講
ヲ
了
リ

タ
ル
学
年
ニ
於
テ
其
試
問
ヲ
受
ク
へ
シ

論
文
試
問
ハ
専
攻
科
目
ノ
範
囲
ニ
属
ス
ル
論
題
ニ
ツ
キ
学
生
ノ
提

出
シ
タ
ル
論
文
ノ
審
査
及
其
論
文
ニ
関
ス
ル
口
頭
試
問
ヨ
リ
成
ル

第

第
九
条
各
科
目
特
殊
講
義
ノ
試
問
ハ
該
科
目
普
通
講
義
ノ
試
問
ニ

合
格
シ
タ
ル
者
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
之
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

三
学
年
在
学
ノ
者
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
論
文
試
問
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
得

ス
第
十
条
論
文
試
問
ハ
学
長
ノ
指
定
シ
タ
ル
教
官
講
師
之
ヲ
行
フ

第
十
一
条
科
目
試
問
及
論
文
試
問
ノ
及
第
ヲ
以
テ
卒
業
ト
ス

第

三

在

学

第
十
二
条
在
学
ハ
六
年
以
上
三
旦
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
但
シ
兵
役
ノ

為
メ
許
可
シ
タ
ル
休
学
日
数
ハ
之
ヲ
算
入
セ
ス

第

四

選

科

生

第
十
三
条
選
科
生
ハ
左
ノ
資
格
ヲ
有
ス
ル
者
及
教
授
会
ニ
於
テ
同

等
以
上
ノ
学
力
ア
リ
ト
認
メ
タ
ル
者
ニ
ツ
キ
試
問
ヲ
行
ヒ
教
授
会

ノ
議
ヲ
経
テ
其
入
学
ヲ
許
可
ス

一
、
師
範
学
校
中
学
校
卒
業
生

二
、
当
該
学
科
ニ
関
シ
師
範
学
校
中
学
校
高
等
女
学
校
教
員
免
許

状
ヲ
有
ス
ル
者

改
正

大
八
・
四
・
一
達
示
五
号
、
大
一
二
・
一
・
八
達
一不
一
号
、
大
一
四

・

一
二
・
二
八
途
示
三
二
号
、
大
一
五
・
一

一
・
五
達
示
八
号
、
昭
七
・

三
・
七
達
示
一

号、

昭
一
三
・
三
・
二
五
達
一不
三
号
、
昭
一
四
・
一
・

二
五
達
示
一
号
、
昭
二
ハ
・
三
・
一
達
示
二
号
、
昭
一
二
・
三
・
三
O

達
示
三
号
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注

一
九
一
九
・
四
・
一
達
示
第
五
号
で
文
学
部
規
程
に
改
称
。

一
九
四
九
・
=
了
一
九
達
示
第
二
六
号
で
廃
止
。

法令・規則第 1編

〆'‘、、

、.〆

部

文

学

国
立
学
校
設
置
法
〔
新
制
文
学
部
発
足
〕

{

一

]

法
律
第
一
五

O
号

一
九
四
九
(
昭
和
二
四
)
年
五
月
三
一
日

第

条

〔
本
文
は
二
六
頁
参
照
〕

文
学
部
規
程

{六
]

達
一
示
第
二
六
号

一
九
四
九
(
昭
和
二
四
)
年
一
一
一
月
一
九
日

京
都
大
学
文
学
部
規
程

第

一

学

科

本
学
部
に
哲
学
科
、
史
学
科
及
ぴ
文
学
科
を
置
く
。

第

二

入

学

入
学
者
の
選
抜
方
法
は
、
教
授
会
で
定
め
る
。

第

三

授

業

第
一
条

第
二
条

授
業
は
、
一
般
教
養
科
目
及
ぴ
専
門
科
目
に
分
け
て
行
う
。

一
般
教
養
科
目
は
、
左
の
通
り
と
す
る
。

人
文
科
学

哲
学
、
倫
理
学
、
心
理
学
、
社
会
学

宗
教
学
、
芸
術
学
、
論
理
学
、
教
育
学

国
史
学
、
東
洋
史
学
、
西
洋
史
学

人
文
地
理
学
、
現
代
世
界
史
、
人
類
学

文
学
、
国
語
学
国
文
学
、
漢
文
学

英
語
、
独
語
、
仏
語
、
露
語
、
中
国
語

社
会
科
学

法
学
、
政
治
学
、
経
済
学
、
統
計
学
、
生
活
科
学

自
然
科
学

数
学
、
物
理
学
、
化
学
、
生
物
学
、
地
学
、
天
文
学

体

育

一
般
教
養
科
目
の
配
当
及
ぴ
授
業
時
数
は
、
分
校
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
。

第
五
条
専
門
科
目
を
分
け
て
専
攻
科
目
及
ぴ
副
科
目
と
す
る
。

専
攻
科
目
は
、
左
の
通
り
と
す
る
。

哲

学

科

哲
学
、
西
洋
哲
学
史
、
印
度
哲
学
史

支
那
哲
学
史
、
心
理
学
、
倫
理
学
、
教
育
学
教
授
法

第

条

412 

第
四
条
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学部・大学院・教養部

美
学
美
術
史
、
社
会
学
、
宗
教
学
、
仏
教
学
、
基
督
教

学
史

学

科

国
史
学
、
東
洋
史
学
、
西
洋
史
学
、
考
古
学
、
人
文
地

理
学

文

学

科

国
語
学
国
文
学
、
中
国
語
学
中
国
文
学

西
洋
古
典
語
学
、
西
洋
古
典
文
学
、
英
語
学
英
文
学

独
語
学
独
文
学
、
仏
語
学
仏
文
学

伊
太
利
語
学
伊
太
利
文
学
、
党
語
学
究
文
学
、
言
語
学

副
科
目
は
、
毎
学
年
の
初
め
に
定
め
る
。

第

四

試

験

第
六
条
試
験
は
、
科
目
試
験
及
ぴ
論
文
試
験
と
す
る
。

2

科
目
試
験
の
単
位
及
ぴ
そ
の
数
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

3

論
文
試
験
は
、
所
定
の
科
目
試
験
に
合
格
し
た
者
に
対
し
て
行

、「，，。

3 

第7章

但
し
、
論
題
は
、
専
攻
科
目
の
範
囲
内
に
限
る
。

第
七
条
前
条
の
論
文
は
、
教
授
会
の
指
定
し
た
教
官
が
審
査
す
る
。

第
八
条
試
験
実
施
の
期
日
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
予
め
告
知
す
る
。

第
九
条
四
年
以
上
在
学
し
、
一
般
教
養
科
目
四
十
単
住
、

専
門
科

目
八
十
単
位
(
論
文
を
含
む
。
)
体
育
四
単
位
以
上
を
取
得
し
た
者

は
、
通
則
第
二
十
一
条
に
定
め
る
学
士
試
験
合
格
者
と
す
る
。

2

一
般
教
養
科
目
の
試
験
に
つ
い
て
は
、
分
校
の
定
め
る
と
こ
ろ

h
b
h

ト
A
F
'
h
v

。
第

五

在

学

在
学
は
、
七
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
六
転
学
及
転
科

第
十
一
条
他
の
大
学
学
生
又
は
、
本
学
他
学
部
学
生
で
、
本
学
部

に
転
学
を
志
望
す
る
者
、
若
く
は
、
本
学
部
学
生
で
、
転
科
を
志

望
す
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
鐙
衡
の
上
教
授
会
の
議
を
経
て
許
可

す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
十
条

第

七

聴

講

第
十
二
条
特
定
の
科
目
に
つ
き
聴
講
を
志
望
す
る
者
が
あ
る
と
き

は
、
教
授
会
の
鐙
衡
を
経
て
聴
講
生
と
し
て
入
学
を
許
可
す
る
こ

と
が
あ
る
。

2

聴
講
生
の
取
扱
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

附

則

1

こ
の
規
程
は
、
昭
和
二
十
四
年
六
月
一
日
か
ら
、
施
行
す
る
。

2

明
治
三
十
九
年
八
月
十
六
日
制
定
の
文
学
部
規
程
は
、
廃
止
す

ヲ令。

生

3 

国
立
学
校
設
置
法
附
則
第
三
項
規
定
の
実
施
に
関
し
て
別
段
の

定
め
を
な
す
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
規
程
に
よ
る
。
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第
一
条
哲

改
正

昭
二
五
・
一

0
・
ニ
達
一不
二
ハ
号
、
昭
二
八
・
四
・
七
達
示
二
ハ
号
、

昭
二
九
・

五
・
二
五
達
示
七
号
、
昭
三

0
・
四
・
五
達
示
七
号
、
昭
三

四・
五
・
一
二
逮
示
=
一
号
、
六
・
二
三
達
示

一
七
号
、
昭
三
五
・
二

・

二
三
逮
示
五
号
、
昭
三
七
・
三
・
六
逮
示
三
号
、
昭
四
一
-
一
二
・

六

達
示
一
五
号
、
昭
四
五
・
四
・
一
四
逮
示

一
五
号
、
昭
五
七
・
一
一
て

三
O
達
示
二
三
号
、
平
四
・
五
・
二
一
達
示
一

O
号
、
平
五
・

一
・一

二
達
示
二
号
、
三
・
一
二
達
一
不
二
五
号
、

一
0
・
一
達
示
六
八
号
、
平

七
・
五
・
九
逮
示
一
四
号
、
平
八
・
三
・
二
六
達
示
一
二
号

大
学
院
文
学
研
究
科
規
程

[
+
ハ
]

達
示
第
六
号

一
九
五
三
(
昭
和
二
八
}
年
四
月
七
日

国美社心宗

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
規
程

第

一

専

攻

修
士
、
博
士
の
両
課
程
に
、
次
の
専
攻
を
置
く
。

学学学学学学

会 理教史

学山字学

考

古

学

国

語

学

国

学

中

国

語

学

中

国

文

学

党

語

学

究

文

学

仏
蘭
西
語
学
仏
蘭
西
文
学

英

語

学

英

米

文

学

独

逸

語

学

独

逸

文

学

語

且学

東

i羊洋
理

史 史
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西地

文

日

第
二

学

第
二
条
入
学
手
続
及
ぴ
入
学
者
選
抜
方
法
は
、
文
学
部
教
授
会
で

定
め
る
。

入

入
学
者
の
決
定
は
、
文
学
部
教
授
会
で
行
う
。

第

三

転

科

第
四
条
通
則
第
三
十
四
条
に
よ
り
本
研
究
科
に
転
科
を
志
望
す
る

者
は
、
文
学
部
教
授
会
の
議
を
経
て
、
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
四
科
目
及
び
学
修
方
法

第
五
条
各
専
攻
に
属
す
る
科
目
は
、
次
の
通
り
と
す
る
。

哲

学

第

条



西
洋
古
代
哲

学部・大学院・教養部

哲
学
倫
理
学
支
那
哲
学
史
印
度
哲
学
史

学
史
西
洋
中
世
哲
学
史
西
洋
近
世
哲
学
史

宗

教

学

宗
教
学
仏
教
学
基
督
教
学
宗
教
史
仏
教
史

心

理

学

実
験
心
理
学
実
験
比
較
心
理
学
社
会
心
理
学

社

会

学

社
会
学
原
論
文
化
社
会
学
民
俗
学

美

学美
学
美
術
史
東
洋
美
術
西
洋
美
術

国

史

学

国
史
学
(
古
代
)
国
史
学
(
中
世
)
国
史
学
(
近
世
)

東

洋

史

学

東
洋
史
学
(
古
代
)
東
洋
史
学
(
中
世
)

西

洋

史

学

史
学
理
論
西
洋
史
学
(
古
代
)

学
(
近
世
)

地

理

学

人
文
地
理
学
歴
史
地
理
学

考

古

学

考
古
学
(
日
本
)

西
洋
史

東
洋
史
学
(
近
世
)

西
洋
史
学
(
中
世
)

第7章

地
誌
学

考
古
学
(
東
洋
)

人
類
学

国
語
学
国
文
学

国
語
学
国
文
学

中
国
語
学
中
国
文
学

中
国
語
学
中
国
文
学

究
語
学
究
文
学

党
語
学
究
文
学

仏
蘭
西
語
学
仏
蘭
西
文
学

仏
蘭
西
語
学
仏
蘭
西
文
学

英
語
学
英
米
文
学

英
語
学
英
米
文
学

独
逸
語
学
独
逸
文
学

独
逸
語
学
独
逸
文
学

言

語

学

言
語
学
西
洋
古
典
語
学
西
洋
古
典
文
学
伊
太
利
語
学
伊
太

利
文
学
党
語
学
仏
蘭
西
語
学
英
語
学
独
逸
語
学

第
六
条
前
条
の
科
目
の
外
、
必
要
に
応
じ
、
特
定
の
科
目
を
授
業

す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
七
条
科
目
の
単
位
数
は
、
研
究
科
会
議
で
定
め
る
。

第
八
条
科
目
の
配
当
及
ぴ
授
業
時
間
数
は
、
毎
学
年
の
始
め
に
定

め
る
。
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第
九
条

各
学
生
に
つ
き
、
指
導
教
授
を
定
め
る
。



法令・規則

学
生
は
、
学
修
に
つ
き
、
指
導
教
授
の
指
導
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
十
条
通
則
第
三
十
七
条
に
よ
り
他
の
研
究
科
の
科
目
の
学
修
を

志
望
す
る
者
は
指
導
教
授
の
許
可
を
得
て
、
毎
学
年
の
始
め
に
願

い
出
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
一
条
修
士
課
程
に
必
要
な
三
十
単
位
の
中
、
各
専
攻
に
属
す

る
科
目
十
六
単
位
は
、
必
修
と
し
、
爾
余
の
単
位
は
、
指
導
教
授

の
許
可
を
得
て
、
自
由
選
択
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

博
士
課
程
に
必
要
な
二
十
単
位
の
中
、
各
専
攻
に
属
す
る
科
目

十
二
単
位
は
、
必
修
と
し
、
爾
余
の
単
位
は
、
指
導
教
授
の
許
可

を
得
て
、
自
由
選
択
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第

五

試

験

第
十
二
条
試
験
は
、
毎
学
年
の
終
り
に
行
う
。
但
し
、
特
別
の
事

情
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
時
期
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
十
三
条
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
受
験
科
目
を
届
け
出

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

前
項
の
届
出
期
日
は
、
予
め
告
知
す
る
。

第
六
論
文
審
査

第
十
四
条
研
究
論
文
は
、
研
究
科
会
議
で
定
め
た
教
官
の
調
査
及

ぴ
口
頭
試
問
の
結
果
に
も
と
づ
い
て
、
研
究
科
会
議
で
審
査
す
る
。

第
十
五
条
通
則
第
四
十
条
第
四
項
に
よ
り
学
位
を
得
ょ
う
と
す
る

2 

第 1編

者
は
、
研
究
論
文
を
提
出
し
、
且
つ
、
専
攻
学
術
に
関
し
、
大
学

院
の
博
士
課
程
を
終
え
た
者
と
同
等
以
上
の
学
識
を
有
す
る
こ
と

を
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
六
条
前
条
の
専
攻
学
術
に
関
す
る
学
識
の
確
認
は
、
筆
答
試

問
及
ぴ
口
頭
試
問
に
よ
り
行
う
。
但
し
、
研
究
科
会
議
の
議
を
経

て
、
他
の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

提
出
論
文
の
審
査
は
、
大
学
院
の
博
士
課
程
に
お
け
る
論
文
審

査
と
同
一
の
手
続
に
よ
る
。

第
七
外
国
学
生
、
委
託
生
、
聴
講
生

第
十
七
条
外
国
学
生
、
委
託
生
及
ぴ
満
州
議
生
と
し
て
入
学
を
希
望

す
る
者
に
は
、
文
学
部
教
授
会
の
議
を
経
て
、
許
可
す
る
こ
と
が

本
町
ヲ
令
。
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附

回目四円

」
の
規
程
は
、
昭
和
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

改
正

昭
三
了
一

0
・
一
、
昭
三
二
・
五
・
こ
三
総
長
裁
定
、
昭
三
五
・
六
・

一
二
達
示
一
-
一
号
、
昭
四
五
二
ニ
・
二
五
達
一
不
一
四
号
、
昭
四
七
・
五
・

二
三
達
一
不
二
一
号
、
昭
五
二
・
三
・
一
五
達
示
九
号
、
平
二
・
六
・
二

六
達
示
二

O
号
、
平
五
・
三
・
一
二
達
示
三
四
号
、
平
七
・
九
・
二
六

達
示
二
八
号
、
平
八
・
二
・
二

O
達
示
四
号
、
三
-
二
六
達
示
六
号



(
一
一
一
)

大
学
院
文
学
研
究
科
・
文
学
部

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
文
学
研
究
科
長

設

置

〕

[

一

]

文
部
省
令
第
八
号

一
九
九
六
(
平
成
八
)
年
三
月
三
一
日

学部・大学院・教養部

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

第
八
条
の
二
中
〔
中
略
〕
「
名
古
屋
大
学
大
学
院
人
間
情
報
学
研
究

科
」
を
「
話
相
施
設
銭
畔
坊
戦
一
癖
糊
学
研
究
科
」
に
〔
中
略
〕

改
め
る
。

1 

〔
中
略
〕

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
以
下
略
〕

第7章

五

大
学
院
教
育
学
研
究
科
・
教
育
学
部

"‘、
一、、圃"

教

育

学

部

国
立
学
校
設
置
法
〔
教
育
学
部
設
置
〕

[

一

]

法
律
第
一
五
O
号

一
九
四
九
(
昭
和
二
四
)
年
五
月
三
一
日

第
三
条

〔
本
文
は
二
六
頁
参
照
〕

教
育
学
部
規
程

[
六
]

達
示
第
一
八
号

一
九
五
O
(昭
和
二
五
)
年
一
二
月
二
二
日

第
一
条
京
都
大
学
教
育
学
部
規
程

第

一

入

学

入
学
者
の
選
抜
方
法
は
、
教
授
会
で
定
め
る
。

第

二

授

業

授
業
は
、
一
般
教
養
科
目
及
ぴ
専
門
科
目
に
分
け
て
行
う
。
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第
二
条



法令・規則

一
般
教
養
科
目
は
、
左
の
通
り
と
す
る
。

文

科

学

哲
学
、
倫
理
学
、
心
理
学
、
社
会
学
、
宗
教
学
、
芸
術
学

論
理
学
、
教
育
学

国
史
学
、
東
洋
史
学
、
西
洋
史
学
、
人
文
地
理
学
、
現
代
世
界

第

条
人

第 1編

史人
類
学

文
学
、
国
語
学
、
国
文
学
、
漢
文
学
、
外
国
文
学

社

会

科

学

法
学
、
政
治
学
、
経
済
学
、
統
計
学
、
生
活
科
学

自

然

科

学

数
学
、
物
理
学
、
化
学
、
生
物
学
、
地
学
、
天
文
学

体

育

2

一
般
教
養
科
目
の
配
当
及
ぴ
授
業
時
数
は
、
分
校
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
。

第
四
条
専
門
科
目
は
、
左
の
通
り
と
す
る
。

教
育
原
理
、
教
育
哲
学
、
教
育
史
、

比
較
教
育
学
、
教
育
課
程
、
教
育
方
法

教
育
指
導
、
精
神
衛
生
、
各
科
教
授
法
、
教
育
実
習

教
育
心
理
原
理
、
教
育
心
理
方
法
、
発
達
心
理
学

教
育
社
会
学
、
社
会
教
育
学
、
文
化
人
類
学

2 

社
会
福
祉
学
、
教
育
行
政
学
、
教
育
財
政
学

体
育
学
、
新
聞
学
、
図
書
館
学
、
博
物
館
学

教
授
会
の
議
を
経
て
前
項
以
外
の
科
目
を
専
門
科
目
と
見
な
す

こ
と
が
で
き
る
。

418 

専
門
科
目
の
単
位
数
、
配
当
及
ぴ
授
業
時
数
は
、
別
に
定
め
る
。

第

三

試

験

第
五
条
試
験
は
、
科
目
試
験
及
ぴ
論
文
試
験
と
す
る
。

2

論
文
試
験
は
、
所
定
の
科
目
試
験
に
合
格
し
た
者
に
対
し
て
行

、「
J

。

3 
但
し
、
論
文
題
目
は
、
受
験
科
目
の
範
囲
内
に
限
る
。

第
六
条
前
条
の
論
文
は
、
教
授
会
の
指
定
し
た
教
官
が
審
査
す
る
。

第
七
条
試
験
実
施
の
期
日
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
予
め
告
知
す
る
。

第
八
条
四
年
以
上
在
学
し
、
一
般
教
養
科
目
三
十
六
単
位
体
育
四

単
位
専
門
科
目
八
十
四
単
位
(
論
文
を
含
む
。
)
以
上
を
取
得
し
た
者

は
、
通
則
第
二
十
一
条
に
定
め
る
学
士
試
験
合
格
者
と
す
る
。

2

一
般
教
養
科
目
の
試
験
に
つ
い
て
は
、
分
校
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

第
九
条

第

四

在

学

在
学
は
、
七
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第

五

転

学

本
学
他
学
部
又
は
他
大
学
の
学
生
で
本
学
部
に
転
学
を
志

第
十
条



望
す
る
者
、
又
は
本
学
部
学
生
で
他
に
転
学
を
志
望
す
る
者
が
あ

る
と
き
は
、
教
授
会
の
議
を
経
て
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第

六

聴

講

生

第
十
一
条
特
定
の
科
目
に
つ
き
聴
講
を
志
望
す
る
者
が
あ
る
と
き

は
、
教
授
会
の
選
考
を
経
て
聴
講
生
と
し
て
入
学
を
許
可
す
る
こ

と
が
あ
る
。

2

聴
講
生
の
取
扱
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
昭
和
二
十
五
年
十
二
月
十
九
日
か
ら
、
施
行
す
る
。

改
正

昭
二
八
・
四
・
七
達
示
一
七
号
、
昭
三
0
・
四
・
五
達
示
八
号
、
昭
三

一
一
・
四
・
二
三
達
一
不
一
号
、
昭
三
四
・
二
・
二
四
達
一
水
三
号
、
五
-
二

六
達
示
一
五
号
、
六
・
二
三
達
一
京
一
八
号
、
昭
三
七
・
五
・
八
達
示
六

号
、
昭
四
五
・
四
・
二
八
達
示
一
八
号
、
昭
五
一
・
四
・
二
七
達
示
一

二
号
、
昭
五
八
・
二
・
二
二
達
一
不
二
号
、
五
・
二
四
達
示
一
五
号
、
平

四
・
一
二
・
二
二
達
一
京
六
一
号
、
平
五
・
三
・
一
二
達
示
二
六
号
、
一

0
・
一
達
示
六
九
号

学部・大学院・教養部

大
学
院
教
育
学
研
究
科
規
程

[
六
]

達
示
第
七
号

一
九
五
三
(
昭
和
二
八
)
年
四
月
七
日

第7章

京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
規
程

第

一

専

攻

第
一
条
修
士
、
博
士
の
両
課
程
に
、
次
の
専
攻
を
置
く
。

教
育
学

教
育
方
法
学

第

二

入

学

第
二
条
入
学
手
続
及
ぴ
入
学
者
選
抜
方
法
は
、
教
育
学
部
教
授
会

で
定
め
る
。入
学
者
の
決
定
は
、
教
育
学
部
教
授
会
で
行
う
。

第

三

転

科

第
四
条
通
則
第
三
十
四
条
に
よ
り
本
研
究
科
に
転
科
を
志
望
す
る

者
に
は
、
教
育
学
部
教
授
会
の
議
を
経
て
、
許
可
す
る
こ
と
が
あ

ヲ@。

第

条

科
目
及
ぴ
学
修
方
法

第
五
条
各
専
攻
に
属
す
る
科
目
は
、
次
の
通
り
と
す
る
。

教
育
学
教
育
哲
学

教

育

史

教
育
課
程

教
育
方
法
学

教
育
心
理
学

教

育

指

導

第
四
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法令・規則

社
会
教
育
学

教
育
社
会
学

教
育
行
政
学

各
科
教
授
法

第
六
条
前
条
の
科
目
の
外
、
必
要
に
応
じ
、
特
定
の
科
目
を
授
業

す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
七
条
科
目
の
単
位
数
は
、
研
究
科
会
議
で
定
め
る
。

第
八
条
科
目
の
配
当
及
ぴ
授
業
時
間
数
は
、
毎
学
年
の
始
め
に
定

め
る
。

第 1編

第
九
条
各
学
生
に
つ
き
、
指
導
教
授
を
定
め
る
。

2

学
生
は
、
学
修
に
つ
き
、
指
導
教
授
の
指
導
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
十
条
通
則
第
三
十
七
条
に
よ
り
他
の
研
究
科
の
科
目
の
学
修
を

志
望
す
る
者
は
、
指
導
教
授
の
許
可
を
得
て
、
毎
学
年
の
始
め
に

願
い
出
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
一
条
修
士
課
程
に
必
要
な
三
十
単
位
の
中
、
各
専
攻
に
属
す

る
科
目
十
六
単
位
は
、
必
修
と
し
、
爾
余
の
単
位
は
、
指
導
教
授

の
許
可
を
得
て
、
自
由
選
択
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

博
士
課
程
に
必
要
な
二
十
単
位
の
中
、
各
専
攻
に
属
す
る
科
目

十
二
単
位
は
、
必
修
と
し
、
爾
余
の
単
位
は
、
指
導
教
授
の
許
可

を
得
て
、
自
由
選
択
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第

五

試

験

第
十
二
条
試
験
は
、
毎
学
年
の
終
り
に
行
う
。
但
し
、
特
別
の
事

情
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
時
期
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
十
三
一
条
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
受
験
科
目
を
届
け
出

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

前
項
の
届
出
期
日
は
、
予
め
告
知
す
る
。

第
六
論
文
審
査

第
十
四
条
研
究
論
文
は
、
研
究
科
会
議
で
定
め
た
教
官
の
調
査
及

ぴ
口
頭
試
聞
の
結
果
に
も
と
づ
い
て
、
研
究
科
会
議
で
審
査
す
る
。

第
十
五
条
通
則
第
四
十
条
第
四
項
に
よ
り
学
位
を
得
ょ
う
と
す
る

者
は
、
研
究
論
文
を
提
出
し
、

E
っ
、
専
攻
学
術
に
関
し
、
大
学

院
の
博
士
課
程
を
終
え
た
者
と
、
同
等
以
上
の
学
識
を
有
す
る
こ

と
を
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
六
条
前
条
の
専
攻
晶子
術
に
関
す
る
学
識
の
確
認
は
、
筆
答
試

問
及
び
口
頭
試
問
に
よ
り
行
う
。
但
し
、
研
究
科
会
議
の
議
を
経

て
、
他
の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

提
出
論
文
の
審
査
は
、
大
学
院
の
博
士
課
程
に
お
け
る
論
文
審

査
と
同
一
の
手
続
に
よ
る
。

第
七
外
国
学
生
、
委
託
生
、
聴
講
生

第
十
七
条
外
国
学
生
、
委
託
生
及
ぴ
聴
講
生
と
し
て
入
学
を
希
望

す
る
者
に
は
、
教
育
学
部
教
授
会
の
議
を
経
て
-
許
可
す
る
こ
と
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が
あ
る
。
t

d

q

 

院
町
れ

n
M
M
m

こ
の
規
程
は
、

昭
和
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

改
正

昭
三
一
・
一

0
・
一
、
昭
三
二
・
五
・
二
三
総
長
裁
定
、
昭
四
二
・
七
・

四
達
示
一
八
号
、
昭
五
二
・
三
・
一
五
達
示
一

O
号
、
昭
六
三
・
五
・

一
O
達
示
二
一
号
、
平
二
・
六
・
二
六
達
示
二

一
号
、
平
五
・
三
・
一

二
達
示
三
五
号
、
平
七
・
一
・
二
四
達
示
四
号
、
平
八
・
ニ
・
二
O
達

一
不
四
号

四

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
臨
床
教
育
実
践

研

究

セ

ン

タ

ー

設

置

〕

[

一

]

文
部
省
令
第
一
三
号

一
九
九
七
(
平
成
九
)
年
三
月
三
一
日

学部・大学院・教養部

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

第7章

国
際
法
政

ιιJ 
改
め

る

1 

〔
中
略
〕

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
以
下
略
〕

〆'‘、

一一、.〆

大
学
院
教
育
学
研
究
科
・
教
育
学
部

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
教
育
学
研
究
科

長

設

置

〕

{

一]

文
部
省
令
第
七
号

一
九
九
八
(
平
成
一

O
)
年
三
月
三
一
日

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
の
二
中
〔
中
略
〕
「
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
」
を

「
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
に
〔
中
略
〕
改
め
る

京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
」

〔
中
略
〕
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附

法令・規則

戸、 σ〉
以省
下令則
略は

平
成
十
年
四
月

日
か
ら
施
T丁
す
る

1 

第 1編

-L. 

/、

大
学
院
法
学
研
究
科
・
法
学
部

〆-、

一、、，〆

法

科

大

学

京
都
帝
国
大
学
法
科
大
学
及
医
科
大
学
講
座
ノ
件
{
抄
〕
[
一
]

勅
令
第
三
二
一

号

一
八
九
九
(
明
治
一
ニ
ニ
)
年
七
月
三
日
(
官
報
七
月
四
日
)

朕
京
都
帝
国
大
学
法
科
大
学
及
医
科
大
学
講
座
ノ
件
ヲ
裁
可
シ
弦
ニ

之
ヲ
公
布
セ
シ
ム

御

名

御

璽

明
治
三
十
二
年
七
月
三
日

文
部
大
臣
伯
爵
樺
山
資
紀

勅
令
第
三
百
二
十

一
号

第
一
条
京
都
帝
国
大
学
法
科
大
学
及
医
科
大
学
ニ
置
ク
ヘ
キ
講
座

ノ
種
類
及
其
ノ
数
左
ノ
如
シ

法
科
大
学

憲
法
国
法
学

民
法
商
法
、
破
産
法

民
事
訴
訟
法

刑
法
、
刑
事
訴
訟
法

経
済
学

財
政
学

統
計
学

政
治
学
、
政
治
史

行
政
法

国
際
公
法

国
際
私
法

法
制
史
、
比
較
法
制
史

羅
馬
法

英
吉
利
法

仏
蘭
西
法

独
逸
法

法
理
学〔中
略
)

議講講講講講講議議講講講講講講講講講講
座座座座座座座座座座座座座座座座座座座
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第
二
条
明
治
三
十
二
年
九
月
ヨ
リ
開
始
ス
ヘ
キ
講
座
ノ
種
類
及
其

ノ
数
左
ノ
如
シ

法
科
大
学

憲
法
国
法
学

民
法
商
法
民
事
訴
訟
法

刑
、宏
、
刑
事
訴
訟
法

行
政
法

国
際
私
法

羅
馬
法〔以
下
略
〕

議議議議議講講講講
座座座座座座座座座

学部・大学院・教養部

改
正

明
三
三
勅
令
一

O
七
、
明
三
四
勅
令
一
三
四
、
明
三
五
勅
令

一
五一

〔
注
〕
一
九

O
三
・
三
・
=
二
勅
令
第
六
八
号
で
廃
止
。

第7章

京
都
帝
国
大
学
法
科
大
学
お
よ
び
医
科
大
学
開
設
寧
[
ニ

文
部
省
令
第
三
五
号

一
八
九
九
(
明
治
三
二
)
年
七
月
四
日

京
都
帝
国
大
学
ノ
法
科
大
学
及
医
科
大
学
ハ
本
年
九
月
十
-
日
ヨ
リ

開
設
シ
法
科
大
学
ニ
ハ
法
律
学
科
及
政
治
学
科
医
科
大
学
ニ
ハ
医
学

科
ヲ
置
ク明
治
三
十
二
年
七
月
四
日

文
部
大
臣
伯
爵
樺
山
資
紀

法
科
大
学
規
程

[一一一一]

達
示
第
九
号

一
八
九
九
(
明
治
三
二
)
年
九
月
一
日

京
都
帝
国
大
学
法
科
大
学
規
程

第
一
条
明
治
三
十
二
年
七
月
三
日
勅
令
第
三
百
二
十
一
日
方
向
年
同

月
四
日
文
部
省
令
第
三
十
五
号
ニ
依
リ
テ
法
律
学
科
及
政
治
学
科

ニ
置
ク
ヘ
キ
科
目
左
ノ
如
シ

一
、
法
律
学
科

憲
法
民
法
商
法
破
産
法

423 



法令・規則

民
事
訴
訟
法

刑
法
刑
事
訴
訟
法

行
政
法

国
際
公
法

国
際
私
法

法
制
史
、
比
較
法
制
史

羅
馬
法

英
吉
利
法

仏
蘭
商
法

独
逸
法

法
理
学

経
済
学

二
、
政
治
学
科

憲
法
国
法
学

民
法
商
法
刑
法
総
論

経
済
学

財
政
学

第
六
粂
得
ズ
但
シ
期
限
経
過
後
ト
雄
ト
モ
大
学
長
ハ
本
人
ノ
志
願
ニ
ヨ
リ
教
授

会
ノ
議
決
ヲ
経
テ
在
学
ヲ
継
続
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

第
七
条
学
生
ハ
其
聴
講
セ
ン
ト
欲
ス
ル
各
科
目
ノ
聴
講
名
簿
ニ
其

姓
名
ヲ
自
署
ス
ペ
シ

第 1編

統
計
学

政
治
学
、
政
治
史

行
政
法

国
際
公
法

国
際
私
法

法
制
史
、
比
較
法
制
史

法
理
学

第
二
条
各
学
科
講
義
ノ
外
教
授
会
ノ
議
決
ニ
ヨ
リ
随
意
科
ト
シ
テ

特
別
講
義
及
演
習
科
ヲ
置
ク
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

第
三
条
各
学
科
学
生
ハ
随
意
科
ト
シ
テ
他
ノ
学
科
又
ハ
他
ノ
分
科

大
学
ノ
講
義
ヲ
聴
聞
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
但
シ
他
ノ
分
科
大
学
ノ
講
義

ヲ
聴
聞
ス
ル
場
合
ニ
就
キ
テ
ハ
別
三
疋
ム
ル
所
-
一
依
ル

第
四
条
各
学
科
科
目
配
当
授
業
時
数
等
ハ
教
授
会
ノ
議
決
ヲ
経
テ

公
示
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
五
条
本
学
ニ
於
ル
最
短
在
学
期
ヲ
四
学
年
ト
ス

在
学
ハ
同
一
学
科
ニ
於
テ
ハ
八
学
年
以
上
三
旦
ル
コ
ト
ヲ

424 



学部・大学院・教養部

第
八
条
学
生
ハ
聴
講
名
簿
ニ
自
署
シ
担
任
教
員
ノ
承
認
ヲ
受
ケ
タ

ル
上
ニ
ア
ラ
ザ
レ
パ
其
科
目
ヲ
聴
講
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ

第
九
条
第
七
条
及
第
八
条
ニ
規
定
セ
ル
事
項
ニ
関
ス
ル
手
続
ハ
其

科
目
ノ
授
業
開
始
後
二
週
間
内
ニ
結
了
ス
ベ
シ

第
十
条
試
問
ヲ
受
ケ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ハ
其
受
験
科
目
ヲ
受
験
名
簿

ニ
記
入
シ
担
任
教
員
ノ
承
認
ヲ
経
べ
シ

第
十
一
条
随
意
科
ノ
試
問
ハ
担
任
教
員
ノ
許
可
ア
ル
ト
キ
ニ
限
リ

之
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
得

第
十
二
条
随
意
科
ノ
試
問
ニ
及
第
シ
タ
ル
者
ノ
卒
業
証
書
ニ
ハ
特

ニ
其
科
目
ヲ
記
載
ス

第
十
三
条
専
攻
学
科
ノ
各
科
目
試
問
ニ
及
第
シ
タ
ル
者
ハ
帝
国
大

学
令
第
三
条
ニ
依
リ
卒
業
証
書
ヲ
授
与
ス

第
十
四
条
分
科
大
学
通
則
第
十
六
条
乃
至
第
二
十
条
第
二
十
五
条

第
二
十
九
条
乃
至
第
三
十
一
条
ハ
本
学
ニ
之
ヲ
適
用
セ
ズ

第
十
五
条
第
七
条
乃
至
第
九
条
ハ
之
ヲ
聴
講
生
ニ
準
用
ス

改
正

明
三
三
・
四
・
一
七
、
九
・
二
四
達
示
一
五
号
、
明
三
五
・
三
・
六
達

示
五
号
、
三
了
六
達
示
三
一
号
、
明
三
六
・
五
・
四
達
示
一
二
号
、

明
三
七
・
六
・
一
七
達
示
三
号
、
九
・
二
六
達
示
一
三
号
、
明
四
0
・

五
・
一
三
達
示
四
号
、
明
四
四
・
四
・
一

O
達
示
七
号
、
明
四
五
・
五
・

八
達
示
九
号
、
大
三
・
八
・
一
九
達
示
二
三
号
、
大
四
・
八
・
二
一
達

示
一
八
号
、
大
五
・
七
・
二
七
達
一
不
一

O
号
、
大
八
・
四
・
一
達
示
五

号
、
五
・
三
一
達
示
二
一
号
、
八
・
一
達
示
二
八
号
、
大
九
・
一
了

第7章

二
五
達
示
二
三
号
、
大
一
了
六
・
二
四
達
示
二
O
号
、
一
了
二
O

達
示
二
一
号
、
大
一
五
・
了
二
六
達
示
一
号
、
昭
元
・
一
二
・
二
八

達
示
一
二
号
、
昭
二
・
六
・
一
達
示
九
号
、
昭
一
子
三
・
一
二
達
示
一

号
、
昭
六
・
一
二
・
一
六
達
示
一
三
号
、
昭
七
・
=
了
二
O
達
示
五

号
、
昭
八
・
三
了
二
七
達
示
六
号
、
昭
一
三
・
了
一
二
達
示
一
号
、

一
7
一
四
逮
一
不
九
号
、
昭
一
四
・
一
了
一
達
示
一
七
号
、
昭
一
五
・

一
・
六
達
一
不
一
号
、
昭
一
六
・
=
了
一
五
達
示
二
一
号
、
昭
一
二
・

四
・
一
達
示
四
号
、
昭
二
三
・
九
・
六
達
一
不
八
号

〔注〕

一
九
一
九
・
四
・
一
達
示
第
五
号
で
法
学
部
規
程
に
改
称
。

一
九
四
九
・
一
一
・
二
九
達
示
第
二
四
号
で
廃
止
。

法
科
大
学
学
科
課
程

法
科
大
学
法
律
学
科
及
政
治
学
科
ニ
属
ス
ル
諸
科
目
ノ
授
業
時
数

ヲ
定
ム
ル
コ
ト
左
ノ
知
シ

法
律
学
科

憲
法
民
法

四

法
科
大
学
学
科
課
程

商
法

[一一一一]

達
一
京
第
二
四
号

一
八
九
九
(
明
治
三
二
)
年
一
二
月
一
四
日

年年
間関

毎
週
三
時

毎
週
四
時

一
年
間
毎
週
三
時

二
年
間
内

一
年
間
毎
週
四
時
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毎
週
一
時

毎
週
四
時

毎
週
二
時

毎
週
二
時

毎
週
二
時

毎
週
三
時

毎
週
二
時

毎
週
二
時

毎
週
三
時

毎
週
二
時

毎
週
二
時

毎
週
二
時

毎
週
二
時

一
年
間
毎
週
四
時

三
年
間
内
二
年
間
毎
週
三
時

O
印
ノ
科
目
ハ
各
其
一
ヲ
撲
ハ

シ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス

法令・規則

破
産
法

民
事
訴
訟
法

刑
法
刑
事
訴
訟
法

行
政
法

国
際
公
法

国
際
私
法

法
制
史
、
比
較
法
制
史

羅
馬
法

O
英
吉
利
法

O
仏
蘭
西
法

O
独
逸
法

法
理
学

第 1編

経
済
学

備
考政

治
学
科

憲
法
国
法
学

民
法

一
年
間

一
年
間

商
法

刑
法
(
総
論
)

二
年
間

一
年
間

二
年
間

一
年
間

一
年
間

一
年
間

一
年
間

四
年
間

四
年
間

四
年
間

一
年
間

経
済
学

財
政
学

統
計
学

政
治
学
、
政
治
史

行
政
法

国
際
公
法

国
際
私
法

法
制
史
、
比
較
法
制
史

法
理
学

一
年
間
毎
週
三
時

二
年
間
内
一
年
間
毎
週
四
時

二
年
間
毎
週
二
時

一
年
間
毎
週
四
時

三
年
間
内
二
年
間
毎
週
三
時

一
年
間
毎
週
三
時

一
年
間
毎
週
一
時

一
年
間
毎
週
二
時

二
年
間
内
一
年
間
毎
週
三
時

毎
週
二
時

毎
週
三
時

毎
週
二
時

毎
週
二
時

毎
週
二
時
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年年
間間

一
年
間

一
年
間

一
年
間

五

京
都
帝
国
大
学
法
科
大
学
の
法
律
学
科
お
よ
び
政
治
学
科
の
区

別
廃
止
$

[

一

]

文
部
省
令
第
三
一
号

一九

O
三
(
明
治
三
六
)
年
九
月
一
九
日

一
年
間

一
年
間

二
年
間

毎
週
三
時

毎
週
三
時

毎
週
四
時

京
都
帝
国
大
学
法
科
大
学
ノ
法
律
学
科
及
政
治
学
科
ノ
区
別
ハ
自
今

之
ヲ
廃
止
ス



明
治
三
十
六
年
九
月
十
九
日文
部
大
臣
男
爵
児
玉
源
太
郎

.ιー・，、

京
都
帝
国
大
学
法
科
大
学
に
法
律
学
科
お
よ
び
政
治
学
科
設

置

.

[

ニ

文
部
省
令
第
二
ハ
号

一九
O
七
(
明
治
四
O
)
年
五
月
一
八
日

京
都
帝
国
大
学
法
科
大
学
一
一
法
律
学
科
及
政
治
学
科
ヲ
置
ク

本
令
ハ
明
治
四
十
年
九
月
十
一
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス

明
治
四
十
年
五
月
十
八
日

文
部
大
臣

牧
野
伸
穎

学部・大学院・教養部

七

京
都
帝
国
大
学
法
科
大
学
の
政
治
学
科
を
政
治
経
済
学
科
に
改

組

$

[

一

]

文
部
省
令
第
二
四
号

一
九
一
四
(
大
正
三
}
年
八
斤
二
九
日

第7掌

明
治
四
十
年
文
部
省
令
第
十
六
号
中
「
政
治
学
科
」
ヲ
「
政
治
経
済

学
科
」

ニ
改
ム

本
令
ハ
大
正
三
年
九
月
十
一
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス

大
正
三
年
八
月
二
十
九
日
文
部
大
臣
法
学
博
士

一
木
喜
徳
郎

，...、、
一一、-'

且L
守ム

音E

法

[

一

]

法
律
第
一
五

O
号

一
九
四
九
(
昭
和
二
四
)
年
五
月
三
一
日

国
立
学
校
設
置
法
〔
新
制
法
学
部
発
足
〕

第
三
条

〔
本
文
は
二
六
頁
参
照
〕

法
学
部
規
程

{六
}

達
示
第
二
四
号

一
九
四
九
(
昭
和
二
四
)
年
一
一
月
二
九
日

京
都
大
学
法
学
部
規
程

一

入

学

第
一
条
入
学
者
選
定
の
方
法
は
、
教
授
会
で
定
め
る
。

二

科

目

第
二
粂
科
目
を
分
け
て
一
般
教
養
科
目
、
体
育
、
専
門
科
目
及
び

特
別
科
目
と
す
る
。
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法令・規則

一
般
教
養
科
目
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

科

目

名

必

修

科

目

法
学
、
経
済
学
、
史
学
概
論
、
政
治
学
、
社
会
学

現
代
世
界
史
、
外
国
語
(
ご
、
外
国
語
(
二
)

選

択

科

目

心
理
学
、
論
理
学
、
言
学
、
倫
理
学
、
哲
学
、
人
文

地
理
学

文
学
、
教
育
学
、
統
計
学
、
人
類
学
、
生
活
科
学

自
然
科
学
A
1
、
自
然
科
学
A
2
、

数

学

A
、
工
業
概

論

一
般
教
養
科
目
の
単
位
数
は
、
教
授
会
が
定
め
る
。

一
般
教
養
科
目
の
配
当
及
び
授
業
時
数
は
、
分
校
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
。

第
四
条
専
門
科
目
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

科

目

名

憲

法

行
政
法
第
一
部
(
総
論
)

行
政
法
第
二
部
(
各
論
)

刑
法
第
一
部
(
総
論
)

刑
法
第
二
部
(
各
論
)

第

条

第 1編

2 3 

2 

刑
事
訴
訟
法

民
法
第
一
部
(
総
則
)

民
法
第
二
部
(
物
権
)

民
法
第
三
部
(
債
権
)

民
法
第
四
部
(
親
族
、
相
続
)

商
法
第
一
部
(
総
則
、
商
行
為
、
手
形
、
但
し
、
保
険
を

除
く
。
)

商
法
第
二
部
(
会
社
)

商
法
第
三
部
(
海
商
、
保
険
)

民
事
訴
訟
法
第
一
部
(
判
決
手
続
)

民
事
訴
訟
法
第
二
部
(
強
制
執
行
、
破
産
)

国
際
法
第
一
部
(
平
時
法
)

国
際
法
第
二
部
(
紛
争
処
理
法
)

国
際
私
法
、
労
働
法
、
法
理
学
、
日
本
法
制
史
、
西
洋
法

制
史
羅
馬
法
、
国
法
学
、
政
治
学
、
外
交
史
、
政
治
史
、
政
治

思
想
史

行
政
学
、
刑
事
学
、
経
済
学
(
原
論
、
政
策
)
財
政
学

社
会
政
策
、
外
国
法

演

習

外
国
法
は
、
英
米
法
、
独
逸
法
及
ぴ
仏
蘭
西
法
の
三
種
と
し
、
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英
米
法
は
六
部
、
独
逸
法
は
六
部
、
仏
蘭
西
法
は
三
部
に
分
ち
、

各
一
部
で
一
科
目
と
す
る
。
但
し
、
各
部
の
題
目
は
、
毎
年
教
授

会
で
{
疋
め
る
。

3

演
習
の
実
施
及
ぴ
題
目
は
、
毎
年
教
授
会
で
定
め
る
。

第
五
条
特
別
科
目
の
講
義
は
、
専
門
科
目
に
関
し
て
行
う
。

2

特
別
科
目
の
講
義
に
つ
い
て
は
、
毎
学
年
教
授
会
で
定
め
る
。

第
六
条
専
門
科
目
の
配
当
、
単
位
数
及
び
授
業
時
数
は
、
教
授
会

で
定
め
る
。

2 

三

在

学

在
学
は
、
六
年
を
超
え
る
こ
と
を
得
な
い
。

四
年
以
上
在
学
し
て
学
士
試
験
に
合
格
し
た
者
は
、
学
籍
を
脱

す
る
。

第
七
条

学部・大学院・教養部

去

晶子

第
八
条
他
の
大
学
又
は
、
本
学
の
他
学
部
学
生
で
あ
っ
て
本
学
部

に
転
学
を
志
望
す
る
者
は
、
教
授
会
の
議
を
経
て
許
可
す
る
こ
と

が
あ
る
。

四

第7章

五

試

験

専
門
科
目
の
試
験
(
以
下
試
験
と
い
う
。
)
は
、
毎
学
年
一
回

そ
の
終
り
に
行
う
。
但
し
、
特
別
の
事
情
あ
る
と
き
は
、
教
授
会

の
決
議
に
依
り
特
定
の
科
目
に
つ
い
て
そ
の
時
期
を
変
更
す
る
こ

と
が
あ
る
。

第
九
条

第
十
条
試
験
は
、
受
験
の
申
出
を
し
た
者
に
対
し
て
行
う
。

2

受
験
の
申
出
は
、
受
験
科
目
を
示
し
て
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

受
験
の
申
出
期
聞
は
、
そ
の
都
度
教
授
会
で
定
め
る
。

第
十
一
条
試
験
は
、
受
験
者
の
選
択
に
従
い
、
第
四
条
に
掲
げ
た

各
科
目
に
つ
い
て
行
う
。

2

各
科
目
の
試
験
の
成
績
は
、
百
点
を
満
点
と
し
、
六
十
点
以
上

を
及
第
と
す
る
。

3

試
験
の
成
績
は
、
公
表
し
な
い
。

第
十
二
条
試
験
は
、
そ
の
学
年
で
授
業
を
担
任
し
た
教
官
が
行
う
。

但
し
、
巳
む
を
得
な
い
事
情
あ
る
と
き
は
、
教
授
会
の
決
議
に
依

り
変
更
す
る
'
」
と
が
あ
る
。

2

受
験
者
に
対
す
る
授
業
を
担
任
し
た
教
官
が
、
そ
の
学
年
で
授

業
を
担
任
し
た
教
官
と
異
な
る
と
き
は
、
受
験
者
の
申
出
に
依
り

教
授
会
の
議
を
経
て
受
験
者
に
対
す
る
授
業
を
担
任
し
た
教
官
が
、

試
験
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

3

前
項
の
申
出
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
第
十
条
第
三
項
の
規
定
を

準
用
す
る
。

第
十
三
条
一
般
教
養
科
目
四
十
単
位
、
体
育
四
単
位
、
専
門
科
目

八
十
単
位
合
計
百
二
十
四
単
位
以
上
を
取
得
し
た
者
は
、
学
士
試

験
に
合
格
し
た
者
と
す
る
。

3 
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2 

一
般
教
養
科
目
の
試
験
に
つ
い
て
は
、
別
に
分
校
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
。

法令・規則

六

聴

講

生

第
十
四
粂
専
門
科
目
に
つ
い
て
聴
講
を
出
願
す
る
者
あ
る
と
き
は
、

教
授
会
の
決
議
に
依
り
聴
講
生
と
し
て
許
可
す
る
。

2

聴
講
生
の
聴
講
期
間
は
、
学
年
に
依
る
一
年
間
限
り
と
し
、
全

科
目
に
亘
り
随
意
に
聴
講
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3

聴
講
生
は
、
願
出
に
依
り
聴
講
し
た
科
目
に
つ
い
て
受
験
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
合
格
し
た
科
目
に
対
し
て
は
、
証
明
書
を
与
え

ヲ@。

第 1編

4 

聴
講
生
は
、
授
業
料
と
同
額
の
聴
講
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
し
附

ロ岡田円こ
の
規
程
は
、
昭
和
二
十
四
年
六
月
一
日
か
ら
、
施
行

第
十
五
条

す
る
。

第
十
六
条
従
前
の
法
学
部
規
程
は
、
廃
止
す
る
。
但
し
、

校
設
置
法
附
則
第
三
項
規
定
の
実
施
に
関
し
て
別
段
の
定
め
を
な

す
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
規
程
に
よ
る
。

国
立
学

改
正

昭
二
五
・
三
・
三
学
長
裁
定
、
九
・
一
五
達
一
不
一
四
号
、
一

0
・
二
途

示

一
六
号
、

昭
二
八
・
四
・
七
逮
示
一
八
号
、
昭
三

0
・
四
・
五
逮
示

九
号
、
昭
三
一
-
三
・
六
逮
示
四
号
、
昭
三
四
・
ニ
・
ニ
四
逮
示
三
号
、

一
子
一

O
達
示
四
号
、
四
・
二
一
達
一
不
七
号
、
六
・
二
三
達
示
一
九
号
、

昭
三
七
・
三
・
六
達
一
不
四
号
、
昭
三
九
・
一
二
・
二
二
達
示
一
五
号
、

昭
四
一
・
一
二
・
二

O
達
示
二
ハ
号
、
昭
四
四
・
二
・
一
八
達
一不
一
号
、

六
・
一
七
途
示
一

O
号
、
昭
四
五
・
三
・
一

O
達
示
四
号
、
三
・
二
五

逮
示
九
号
、
昭
四
六
・
一
・
二
六
達
示
-
号
、
二
・
二
三
達
示
六
号
、

昭
四
七
・
一
・
二
五
達
示
四
号
、
昭
四
八
・
一
・
二
三
達
示
四
号
、
昭

四
九
・
一
・
二
二
達
一
不
四
号
、
昭
五

0
・
一
・
二
八
達
一
不
三
号
、
昭
五

一
・
二
・
一

O
達
示
二
号
、
五
・
三
一
達
示
二
七
号
、
昭
五
二
・
二
・

一
達
示
二
号
、
昭
五
三
了
二
・
一
二
達
示
七
号
、
五
・
八
達
一
不
三
五
号
、

昭
五
四
・
二
・
二

O
達
示
三
号
、
昭
五
五
・
ニ
・
五
達
示
三
号
、
五
-

一
達
一
不
二
四
号
、
昭
五
六
・
二
・
一

O
達
示
三
号
、
昭
五
七
・
二
・
九

達
示
一
号
、
五
-
二
五
達
示
一
二
号
、
昭
五
八
・
七
・
五
達
示
二

O
号、

昭
五
九
・
五
・
ニ
九
逮
一
不
一

O
号
、
昭
六
二
・
三
・
=
二
達
示
九
号
、

昭
六
三
・
三
・
八
途
示
二
号
、

平
岡
・
五
・
一
二
達
示
一

一
号
、
平
五
・

7
一
二
逮
示
三
号
、
三
-
一
二
達
示
二
七
号
、
平
六

・
一
・
二
O
逮

示
一
号
、
平
七
・
一
-
一
三
達
示
二号、

平
八
・
二
・
一
五
達
示
三
号
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大
学
院
法
学
研
究
科
規
程

[
六
]

達
示
第
八
号

一
九
五
三
(
昭
和
二
八
)
年
四
月
七
日

京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
規
程

第

一

専

攻

第
一
条
修
士
、
博
士
の
両
課
程
に
、
次
の
専
攻
を
置
く
。



基
礎
法
学

公

法

民
刑
事
法
第

二

入

学

第
二
条
入
学
手
続
及
ぴ
入
学
者
の
選
抜
方
法
は
、
法
学
部
教
授
会

で
定
め
る
。

第
三
条
入
学
者
の
決
定
は
、
法
学
部
教
授
会
で
行
う
。

第

三

転

科

第
四
条
通
則
第
三
十
四
条
に
よ
り
本
研
究
科
に
転
科
を
志
望
す
る

者
に
は
、
法
学
部
教
授
会
の
議
を
経
て
、
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
四
科
目
及
び
学
修
方
法

第
五
条
各
専
攻
に
属
す
る
科
目
は
次
の
通
り
と
し
、
科
目
ご
と
に

演
習
を
行
、
っ
。

基
礎
法
学

法

哲

法

思
本洋洋

学部・大学院・教養部

日東

第7章

西ロ

，、-
品... 

法

憲

学学法法法学法

国

際政政法

国財行政

治政

行政外

交

民
刑
事
法

民

r台

史史

法法法想

史史史学

法

商

法
民

事

手

続

法

刑

法

刑

事

手

続

法

国

際

私

法

社

会

法

第
六
条
前
条
の
科
目
の
外
、
必
要
に
応
じ
、
特
定
の
科
目
を
授
業

す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
七
条
科
目
の
配
当
、
単
位
数
及
ぴ
授
業
時
数
は
、
研
究
科
会
議

で
定
め
る
。

431 
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法令・規則

第

五

試

験

第
八
条
試
験
は
、
講
義
の
終
了
し
た
各
学
期
末
に
行
う
。
但
し
、

特
別
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
研
究
科
会
議
の
議
を
経
て
、
特
定

の
科
目
に
つ
い
て
そ
の
時
期
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
九
条
試
験
は
、
受
験
の
申
出
を
し
た
者
に
対
し
て
行
う
。

2

試
験
の
成
績
は
、
百
点
を
満
点
と
し
、
六
十
点
以
上
を
合
格
と

す
る
。

第 1編

第
十
条
試
験
は
、
そ
の
学
年
で
授
業
を
担
任
し
た
教
官
が
行
う
c

但
し
、
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
研
究
科
会
議
の
議

を
経
て
、
変
更
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
十
一
条
修
士
及
び
博
士
の
学
位
を
得
る
に
必
要
な
単
位
の
、
学

修
方
法
は
、
研
究
科
会
議
で
定
め
る
。

第
六
論
文
審
査

第
十
二
条
研
究
論
文
は
、
研
究
科
会
議
で
定
め
た
教
官
の
調
査
及

ぴ
口
頭
試
聞
の
結
果
に
も
と
づ
い
て
研
究
科
会
議
が
審
査
す
る
。

第
十
三
条
通
則
第
四
十
条
第
四
項
に
よ
り
学
位
を
得
ょ
う
と
す
る

者
は
、
研
究
論
文
を
提
出
し
、
且
つ
、
専
攻
学
術
に
関
し
、
大
学

院
の
博
士
課
程
を
終
え
た
者
と
同
等
以
上
の
学
識
を
有
す
る
こ
と

を
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
四
条
前
条
の
専
攻
学
術
に
関
す
る
学
識
の
確
認
は
、
筆
答
試

問
及
ぴ
口
頭
試
問
に
よ
り
行
う
。
但
し
、
研
究
科
会
議
の
議
を
経

て
、
他
の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

提
出
論
文
の
審
査
は
、
大
学
院
の
博
士
課
程
に
お
け
る
論
文
審

査
と
同
一
の
手
続
に
よ
る
。

第
七
外
国
学
生
、
聴
講
生

第
十
五
条
外
国
学
生
及
ぴ
聴
講
生
と
し
て
入
学
を
希
望
す
る
者
に

は
、
法
学
部
教
授
会
の
議
を
経
て
、
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

2

聴
講
生
の
聴
講
期
間
は
、
研
究
科
会
議
で
定
め
る
。

3

聴
講
生
は
、
願
出
に
よ
り
、
聴
講
し
た
科
目
に
つ
い
て
受
験
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
合
格
し
た
科
目
に
対
し
て
は
、
証
明
書
を
交

付
す
る
。
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再t
回
目
R

』
の
規
程
は
、
昭
和
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

改
正

昭
三

0
・
四
・
五
達
示
五
号
、
昭
=
=
・
一

0
・一

、
昭
三
二
・
五
・

二
三
総
長
裁
定
、
昭
三
四
・
二
・
二
四
達
一
不
三
号
、
昭
三
五
・
二
・
二

一
達
示
四
号
、
昭
四
一
・
三
・
二
二
達
一
不
七
号
、
昭
四
四
・
二
・
一
八

達
示
二
号
、
昭
五
二
・
三
・
一
五
達
一
不
一
一
号
、
昭
五
三
・
五
・
八
達

示
三
六
号
、
昭
五
五
・
五
・
一
達
一
不
二
五
号
、
平
二
・
六
・
二
六
達
一
不

二
二
号
、
平
四
・
六
・
三

O
達
一
不
二

O
号
、
平
五
・
三
・
一
一
一
達
一
不
三

六
号
、
平
七
・
一
・
二
四
達
一
不
四
号
、
平
八
・
ニ
・
二

O
達
示
四
号
、

七
・
九
達
示
六

O
号



四

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
国
際
法
政
文
献

資

料

セ

ン

タ

ー

設

置

〕

[

一

]

文
部
省
令
第
八
号

一
九
七
九
(
昭
和
五
四
)
年
三
月
三
一
日

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
六
〔
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中

計

学部・大学院・教養部

施タ所台設臨
設 l、、、海
、、徳植火実

地機島物山験
繊器地生研所
気分震態究、
世析観研施臨
界セ測究設湖
資ン所施、実
料夕、設阿験
解|地、武所
析、震逢山、

セ琵予坂地地
ン琶知山震球
タ湖観地観物
i古i則殻測理
環地変所学
境域動、研
実セ観天究
験ン測文施
」

理
法A部イと4与

学部

豊地磁気世界器分析機セf所鶴地観測J{生究台態研設臨

国

火、海実 法際

山験
研所
勿~

祈i建タ湖fF観震五逢t 地豊富実
セ

阿験 ン
武所 タ
山
地地

震球物

|古湖調IJ殻観測理

環地変Jilf学
境域観動 、研
実セ天究
験ンislj文施

」ーー

第7章

改
め
〔
る
〕
。〔
中
略
〕

附

I 

ロH
R

」
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
以
下
略
〕

，-.、
一一一、、J

大
学
院
法
学
研
究
科
・
法
学
部

を

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
法
学
研
究
科
長

設

置

〕

[

一

]

文
部
省
令
第
八
号

一
九
九
二
(
平
成
四
)
年
四
月
一
日

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
の
二
中
〔
中
略
〕
「
名
古
屋
大
学
大
学
院
国
際
開
発
研
究
科
」

「
名
古
屋
大
学
大
学
院
国
際
開
発
研
究
科

を
名
古
屋
大
学
大
学
院
人
間
情
報
学
研
究
科
に
改
め
る
。

京

都

大

学

大

学

院

法

学

研

究

科

」

〔
中
略
〕

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

433 
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法令 ・規則

〔
以
下
略
〕

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
法
政
実
務
交
流

セ
ン
タ
ー
設
置
〕

第 l編

[

一

]

文
部
省
令
第
二
一
号

一
九
九
八
(
平
成
一

O
)
年
四
月
九
日

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
)

別
表
第
六
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

都大思
の名 国立

称大
学 AイU与与

学医
理

法学
教

iz 
よ研ザ"ーふ 学育

科研究
研

科ザフbL 科~ーL， 研
科勿Y恒L 
σコ

動物
セセセ ~it

重務草堂量法
床教臨
ぴ欄中

ンンン海実
研施究 研の実 タタタ

験 I I I験 育
施 、所 実 設究
設 地分地 セ献 践 キヰ

球熱学研子発磁気天文 タン 料資
研 附

先 ザ~ 属
天 生世台 lセ セ の

標本異常 施究 生物学料解資界 機器

ン ン 教
タ タ 施育

設研分 設
解 究析析 法 及

農学研
工 薬

学研 学

勿フil: ~ 研n才il:
手非 草寺 ヰヰ

物実場農
セ研イ 薬 キ斤
ン究オ

植用
セ

験 タセ ン ン
所 i寅 lン工 物 タ
習
タl学実 園

水林
産 、験

主メ解口主入実牧

許制御研 材メゾ
験場
所 告11
亜 セ

熱植帯
ン
タ

究料
.__ーーーー-
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〔
京
大
関
係
の
み
〕

1 

〔
中
略
〕

附

則

」
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
以
下
略
〕



七

大
学
院
経
済
学
研
究
科
・
経
済
学
部

，-、、

一、、-'
経

済

学

部

帝
国
大
学
及
其
ノ
学
部
ニ
関
ス
ル
件
一
部
改
正
〔
経
済
学
部
設

{

一

]

勅
令
第
二
五
五
号

一
九
一
九
(
大
正
八
)
年
五
月
二
八
日
(
官
報
五
月
二
九
日
)

置

学部・大学院・教養部

大
正
八
年
勅
令
第
十
三
号
中
左
ノ
通
改
正
ス

京
都
帝
国
大
学
ノ
部
中
「
理
学
部
」

ノ
次
ニ
「
経
済
学
部
」
ヲ
加
フ

附

則

本
令
ハ
公
布
ノ
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス

第7章

京
都
帝
国
大
学
各
学
部
ニ
於
ケ
ル
講
座
ニ
関
ス
ル
件
一
部
改
正

[

一

]

勅
令
第
二
五
六
号

一
九
一
九
(
大
正
八
)
年
五
月
二
八
日
(
官
報
五
月
二
九
日
)

大
正
八
年
勅
令
第
十
五
号
中
左
ノ
通
改
正
ス

法
学
部
ノ
部
中
「
経
済
学
六
講
座
」
、
「
財
政
学
一
講
座
」
及
「
統
計

学
一
講
座
」
ヲ
削
ル

理
学
部
ノ
部
ノ
次
ニ
左
ノ
如
ク
加
フ

経
済
学
部

経
済
学

財
政
学

統
計
学附

六
講
座

一
講
座

一
講
座

本
メ弘、

" ノ、
ア1一
品」、

布
ノ則
日
ヨ

之
ヲ
施
行
ス

経
済
学
部
規
程

{
一
五
]

達
示
第
二

O
号

一
九
一
九
(
大
正
八
)
年
五
月
三
一
日

経
済
学
部
規
程

一

課

程

435 



本
学
部
ノ
課
程
ハ
之
ヲ
三
学
年
ニ
配
当
ス

本
学
部
ノ
課
程
及
各
学
年
ニ
於
ケ
ル
毎
週
授
業
時
間
数
左

ノ
如
シ
但
シ
毎
週
授
業
時
間
数
ハ
教
授
会
ノ
決
議
一
一
依
リ
之
ヲ
増

減
ス
ル
コ
ト
ア
ル
へ
シ

第
一
学
年

必
修
科
目

経
済
原
論
第
一
部

経
済
史

植
民
政
策

統
計
学

憲
法
行
政
法

民
法
第
一
部

経
済
書
講
読
(
第
一
外
国
語
)

選
択
科
目

哲
学
社
会
学

政
治
史

刑
法
総
論

経
済
書
講
読
(
第
二
外
国
語
)

第
二
学
年

法令・規則

第
一
条

第
二
条

第 l編

四
時
間

二
時
間

二
時
間

二
時
間

三
時
間

三
時
間

四
時
間

四
時
間

二
時
間

二
時
間

二
時
間

二
時
間

四
時
間

必
修
科
目

経
済
原
論
第
二
部

農
業
経
済
学

工
業
経
済
学

商
業
経
済
学

外
国
貿
易
論

社
会
問
題
及
社
会
政
策
第
一
部

財
政
学
第
一
部

民
法
第
二
部

経
済
書
講
読
(
第
一
外
国
語
)

選
択
科
目

日
本
経
済
史

政
治
学

国
際
公
法
第
一
部

国
際
公
法
第
二
部

経
済
室
田
講
読
(
第
二
外
国
語
)

第
三
学
年

必
修
科
目

経
済
学
史

金
融
論

交
通
論

二
時
間

二
時
間

二
時
間

二
時
間

二
時
間

二
時
間

四
時
間

四
時
間

四
時
間

436 

二
時
間

三
時
間

二
時
間

三
時
間

四
時
間

二
時
間

二
時
間

二
時
間



学部・大学院・教養部

保
険
論

社
会
問
題
及
社
会
政
策
第
二
部

財
政
学
第
二
部

商
法
経
済
書
講
読
(
第
一
外
国
語
)

選
択
科
目

東

洋

経

済

学

史

二

時

間

経

済

地

理

二

時

間

会

計

学

二

時

間

国

際

私

法

二

時

間

経

済

書

講

読

(

第

二

外

国

語

)

四

時

間

経
済
室
田
講
読
ハ
英
語
、
仏
語
、
独
語
ノ
外
国
語
ニ
依
ル
モ
ノ
ト
シ

学
生
ヲ
シ
テ
入
学
ノ
際
第
一
外
国
語
ト
シ
テ
英
一
ヲ
選
ハ
シ
ム
第

二
外
国
語
ニ
依
ル
経
済
全
日
ヲ
兼
修
ス
ル
者
ハ
前
記
三
国
語
中
第
一

以
外
ノ
国
語
ニ
就
キ
其
一
ヲ
選
フ
へ
シ

選
択
科
目
ハ
学
生
ヲ
シ
テ
毎
学
年
ノ
始
メ
ニ
於
テ
各
一
科
目
ヲ
選

ハ
、
ン
ム

第
三
条
前
条
ニ
定
メ
タ
ル
科
目
ノ
外
教
授
会
ノ
決
議
ニ
依
リ
特
殊

講
義
ヲ
開
ク
コ
ト
ア
ル
へ
シ

第
四
条
講
義
ノ
外
演
習
ヲ
設
ク

演
習
ノ
方
法
ハ
教
授
会
ニ
於
テ
之
ヲ
定
ム

二
時
間

二
時
間

二
時
間

三
時
間

四
時
間

第7章

一一

第
五
条

戸
行
フ

第
六
条

第
七
条

試
験
試
験
ハ
学
士
ノ
称
号
ヲ
得
ン
ト
欲
ス
ル
者
ニ
対
シ
テ
之
ヲ

試
験
ハ
毎
学
年
ノ
終
ニ
於
テ
之
ヲ
行
フ

試
験
ハ
筆
記
試
験
及
ヒ
論
文
試
験
ノ
二
種
ト
為
ス

第
一
学
年
及
ヒ
第
二
学
年
ノ
試
験
ハ
筆
記
試
験
ト
為
シ
各
学
年
ニ

配
当
シ
タ
ル
必
修
科
目
及
ヒ
学
生
ノ
選
択
シ
タ
ル
選
択
科
目
ニ
就

キ
之
ヲ
行
フ

第
三
学
年
ノ
試
験
ハ
筆
記
試
験
又
ハ
論
文
試
験
ト
為
シ
学
生
ヲ
シ

テ
英
一
ヲ
選
ハ
シ
ム
筆
記
試
験
ハ
前
項
ノ
規
定
ニ
準
ス
論
文
試
験

ハ
経
済
学
財
政
学
統
計
学
ノ
範
囲
ニ
属
ス
ル
論
題
ニ
就
キ
学
生
ノ

提
出
シ
タ
ル
論
文
ノ
審
査
及
ヒ
其
論
文
ニ
関
ス
ル
口
頭
試
験
ヨ
リ

成
ル

第
八
条
論
文
試
験
委
員
ハ
各
論
文
毎
ニ
二
名
ト
シ
教
授
会
ニ
於
テ

之
ヲ
選
定
ス

第
九
条
一
学
年
間
所
定
ノ
学
科
ヲ
履
習
シ
タ
ル
者
ハ
第
一
学
年
ノ

筆
記
試
験
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
得

二
学
年
間
所
定
ノ
学
科
ヲ
履
習
シ
タ
ル
者
ハ
第
一
学
年
及
ヒ
第
二

学
年
ノ
筆
記
試
験
ヲ
三
学
年
間
所
定
ノ
学
科
ヲ
履
習
シ
タ
ル
者
ハ

第
一
学
年
第
二
学
年
及
ヒ
第
三
学
年
ノ
筆
記
試
験
ヲ
合
併
シ
テ
受

ク
ル
コ
ト
ヲ
得
但
シ
成
績
ハ
各
学
年
ノ
試
験
ニ
就
キ
之
ヲ
定
ム
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第
一
学
年
及
ヒ
第
二
学
年
ノ
筆
記
試
験
ニ
合
格
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
ア

ラ
サ
レ
ハ
論
文
試
験
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
十
条
筆
記
試
験
ヲ
受
ケ

ン
ト
欲
ス
ル
者
ハ
毎
年
五
月
十
五
日
マ

テ
ニ
試
験
学
年
弁
ニ
選
択
科
目
ヲ
届
出
ツ
へ
シ

論
文
試
験
ヲ
受
ケ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ハ
三
月
末
日
迄
ニ
論
文
ヲ
提
出

ス
へ
シ
論
文
試
験
ニ
関
ス
ル
口
頭
試
験
ハ
第
三
学
年
ノ
終
ニ
於
テ

之
ヲ
行
フ
但
シ
在
学
三
年
ヲ
超
ユ
ル
者
ニ
対
ス
ル
論
文
試
験
ハ
教

授
会
ノ
決
議
ニ
依
リ
随
時
之
ヲ
行
フ
コ
ト
ア
ル
へ
シ

第
十
一
条
筆
記
試
験
ノ
採
点
ハ
各
学
年
ニ
就
キ
之
ヲ
行
ヒ
合
格
不

合
格
ヲ
定
ム
採
点
ハ
百
点
ヲ
以
テ
満
点
ト
シ
各
学
年
ニ
於
ケ
ル
受

験
全
科
目
ノ
点
数
ヲ
平
均
シ
テ
六
十
点
以
上
ヲ
得
タ
ル
者
ヲ
以
テ

合
格
ト
ス

論
文
試
験
ノ
採
点
ハ
百
点
ヲ
以
テ
満
点
ト
シ
六
十
点
以
上
ヲ
以
テ

合
格
ト
ス

試
験
点
数
ハ
公
表
セ
ス

試
験
合
格
者
ノ
席
次
ハ
之
ヲ
定
メ
ス

三

在

学

期

間

第
十
二
条
在
学
ハ
三
学
年
以
上
ト
ス
但
シ
休
学
期
間
ハ
之
ヲ
算
入

第 1編

セ
ス
本
学
部
ニ
於
テ
定
規
ノ
試
験
ヲ
受
了
シ
学
士
ノ
称
号
ヲ
得
タ
ル
者

ハ
英
時
ヲ
以
テ
学
籍
ヲ
脱
ス

本
学
部
ニ
於
テ
ハ
兵
役
ニ
服
ス
ル
場
合
ノ
外
休
学
ヲ
許
サ
ス

選
科
生
選
科
生
ハ
左
ノ
資
格
ヲ
有
ス
ル
者
ニ
限
リ
試
験
ノ
上
入

438 

四

第
十
三
条

学
ヲ
許
可
ス

一
中
学
校
卒
業
者
及
ヒ
文
部
大
臣
ニ
於
テ
中
学
校
程
度
ノ
モ
ノ
ト

認
メ
タ
ル
学
校
ノ
卒
業
者

二
師
範
学
校
卒
業
者

三
教
授
会
ニ
於
テ
右
諸
学
校
卒
業
者
ト
同
等
以
上
ノ
学
力
ア
リ
ト

認
メ
タ
ル
者

第
十
四
条
前
条
ノ
試
験
ハ
国
語
漢
文
及
ヒ
外
国
語
(
英
語
、
仏
語
、

独
語
中
ノ
一
国
語
)
ニ
就
キ
之
ヲ
行
フ
但
シ
教
授
会
ニ
於
テ
受
験
者

ノ
履
歴
ニ
依
リ
其
学
カ
ヲ
認
定
シ
タ
ル
者
ニ
対
シ
テ
ハ
試
験
ノ
全

部
又
ハ
一
部
ヲ
免
除
ス
ル
コ
ト
ア
ル
へ
シ

阿t

同
貝

第
一
条
本
規
程
ハ
大
正
八
年
七
月
以
後
入
学
シ
タ
ル
者
ニ
之
ヲ
適

用
ス
但
シ
法
学
部
ヨ
リ
転
学
シ
タ
ル
者
ニ
対
ス
ル
大
正
八
年
度
及

ヒ
大
正
九
年
度
ノ
試
験
ニ
限
リ
附
則
ノ
規
程
ニ
依
リ
テ
之
ヲ
行
ヒ

〔

7

7
〕

特
ニ
規
程
セ
サ
ル
事
項
ニ
就
テ
ノ
ミ
本
規
程
ヲ
適
用
又
ハ
準
用
ス

第
二
条
大
正
三
年
七
月
以
後
大
正
七
年
九
月
以
前
ニ
法
科
大
学
政

治
経
済
学
科
-
一
入
学
シ
現
ニ
法
学
部
ニ
在
ル
者
本
学
部
ニ
転
学
セ

ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
相
当
学
年
ニ
之
ヲ
編
入
ス



大
正
三
年
六
月
以
前
ニ
法
科
大
学
政
治
学
科
ニ
入
学
シ
現
ニ
法
学

部
ニ
在
ル
者
本
学
部
ニ
転
学
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
教
授
会
ノ
決
議

ニ
依
リ
相
当
ト
認
ム
ル
学
年
ニ
之
ヲ
編
入
ス
但
シ
教
授
会
ニ
於
テ

必
要
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
或
科
目
ニ
就
キ
特
ニ
試
験
ヲ
行
フ
コ
ト
ア

ル
へ
シ

第
三
条
他
ノ
学
部
ヨ
リ
本
学
部
ノ
相
当
学
年
級
ニ
編
入
シ
タ
ル
者

ハ
第
一
学
年
ヨ
リ
在
学
シ
タ
ル
者
ト
看
倣
シ
其
在
学
期
間
ヲ
計
算

ス
第
四
条
附
則
第
二
条
第
一
項
ノ
規
定
ニ
依
リ
本
学
部
第
一
学
年
ニ

転
学
セ
シ
者
ニ
対
シ
大
正
八
年
六
月
ニ
行
フ
試
験
ノ
科
目
ハ
左
ノ

如
ン

学部・大学院・教養部

必
修
科
目

経
済
原
論

植
民
政
策

憲
法
民
法
第
一
部

外
国
法
及
外
国
経
済
書
講
読

選
択
科
目

経
済
史

経
済
原
論
上
ノ
特
殊
問
題

刑
法
総
論

第7章

国
際
公
法
第
一
部

国
際
公
法
第
二
部

選
択
科
目
ハ
右
ノ
中
二
科
目
以
上
ヲ
選
ヒ
受
験
ス
へ
シ

第
五
条
附
則
第
二
条
第
一
項
ノ
規
定
ニ
依
リ
本
学
部
第
二
学
年
ニ

転
学
セ
シ
者
ニ
対
シ
大
正
八
年
六
月
ニ
行
フ
試
験
ノ
科
目
ハ
左
ノ

如
シ必
修
科
目

商
業
経
済

農
業
経
済

貨
幣
論

銀
行
論

統
計
学

行
政
法
第
一
部

民
法
第
二
部

外
国
法
及
外
国
経
済
書
講
読

選
択
科
目

経
済
学
史

社
会
学

政
治
史

右
選
択
科
目
ハ
受
験
セ
サ
ル
コ
ト
ヲ
得

第
六
条
附
則
第
二
条
第
一
項
ノ
規
程
-
一
依
リ
本
学
部
第
三
学
年
ニ
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転
学
セ
シ
者
ニ
対
シ
大
正
八
年
六
月
ニ
行
フ
試
験
ハ
之
ヲ
筆
記
試

験
ニ
限
リ
左
ノ
科
目
ニ
就
テ
行
フ

必
修
科
目

工
業
経
済

社
会
政
策

財
政
学

民
法
第
三
部

商
法
第
二
部

外
国
法
及
外
国
経
済
審
議
読

選
択
科
目

保
険
政
策

行
政
法
第
二
部

政
治
学

民
法
第
四
部

国
際
私
法

選
択
科
目
ハ
右
ノ
中
一
科
目
又
ハ
ニ
科
目
以
上
ヲ
選
ヒ
受
験
ス

へ
シ

第
七
条
附
則
第
二
条
第
二
項
ノ
規
定
ニ
依
リ
本
学
部
ニ
転
学
セ
シ

者
ニ
対
シ
大
正
八
年
六
月
又
ハ
大
正
九
年
六
月
ニ
行
フ
試
験
ハ
教

授
会
ノ
決
議
ニ
依
リ
テ
之
ヲ
定
ム

第
八
条
大
正
九
年
六
月
ニ
行
フ
第
二
学
年
ノ
試
験
ニ
限
リ
其
受
験

第 l編

科
目
中
ニ
必
修
科
目
ト
シ
テ
統
計
学
及
ヒ
行
政
法
ヲ
加
フ

大
正
九
年
六
月
ニ
行
フ
第
二
学
年
ノ
試
験
一
一
限
リ
前
年
度
ニ
於
テ

経
済
原
論
上
ノ
特
殊
問
題
ノ
試
験
ニ
合
格
シ
タ
ル
者
ニ
ハ
経
済
原

論
第
二
部
ノ
試
験
ヲ
免
除
シ
又
前
年
度
ニ
於
テ
其
以
外
ノ
選
択
科

目
ニ
就
キ
ニ
科
目
以
上
ノ
試
験
ニ
合
格
シ
タ
ル
者
ニ
ハ
本
規
程
第

二
条
末
項
ノ
選
択
ヲ
為
サ
サ
ル
コ
ト
ヲ
得

第
九
条
大
正
九
年
六
月
ニ
行
フ
第
三
学
年
ノ
筆
記
試
験
ニ
限
リ
其

受
験
科
目
中
ニ
必
修
科
目
ト
シ
テ
工
業
経
済
学
及
ヒ
財
政
学
第
一

部
ヲ
加
フ

大
正
九
年
六
月
ニ
行
フ
第
三
学
年
ノ
筆
記
試
験
ニ
限
リ
前
年
度
ニ

於
テ
貨
幣
論
及
ヒ
銀
行
論
ノ
試
験
ニ
合
格
シ
タ
ル
者
ニ
ハ
金
融
論

ノ
試
験
ヲ
免
除
シ
経
済
学
史
ノ
試
験
ニ
合
格
シ
タ
ル
者
ニ
ハ
経
済

学
史
ノ
試
験
ヲ
免
除
シ
又
政
治
史
又
ハ
社
会
学
ノ
試
験
一
一
合
格
シ

タ
ル
者
ニ
ハ
本
規
程
第
二
条
末
項
ノ
選
択
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
免
除
ス
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改
正

〔注〕

大
九
・
一
一
・
五
達
示
二
O
号
、
大
一
一
・
二
・
一
五
達
一
不
六
号
、
大

一
二
・
一

0
・
一
九
達
示
六
号
、
大
一
四
・
四
・
七
達
一
不
二
二
号
、
一

一
一
・
二
八
達
示
三
一
号
、
昭
二
・
六
・
一
達
示
一

O
号
、
昭
四
・
一
了

二
七
達
示
九
号
、
昭
八
・
一
・
三
O
達
示
一
号
、
昭

一
一
・
ニ
・
二
八

逮
示
二
号
、
昭
一
三
・
二
・
二
六
達
示
二
号
、
昭
一
四
・
四
・
一
、
昭

一
五
・
一
・
一
五
、
昭
一
七
・
八
・
一
四
達
一
不
一

O
号
、
昭
一
八
・
九
・

一
七
達
示
六
号
、
昭
一
二
・
六
・
一
九
達
示
八
号

一
九
四
九
・
一
一
・
五
達
示
第
二
三
号
で
廃
止
。



四

国
立
学
校
設
置
法
〔
新
制
経
済
学
部
発
足
〕

[ニ

法
律
第
一
五
O
号

一
九
四
九
(
昭
和
二
四
)
年
五
月
三
一
日

第

条

〔
本
文
は
二
六
頁
参
照
〕

五

経
済
学
部
規
程

[六
]

達
示
第
二
三
号

一
九
四
九
(
昭
和
二
四
)
年
一
一
月
五
日

学部・大学院・教養部

京
都
大
学
経
済
学
部
規
程

第

一

入

学

第
一
条
入
学
志
望
者
は
、
二
月
十
五
日
ま
で
に
本
学
部
所
定
の
願

書
を
最
終
の
出
身
学
校
を
経
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
条
入
学
志
望
者
に
対
す
る
選
抜
方
法
は
、
教
授
会
で
定
め
る
。

第

二

授

業

第
三
条
授
業
は
、
一
般
教
養
科
目
と
専
門
科
目
に
分
ち
行
う
。

第
四
条
一
般
教
養
科
目
に
属
す
る
も
の
を
必
須
科
目
及
ぴ
選
択
科

自
に
分
ち
左
の
通
り
と
す
る
。

人
文
科
学
関
係

必
須
科
目

哲
学
、
史
学
概
論
、
現
代
世
界
史

第7章

第
一
外
国
語
、
第
二
外
国
語

選
択
科
目

倫
理
学
、
心
理
学
、
教
育
学

論
理
学
、
宗
教
学
、
芸
術
学

人
文
地
理
学
、
言
学
、
文
学

社
会
科
学
関
係

必
須
科
目

政
治
学
、
経
済
学
、
社
会
学

統
計
学
、
法
学

選
択
科
目

生
活
科
学

自
然
科
学
関
係

必
須
科
目

数

学

&
詐
目
自
然
科
学
A
1
、
自
然
科
学
A
2

体
育
関
係

必
須
科
目

保
健
教
育
、
体
育
理
論
、
実
技

一
般
教
養
科
目
の
配
当
は
、
分
校
の
規
程
に
よ
る
。

第
五
条
専
門
科
目
に
属
す
る
も
の
を
基
本
科
目
及
び
研
究
科
目
に
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分
ち
左
の
通
り
と
す
る
。

基
本
科
目

経
済
原
論
第
一
部
、
経
済
原
論
第
二
部
、
経
済
学
史

経
済
史
、
経
営
学
、
統
計
学

農
業
経
済
論
、
工
業
経
済
論
、
商
業
経
済
論

世
界
経
済
論
、
交
通
論
、
金
融
論

財
政
学
、
経
涛
政
策
、
社
会
政
策

外
国
経
済
書
講
読
、
経
済
学
習

研
究
科
目

経
済
変
動
論
、
分
配
論
、
社
会
思
想
史

日
本
経
済
史
、
東
洋
経
済
史
、
西
洋
経
済
史

経
営
財
務
論
、
経
営
組
織
論
、
経
営
労
務
論

会
計
学
、
原
価
計
算
論
、
会
計
監
査
論

簿
記
学
、
予
算
統
制
論
、
経
営
比
較
論

外
国
為
替
論
、
企
業
形
態
論
、
生
産
管
理
論

国
営
企
業
論
、
理
論
統
計
学
、
数
理
統
計
学

経
済
統
計
学
、
貨
幣
論
、
保
険
論

海
運
論
、
計
画
経
済
論
、
日
本
貿
易
論

社
会
運
動
史
、
協
同
組
合
論
、
(
経
済
学
演
習
)

商
品
学
、
銀
行
経
営
論
、
商
品
取
引
所
論

株
式
取
引
所
論
、
各
国
経
済
事
情
、
(
外
国
経
済
書
講
読
)

第 1編

人
口
論
、
技
術
論
、
工
学
概
論

経
済
地
理
学
、
経
済
社
会
学
、
経
済
心
理
学

経
済
哲
学
、
憲
法
、
行
政
法

民
法
第
一
部
、
民
法
第
二
部
、
民
法
第
三
部

商
法
第
一
部
、
商
法
第
二
部
、
商
法
第
三
部

刑
法
、
国
際
法

第
六
条
前
二
条
に
掲
げ
た
科
目
の
外
必
要
に
応
じ
、
特
定
の
科
目

を
授
業
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
七
条
各
科
目
は
、
四
ヶ
年
に
配
当
し
て
履
修
せ
し
め
る
。

科
目
の
配
当
及
ぴ
授
業
時
間
数
は
、
毎
学
期
始
め
適
宜
定
め
る
。

第
八
条
第
四
条
及
ぴ
第
五
条
に
掲
げ
た
科
目
の
外
、
他
学
部
の
科

自
の
聴
講
を
希
望
す
る
も
の
は
、
学
期
の
始
め
に
願
い
出
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
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第

三

試

験

第
九
条
試
験
は
、
毎
学
期
の
終
り
に
行
う
。
但
し
、
特
別
の
事
情

が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
時
期
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
十
条
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
受
験
科
目
を
届
出
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
項
の
届
出
期
日
は
予
め
掲
示
す
る
。

第
十
一
条
単
位
科
目
の
成
績
は
、
百
を
満
点
と
し
、
六
十
以
上
を

合
格
点
と
す
る
。

第
十
二
条
一
般
教
養
科
目
の
試
験
は
、
分
校
の
規
程
に
よ
る
。



第
十
三
条
四
ヶ
年
以
上
在
学
し
左
記
の
単
位
を
取
得
し
た
も
の
は
、

学
士
試
験
に
合
格
し
た
も
の
と
す
る
。

一
般
教
養
科
目
四
十
単
位
以
上

体

育

四
単
位
以
上

専

門

科

目

八

十

単

位

以

上

右
の
専
門
科
目
八
十
単
位
中
に
は
、
基
本
科
目
十
六
単
位
以
上
、

外
国
経
済
書
講
読
及
ぴ
経
済
学
演
習
各
二
単
位
以
上
を
含
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

学部・大学院・教養部

第

四

在

学

在
学
期
間
は
、
四
ヶ
年
を
原
則
と
し
、
六
ヶ
年
を
超
ゆ

る
こ
と
が
出
来
な
い
。

但
し
、
休
学
期
間
は
、
算
入
し
な
い
。

第

五

転

学

第
十
五
条
他
の
大
学
学
生
、
又
は
本
学
他
学
部
学
生
で
本
学
部
に

転
学
を
志
望
す
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
選
考
の
上
教
授
会
の
議
を

経
て
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第

六

聴

講

生

第
十
六
条
特
定
の
科
目
に
つ
き
聴
講
を
志
望
す
る
者
が
あ
る
と
き

は
、
教
授
会
の
議
を
経
て
聴
講
生
と
し
て
入
学
を
許
可
す
る
こ
と

が
あ
る
。

第
十
四
条

第7章

聴
講
生
の
取
扱
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

附

回貝

こ
の
規
程
は
、
昭
和
二
十
四
年
七
月
一
日
か
ら
、
施
行
し
、
昭

和
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
、
適
用
す
る
。

国
立
学
校
設
置
法
附
則
第
三
項
規
定
の
実
施
に
関
し
て
別
段
の

定
め
を
な
す
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
規
程
に
よ
る
。

左
の
規
程
は
、
こ
れ
を
廃
止
す
る
。

京
都
大
学
経
済
学
部
規
程
(
大
正
八
年
五
月
三
十
一
日
制
定
)

改
正

昭
二
五
・
一

0
・
二
達
示
二
ハ
号
、
昭
二
八
・
四
・
七
達
示
一
九
号
、

昭
二
九
・
六
・
八
達
示
一

O
号
、
昭
三

0
・
四
・
五
達
示
一

O
号
、
昭

三
二
・
五
・
二
八
達
一
不
五
号
、
昭
三
三
・
四
・
八
達
一
不
二
号
、
昭
三
四
・

四
・
一
二
達
示
八
号
、
昭
四

0
・
一
・
二
六
達
示
一
号
、
九
・
二
八
達

示
一
九
号
、
昭
四
一
・
ご
了
二

O
達
示
一
七
号
、
昭
四
四
・
七
、
八

達
示
一
四
号
、
昭
四
五
・
三
・
二
五
途
示
一

O
号
、
六
・
二
四
逮
示
二

四
号
、
二
了
二
四
達
一
不
三
コ
一号
、
昭
四
七
・
一
・
二
五
達
示
五
号
、

昭
四
八
・
一
・
二
三
達
一
不
五
号
、
昭
四
九
・
一
・
二
二
達
一
不
五
号
、
昭

五

0
・
一
・
二
八
達
示
四
号
、
昭
五
一
・
ニ
・

一
O
達
示
三
号
、
昭
五

一
一
・
二
・
一
逮
示
三
号
、
昭
五
三
・

二

・
二
一
達
示
八
号
、

昭
五
四
・

一
一
・
二

O
達
示
四
号
、
昭
五
五
・
二
・
五
達
示
四
号
、
昭
五
六
・
二
・

一
O
達
示
四
号
、
昭
五
七
・
二
・
九
達
一
不
三
号
、
昭
五
八
・

二
・二
二

達
示
三
号
、
昭
五
九
・
五
・
二
二
逮
示
八
号
、
平
二
・
三
・
六
達
示
三

号
、
平
三
・
二
了

二
四
達
一
不
四
一
号
、
平
五
・

7
-
二
達
示
四
号
、

三
・
二
一
達
一
不
二
八
号
、
一

0
・
一
達
示
七

O
号
、
一
了
九
達
一
不
七

一
二
田
市
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占，、

大
学
院
経
済
学
研
究
科
規
程

{
六
]

達
示
第
九
号

一
九
五
三
(
昭
和
二
八
)
年
四
月
七
日

法令・規則

京
都
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
規
程

第

一

専

攻

第
一
条
修
士
、
博
士
の
両
課
程
に
、
次
の
専
攻
を
置
く
。

理
論
経
済
学
・
経
済
史
学

経
済
政
策
学

第

二

入

学

第
二
条
入
学
手
続
及
ぴ
入
学
者
選
抜
方
法
は
、
経
済
学
部
教
授
会

で
定
め
る
。

第1編

入
学
者
の
決
定
は
、
経
済
学
部
教
授
会
で
行
う
。

第

三

転

科

第
四
条
通
則
第
三
十
四
条
に
よ
り
本
研
究
科
に
転
科
を
志
望
す
る

者
に
は
、
経
済
学
部
教
授
会
の
議
を
経
て
、
許
可
す
る
こ
と
が
あ

?
Q

。

第

粂
第
四
授
業
及
ぴ
学
修
方
法

第
五
条
課
程
専
攻
に
属
す
る
科
目
及
び
単
位
数
は
、
次
の
通
り
と

す
る
。

修
士
課
程

理
論
経
済
学
・
経
済
史
学

古
典
経
済
学

社
会
主
義
経
済
学

近
代
経
済
学

統
計
学
特
論

経
済
統
計
論

貨
幣
論
特
論

金
融
経
済
論

歴
史
派
経
済
学

経
済
学
方
法
論

近
代
経
済
史

各
国
経
済
史
(
米
国
)

日
本
経
済
史
特
論

比
較
経
済
史

各
国
経
済
史
(
英
国
)

社
会
思
想
史
特
論

各
国
経
済
史
(
中
国
)

会
計
学
の
経
済
学
的
研
究

演

習

経
済
政
策
学

工
業
政
策
論

企
業
集
中
論

四
単
位
)
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単
位
)
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)



学部・大学院・教養部

経
済
政
策
学
原
理

産
業
構
造
論

財
政
政
策
論

農
業
政
策
論

社
会
政
策
論
特
論

労
働
組
合
論

日
本
貿
易
論

国
際
貿
易
論

人
事
管
理
論

財
務
管
理
論

保
険
論
特
論

交
通
政
策
論

演

習

博
士
課
程

理
論
経
済
学
・
経
済
史
学

古
典
経
済
学
特
論

社
会
主
義
経
済
学
特
論

近
代
経
済
学
特
論

経
済
変
動
論
特
論

貨
幣
論
特
論

金
融
経
済
論

第7章

(
四
単
位
)

(四

H

)

(

四

刀

)

(四
H

H

)

(四
H

H

)

(四

H

)

(四

N

)

経
済
史
方
法
論

経
済
哲
学
特
論

日
本
経
済
思
想
史
特
論

日
本
経
済
史
特
論

中
国
経
済
思
想
史

中
国
経
済
史
特
論

溶

…

型

自

経
済
政
策
学

工
業
政
策
論
特
論

産
業
統
制
論

経
済
政
策
論
特
論

統
制
経
済
論
特
論

財
政
政
策
特
論

租
税
論

公
企
業
論

農
業
政
策
論
特
論

農
地
政
策
論

日
本
貿
易
論
特
論

国
際
貿
易
論
特
論

人
事
管
理
論
特
論

中
小
企
業
論

四

" " 
~ ~ 

四四

" ) 

四

" ) 

四

" ) 

(八

" ) 

(
四
単
位
)

四四四四四

I! " 
~ ~ 

(
四
単
位
)

(四
H

H

)

(四

H

)

(四

H

)

八四四(
四
単
位
)

(四

H

)

(

四

刀

)

(四(四(四(四

" " " 
~ ~ ~ 
" 
) 

四回

" 
) 

I! 

四

I! 

四四

I! " 
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法令・規目IJ

海
運
政
策
論

演

習

(

八

M

)

第
六
条
前
条
の
科
目
の
外
、
必
要
に
応
じ
、
特
定
の
科
目
を
授
業

す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
七
条
科
目
の
配
当
及
ぴ
授
業
時
間
数
は
、
毎
学
年
の
始
め
別
に

定
め
る
。

(
四
単
位
)

第 l編

第
八
条
他
研
究
科
の
科
目
の
学
修
を
希
望
す
る
者
は
、
学
年
始
め

に
願
い
出
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
条
各
学
生
に
つ
き
、
指
導
教
授
を
定
め
る
。

2

学
生
は
、
学
修
に
つ
き
、
指
導
教
授
の
指
導
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
十
条
修
士
課
程
に
必
要
な
三
十
単
位
の
中
に
は
、
専
攻
に
属
す

る
科
目
十
五
単
位
以
上
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

右
の
三
十
単
位
中
、
八
単
位
以
内
に
限
り
、
他
研
究
科
に
設
け

ら
れ
た
修
士
課
程
の
科
目
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

3

修
士
、
博
士
の
両
課
程
に
お
け
る
専
攻
に
属
す
る
特
殊
研
究
は
、

必
修
と
す
る
。

第

五

試

験

第
十
一
条
試
験
は
、
毎
学
年
の
終
り
に
行
う
。
但
し
、
特
別
の
事

情
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
時
期
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
十
二
粂
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
受
験
科
目
を
届
け
出

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

前
項
の
届
出
期
日
は
、
予
め
告
知
す
る
。

第
十
三
条
試
験
成
績
は
百
を
満
点
と
し
、
六
十
以
上
を
合
格
点
と

十
ヲ
フ
Q

。
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第
六
論
文
審
査

第
十
四
条
研
究
論
文
は
、
研
究
科
会
議
で
定
め
た
教
官
の
調
査
の

結
果
に
も
と
づ
い
て
、
研
究
科
会
議
で
審
査
す
る
。

第
十
五
条
通
則
第
四
十
条
第
四
項
に
よ
り
学
位
を
得
ょ
う
と
す
る

者
は
、
研
究
論
文
を
提
出
し
、
且
つ
、
専
攻
学
術
に
関
し
、
大
学

院
の
博
士
課
程
を
終
え
た
者
と
同
等
以
上
の
学
識
を
有
す
る
こ
と

を
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
六
条
前
条
の
専
攻
学
術
に
関
す
る
学
識
の
確
認
は
、
筆
答
試

問
及
び
口
頭
試
問
に
よ
り
行
う
。
但
し
、
研
究
科
会
議
の
議
を
経

て
他
の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

提
出
論
文
の
審
査
は
、
大
学
院
の
博
士
課
程
に
お
け
る
論
文
審

査
と
同
一
の
手
続
に
よ
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
昭
和
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

改
正

昭
三
0
・
四
・
五
達
示
六
号
、
昭
=
二
・
一

0
・
一
、
昭
三
二
・
五
・

一
三
総
長
裁
定
、
五
-
二
八
達
示
六
号
、
昭
三
八
・
四
・
二
三
達
示
一

一号
、
昭
五
二
・
三
・
一
五
達
一
不
二
一
号
、
昭
六
二
・
五
・
二

O
達
示



一
二
号
、
平
二
・
六
・
二
六
達
示
二
三
号
、
平
五
・
三
・
一
二
達
示
三

七
号
、
平
七
・
九
・
二
六
達
示
二
八
号
、
平
八
・
二
・
二
O
達
示
四
号
、

三
・
二
六
達
示
七
号
、
平
九
・
三
・
一
八
達
示
五
号

/'"、、

一
、、..;

大
学
院
経
済
学
研
究
科
・
経
済
学
部

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
経
済
学
研
究
科

長

設

置

〕

[

一

]

文
部
省
令
第
三
二
号

一
九
九
七
(
平
成
九
)
年
三
月
三
一
日

学部・大学院・教養部

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

第
八
条
の
二
中
〔
中
略
〕
「
京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
」
を

「
京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科

』
〔
中
略
〕
改
め
る

京
都
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
」

〔
中
略
〕

附

第7章

の
省
令則
は

平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

l 

〔
以
下
略
〕

八

大
学
院
理
学
研
究
科
・
理
学
部

〆'ー、

一、ー〆

理
工
科
大
学

京
都
帝
国
大
学
理
工
科
大
学
開
設
.

[

一

}

文
部
省
令
第
八
号

一
八
九
七
(
明
治
三
O
)
年
六
月
二
三
日

京
都
帝
国
大
学
ノ
理
工
科
大
学
ハ
本
年
九
月
十
一
日
ヨ
リ
開
設
シ
土

木
工
学
及
機
械
工
学
ノ
二
学
科
ヲ
置
ク

明
治
三
十
年
六
月
二
十
三
日文
部
大
臣
侯
爵
蜂
須
賀
茂
詔

京
都
帝
国
大
学
理
工
科
大
学
講
座
ノ
件

[

一

]

勅
令
第
一
二
九
号

一
八
九
七
(
明
治
三
O
)
年
六
月
二
二
日
(
官
報
六
月
二
四
日
)

朕
京
都
帝
国
大
学
理
工
科
大
学
講
座
ノ
件
ヲ
裁
可
シ
滋
ニ
之
ヲ
公
布
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セ
シ
ム

法令・規則

御

名

御

璽

明
治
三
十
年
六
月
二
十
二
日文
部
大
臣
侯
爵
蜂
須
賀
茂
紹

第1編

ム京勅
ル都令

i台採電機土化物数 コ帝第
金鉱気械木学理学理卜国二
学学工工工 学 工左大百
学学学 科ノ学十

大知理九
学シ工号
科
大
~ 
イ与

於
ケ
/レ

講
座
ノ
種
類
及
其
ノ
数
ヲ
疋

二
講
座

三
講
座

四
講
座

三
講
座

三
講
座

二
講
座

二
講
座

二
講
座

改
正

明
三
二
勅
令
二
O
三
、
明
三
三
勅
令
一

O
八
、
明
三
四
勅
令
一
三
五
、

明
三
五
勅
令
一
四
七

〔
注
〕
一
九

O
三
・
三
・
三
一
勅
令
第
六
八
号
で
廃
止
。

理
工
科
大
学
土
木
工
学
科
及
機
械
工
学
科
課
程

[一一一一]

達
示
第
四
号

一
八
九
七
(
明
治
三

O
)
年
九
月
三
日

448 

京
都
帝
国
大
学
理
工
科
大
学
土
木
工
学
科
及
機
械
工
学
科
課

程土
木
工
学
科
課
程

第
一
学
年

毎
週
授
業
時
間

第

一

学

期

第

二

学

期

数
学
(
積
分
微
分
方
程
式
)

F

最
小
二
乗
法
、

運
動
学
及
力
学

材
料
及
構
造
強
弱
学

蒸
汽
機
関

機
械
学

水
力
学
咽
筒
及
水
力

発
動
機

地
質
及
鉱
物
学

建
築
材
料

施
工
法

橋
梁
道
路

、-.--'



実図測
地式量
測カ(
量学童
及 ，.-......， きさ
製実講
図習義

四一三

六四一

ー』，、

第
二
学
年

毎
週
授
業
時
間

第

一

学

期

第

二

学

期

学部・大学院・教養部

河
海
工
学

鉄
道
橋
梁
隆
道
衛
生
工
学

家
屋
構
造

測
地
学

地
震
学

工
業
経
済
学

土
木
行
政
法

意
匠
及
製
図

四

四

第7章

第
三
学
年

毎
週
授
業
時
間

第
一
晶
子
期
第
二
学
期

河
海
工
学

鉄
道

橋
梁

意
匠
及
製
図

実
地
演
習

卒
業
論
文
及
計
画

機
械
工
学
科
課
程

第
一
学
年

蒸
汽
機
関

工
場
用
諸
機
械

機
械
製
造
法

機
械
学

運
動
学
及
力
学講
義
製
図

図
式
力
学

材
料
及
構
造
強
弱
学

数
学

月
ヨ

固有
閑
ノ
問

全
上

全
上

全
上

一一一

九

四
月
以
降
三
九

毎
週
授
業
時
間

第

一

学

期

第

二

学

期

449 



法令・規則

水
力
学
咽
筒
及
水
力
発
動
機

機
械
設
計
法

意
匠
製
図
及
実
験

第 l編

第
二
学
年

機
関
車

舶
用
機
関

機
械
運
動
学
及
機
械
力
学

複
動
蒸
汽
機
関

製
造
冶
金
学

発
電
機
及
発
動
機

水
力
機

起
重
機

熱
学
、
熱
気
瓦
斯
及
石
油
機
関

意
匠
製
図
及
実
験

第
三
学
年

実
地
実
習

火
丘
ハ論

毎
週
授
業
時
間

第

一

学

期

第

二

学

期

五一

二
八
、
五

て
五

二
七
、
五

毎
週
授
業
時
間

第

一

学

期

第

二

学

期

三
九

紡
績
及
織
物

工
場
建
築
法

工
業
経
済
学

特
別
講
義

設
計
及
卒
業
論
文

450 

改
正

明
三
二
・
九
・
一
六
達
示
七
号
、
明
三
五
・
九
・
三
達
示
二
ハ
号
、
一

0
・
一
達
一
不
一
九
号

四

京
都
帝
国
大
学
理
工
科
大
学
学
科
増
設
e

[

一

]

文
部
省
令
第
一
四
号

一
八
九
八
(
明
治
三
ご
年
六
月
三

O
日

京
都
帝
国
大
学
理
工
科
大
学
中
ニ
数
学
、
物
理
学
、
純
正
化
学
、
製

造
化
学
、
電
気
工
学
及
採
鉱
冶
金
学
ノ
六
学
科
ヲ
増
設
シ
本
年
九
月

十
一
日
ヨ
リ
授
業
ヲ
開
始
ス

明
治
三
十
一
年
六
月
三
十
日
文
部
大
臣
文
学
博
士
外
山
正
一



五

京
都
帝
国
大
学
理
工
科
大
学
の
数
学
科
、

正
化
学
科
を
理
学
科
に
改
称
*

物
理
学
科
お
よ
び
純

[

一

]

文
部
省
令
第
一
七
号

一
九

O
四
(
明
治
三
七
)
年
八
月
二
二
日

京
都
帝
国
大
学
理
工
科
大
学
ノ
数
学
科
、
物
理
学
科
及
純
正
化
学
科

ヲ
本
年
九
月
十
一
日
ヨ
リ
理
学
科
ト
改
称
ス

明
治
三
十
七
年
八
月
二
十
二
日

文
部
大
臣

久
保
田
譲

ー』，、

理
工
科
大
学
規
程

[一一一一]

達
示
第
八
号

一
九

O
四
(
明
治
一
二
七
)
年
八
月
二
五
日

学部・大学院・教養部

第
一
条
京
都
帝
国
大
学
理
工
科
大
学
規
程

第

一

授

業

本
学
所
定
ノ
学
科
左
ノ
如
シ

理
学
科

製
造
化
学
科

土
木
工
学
科

機
械
工
学
科

電
気
工
学
科

第 7章

第
二
条

採
鉱
冶
金
学
科

各
学
科
ニ
一
於
ケ
ル
授
業
科
目
及
其
時
数
ヲ
定
ム
ル
コ
ト
左

ノ
知
シ

理

学

科
第
一
授
業
科
目

平

面

解

析

幾

何

学

立

体

解

析

幾

何

学

高

等

幾

何

学

第

一

部

高

等

幾

何

学

第

二

部

開

通

微

分

方

程

問

)

部

分

微

分

方

程

式

函函

数数

論

第

論

第

等

代

数

1罰数弾剛

体

力

性

体

力

士山
T
4
1
 

J涜

力

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

「
一
学
年
間
毎
週
講
義

戸
六
ヶ
月
間
毎
週
演
習

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
謹
一

部

講
義

四
ヶ
月
間
毎
週
演
習

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

学学学論学部

一
学
年
間
毎
週
講
義

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義

二
時
二
時
三
時
三
時
三
時

六五
時時

二
時
三
時
三
時
三
時
三
時
三
時

四
時時

451 



法令・規則

理
論
物
理
学
大
要
第
一
部
戸

理
論
物
理
学
大
要
第
二
部
』

星

学

大

要

誤

差

論

数

学

特

論

第
二
授
業
科
目

平

面

解

析

幾

何

学

立

体

解

析

幾

何

学

第 l編

高

等

幾

何

学

第

一

部

部

分

微

分

方

程

式

数

論

第

一

部

数

論

第

二

部

気

磁

気

学

電

磁

波

論

剛

体

力

学

戸

弾

性

体

力

学

『

流

体

力

学

理
論
物
理
学
大
要
第
一
部
戸

理
論
物
理
学
大
要
第
二
部
『

函函電

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

『
一
学
年
間
毎
週
講
義

戸
六
ヶ
月
間
毎
週
演
習

講
義

一
学
年
間
毎
週
演
習

四
ヶ
月
間
毎
週
理
一

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

四
時

二
時
二
時
三
時

二
時
二
時
三
時
三
時

六五
時時

二五三三三二
時時時時時時

四
時時

四
時

気熱球

画カ1* 

光誤

差

学

大

星物
理
学
普
通
実
験
第
一
部

物
理
学
普
通
実
験
第
二
部

第
三
授
業
科
目

立

体

解

析

幾

何

学

哨

通

微

分

方

程

的

)

部

分

微

分

方

程

式

函

数

論

部

剛

体

力

学

戸

弾

性

体

力

学

』

流

体

力

学

理
論
物
理
学
大
要
第
一
部
戸

理
論
物
理
学
大
要
第
二
部
『

球

函

数

第

論学数

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義

『
四
ヶ
月
間
毎
週
講
義

二
ハ
ケ
月
間
毎
週
講
義

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

『
一
学
年
間
毎
週

戸
四
ヶ
月
間
毎
週

一
学
年
間
毎
週

学要論

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
謹
一

講
義

四
ヶ
月
間
毎
週
演
習

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義

六九三二二二三三二四
時時時時時時時時時時
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二
時

六五
時時時時時

四
時時

四
時
四
時



気熱

体力

光

学論論

差

論

星

学

大

要

理
論
及
物
理
化
学
大
要

流

理

論

電

気

磁

気

磁

波

{

疋

理

電誤測

ノ

交物
理
学
普
通
実
験
第
一
部

学部・大学院・教養部

熱

学

及

光

学

実

験

電

気

磁

気

学

実

験

星

学

演

習

化

学

普

通

実

験

第
四
授
業
科
目

立

体

解

析

幾

何

学

開

通

徴

分

方

程

均

一

第7章

論学

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義

『
四
ヶ
月
間
毎
週
講
義

戸
六
ヶ
月
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

「
一
学
年
間
毎
週

戸
四
ヶ
月
間
毎
週

六
ヶ
月
間
毎
週

一
学
年
間
毎
週

一
学
年
間
毎
週

一
学
年
間
毎
週

Aと4
イ与

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
建
一

十十
六三二二九三一二二二二二五二三三二
時時時時時時時時時時時時時時時時時時

六五
時時

部

分

微

分

方

程

式

剛

体

力

学

理
論
物
理
学
大
要
第
一
部
〆

理
論
物
理
学
大
要
第
二
部
』

熱

力

学

気

体

論

光

気

磁

気

学

理

論

及

物

理

化

学

理
論
及
物
理
化
学
特
論

無

機

化

学

有

機

化

学

総

論

戸

有

機

化

学

各

論

『

分

析

化

学

応

電

気

化

学

電

用

物
理
学
普
通
実
験
第
一
部

物
理
学
普
通
実
験
第
二
部

化

学

普

通

験

化
学
分
析
実
験
第
一
部

実

講
義

四
ヶ
月
間
毎
週
実
習

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

学

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義

「
四
ヶ
月
間
毎
週
講
義

戸
六
ヶ
月
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

「
一
学
年
間
毎
週

戸
四
ヶ
月
間
毎
週

土
ハ
ケ
月
間
毎
週

戸
一
学
年
間
毎
週

六
ヶ
月
間
毎
週

四
ヶ
月
間
毎
週

四三二
時時時

四
時

三三三五二三三二
時時時時時時時時

四
時

二
時
二
時
三
時
九
時
六
時
六
時

十
八
時

十
四
時
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法令・規則

化
学
分
析
実
験
第
二
部

化

~ 
ザー

高

等

実

第
五
授
業
科
目

第 I編

積徴

式

熱

力

学

理

論

及

物

理

化

学

理
論
及
物
理
化
学
特
論

無

機

化

学

有

機

化

学

総

論

戸

有

機

化

学

各

論

』

有

機

化

学

特

論

分

析

化

学

応

用

電

気

化

学

一

般

製

造

化

学

化

学

普

通

実

験

化
学
分
析
実
験
第
一
部
戸

化
学
分
析
実
験
第
二
部
』

化

学

高

等

実

験

物

理

学

普

通

実

験

方

程

分

「
六
ヶ
月
間
毎
週

戸
四
ヶ
月
間
毎
週

験

『
四
ヶ
月
間
毎
週

竺
ハ
ケ
月
間
毎
週

分

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義
二
時

一
学
年
間
毎
週
講
義
二
時

一
学
年
間
毎
週
講
義
二
時

一
学
年
間
毎
週
講
義
三
時

六

ヶ

月

間

毎

週

廿

八

時

『
一
学
年
間
毎
週
二
十
四
時

戸
四
ヶ
月
間
毎
週
三
十
時

一
学
年
間
毎
週
三
十
四
時

一

学

年

間

毎

週

三

時
十
四
時
十
時

二
十
時

二
十
六
時

三
時
二
時
二
時
三
時
三
時
三
時

四
時

第
六
授
業
科
目

積微

分

方

程

式

理

論

及

物

理

化

学

理
論
及
物
理
化
学
特
論

無

機

化

学

有

機

化

学

総

論

戸

有

機

化

学

各

論

」

有

機

化

学

特

論

分

析

化

学

応

用

電

気

化

学

一

般

製

造

化

学

硫

酸

及

其

他

酸

類

塩

ル

破

及

ア

カ

ボ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト

積

油

及

其

製

品

乾
館
法
及
瓦
斯
製
造
法

色

素

化

学

及

染

料

色

染

及

捺

染

醗

酵

論

及

造

酒

法

分

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義

璃

三
時
二
時
三
時
三
時
三
時
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四
時時時時時時時時時時時時時時



化

学

普

通

実

験

化
学
分
析
実
験
第
一
部
戸

化
学
分
析
実
験
第
二
部
』

物

理

学

普

通

実

験

製
造
化
学
科
第
一
授
業
科
目

理
論
及
物
理
化
学
大
要

無

機

化

学

有

機

化

学

総

論

戸

有

機

化

学

各

論

』

分

析

化

学

応

気

化

学

化

学

化

薬

硫

酸

及

其

他

酸

類

塩

及

ル

破 化鉱
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学

高

等

用般

学
製

実

物
電

造

ア

カ

璃

六
ヶ
月
間
毎
週

『
四
ヶ
月
間
毎
週

戸
一
学
年
間
毎
週

験

『
四
ヶ
月
間
毎
週

戸
六
ヶ
月
間
毎
週

主主ι
寸与

四
ヶ
月
間
毎
週
鶏
臓
講
義

六
ヶ
月
間
毎
週
実
験

一
学
年
間
毎
週

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

'" 口口

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義

十

時
十十
時時

二

十

時

二
十
五
時時時時時時時時

四
時

二
時
二
時
三
時
二
時
三
時
二
時
二
時

陶

磁

器

ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト

火

薬

学

燃

料

及

築

窯

顔

料

積

油

及

其

製

品

乾
舘
法
及
瓦
斯
製
造
法

澱

粉

及

糖

類

繊

維

論

紙色

素

化

学

及

染

料

色

染

及

捺

染

油

脂

肪

及

其

製

品

醗

酵

論

及

造

酒

法

化
学
分
析
実
験
第
一
部

化
学
分
析
実
験
第
二
部

工

業

分

析

実

製

化

~ 
弓与

造

製

図

第

実

験

一
学
年
間
毎
週
講
義
一
時

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義
二
時

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義
一
時

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義
二
時

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義
二
時

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義
二
時

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義
二
時

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義
二
時

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義
二
時

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義
一
時

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義
二
時

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義
二
時

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義
二
時

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義
二
時

四
ヶ
月
間
毎
週
二
十
二
時

一

学

年

間

毎

週

十

八

時

六

ヶ

月

間

毎

週

二

十

時

『
四
ヶ
月
間
毎
週
二
十
五
時

三

ハ

ケ

月

間

毎

週

三

十

時

「

四

ヶ

月

間

毎

週

三

時

戸

六

ヶ

月

間

毎

週

六

時
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製

図

第

二

部

化

学

工

場

設

計

製

図

化

学

工

場

整

理

法

電

気

冶

金

学

機

械

工

学

大

要

工

場

建

築

法

工

業

経

済

学

実

地

演

習

第
二
授
業
科
目

理
論
及
物
理
化
学
大
要

無

機

化

学

有

機

化

学

総

論

戸

有

機

化

学

各

論

『

有

機

化

学

特

論

分

析

化

学

応

用

電

気

化

学

一

般

製

造

化

学

化

学

薬

品

硫

酸

及

其

他

酸

類

塩

及

ア

ル

カ

破

第 I編

六
ヶ
月
間
毎
週

四
ヶ
月
間
毎
週

二
ヶ
月
間
毎
週

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義

璃

時時時時時時時時時
四
時

二
時
二
時
二
時
三
時
二
時
三
時
二
時
二
時

火

及薬

築

燃

窯
顔

料

磁

油

及

其

製

品

乾
館
法
及
瓦
斯
製
造
法

澱

粉

及

糖

類

繊

維

論

紙色

素

化

学

及

染

料

色

染

及

捺

染

油

脂

肪

及

其

製

品

革

及

穆

漆

及

仮

漆

穣

酵

論

及

造

酒

法

化
学
分
析
実
験
第
一
部

化
学
分
析
実
験
第
二
部

工

業

分

析

実

験

料

製

造

化

実

学

製

図

第

-= 寸L

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義
一
時

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義
二
時

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義
二
時

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義
二
時

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義
二
時

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義
二
時

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義
二
時

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義
一
時

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義
二
時

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義
二
時

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義
二
時

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義
一
時

一
学
年
間
毎
週
講
義
一
時

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義
二
時

四
ヶ
月
間
毎
週
二
十
二
時

一

学

年

間

毎

週

十

九

時

六

ヶ

月

間

毎

週

二

十

時

』
四
ヶ
月
間
毎
週

二
十
四
時

戸
六
ヶ
月
間
毎
週
三
十
時

』

四

ヶ

月

間

毎

週

三

時

Z
ハ

ケ

月

間

毎

週

六

時
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製

図

第

二

部

化

学

工

場

設

計

製

図

化

学

工

場

整

理

法

機

械

工

学

大

要

工

場

建

築

法

工

業

経

済

学

実

地

演

習

第
三
授
業
科
目

理
論
及
物
理
化
学
大
要

無

機

化

学

有

機

化

学

総

論

戸

有

機

化

学

各

論

『

分

析

化

学

応

用

電

気

化

学

一

般

製

造

化

学

化

学

薬

品

硫

酸

及

其

他

酸

類

塩

ル

波陶
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:煉

及

ア
化磁

カ

六
ヶ
月
間
毎
週

四
ヶ
月
間
毎
週

二
ヶ
月
間
毎
週

一
学
年
間
毎
週
講
義

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義

器璃石

=
戸
時

六
時
一
時
三
時
一
時
二
時時時

四
時時時時時時時時時時

ボ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト

石
灰
、
漆
灰
及
其
応
用

燃

料

及

築

窯

顔

料

乾
館
法
及
瓦
斯
製
造
法

化
学
分
析
実
験
第
一
部

化
学
分
析
実
験
第
二
部

工

業

実

析

分

製

化

実

学

造

製

図

第

製

二

化

学

工

場

設

計

製

図

化

学

工

場

整

理

法

図

第

鉱

物

電

気

金

冶

試

金

機

""与すL

大

械

工

験

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義

四
ヶ
月
間
毎
週

土
ハ
ケ
月
間
毎
週

戸
四
ヶ
月
間
毎
週

六
ヶ
月
間
毎
週

「
四
ヶ
月
間
毎
週

ご
ハ
ケ
月
間
毎
週

『
四
ヶ
月
間
毎
週

乞
ハ
ケ
月
間
毎
週

六
ヶ
月
間
毎
週

四
ヶ
月
間
毎
週

二
ヶ
月
間
毎
週

験音E部主盟.

弓一

r一一~、一一一、

一一 六六 回
学学ケ ケヶ
年年月月月
間間間間関
毎毎毎毎毎
週週週週週
議実務講実講実講
義験義義験義験義

~ 
弓与術要

上十十二十十
三三一一二一二一一六 三 六三 1六八十六八二二二一二
時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時
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工工

建

築
経

済

地

寅

土
木
工
学
科

沓
H
z
f
 

徴

業場

実

分

方

力誤

差

論

轡
造
強
弱
学
及
図
式
力
学
第
一
部
〕

轡
造
強
弱
学
及
図
式
力
学
第
二
部
」
「

キオ

料

5怠

製調IJ調4

量

道誠IJ

I也

施

工

程~~ 
j寅

学法

ハ
ケ
月
間
毎
週
講
義

ハ
ケ
月
間
毎
週
講
義

習分

，..........ーー、 ~ー、

六 四一四六四六四
ケケ学ケケケケヶ
月月年月月月月月
間間間間関関間関
毎毎毎毎毎毎毎毎
週週週週週週週週
実誘講製講講講講講講
験義義図義義義義義義

式学
A比
寸ー図

四
ヶ
月
間
毎
週

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義

一
四
ヶ
月
間
毎
週

ム
外
ニ
夏
季
休
業
中
若
干
時

二
ハ
ケ
月
間
毎
週

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

{
四
ヶ
月
間
毎
週
講
義

一
六
ヶ
月
間
毎
週
講
義

戸

製

図

量習路学法

三一二一二三六三六三一一三四二一二二三
時時時時時時時時時時時時時時時時時時時 時時

機

工

学

械橋

木

及

鉄

冶

鉄鉄
道
及
市
街
鉄
道
第
一
部
J

鉄
道
及
市
街
鉄
道
第
二
部
」

隊河

海

衛

生

工

学

第

一

部

戸

衛

生

工

学

第

こ

部

」

家

屋

構

電

気

工

学

大

地

震

設

計

製

工

業

経

済

土

木

行

政

実

地

演

機
械
工
学
科

積

大石
金工

要

一
学
年
間
毎
週
講
義
三
時

講

義

三

時

六
ヶ
月
間
毎
週
製
図
三
時

一
学
年
間
毎
週
講
義
一
時

講

義

三

時

一
学
年
間
毎
週
製

図

六

時

『
四
ヶ
月
間
毎
週
鵬
鴎
語
一

戸

講

義

三

時

二
ハ
ケ
月
間
毎
週
製

図

三

時

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義
一
時

一
学
年
間
毎
週
講
義
五
時

製

図

三

時

一
学
年
間
毎
週
一
問
時
三
隅

一
学
年
間
毎
週
講
義
一
時

一
学
年
間
毎
週
講
義
二
時

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義
二
時

二
ヶ
月
間
毎
週
二
十
五
時

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義
二
時

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義
二
時
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四
ヶ
月
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毎
週
講
義

時
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徴

分

方

カ電工製鉄機紡起揚水鉄舶熱蒸機材材

キ斗

ゐ虫1
7
 

泊

4構

汽

機

力

発

動

用

機

道

車発

動

カ

水重織

械

製冶

金

造

冶

金

場

建

築

気

工

学

大

業

経

済

工

程~~ 造

式

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義

『
四
ヶ
月
間
毎
週
講
義

Z
ハ
ケ
月
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義

学学学学関機関学要法学学法機機機機車両

二二一三一二二二一二二二二三四二二一二二
時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時

設

計

製

図

第

設

計

製

図

第

二

部

設

計

製

図

第

三

部

実

地

演

習

第

一

部

実

地

演

習

第

二

部

実

地

演

習

第

三

部

電
気
工
学
科

積徴

分

方

カ化電応機熱蒸*機材

料

必虫構

力

発

動

汽

機

力

発

動

械

工

学

製

用

電

気

化

気

冶

金

学

程~~ 
実

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義
三
時

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義
二
時

「
四
ヶ
月
間
毎
週
講
義
二
時

Z
ハ
ケ
月
間
毎
週
講
義
一
時

一
学
年
間
毎
週
講
義
二
時

一
学
年
間
毎
週
講
義
四
時

一
学
年
間
毎
週
講
義
二
時

一
学
年
間
毎
週
講
義
三
時

一
学
年
間
毎
週
講
義
二
時

四

ヶ

月

間

毎

週

十

六

時

一
学
年
間
毎
週
講
義
二
時

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義
一
時

六

ヶ

月

間

毎

週

六

時

部

「
四
ヶ
月
間
毎
週

乞
ハ
ケ
月
間
毎
週

一
学
年
間
毎
週

六
ヶ
月
間
毎
週

一
学
年
間
毎
週

一
学
年
間
毎
週

四
ヶ
月
間

式 分学関機学学験学学図機

十
八
時

二
十
時

二
十
時

二
十
三
時
三
時
三
時

459 
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電

気

磁

気

学

電

気

磁

気

測

定

法

交

流

理

論

電

気

工

学

測

定

法

発
届
毘
慣
、
箆
劉
機
及
変
成
機
第
一
部

発
幅
換
機
、
電
動
機
及
変
成
機
第
二
部

発
電
機
、
電
動
機
及
変
成
機
第
三
部

第 l編

電

分

画E

力

電

気

鉄

電電電電

気

構

器

具

発

電

所

設

計

及

整

理

実

験

第

実

験

第

一

実

験

第

一

設

計

製

図

第

法

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
建
一

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

六
ヶ
月
間
毎
週
僻
鴎

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義

『
四
ヶ
月
間
毎
週

三
ハ
ケ
月
間
毎
週

一
学
年
間
毎
週

一
学
年
間
毎
週

一
学
年
間
毎
週

信話灯道造部部部部

十十
三六九五三二二二一一一一二三二三三二一一三
時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時

設

計

製

図

第

二

部

場

建

築

業

経

済

気

工

業

法

実

地

演

採
鉱
冶
金
学
科

分

析

電工工化
学
分
析
実
験
第
一
部

化
学
分
析
実
験
第
二
部

鉱

物

I也

質

山

正'i

石

鉱測道鉱

床

山

化調1

規学法

「
四
ヶ
月
間
毎
週
十
三
時

戸
六
ヶ
月
間
毎
週
十
五
時

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義
一
時

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義
二
時

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義
一
時
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習学

一
学
年
間
毎
週
講
義
二
時

「
四
ヶ
月
間
毎
週
十
二
時

戸

六

ヶ

月

間

毎

週

九

時

「
四
ヶ
月
間
毎
週
十
二
時

二

ハ

ケ

月

間

毎

週

十

時

「

講

義

一

時

一
四
ヶ
月
間
毎
週

」

実

験

二

時

一
六
ヶ
月
間
毎
週
一
均
一
瞬
二
酬

『
四
ヶ
月
間
毎
週
講
義
一
時

ご
ハ
ケ
月
間
毎
週
講
義
二
時

講

義

一

時

一
学
年
間
毎
週一

実

験

一

時

一
学
年
間
毎
週
講
義
三
時

一
学
年
間
毎
週
講
義
一
時

四
ヶ
月
間
毎
週
講
義
三
時

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義
二
時

~ 
うとム学A主'-

弓乙量量路学



探

鉱

学

第

採

鉱

学

第

採

鉱

設

撰

鉱

撰

鉱

設

{台

金

学

鉄冶

金

学

各

冶

金

気

冶

金

造

冶

金

金

設

金

学

電冶冶製

学部・大学院・教養部

試

金

吹

管

構

造

9皇

工

場

建

機

械

工

学

気

工

第7章

電

総実
分

~~ 築大

学

大

計学計部部

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

六
ヶ
月
間
毎
週

一
学
年
間
毎
週
講
義

六
ヶ
月
間
毎
週

「
四
ヶ
月
間
毎
週
講
義

戸
六
ヶ
月
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義

二
ヶ
月
間
毎
週

二
ヶ
月
間
毎
週

王子A
両岡験計学学学論術

講
義

一
学
年
間
毎
週
実
験

六
ヶ
月
間
毎
週
一
議

講
義

一
学
年
間
毎
週
製
図

析A主'-
弓L要要法

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

一
学
年
間
毎
週
講
義

二三一二一三一三一六六三一一四三一二二二三四
時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時

調
棋
地

第
三
条
一
学
科
ニ
二
以
上
ノ
授
業
科
目
ヲ
設
ク
ル
モ
ノ
ニ
付
テ
ハ

学
生
ハ
其
一
ヲ
選
ム
コ
ト
ヲ
得

第
四
条
第
二
条
ノ
授
業
科
目
ハ
三
学
年
ニ
配
当
シ
テ
之
ヲ
授
ク

第
五
条
科
目
ノ
修
了
ハ
各
学
生
ニ
交
付
シ
タ
ル
受
教
簿
ニ
担
任
教

官
捺
印
シ
之
ヲ
証
ス

担
任
教
官
ニ
於
テ
欠
席
多
シ
ト
認
メ
タ
ル
者
ニ
ハ
前
項
ノ
取
扱
ヲ

為
サ
ス

第
六
条
病
気
其
他
ノ
事
故
ニ
依
リ
二
週
間
以
上
欠
席
セ
ン
ト
ス
ル

ト
キ
ハ
其
旨
学
長
ニ
届
出
ツ
へ
シ

第

二

試

問

試
問
ヲ
分
チ
テ
科
目
試
問
及
卒
業
試
問
ト
ス

第
五
条
第
二
項
ニ
当
ル
者
ハ
科
目
試
問
ヲ
受
ク
ル
ヲ
許
サ

第
七
条

第
八
条

第
九
条 実鉱鉱工製製

一
学
年
間
毎
週

一
学
年
間
毎
週

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義

六
ヶ
月
間
毎
週
講
義

業図図

第

一

第

二
経

済法
量

演
演

山

習規学部部

二二五六
時時時時

山

習

ス

科
目
試
問
ノ
及
第
ハ
受
教
簿
ニ
担
任
教
官
捺
印
シ
之
ヲ
証

461 

ス
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実
験
製
図
等
ノ
科
目
ニ
在
テ
ハ
特
ニ
試
問
ヲ
須
ヰ
ス
シ
テ
本
条
ノ

取
扱
ヲ
為
ス
コ
ト
ア
ル
へ
シ

第
十
条
卒
業
試
問
ハ
左
ノ
二
種
ノ
一
ト
ス

一
論
文
ノ
判
定
及
口
頭
試
問

一
筆
記
試
問
及
口
頭
試
問

第
十
一
条
所
定
ノ
各
科
目
試
問
ニ
及
第
シ
タ
ル
者
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ

卒
業
試
問
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
十
二
条
卒
業
試
問
ヲ
受
ケ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
受
教
簿
ヲ
添
へ
学
長

第 l編

ニ
届
出
ツ
へ
シ

第
十
三
条
卒
業
試
問
ハ
学
長
ノ
指
名
シ
タ
ル
教
官
之
ヲ
行
フ

第

三

選

科

生

第
十
四
条
選
科
生
ハ
其
学
カ
ヲ
検
定
シ
教
授
会
ニ
於
テ
其
選
択
科

目
ヲ
修
ム
ル
ニ
堪
フ
ル
ト
認
ム
ル
者
ニ
限
リ
入
学
ヲ
許
可
ス

第
十
五
条
第
五
条
第
六
条
第
八
条
及
第
九
条
ハ
之
ヲ
選
科
生
ニ
準

用
ス
附

ロ
員本
規
程
ハ
明
治
三
十
七
年
九
月
十
一
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行

第
十
六
条

ス
改
正

明
三
八
・
一
二
・
二
五
達
示
六
号
、
明
三
九
・
八
・
一
六
達
示
九
号
、

明
四
一
・
八
・
二
六
達
示
-
三
号
、
明
四
四
・
九
・
八
達
示
一
一
号
、

明
四
五
・
七
・
五
達
示
一

O
号
、
大
二
・
一
-
了
一
二
達
示
二
三
号
、

大
三
・
三
・
一
八
達
示
五
号

462 

七

京
都
帝
国
大
学
理
工
科
大
学
の
理
学
科
を
分
ち
て
数
学
科
、
物

理
学
科
、
純
正
化
学
科
に
改
称
ホ

[

一

]

文
部
省
令
第
二
八
号

一
九
O
八
(
明
治
四
二
年
九
月
一
一
日

京
都
帝
国
大
学
理
工
科
大
学
ノ
理
学
科
ヲ
分
チ
テ
本
年
九
月
十
一
日

ヨ
リ
数
学
科
、
物
理
学
科
、
純
正
化
学
科
ト
改
称
ス

明
治
四
十
一
年
九
月
十
一
日

文
部
大
臣

小
松
原
英
太
郎

rヘ
一一、、..;

理

科

大

学

京
都
帝
国
大
学
ニ
関
ス
ル
件
一
部
改
正
〔
理
工
科
大
学
を
理
科

大
学
、
工
科
大
学
に
分
離
〕

[

一

]

勅
令
第
一
四
五
号

一
九
一
四
(
大
正
士
二
年
七
月
四
日
(
官
報
七
月
六
日
)

明
治
三
十
年
勅
令
第
二
百
九
号
中
左
ノ
通
改
正
ス

第
二
条
京
都
帝
国
大
学
ノ
分
科
大
学
ハ
法
科
大
学
、
医
科
大
学
、



工
科
大
学
、
文
科
大
学
及
理
科
大
学
ト
ス

附

則

本
令
ハ
公
布
ノ
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス

本
令
施
行
ノ
際
休
職
京
都
帝
国
大
学
理
工
科
大
学
教
授
及
助
教
授
ニ

付
テ
ハ
其
ノ
休
職
期
間
中
の
其
ノ
官
ヲ
存
置
ス

明
治
三
十
六
年
勅
令
第
六
十
八
号
一
部
改
正
〔
理
科
大
学
に
講

座

設

置

〕

[

一

]

勅
令
第
一
四
六
号

一
九
一
四
(
大
正
三
)
年
七
月
四
日
(
官
報
七
月
六
日
)

明
治
三
十
六
年
勅
令
第
六
十
八
号
中
左
ノ
通
改
正
ス

「
文
科
大
学
及
理
工
科
大
学
」
ヲ
「
工
科
大
学
文
科
大
学
及
理
科
大
学
」

ニ
改
ム

医
科
大
学
ノ
部
ノ
次
ニ
左
ノ
如
ク
加
フ

工
科
大
学

土

木

工

学

機

械

工

学

電

気

工

学

採

鉱

学

冶

金

学

学部・大学院・教養部第 7章

四
講
座

五
講
座

四
講
座

三
講
座

三
講
座

文
科
大工建構材
学業 造料
理ノ 築強強
科部化 弱弱

学学学大ノ学学学学
学次

左
ノ四一一一
如講講議講
ク座座座座
加
ー戸、

理
工
科
大
学
ノ
部
ヲ
削
lレ

数

三
講
座

四
講
座

四
講
座

化物
附
理

本
声、μ ，、
，代、
A 

布
ノ員IJ
日
ヨ

之
ヲ
施
行
ス

理
科
大
学
規
程

[一一一一]

達
示
第
一
八
号

一
九
一
四
(
大
正
一二
)
年
七
月
七
日

理
科
大
学
規
程

第

一

授

業

第
一
条
本
学
ニ
於
テ
授
業
ス
ル
学
科
目
左
ノ
如
シ

数
論
及
代
数
学

幾
何
学

463 
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第第第 第
五四三類二鉄鉱工電機教哲 分有無物物字力数
条条条ニ条冶物業気械育学参析機機理理宙学学

応 金学化工工学概考化化化化学物 解
学特各シ授学及学学学 論科学学学学 理 析
修殊科試業地大大 目 学
ニ講日間ハ 質 要要
関義ノヲ普 学
シノ普課通
テ題通ス議
ハ目講 義
一ハ義 特
定毎ハ 殊
ノ学毎 講
課年学 義
程ノ年 i寅
ヲ始之 習
設メヲ 及
ケニ施 実
ス於行 験
学テス ト
生之 シ
ニヲ 学
於公 科
テ示 ノ
各ス 種

第1編

自
学
修
ス
ヘ
キ
科
目
ヲ
選
択
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
六
条
学
修
セ
ル
科
目
ハ
受
教
簿
ニ
記
入
シ
テ
担
任
教
官
之
ヲ
証

464 

日月

ス

第

二

卒

業

第
七
条
三
年
以
上
在
学
シ
テ
若
干
科
目
ヲ
学
修
シ
タ
ル
者
ハ
専
攻

セ
ル
科
目
ノ
担
任
教
官
ニ
就
キ
卒
業
試
問
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

前
項
ノ
在
学
年
限
ニ
ハ
他
ノ
大
学
ニ
於
ケ
ル
在
学
年
限
ヲ
通
算
ス

ル
コ
ト
ア
ル
へ
シ

第
八
条
卒
業
試
問
ノ
請
求
ヲ
受
ケ
タ
ル
教
官
ハ
更
ニ
該
学
生
ニ
授

業
セ
ル
教
官
二
名
ヲ
選
定
シ
左
ノ
条
項
ニ
準
シ
卒
業
資
格
ノ
有
無

ヲ
審
査
シ
合
議
判
定
ノ
結
果
ヲ
学
長
ニ
報
告
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

一
学
修
セ
ル
科
目

二

課

業

成

績

三
専
攻
セ
ル
科
目
ニ
関
ス
ル
研
究
成
績

四
特
ニ
施
行
セ
ル
口
頭
若
ク
ハ
筆
記
試
問
成
績

第
九
条
卒
業
資
格
ノ
標
準
ハ
便
宜
上
模
範
例
ヲ
内
定
シ
学
生
ニ
公

一不ス

第

三

選

科

生

第
十
条
選
科
生
ニ
ハ
左
ノ
資
格
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ニ
就
キ
其
学
力
ヲ

検
定
シ
教
授
会
ニ
於
テ
其
選
択
科
目
ヲ
修
ム
ル
ニ
堪
フ
ル
ト
認
ム

ル
者
二
限
リ
入
学
ヲ
許
可
ス



学部・大学院・教養部

師
範
学
校
中
学
校
卒
業
者

教
授
会
ニ
於
テ
右
学
校
卒
業
者
ト
同
等
以
上
ノ
学
カ
ア
リ
ト

認
メ
タ
ル
者

師
範
学
校
中
学
校
高
等
女
学
校
教
員
免
許
状
ヲ
有
ス
ル
者

第
十
一
条
第
六
条
ハ
之
ヲ
選
科
生
ニ
準
用
ス

叫
附
則

第
十
二
条
講
義
ノ
題
目
及
卒
業
資
格
模
範
例
ハ
毎
年
発
刊
ス
ル
理

科
大
学
学
事
要
項
一
一
掲
載
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

現
在
学
生
ニ
対
ス
ル
経
過
規
程

旧
理
工
科
大
学
ノ
数
学
科
物
理
学
科
及
純
正
化
学
科
学
生
ハ

理
科
大
学
学
生
ト
ス

本
学
年
中
ハ
旧
理
工
科
大
学
規
程
-
一
拠
ル

理
科
大
学
規
程
ハ
次
学
年
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
シ
其
以
前
ニ
入
学

シ
タ
ル
学
生
ニ
対
シ
テ
ハ
既
ニ
修
了
シ
タ
ル
学
科
目
ハ
旧
理

工
科
大
学
受
教
簿
ニ
依
リ
理
科
大
学
規
程
-
一
由
ル
受
教
簿
ト

共
ニ
卒
業
資
格
ノ
有
無
判
定
ノ
用
ニ
供
ス

以
上
ノ
規
程
ニ
不
備
ノ
点
ア
ル
ト
キ
ハ
教
授
会
ノ
議
決
ヲ
経

テ
学
長
其
処
置
ヲ
定
ム

四

第7章

改
正

大
四
・
八
・
九
逮
示
一
五
号
、
大
六
・
五
・
二
八
達
示
一
一
号
、
大
八
・

四
・
一
途
示
五
号
、
大
一

0
・
7
一
四
達
示
一
号
、

大一

一
・
ニ
・

四
達
示
一
号
、
昭
九
・
二
・
九
達
示
一
号
、
六
・
一
九
途
示
四
号
、
昭

一
二
・
六
・
二
O
達
示
九
号
、
昭
二
三
・
九
・
二
O
達
示
九
号
、
昭
二

四
・
五
・
二
六
達
示
七
号

{
注
〕
一
九
一
九
・
四
・
一
達
示
第
五
号
で
理
学
部
規
程
に
改
称
。

一
九
五

0
・
七
・
一
五
達
示
第
一

O
号
で
廃
止
。

四

京
都
帝
国
大
学
工
科
大
学
土
木
工
学
科
、
機
械
工
学
科
、
電
気

工
学
科
、
採
鉱
冶
金
学
科
お
よ
び
工
業
化
学
科
な
ら
び
に
理
科

大

学

授

業

開

始

ホ

[

一

]

文
部
省
令
第
二
三
号

一
九
一
四
(
大
正
三
)
年
八
月
二
九
日

京
都
帝
国
大
学
工
科
大
学
土
木
工
学
科
、
機
械
工
学
科
、
電
気
工
学

科
、
採
鉱
冶
金
学
科
及
工
業
化
学
科
並
理
科
大
学
ハ

大
正
三
年
九
月

十
一
日
ヨ
リ
授
業
ヲ
開
始
ス

大
正
三
年
八
月
二
十
九
日
文
部
大
臣
法
学
博
士

一
木
喜
徳
郎
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法令・規則
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理

学

部

第 1編

京
都
帝
国
大
学
官
制
一
部
改
正
〔
附
属
臨
海
実
験
所
、
附
属
臨

湖
実
験
所
、
附
属
火
山
温
泉
研
究
所
設
置
〕
[
一
]

勅
令
第
七
三
一
一
号

一
九
三
七
(
昭
和
二
乙
年
一
二
月
二
四
日
(
官
報
二
一
月
二
七
日
)

第
十
条

〔
本
文
は
二
九
九
頁
参
照
〕

国
立
学
校
設
置
法
〔
新
制
理
学
部
発
足
〕

[

一

]

法
律
第
一
五
O
号

一
九
四
九
(
昭
和
二
四
)
年
五
月
三
一
日

第
三
、
五
条

〔
本
文
は
二
六
頁
参
照
〕

理
学
部
規
程

[
六
]

達
示
第
一

O
号

一
九
五
O
(昭
和
二
五
)
年
七
月
一
五
日

京
都
大
学
理
学
部
規
程

第

一

学

科

理
学
部
に
次
の
学
科
を
置
く
。

数

学

科

物

理

学

科

宇
宙
物
理
学
科

地
球
物
理
学
科

化

学

科

動

物

学

科

植

物

学

科

地
質
学
鉱
物
学
科

第
二
条
学
生
は
、
学
部
で
定
め
た
時
期
に
そ
の
属
す
る
学
科
の
志

望
を
申
出
る
も
の
と
す
る
。

第
三
条
学
生
の
学
科
へ
の
分
属
は
、
各
学
科
の
収
容
可
能
な
人
員

と
志
望
者
数
と
を
調
整
し
て
教
授
会
で
定
め
る
。

第

二

入

学

入
学
手
続
並
び
に
入
学
者
選
考
方
法
は
、
教
授
会
で
定
め

466 

第

条

第
四
条

ヲ
令
。

第
五
条

入
学
者
の
決
定
は
、
教
授
会
で
行
う
。

第

三

授

業

授
業
は
、
一
般
教
養
科
目
・
専
門
科
目
及
ぴ
体
育
に
分
つ
。

一
般
教
養
科
目
及
ぴ
体
育
の
授
業
は
、
分
校
の
定
め
る
と

第
六
条

第
七
条



こ
λ
J
Hド
L
h品

?
Q

。

第
八
条
専
門
科
目
の
授
業
は
、
教
授
会
で
定
め
る
。

第
九
条
学
生
の
履
修
す
べ
き
科
目
は
、
各
学
科
に
つ
い
て
公
示
さ

れ
た
例
に
準
拠
し
て
、
各
自
選
択
す
る
。

2

選
択
し
た
科
目
に
つ
い
て
は
、
予
め
担
当
教
官
の
承
認
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

設
備
そ
の
他
の
都
合
に
よ
り
、
科
目
の
学
修
人
員
を
制
限
す
る

こ
と
が
あ
る
。

第
十
条

学部・大学院・教養部

科
目
に
対
す
る
単
住
数
は
、
教
授
会
で
定
め
る
。

第

四

学

士

試

験

第
十
一
条
四
年
以
上
在
学
し
、
一
般
教
養
科
目
中
、
人
文
科
学
・

社
会
科
学
及
ぴ
自
然
科
学
の
各
系
列
に
亘
っ
て
夫
々
二
科
目
以
上

合
計
九
科
目
以
上
を
履
修
し
、
少
く
と
も
一
般
教
養
科
目
三
十
六

単
位
以
上
、
専
門
科
目
八
十
四
単
位
以
上
及
ぴ
体
育
四
単
位
合
計

百
二
十
四
単
位
以
上
を
取
得
し
た
学
生
は
、
学
士
試
験
合
格
の
認

定
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

前
項
の
在
学
年
限
及
ぴ
単
位
に
は
、
本
学
他
学
部
又
は
他
大
学

の
在
学
年
数
及
び
履
修
し
た
科
目
の
単
位
数
を
通
算
す
る
こ
と
が

あ
る
。

第7章

第
十
二
条
前
条
第
一
項
の
認
定
は
、
教
授
会
で
行
う
。

第

五

学
在

第
十
三
条
在
学
は
、
七
年
を
越
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
六
転
学
及
ぴ
転
科

第
十
四
条
本
学
他
学
部
又
は
他
大
学
の
学
生
で
、
本
学
部
に
転
学

を
志
望
す
る
者
又
は
本
学
部
学
生
で
、
転
科
を
志
望
す
る
者
が
あ

る
と
き
は
、
選
考
の
上
、
教
授
会
の
議
を
経
て
許
可
す
る
こ
と
が

ま
の

λ
v
。
第

七

聴

講

生

第
十
五
条
本
学
部
の
授
業
科
目
中
、
特
定
の
講
義
に
つ
い
て
聴
講

を
願
い
出
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
教
授
会
の
議
を
経
て
許
可
す
る

こ
と
が
あ
る
。

2

聴
講
生
の
取
扱
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

附

則

l

こ
の
規
程
は
、
昭
和
二
十
四
年
六
月
一
日
か
ら
、
施
行
す
る
。

2

昭
和
九
年
七
月
十
日
制
定
の
理
学
部
規
程
は
、
廃
止
す
る
。

3

国
立
学
校
設
置
法
附
則
第
三
項
規
定
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
別

段
の
定
め
を
な
す
ま
で
は
、
な
お
、
従
前
の
規
程
に
よ
る
。

改
正

昭
二
五
・一

0
・
ニ
達
示
一

六
号
、
昭
二
八
・
四
・
七
逮
示
ニ
O
号、

昭
三
0
・
四
・
五
達
示
一
一
号
、
昭
三
四
・
三
・
二
O
達
示
六
号
、
昭

三
九
・
二
・
一
八
達
示
二
号
、
昭
四
二
・
四
・
二
五
達
示
五
号
、
昭
四

五
・
七
・
七
達
示
二
五
号
、
平
五
・
一
・
一
二
達
示
五
号
、
三
・
一
二

達
一
不
二
九
号
、
平
六
・
九
・
二
七
達
示
三
三
号

467 



京
都
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
規
程

第

一

専

攻

第
一
条
修
士
、
博
士
の
両
課
程
に
、
次
の
専
攻
を
置
く
。

数

学

物

理

学

宇

宙

物

理

学

地

球

物

理

学

化

学

動

物

学

植

物

学

地
質
学
鉱
物
学

第
二
条
前
条
の
専
攻
ご
と
に
、
次
の
分
科
を
置
く
。

数

学
数
学
解
析
学

幾

何

学

位
相
解
析
学

理

学

国
体
液
体
物
理
学

四

大
学
院
理
学
研
究
科
規
程

法令・規則第 1編

物

[
六
]

達
示
第
一

O
号

一
九
五
三
(
昭
和
二
八
)
年
四
月
七
日

函

数

論

代
数
学
及
ぴ
数
論

電
子
学
電
波
学

原

子

核

物

理

学

量
子
力
学
原
子
核
論

物

性

論

宇

宙

物

理

学

宇

宙

物

理

学

位

置

天

文

学

地

球

物

理

学

測
地
学
及
ぴ
地
殻
物
理
学

気

象

学

学

輯
射
学
放
射
学

素

粒

子

論

非

線

型

力

学

天

体

物

理

学

468 

地
震
学
及
び
応
用
地
球
物
理
学

海
洋
物
理
学
及
び
陸
水
物
理
学

地

球

理学

主滋

気

電

イヒ動

物

化

学

有

機

化

学

分
析
化
学
及
び
海
洋
化
学

金

相

学

物

学

動

物

細

胞

学

及

ぴ

遺

伝

学

動
物
発
生
学
及
ぴ
実
験
形
態
学

物

学

植
物
生
理
学
及
ぴ
植
物
生
態
学

植
物
細
胞
学
及
ぴ
植
物
組
織
学

植

量無化生

子機学物

物化化化

理学学学

動
物
生
理
学
及
ぴ
生
態
学

動

物

系

統

学



植
物
分
類
学
及
ぴ
植
物
地
理
学

地
質
学
鉱
物
学

物

理

地

質

学

岩

地

質

学

地

鉱

物

学

第

二

入

学

第
三
条
入
学
子
続
及
ぴ
入
学
者
選
抜
方
法
は
、

定
め
る
。

第
四
条

史石

学学
理
学
部
教
授
会
で

学部・大学院・教養部

入
学
者
の
決
定
は
、
理
学
部
教
授
会
で
行
う
。

第

三

転

科

第
五
条
通
則
第
三
十
四
条
に
よ
り
本
研
究
科
に
転
科
を
志
望
す
る

者
が
あ
る
と
き
は
、
選
考
の
上
、
理
学
部
教
授
会
の
議
を
経
て
、

許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

2

本
研
究
科
の
学
生
で
、
特
に
研
究
の
必
要
上
専
攻
の
変
更
を
志

望
す
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
欠
員
の
あ
る
場
合
に
限
り
、
理
学
部

教
授
会
の
議
を
経
て
、
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
四
授
業
及
び
学
修
方
法

第
六
条
科
目
、
単
位
数
及
ぴ
授
業
時
間
数
は
、
研
究
科
会
議
で
定

め
る
。

第 7章

第
七
条
各
学
生
に
つ
き
、
指
導
教
授
を
定
め
る
。

学
生
は
、
学
修
に
つ
き
、
指
導
教
授
の
指
導
を
受
け
な
け
れ
ば

2 

な
ら
な
い
。

第
八
条
転
科
前
に
、
本
学
又
は
他
大
学
の
大
学
院
で
学
修
し
た
科

目
、
単
位
数
及
ぴ
在
学
年
数
の
一
部
又
は
全
部
を
、
研
究
科
会
議

の
議
を
経
て
、
通
算
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第

五

試

験

第
九
条
試
験
は
、
科
目
ご
と
に
適
宜
行
う
。

第
六
論
文
審
査

第
十
条
研
究
論
文
は
、
研
究
科
会
議
で
定
め
た
教
官
の
調
査
の
結

果
に
も
と
づ
い
て
、
研
究
科
会
議
で
審
査
す
る
。

第
十
一
条
通
則
第
四
十
条
第
四
項
に
よ
り
学
位
を
得
ょ
う
と
す
る

者
は
、
研
究
論
文
を
提
出
し
、
且
つ
、
専
攻
学
術
に
関
し
、
大
学

院
の
博
士
課
程
を
終
え
た
者
と
同
等
以
上
の
学
識
を
有
す
る
こ
と

を
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
二
条
前
条
の
専
攻
学
術
に
関
す
る
学
識
の
確
認
は
、
筆
答
試

問
及
ぴ
口
頭
試
問
に
よ
り
行
う
。
但
し
、
研
究
科
会
議
の
議
を
経

て
、
他
の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

提
出
論
文
の
審
査
は
、
大
学
院
の
博
士
課
程
に
お
け
る
論
文
審

査
と
同
一
の
手
続
に
よ
る
。

第
七
外
国
学
生
、
委
託
生
・
聴
講
生

第
十
三
条
外
国
学
生
、
委
託
生
及
ぴ
聴
講
生
と
し
て
入
学
を
志
望

す
る
者
に
は
、
理
学
部
教
授
会
の
議
を
経
て
、
許
可
す
る
こ
と
が

469 



ま
町
ヲ
匂
。

法令・規則

附

同貝

』
の
規
程
は
、
昭
和
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

改
正

昭
二
九
・
一

0
・
五
達
示
一
四
号
、
昭
=
二
・
一

0
・
一
、
昭
三
二
・

五
・
二
三
総
長
裁
定
、
五
・
二
八
逮
示
七
号
、
昭
三
四
・
一
一
・
二
四

逮
一
不
二
三
号
、
昭
三
六
・
三
・
七
達
一
不
二
号
、
昭
四
0
・
九
・
一
四
達

示
一
七
号
、
昭
四
六
・
四
・
一
三
達
示
一
一

号、

昭
四
八
・
五
・
八
達

示
二
四
号
、
昭
四
九
・
九
・
二
四
達
一
不
二
九
号
、
昭
五
二
・
三
・
一
五

達
一
不
一
三
号
、
昭
六
一
・
五
・
二
O
達
示
一
一
号
、
平
二
・
六
・
二
六

途
一
不
二
四
号
、
平
五
・
三
・
一
二
達
一ホ
三
八
号
、
平
六
・
九
・
二
七
達

示
三
五
号
、
平
七
・
五
・
九
達
一不
一
一
号
、
九
-
二
六
達
一
不
二
八
号
、

平
八
・
二
-
二
O
達
一
不
四
号

第 1編

五

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
地
震
観
測
所
設

[

一

]

文
部
省
令
第
六
号

一
九
五
回
(
昭
和
二
九
〉
年
三
月
三
一
日

置国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
二
十
四
年
文
部
省
令
第
二
十

三
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
三
の
次
に
次
の
表
を
加
え
る
。

別
表
第
四
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都京大
の名立国

称大A4U-ら
学

農
A部医イU与与
理

学学部の上欄大の学部 学部

場農
病

研施究 海験臨実
施育欄中F完
設の

林演習 重学校
設、所 又は 学部

地 研に

観震湖臨
究附
施属

助 i所HIJ験実 設し

婦産
て

所 設

校学
置

火 さ
山 れ
i孟 る
泉 教

〔
京
大
関
係
の
み
〕

〔
中
略
〕

附

則

こ
の
省
令
は
、
昭
和
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

........ ，、

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
天
文
台
設
置
〕[

一

]

文
部
省
令
第
七
号

一
九
五
八
(
昭
和
三
三
)
年
三
月
三
一
日

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
二
十
四
年
文
部
省
令
第
二
十

三
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



〔
中
略
〕

別
表
第
四
〔
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中
「
地
震
観
測
所
」
の
下
に

「
、
天
文
ム

E
を
〔
中
略
〕
加
え
〔
る
〕
。

〔
中
略
〕

リ
f
噌

e

d

M

H

a

応

酬

一

一

回

MM門

こ
の
省
令
は
、
昭
和
三
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

七

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
火
山
温
泉
研
究

施
設
を
地
球
物
理
学
研
究
施
設
、
火
山
研
究
施
設
に
改
組
〕

[

一

}

文
部
省
令
第
六
号

一
九
五
九
(
昭
和
三
四
)
年
三
月
三
一
日

学部・大学院・教養部

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
二
十
四
年
文
部
省
令
第
二
十

三
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
五
〔
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中
「
火
山
温
泉
研
究
施
設
」

を
「
、
地
球
物
理
学
研
究
施
設
、
火
山
研
究
施
設
」
に
改
め
〔
る
〕
。

〔
中
略
〕

附

則

第7章

」
の
省
令
は
、
昭
和
三
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

i¥ 

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
〔
植
物
生
態
研
究
施
設
設
置
〕

[

一

]

文
部
省
令
第
一
一

号

一
九
六
四
(
昭
和
三
九
)
年
四
月
一
日

第
二
十
条

〔
本
文
は
五

O
頁
参
照
〕

九

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
逢
坂
山
地
殻
変

動
観
測
所
設
置
〕

[

一

]

文
部
省
令
第
一
二
号

一
九
七
O
(昭
和
四
五
)
年
四
月
一
七
日

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
六
〔
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中
「
植
物
生
態
研
究
施
設
」

の
下
に
「
、
逢
坂
山
地
殻
変
動
観
測
所
」
を
加
え
る
。

〔
中
略
〕
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附

法令・規則

の
省
声、μ 

は則

T.¥ 
A 

布
(7) 

日
か
ら
施
行
す
る

第 1編

。
国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
地
震
観
測
所

を
阿
武
山
地
震
観
測
所
に
改
組
、
徳
島
地
震
観
測
所
設
置
〕[一

]

文
部
省
令
第
一
九
号

一
九
七
二
(
昭
和
四
七
)
年
五
月
一
日

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
六
〔
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中
「
地
震
観
測
所
」
を
「
阿

武
山
地
震
観
測
所
」
に
改
め
、
「
逢
坂
山
地
殻
変
動
観
測
所
」
の
下
に

「
、
徳
島
地
震
観
測
所
」
を
〔
中
略
〕
加
え
〔
る
〕
。

〔
中
略
〕

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
以
下
略
〕

1 

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
地
震
予
知
観

測

地

域

セ

ン

タ

ー

設

置

〕

[

一

]文
部
省
令
第
一

O
号

一
九
七
三
(
昭
和
四
八
)
年
四
月
一
一
一
日

472 

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
六
〔
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中
「
徳
島
地
震
観
測
所
」
の

下
に
「
、
地
震
予
知
観
測
地
域
セ
ン
タ
ー
」
を
加
え
〔
る
〕
。

〔
中
略
〕

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
機
器
分
析
セ

ン

タ

ー

設

置

〕

[

一

]

文
部
省
令
第
八
号

一
九
七
五
(
昭
和
五
O
)
年
四
月
一
日

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

(
国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
)



第
一
条
国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令

第
十
一
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
六
〔
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中
「
地
震
予
知
観
測
地
域

セ
ン
タ
ー
」
の
下
に
「
、
機
器
分
析
セ
ン
タ
ー
」
を
〔
中
略
〕
加

え
〔
る
〕
。〔
中
略
〕

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
以
下
略
〕

l 

学部・大学院・教養部

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
{
抄
〕
〔
琵
琶
湖
古
環

境
実
験
施
設
、
地
磁
気
世
界
資
料
解
析
セ
ン
タ
ー
設
置
〕

[

一

]

文
部
省
令
第
一
一
号

一
九
七
七
(
昭
和
五
二
)
年
四
月
一
八
日

第7章

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
六
〔
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中
「
機
器
分
析
セ
ン
タ
ー
」

の
下
に
「
、
琵
琶
湖
古
環
境
実
験
施
設
、
地
磁
気
世
界
資
料
解
析
セ

ン
タ
ー
」
を
加
え
〔
る
〕
。

〔
中
略
〕

附

則

1

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

2

改
正
後
の
国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
以
下
「
新
令
」
と
い
う
。)

別
表
第
六
に
規
定
す
る
〔
中
略
〕
京
都
大
学
理
学
部
附
属
の
琵
琶

湖
古
環
境
実
験
施
設
は
、
〔
中
略
〕
昭
和
六
十
二
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
存
続
す
る
も
の
と
す
る
。

〔
以
下
略
〕

四

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
{
気
候
変
動
実

験

施

設

設

置

〕

[

ニ

文
部
省
令
第
一
六
号

一
九
八
二
昭
和
五
六
)
年
四
月
一
日

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

473 



法令・規則

別
表
第
六
〔
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中
「
地
磁
気
世
界
資
料
解
析

セ
ン
タ
ー
」
の
下
に
「
、
気
候
変
動
実
験
施
設
」
を
加
え
〔
る
〕
。

〔
中
略
〕

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
以
下
略
〕

第1編

五

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
琵
琶
湖
古
環

境
実
験
施
設
廃
止
〕

[

一

]

文
部
省
令
第
一

O
号

一
九
八
七
(
昭
和
六
二
)
年
三
月
三
一
日

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
六
〔
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中
「
、
琵
琶
湖
古
環
境
実
験

施
設
」
を
削
〔
る
〕
。

〔
中
略
〕

附

則

こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
以
下
略
〕
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一
六

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
阿
武
山
地
震

観
測
所
、
逢
坂
山
地
殻
変
動
観
測
所
、
徳
島
地
震
観
測
所
、

地

震

予

知

観

測

地

域

セ

ン

タ

ー

廃

止

〕

[

一

]

文
部
省
令
第
一
五
号

一
九
九
O
(
平
成
二
)
年
六
月
八
日

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
六
〔
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中
「
阿
武
山
地
震
観
測
所
、

天
文
台
、
植
物
生
態
研
究
施
設
、
逢
坂
山
地
殻
変
動
観
測
所
、
徳
島

地
震
観
測
所
、
地
震
予
知
観
測
地
域
セ
ン
タ
ー
」
を
「
天
文
台
、
植

物
生
態
研
究
施
設
」
に
〔
中
略
〕
改
め
〔
る
〕
。

〔
中
略
〕

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
以
下
略
〕

1 



一
七

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
気
候
変
動
実

験

施

設

廃

止

〕

[

一

]

文
部
省
令
第
七
号

一
九
九
二
平
成
三
二
年
三
月
二
九
日

学部・大学院・教養部

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
六
〔
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中
「
、
気
候
変
動
実
験
施
設
」

を
削
(
る
〕
。〔
中
略
〕

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
以
下
略
〕

l 
j¥ 

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
臨
湖
実
験
所
、

植

物

生

態

研

究

施

設

廃

止

〕

[

一

]
文
部
省
令
第
一
九
号

一
九
九
一
(
平
成
一
二
)
年
四
月
一
一
一
日

第7章

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
-

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
六
〔
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中
「
、
臨
湖
実
験
所
」
及
ぴ

「
、
植
物
生
態
研
究
施
設
」
を
削
〔
る
〕
。

〔
中
略
〕

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
以
下
略
〕

1 
九

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
分
子
発
生
生

物

学

研

究

セ

ン

タ

ー

設

置

〕

[

一

]
文
部
省
令
第
一
七
号

一
九
九
三
(
平
成
五
)
年
四
月
一
日

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
六
〔
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中
「
地
磁
気
世
界
資
料
解
析

セ
ン
タ
ー
」
の
下
に
「
、
分
子
発
生
生
物
学
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
加

475 



法令・規則

え
〔
る
〕
。

〔
中
略
〕

附

則

-
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
〔
中
略
〕

2

改
正
後
の
別
表
第
六
に
規
定
す
る
〔
中
略
〕
京
都
大
学
理
学
部

附
属
の
分
子
発
生
生
物
学
研
究
セ

ン
タ
ー
〔
中
略
〕
は
、
平
成
十

五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
存
続
す
る
も
の
と
す
る
。

〔
以
下
略
〕

第 1編

(
四
)

大
学
院
理
学
研
究
科
・
理
学
部

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
{
抄
〕
〔
理
学
研
究
科
長

設

置

〕

{

一

]

文
部
省
令
第
八
号

一
九
九
五
(
平
成
七
)
年
三
月
三
O
日

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

第
八
条
の
二
中
〔
中
略
〕
「
京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
」
を

京京京
都都都
大大大
学学学
大大大
学学学
院院院
医理法
学学学
研研研
究究究
科科科

改
め
る

476 

1 

〔
中
略
〕

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
以
下
略
〕

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
{
抄
〕
{
地
琢
物
理
学
研

究
施
設
、
火
山
研
究
施
設
廃
止
、
地
球
熱
学
研
究
施
設
設
置
〕[一

]

文
部
省
令
第
一
三
号

一
九
九
七
(
平
成
九
)
年
三
月
三
一
日

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
六
〔
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中
〔
中
略
〕
「
、
地
球
物
理
学

研
究
施
設
、
火
山
研
究
施
設
」
を
削
り
、
「
分
子
発
生
生
物
学
研
究
セ

ン
タ
ー
」
の
下
に
「
、
地
球
熱
学
研
究
施
設
」
を
加
え
〔
る
〕
。



l 

〔
中
略
〕

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
以
下
略
〕

九

大
学
院
医
学
研
究
科
・
医
学
部

，-、

一、、_，

(
京
都
)
医
科
大
学

学部・大学院・教養部

京
都
帝
国
大
学
法
科
大
学
及
医
科
大
学
講
座
ノ
件
〔
抄
〕
[
一
]

勅
令
第
三
二
一
号

一
八
九
九
(
明
治
三
一
一
)
年
七
月
三
日
(
官
報
七
月
四
日
)

朕
京
都
帝
国
大
学
法
科
大
学
及
医
科
大
学
講
座
ノ
件
ヲ
裁
可
シ
弦
ニ

之
ヲ
公
布
セ
シ
ム

御

名

御

璽

明
治
三
十
二
年
七
月
三
日

第7章

文
部
大
臣
伯
爵
樺
山
資
紀

勅
令
第
三
百
二
十
一
号

第
一
条
京
都
帝
国
大
学
法
科
大
学
及
医
科
大
学
ニ
置
ク
ヘ
キ
講
座

ノ
種
類
及
其
ノ
数
左
ノ
如
シ

〔
中
略
〕

医
科
大
学

解
剖
学

胎
生
学

生
理
学

医
化
学

病
理
学

病
理
解
剖
学

薬
物
学

内
科
学

産
科
学

婦
人
科
学

小
児
科
学

外
科
学

眼
科
学

皮
膚
病
学
、
徴
毒
学

精
神
病
学

衛
生
学

法
医
学

耳
鼻
咽
喉
科
学

講講講講講講講講講講講講講講講講講講
座座座廃座座座座座座座座座座座座座座
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歯
科
学

第
二
条
ノ

外内衛医生解 数
科科生化理割J ，.......左
学学学学学学医中ノ明

科略知治
大〕シ三
学十

年
九
月
ヨ

開
始
ス

'" キー
講講
座座
ノ
種
類
及
主

第 1編

講講講講講講
座座座座座座

改
正

明
三
三
勅
令
一

O
七
、
明
三
四
勅
令
一
三
四
、
明
三
五
勅
令
一

五一

〔注〕

一九

O
三
・
三
・
=
二
勅
令
第
六
八
号
で
廃
止
。

京
都
帝
国
大
学
法
科
大
学
お
よ
び
医
科
大
学
開
設
事
[
ニ

文
部
省
令
第
三
五
号

一
八
九
九
(
明
治
三
二
)
年
七
月
四
日

京
都
帝
国
大
学
ノ
法
科
大
学
及
医
科
大
学
ハ
本
年
九
月
十
一
日
ヨ
リ

開
設
シ
法
科
大
学
ニ
ハ
法
律
学
科
及
政
治
学
科
医
科
大
学
ニ
ハ
医
学

科
ヲ
置
ク

478 

明
治
三
十
二
年
七
月
四
日

文
部
大
臣
伯
爵
樺
山
資
紀

医
科
大
学
規
程

[一一一一]

達
示
第
八
号

一
八
九
九
(
明
治
三
二
)
年
九
月
一
日

京
都
帝
国
大
学
医
科
大
学
規
程

第
一
条
医
科
大
学
ニ
於
ケ
ル
最
短
在
学
期
ヲ
四
学
年
ト
ス

但
在
学
ハ
八
学
年
以
上
ニ

亘
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
二
条
医
科
大
学
ニ
於
ケ
ル
卒
業
試
問
ハ
論
文
試
問
ト
ス

第
三
条
各
科
目
試
問
ニ
及
第
シ
タ
ル
者
ハ
一
学
科
ヲ
撲
ミ
卒
業
論

文
ヲ
作
リ
審
査
ヲ
請
フ
モ
ノ
ト
ス

第
四
条
卒
業
論
文
ノ
審
査
ハ
其
学
科
担
当
ノ
教
授
之
ヲ
行
フ
モ
ノ

ト
ス

第
五
条
医
科
大
学
ニ
於
テ
ハ
聴
講
生
ヲ
専
修
生
ト
称
シ
相
当
ノ
学

業
履
歴
ヲ
有
ス
ル
者
ハ
聴
講
学
力
試
問
ヲ
行
ハ
サ
ル
コ
ト
ア
ル
べ

、ン
第
六
条
分
科
大
学
通
則
第
十
六
条
及
第
十
七
条

ハ
本
学
ニ
之
ヲ
適

用
セ
ス



学部・大学院・教養部第7章

改
正

明
三
五
・
三
・
六
達
示
五
号
、
一
二
・
二
二
達
示
三
二
号
、
明
三
六
・

一一・一

O
達
示
三
号
、
明
三
七
・
八
・
二
五
達
示
七
号
、
明
三
九
・
八
・

一
六
達
示
九
号
、
明
四
0
・
三
・
二
九
達
示
三
号
、
一
了
二
達
示
一

八
号
、
明
四
一
・
四
・
二
八
達
示
一

O
号
、
明
四
三
・
七
・
一
八
達
一
不

一
O
号
、
明
四
四
・
一

0
・
一
九
達
示
一
四
号
、
大
元
・
八
・
一
七
達

示
一
号
、
大
四
・
八
・
九
達
示
二
ハ
号
、
大
六
・
ニ
・
一
二
達
示
四
号
、

五
・
五
達
一
不
一

O
号
、
=
了
二
五
達
示
三
O
号
、
大
七
・
四
・
二
達

示
四
号
、
大
八
・
四
・
一
達
示
五
号
、
八
・
二
達
一
不
二
九
号
、
一
了

一
一
、
大
一

0
・
三
・
二
二
達
示
一

O
号
、
大
一
一
・
五
・
二
四
達
示

二
一
号
、
大
一
三
・
四
・
一
八
、
昭
四
・
四
・
六
達
示
五
号
、
昭
一

0
・

一
・
九
達
示
一
号
、
昭
一
一
-
一
-
一
六
達
示
一
号
、
昭
一
三
・
三
・

二
八
達
示
七
号
、
昭
一
四
・
三
・
=
二
達
示
四
号
、
昭
一
五
・
三
・
二

五
達
示
六
号
、
昭
一
八
・
四
・
一
達
示
一
号
、
昭
一
九
・
四
・
一
達
示

四
号
、
昭
一
二
・
五
・
一
八
達
示
六
号
、
昭
二
二
・
四
・
一
二
達
示
一

三
号
、
六
・
三
O
達
示
二
一
号
、
昭
二
三
・
八
・
三
達
一
不
五
号
、
昭
二

四
・
六
・
二
九
達
示
一

O
号

〔
注
〕
一
九
一
九
・
四
・
一
達
示
第
五
号
で
医
学
部
規
程
に
改
称
。

一
九
五

0
・
二
・
二
一
達
示
第
五
号
で
廃
止
。

四

医
科
大
学
学
科
課
程

[一一一一]

達
一
示
第
八
号

一
八
九
九
(
明
治
三
二
)
年
九
月
一
日

医
科
大
学
々
科
課
程

第
一
学
年

解
剖
学

春春秋春秋春春秋
季季季季季季季季
毎毎毎毎毎毎毎
週週週週週週週

十十
五二二六二
時時時時時

解
剖
学
実
習

組
織
学

組
織
学
実
習

生
理
学
及
医
化
学

医
化
学
実
習

第
二
学
年

解
剖
学
実
習

胎
生
学

局
処
解
剖
学

薬
物
学

病
理
惣
論

病
理
解
剖
学

秋
季
毎
週

秋
季
毎
週

秋
季
毎
週

秋
季
毎
週

秋
季
毎
週

秋
季
毎
週

秋
季
時
々

春
季
毎
週

秋
季
毎
週

春
季
毎
週

春
季
毎
週

春
季
毎
週

病
理
解
剖
学
実
習

病
理
組
織
学
実
習

徽
菌
学
及
実
習

診
断
学

外
科
総
論

六
時

(
六
時
)

四四四三一十
時時時時時時

四二四四六
時時時時時
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法令・規則

販
科
学

内
科
各
論

外
科
各
論

繍
待
学
実
習

第
三
学
年

内
科
各
論

第1編

内
科
臨
床
講
義

内
科
外
来
患
者
臨
床
講
義

外
科
各
論

外
科
臨
床
講
義

外
科
外
来
患
者
臨
床
講
義

眼
科
臨
床
講
義

検
眼
鏡
用
法

婦
人
科
学

産
科
学

衛
生
学第
四
学
年

内
科
臨
床
講
義

春
季
毎
週

春
季
毎
週

春
季
毎
週

春
季
毎
週

秋春秋春春春秋春秋秋春秋春秋秋
季季季季季季季季季季季季季季季
毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎
週週週週週週週週週週週

秋
季
毎
週

春
季

二四四四
時時時時

内
科
外
来
怠
者
臨
床
講
義

外
科
臨
床
講
義

外
科
外
来
患
者
臨
床
講
義

四
時

外
科
手
術
実
習

六
時

眼
科
臨
床
講
義

(
六
時
)

眼
科
外
来
患
者
臨
床
講
義

四
時

産
科
婦
人
科
臨
床
講
義

六
時

産
科
婦
人
科
外
来
患
者
臨
床
講
義

(
六
時
)

皮
膚
病
徽
毒
学
及
臨
床
講
義

(
四
時
)

(
六
時
)

三
時
三
時
二
時

耳
鼻
咽
喉
学
及
臨
床
講
義

小
児
科
臨
床
講
義

小
児
科
外
来
患
者
臨
床
講
義

精
神
病
学
及
臨
床
講
義

時

法
医
学

秋
季
毎
週
(
六
時
)

春
季
秋
季
毎

週

六

時

春
季
秋
季
毎
週
(
六
時
)

春
季
春
季
毎
週
二
時

秋
季
毎
週
(
四
時
)

春
季
秋
季
毎
週
(
六
時
)

春
季
秋
季
毎
週
二
時

春
季
秋
季
毎
週
(
六
時
)

春
琴
秋
季
毎

週

二

時

春
季
秋
季
毎
週
二
時

春
季
秋
季
毎
週
二
時

春
季
秋
季
毎
週
(
六
時
)

春
季
秋
季
毎
週

春
季
秋
季
毎
週
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歯
科
学
備
考

時
間
ニ
(
)
ヲ
付
シ
タ
ル
ハ
一
級
ヲ
数
組
ニ
分
チ
聴
講
セ
シ
ム
ル
モ
ノ

ナ
リ

春
季
毎
週

時

五

京
都
医
科
大
学
規
程

[一一一一]

達
示
第
七
号

一
九

O
四
(
明
治
三
七
)
年
八
月
二
五
日

第

条
京
都
帝
国
大
学
京
都
医
科
大
学
規
程

第

一

授

業

本
学
ニ
於
ケ
ル
授
業
科
目
及
其
時
数
左
ノ
如
シ

学部・大学院・教養部

医 生 4且 組 解 解
織 音IJ 課

化 理 学 織 学 剖 第

実 実 目

学 学 習 学 習 学

当時間
学

三五 Eヨ

年
= 三'fL C二3

月月

= 三五 プミ Cコ 寸歪月二E月自E 

処 薬 薬 局 月古 解

物 所 剖 課

方 学 物 解 生 Aてとず4ー 第

実 剖 実 目

学 学 AィUー」習 学 習

学
= 

年
(六) = 

月月

= 至4月二E月自E 

第7章

胎医

メ日入 化

生 学

言十 実

学 習

歩"

-

三=三 六|

繍 外 内 壬匝へ> 病 病 病 病

帯
理 理
理

手キ 手ヰ 組 解 理
学 断

織Aイ実>!! ι 
音IJ 解

実
総 各 学 音IJ

総
実

習 論 論 学 習 習 学 論

T<. Eヨ ァ、

ロ=ヨ アミ Zヨ 129 Eヨ

毘=豆 三ユ プ< Eヨ Eヨ プミ 立ヨ

限 床外 外 外 床内 内 内 診 病
議科 干キ

講義科外来
科 断

理
課

義外来患臨
科 臨 科 解

手ヰ
床 床

学 音IJ 第
各
患者
各
学実者 講 講 実 目

学 臨義 論 臨義 論 習 習

至主月~1月自L 

草書

学
U可 プ、ミ t'<) 医ヨ Eヨ (7<) 

至自 年
伊て? プミ 信金 Eヨ 129 U可)

月月

{六} プミ (7<込 uョ 129 V司 t至月二E月自B 

患者婦人講義科婦人
床眼 眼 外

床翠ヨヰ
外
床講義科外内
内

講義科外手ヰ 手ヰ 手ヰ 手キ 課

襲
臨 手 臨 臨

産 来
床 術 床

患者臨来
床

第
科
患者
臨 講 実

者臨
講 講 目

四
床 臨 義 習 義 義

伺ニ加}ニ 同六同四至三月三月才自L 壬週E 子・二

同ニ伺ニニ同六制四翌貢日瓦授業時間 年

V苅 二二 V合 三ニ ニニ V苛 プミ 伊言語 129 ヨ4月ニ玉月E自E 

481 



法令・規則

制止 衛 産 産 婦

朝合 菌 キヰ
人

学 生
t美
科

言十
型 科実 j寅 及

習 学 習 学 学 視

Euョg 
主主

史 Eヨ 一一
ヨEESL 置ヨ 一
j去鶏種

議軽事1 認痘
医
実

臨床 臨
学 習 床 及

4プ=、= 一 伊て} 杭) 。、} 一
多プ可、』巳

伊ミ3ーー 令噌 官可3一一
フ9内LZ 

(>'<") 一一b苛 T';) 

第 1編

但
時
間
ニ
括
弧
ヲ
付
シ
タ
ル
者
ハ
当
該
学
年
ノ
学
生
ヲ
数
組
二
分
チ

授
業
ス
ル
者
ナ
リ

第

二

試

問

試
問
ヲ
分
チ
テ
前
試
問
及
後
試
問
ト
ス

前
試
問
ハ
第
二
学
年
ヲ
終
リ
タ
ル
後
左
ノ
科
目
ニ
付
之
ヲ

第
二
条

第
三
条
施
行
ス

薬医生組解

物化理織音IJ

学学学学学

第
四
条
施
行
ス

一
病
理
学
及
病
理
解
剖
学

後
試
問
ハ
第
四
学
年
ヲ
終
リ
タ
ル
後
左
ノ
科
目
ニ
付
之
ヲ

482 

科

学

科

学

科

学

一
婦
人
科
学
及
産
科
学

一

衛

生

学

一

法

医

学

衛
生
学
及
法
医
学
ハ
第
四
学
年
ノ
終
ニ
学
生
ヲ
シ
テ
抽
銭
セ

シ
メ
当
簸
ノ
一
科
目
ニ
付
試
問
ヲ
施
行
ス

第
五
条
左
ノ
科
目
ノ
試
問

ハ
学
生
ノ
要
求
ニ
依
リ
之
ヲ
施
行
ス

一

小

児

科

学

一

皮

膚

病

徽

毒

学

一
耳
鼻

咽

喉

科

学

一

精

神

病

学

第
六
条
前
試
問
ハ
毎
年
九
月
ニ
後
試
問
ハ
毎
年
九
月
ヨ
リ
十
二
月

迄
ノ
間
ニ
於
テ
之
ヲ
施
行
ス

試
問
ノ
順
序
及
時
日
ハ
学
長
予
メ
之
ヲ
定
ム

第
七
条
試
問
ハ
試
問
科
目
担
任
ノ
教
官
ヲ
以
テ
試
問
委
員
ト
シ
之

ヲ
施
行
ス

外限内



第
八
条
ヲ
{
疋
ム
試
問
ノ
及
第
及
落
第
ハ
試
問
委
員
ノ
報
告
ニ
依
リ
学
長
之

学部・大学院・教養部

第
九
条
試
問
ノ
成
績
ハ
甲
乙
丙
丁
ノ
四
等
ト
シ
丙
以
上
ノ
成
績
ヲ

得
タ
ル
者
ヲ
及
第
ト
ス

第
十
条
前
試
問
ニ
落
第
シ
タ
ル
科
目
ニ
付
テ
ハ
三
箇
月
以
内
ニ
於

テ
再
試
問
ヲ
施
行
ス
再
試
問
ニ
落
第
シ
タ
ル
者
ハ
次
ノ
試
問
期
迄

該
科
目
ノ
授
業
ニ
出
席
ス
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
第
三
回
ノ
試
問
ヲ
受

ク
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
十
一
条
後
試
問
ニ
落
第
シ
タ
ル
科
目
ニ
付
テ
ハ
翌
年
一
月
ヨ
リ

三
月
迄
ノ
問
ニ
於
テ
再
試
問
ヲ
施
行
ス
再
試
問
ニ
落
第
シ
タ
ル
ト

キ
ハ
次
ノ
試
問
期
迄
該
科
目
ノ
授
業
ニ
出
席
ス
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ

第
三
回
ノ
試
問
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

衛
生
学
若
ク
ハ
法
医
学
ニ
於
テ
再
試
問
ヲ
要
ス
ル
者
ハ
別
ニ
抽
銭

ヲ
行
ハ
ス
同
一
科
目
ニ
付
テ
之
ヲ
施
行
ス

第
十
二
条
学
生
ニ
シ
テ
試
問
ノ
当
日
病
気
若
ク
ハ
己
ム
ヲ
得
サ
ル

事
故
ア
リ
テ
出
席
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ト
キ
ハ
医
師
ノ
診
断
書
ヲ

差
出
シ
若
ク
ハ
其
理
由
ヲ
学
長
ニ
具
申
シ
当
該
委
員
ノ
承
認
ヲ
経

タ
ル
者
ニ
限
リ
更
ニ
日
ヲ
期
シ
テ
試
問
ヲ
施
行
ス

前
項
ノ
手
続
ヲ
為
サ
、
ル
者
者
ク
ハ
其
手
続
ヲ
為
ス
モ
指
定
ノ
期

日
ニ
至
リ
尚
ホ
欠
席
シ
タ
ル
者
ハ

次
ノ
試
問
期
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
試

問
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第7章

第

三

選

科

生

第
十
三
条
各
学
科
目
ニ
於
ケ
ル
選
科
生
ノ
員
数
ハ
毎
学
年
ノ
始
メ

ニ
於
テ
当
該
科
目
担
任
教
官
之
ヲ
定
ム

第
十
四
条
選
科
生
タ
ラ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
左
ノ
資
格
ノ
一
ヲ
有
ス
ル

コ
ト
ヲ
要
ス

一
宮
公
立
医
学
専
門
学
校
及
専
門
学
校
令
ニ
拠
ル
私
立
医
学
校

卒
業
生

一
旧
高
等
学
校
医
学
部
及
旧
高
等
中
学
医
学
部
卒
業
生

一
旧
京
都
大
阪
愛
知
医
学
校
卒
業
生

一
旧
別
課
医
学
卒
業
生

一
旧
甲
種
医
学
校
卒
業
生

一
外
国
医
科
大
学
ニ
於
テ
学
位
ヲ
得
タ
ル
者

第
十
五
条
前
条
ノ
資
格
ナ
キ
モ
医
術
開
業
免
状
ヲ
有
ス
ル
者
ニ
ハ

学
力
試
問
ノ
上
入
学
ヲ
許
可
ス

第
十
六
条
入
学
ノ
許
可
ハ
左
ノ
順
位
ニ
依
ル

一
第
十
四
条
ノ
資
格
ヲ
有
ス
ル
者

二
第
十
五
条
ニ
依
リ
学
力
試
問
ニ
及
第
シ
タ
ル
者

入
学
志
望
者
ノ
員
数
定
員
ニ
超
過
ス
ル
ト
キ
ハ
第
十
四
条
ノ
資
格

ヲ
有
ス
ル
者
ニ
付
テ
モ
選
抜
試
問
ヲ
施
行
ス

第
十
七
条
尚
子
力
試
問
及
選
抜
試
問
ハ
当
該
科
目
担
任
教
官
ヲ
シ
テ

之
ヲ
施
行
セ
シ
ム

483 
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第
十
八
条
選
科
生
ノ
在
学
ハ
一
箇
年
ト
ス
但
更
ニ
専
修
ヲ
継
続
セ

ン
ト
欲
ス
ル
者
ハ
延
期
ヲ
願
出
テ
許
可
ヲ
請
フ
へ
シ

第
十
九
条
選
科
生
ハ
当
該
科
目
担
任
教
官
ノ
承
認
ナ
ク
シ
テ
患
者

ヲ
取
扱
ヒ
又
ハ
諸
器
械
薬
品
ヲ
使
用
ス
ル
ヲ
許
サ
ス

第
二
十
条
選
科
生
ニ
ハ
願
ニ
依
リ
其
専
修
科
目
ニ
付
証
明
書
ヲ
付

与
ス

第 1編

占，、

医
科
大
学
講
習
科
規
程

医
科
大
学
講
習
科
規
程

第
一
条
本
科
ハ
医
学
ノ
新
知
識
ヲ
与
フ
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス

第
二
条
本
科
ハ
毎
年
十
月
ヨ
リ
翌
年
二
月
迄
ノ
関
ニ
於
テ
開
始
シ

凡
ソ
四
週
間
ヲ
以
テ
結
了
ス

第
三
条
講
習
者
ノ
人
員
ハ
各
科
十
名
以
上
五
十
名
以
下
ト
ス

第
四
条
講
習
志
願
者
ハ
医
術
開
業
免
状
ヲ
有
ス
ル
者
ニ
限
ル

第
五
条
講
習
者
ニ
ハ
講
習
料
ト
シ
テ
一
科
目
ニ
付
金
拾
円
ヲ
前
納

セ
シ
ム
但
開
講
セ
サ
ル
場
合
ノ
外
既
納
ノ
講
留
料
ハ
還
付
セ
ス

第
六
条
講
習
科
目
及
時
期
ハ
凡
ソ
二
箇
月
前
ニ
公
告
ス

〔
注
〕
制
定
年
月
日
不
明
。
一
九
O
九
年
一
ー
ー
二
月
に
最
初
の
講
習
開
催

(
『
以
文
会
誌
』
第
一
号
)
。

484 

七

医
科
大
学
研
究
科
規
程

[
一
五
]

一
九
一
五
(
大
正
四
)
年
六
月
二
五
日

[
八
}

研
究
科
規
程

第
一
条
京
都
帝
国
大
学
医
科
大
学
ニ
研
究
科
ヲ
置
キ
特
種
ノ
事
項

ヲ
研
究
セ
ン
ト
ス
ル
者
ヲ
研
究
科
学
生
ト
シ
テ
収
容
ス

第
二
条
研
究
科
学
生
ノ
入
学
ハ

一
ヶ
年
以
上
本
学
選
科
生
タ
リ
シ

者
若
ク
ハ
之
ニ
相
当
ス
ル
学
歴
ヲ
有
ス
ル
者
ニ
就
キ
教
授
会
ノ
議

ヲ
経
テ
之
ヲ
許
可
ス

他
ノ
分
科
大
学
卒
業
生
若
ク
ハ
之
ニ
相
当
ス
ル
学
カ
ヲ
有
ス
ル
者

ニ
シ
テ
研
究
科
学
生
タ
ラ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
特
ニ
之
ヲ
許
可
ス
ル

コ
ト
ア
ル
へ
シ

研
究
科
学
生
ノ
指
導
教
官
ハ
教
授
会
ノ
議
ヲ
経
テ
学
長
之

第
三
条
ヲ
決
ス

第
四
条
研
究
科
学
生
ノ
在
学
ハ
一

ヶ
年
ト
ス
但
シ
更
ニ
研
究
ヲ
継

続
セ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ハ
延
期
ヲ
願
出
ツ
ル
コ
ト
ヲ
得

第
五
条
入
学
ノ
許
可
ヲ
得
タ
ル
者
ハ
入
学
料
金
五
円
ヲ
納
付
ス
へ

、ン



第
六
条
研
究
料
ハ
一
ヶ
年
金
五
拾
円
ト
シ
之
ヲ
前
納
セ
シ
ム

既
納
ノ
研
究
料
ハ
之
ヲ
還
付
セ
ス

第
七
条
研
究
ニ
要
ス
ル
材
料
及
薬
品
ハ
研
究
科
学
生
ノ
自
弁
ト
ス

第
八
条
研
究
科
学
生
ハ
指
導
教
官
ノ
許
可
ナ
ク
シ
テ
患
者
ヲ
取
扱

ヒ
又
ハ
備
附
ノ
器
械
材
料
薬
品
等
ヲ
使
用
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
九
条
本
学
通
則
第
十
二
条
ノ
二
第
十
六
条
第
二
十
九
条
乃
至
第

三
十
一
条
第
五
十
一
条
ハ
之
ヲ
研
究
科
学
生
ニ
準
用
ス

，-、、

一一、、J

福
岡
医
科
大
学

学部・大学院・教養部

京
都
帝
国
大
学
ニ
関
ス
ル
件
一
部
改
正
{
福
岡
医
科
大
学
設
置
〕

{

一

]

勅
令
第
五
四
号

一九
O
三
(
明
治
三
六
)
年
三
月
二
四
日
(
官
報
三
月
二
五
日
)

第7章

明
治
三
十
年
勅
令
第
二
百
九
号
中
左
ノ
通
改
正
ス

第
二
条
京
都
帝
国
大
学
ノ
分
科
大
学
ハ
帝
国
大
学
令
第
九
条
ニ
依

ラ
ス
法
科
大
学
第
一
医
科
大
学
第
二
医
科
大
学
文
科
大
学
及
理
工

科
大
学
ト
シ
第
二
医
科
大
学
ハ
之
ヲ
福
岡
ニ
置
ク

第
一
医
科
大
学
ヲ
京
都
帝
国
大
学
京
都
医
科
大
学
卜
称
シ
第
二
医

科
大
学
ヲ
京
都
帝
国
大
学
福
岡
医
科
大
学
ト
称
ス

京
都
帝
国
大
学
福
岡
医
科
大
学
開
設
事

[

一

]

文
部
省
令
第
八
号

一九
O
一
ニ
(
明
治
三
六
)
年
三
月
二
六
日

京
都
帝
国
大
学
福
岡
医
科
大
学
ハ
本
年
四
月
一
日
ヨ
リ
開
設
シ
医
学

科
ヲ
置
ク明
治
三
十
六
年
三
月
二
十
六
日

文
部
大
臣
理
学
博
士
男
爵
菊
池
大
麓

明
治
三
十
六
年
勅
令
第
六
十
八
号
〔
抄
〕
〔
福
岡
医
科
大
学
に
講

座

設

置

}

[

ニ

勅
令
第
六
八
号

一九
O
三
(
明
治
三
六
)
年
三
月
三
O
日
(
官
報
三
月
三
一
日
)

京
都
傍
国
大
学
法
科
大
学
医
科
大
学
及
理
工
科
大
学
ニ
於
ケ
ル
講
座

ノ
種
類
及
其
ノ
数
左
ノ
如
、
ン

〔
中
略
〕

福
岡
医
科
大
学

解
剖
学

内
科
学

外
科
学

眼
科
学

一
講
座

一
講
座

一
講
座

一
講
座
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〔
中
略
〕

附

則

木
令
ハ
明
治
三
十
六
年
四
月
一
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス

{
以
下
略
〕

第 l編

四

福
岡
医
科
大
学
規
程
お
よ
び
学
科
課
程
は
当
分
京
都
医
科
大
学

規

程

お

よ

び

学

科

課

程

を

適

用

.

[

二

五

]

一九
O
一
二
(
明
治
三
六
)
年
八
月
三
日

本
学
規
程
及
学
科
課
程
ハ
当
分
京
都
医
科
大
学
規
程
及
学
科
課
程
ヲ

適
用
ス
ル
コ
ト
ニ
相
成
候
ニ
付
テ

ハ
試
問
細
則
モ
亦
全
大
学
ノ
分
ヲ

適
用
致
候
条
此
段
及
開
申
候
也

明
治
三
十
六
年
八
月
三
日

京
都
帝
国
大
学
福
岡
医
科
大
学
長
医
学
博
士
大
森
治
皇
回

京
都
帝
国
大
学
総
長
法
学
博
士
木
下
庚
次
殿

五

京
都
帝
国
大
学
ニ
関
ス
ル
件
一
部
改
正
〔
京
都
医
科
大
学
を
医

科
大
学
に
改
組
〕
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{

一

]

勅
令
第
四
四
号

一
九
一
一
(
明
治
四
四
)
年
三
月
三
O
日
(
官
報
三
月
三
一
日
)

明
治
三
十
年
勅
令
第
二
百
九
号
中
左
ノ
通
改
正
ス

第
二
条
京
都
帝
国
大
学
ノ
分
科
大
学
ハ
帝
国
大
学
令
第
九
条
ニ
依

ラ
ス
法
科
大
学
、
医
科
大
学
、
文
科
大
学
及
理
工
科
大
学
ト
ス

附

則

本
令

ハ
明
治
四
十
四
年
四
月
一
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス

京
都
帝
国
大
学
京
都
医
科
大
学
ハ
本
令
施
行
ノ
日
ヨ
リ
京
都
帝
国
大

学
医
科
大
学
ト
ス

ー』，、

九
州
帝
国
大
学
ニ
関
ス
ル
件
一
部
改
正
〔
福
岡
医
科
大
学
を
九

州
帝
国
大
学
医
科
大
学
に
改
組
〕

{

一

]

勅
令
第
四
五
号

一
九
一
二
明
治
四
四
)
年
三
月
三
O
日
(
官
報
三
月
三
一
日
)

朕
明
治
四
十
三
年
勅
令
第
四
百
四
十
八
号
中
改
正
ノ
件
ヲ
裁
可
シ
滋

ニ
之
ヲ
公
布
セ
シ
ム

御

名

御

嚢

明
治
四
十
四
年
三
月
三
十
日



内

問

総

理

大

臣

侯

爵

桂

太

郎

文

部

大

臣

小

松

原

英

太

郎

勅
令
第
四
十
五
号

明
治
四
十
三
年
勅
令
第
四
百
四
十
八
号
中
左
ノ
通
改
正
ス

第
三
条
及
第
四
条
ヲ
削
ル

附

則

本
令
ハ
明
治
四
十
四
年
四
月
一
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス

京
都
帝
国
大
学
福
岡
医
科
大
学
ハ
本
令
施
行
ノ
日
ヨ
リ
九
州
帝
国
大

学
医
科
大
学
ト
ス

，-、、

一一一、句圃，

学

部

医

学部・大学院・教養部

国
立
学
校
設
置
法
〔
新
制
医
学
部
発
足
〕

[

一

]

法
律
第
一
五
O
号

一
九
四
九
(
昭
和
二
四
)
年
五
月
=
二
日

第
三
、
五
条

〔
本
文
は
二
六
頁
参
照
〕

第7章

学
校
教
育
法
一
部
改
正
〔
抄
〕

〔医
・
歯
学
の
履
修
資
格
を
規
定
〕

[

一

]

法
律
第
一
七
九
号

一
九
四
九
(
昭
和
二
四
)
年
六
月
一
日

学
校
教
育
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

学
校
教
育
法
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
)
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
六
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

医
学
又
は
歯
学
の
学
部
を
置
く
大
学
に
入
学
し
、
医
学
又
は
歯

学
を
履
修
す
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
大
学
の
他
の
学
部
又
は
他
の
大
学
に
二
年
以
上
在
学
し
、

監
督
庁
の
定
め
る
課
程
を
履
修
し
た
者
又
は
監
督
庁
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た

者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
主
と
し
て
薬
学
を
履
修
す
る

た
め
に
、
大
学
に
入
学
し
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
は
、

こ
の
限

り
で
な
い
。
〔
中
略
〕

附

則

こ
の
法
律
中
第
五
十
六
条
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
〔
中

略
〕
施
行
す
る
。
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医
学
部
規
程

[
六
]

達
一
不
第
五
号

一
九
五
O
(
昭
和
二
五
)
年
二
月
二
一
日

法令・規則第 1編

京
都
大
学
医
学
部
規
程

第
一
部
医
学
部
医
学
科

第

一

入

学

第
一
条
本
学
部
医
学
科
の
入
学
資
格
は
、
修
業
年
限
四
年
の
大
学

〔
?
?
〕

に
お
い
て
二
年
以
上
の
課
程
を
終
了
し
。
別
に
定
め
る
単
位
を
取

得
し
た
も
の
と
す
る
。

第
二
条
入
学
志
望
者
に
対
す
る
選
抜
方
法
は
、
教
授
会
で
定
め
る
。

第

二

授

業

第
三
条
授
業
科
目
は
、
左
の
通
り
と
し
、
す
べ
て
必
修
と
す
る
。

解

剖

学

生

理

学

医

化

学

微

生

物

学

薬

理

学

病

理

学

(

唯

一

日

舗

柑

)

法

医

学

衛

生

学

公

衆

衛

生

学

内

科

学

外

科

学

整

形

外

科

学

婦

人

科

学

産

科

学

耳

鼻

咽

喉

科

学

小

児

科

学

眼

科

学

皮

膚

病

学

徴

毒

学

泌

尿

器

科

学

精

神

医

学

放

射

線

医

学

口

腔

外

科

学

2
、
前
項
に
掲
げ
た
科
目
の
外
必
要
に
応
じ
、
特
定
の
科
目
を
授

業
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
四
条
前
条
の
科
目
は
、
四
年
に
配
当
す
る
。

2
、
科
目
の
配
当
及
ぴ
授
業
時
数
は
、
教
授
会
で
定
め
る
。

第

三

試

験

試
験
は
、
必
修
授
業
科
目
に
つ
い
て
行
う
。

受
験
資
格
、
試
験
の
期
日
及
び
方
法
は
、
教
授
会
で
定
め

488 

第
五
条

第
六
条

ヲ

G

。

第
七
条
四
年
以
上
在
学
し
、
全
試
験
に
合
格
し
た
者
は
、
学
士
試

験
に
合
格
し
た
者
と
す
る
。

第

四

在

学

第
八
条
在
学
期
聞
は
、
八
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第

五

転

学

第
九
条
他
の
大
学
医
学
科
学
生
で
本
学
部
医
学
科
に
転
学
を
志
望

す
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
欠
員
の
あ
る
場
合
に
限
り
、
教
授
会
の

議
を
経
て
選
考
の
上
転
学
を
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第

六

専

修

科

生

第
十
条
医
学
に
つ
い
て
一
定
の
事
項
を
研
究
し
よ
う
と
す
る
者
は
、

専
修
科
生
と
し
て
収
容
す
る
。

第
十
一
条
専
修
科
生
は
、
左
の
資
格
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
学
力

を
検
定
し
、
教
授
会
の
識
を
経
て
入
学
を
許
可
す
る
。

一一
医
師
免
許
証
を
有
す
る
者
、
又
は
そ
の
資
格
が
あ
る
者
。



又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
学
力
を
有
す

他
の
学
部
卒
業
生
、

る
者
。

第
十
二
条
専
修
科
入
学
志
望
者
は
、
戸
籍
抄
本
及
び
履
歴
書
に
入

学
検
定
料
金
四
百
円
を
添
え
学
長
に
願
い
出
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

η
r
u
 

学部・大学院・教養部

入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
は
、

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3
、
一
日
一
納
入
し
た
入
学
検
定
料
及
ぴ
入
学
料
は
、
返
還
し
な
い
。

第
十
三
条
専
修
科
生
の
指
導
者
は
、
教
授
会
の
識
を
経
て
学
部
長

が
定
め
る
。

第
十
四
条
専
修
科
生
の
在
学
は
、
一
年
と
す
る
。
但
し
、
更
に
研

究
を
継
続
し
た
い
者
は
、
延
期
を
願
い
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
五
条
専
修
科
生
は
、
一
年
金
三
千
円
の
研
究
料
を
前
納
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

え

既

納

の
研
究
料
は
、
返
還
し
な
い
。

第
十
六
条
専
修
科
生
で
、
研
究
料
納
付
の
義
務
を
怠
る
者
は
、
除

名
す
る
。

第
十
七
条
研
究
に
要
す
る
材
料
及
ぴ
薬
品
は
、
自
弁
と
す
る
。

第
十
八
条
専
修
科
生
は
、
指
導
者
の
許
可
を
得
な
い
で
患
者
を
淑

扱
い
、
又
は
器
械
を
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
十
九
条
本
学
通
則
第
十
八
条
第
二
十
七
条
及
ぴ
第
二
十
八
条
の

入
学
料
金
四
百
円
を
納
入
し
な

第7章

規
定
は
、
専
修
科
生
に
準
用
す
る
。

第
二
部
医
学
部
薬
学
科

第

一

入

学

第
一
条
入
学
志
望
者
に
対
す
る
選
抜
方
法
は
、
教
授
会
で
定
め
る
。

第

二

授

業

第
二
条
授
業
は
、

一
般
教
養
科
目
と
専
門
科
目
に
分
け
て
行
う。

第
三
条
一
般
教
養
科
目
は
、
左
の
通
り
と
す
る
。

人
文
科
学
関
係

哲

学

心

理

学

教

育

学

第

一

外

国

語

第
二
外
国
語

社
会
科
学
関
係

法

学

経

済

学

社

会

学

自
然
科
学
関
係

数

学

物

理

学

化

学

生
物
学

地

学

体

育

関

係

保
健
教
育
体
育
理
論
及
ぴ
実
技

第
四
条
専
門
科
目
は
、
左
の
通
り
と
す
る
。

薬
化
学
(
無
機
及
ぴ
有
機
)
薬
品
分
析
学

生
薬
化
学
薬
品
製
造
学
(
無
機
及
び
有
機
)

図

学

生
薬
学
薬
剤
学

489 



法令・規則

衛
生
化
学
(
械
側
一
山
学
)

生

理

及

び

解

剖

学

病

理

学

公

衆

衛

生

学

物

理

化

学

薬

制

薬

業

経

済

第
五
条
前
二
条
に
掲
げ
た
科
目
の
外
必
要
に
応
じ
、
特
定
の
科
目

を
授
業
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
六
条
各
科
目
は
、
四
年
に
配
当
す
る
。

2
、
科
目
の
配
当
及
ぴ
授
業
時
数
は
、
教
授
会
で
定
め
る
。
但
し
、

一
般
教
養
科
目
に
つ
い
て
は
、
分
校
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
七
条
第
四
条
及
び
第
五
条
に
掲
げ
た
科
目
の
外
他
学
部
の
科
目

の
聴
講
を
希
望
す
る
者
は
、
学
期
の
始
め
に
願
い
出
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

生
物
薬
品
化
学

薬
理
学
生
化
学

第 1編

第

三

試

験

第
八
条
専
門
科
目
の
受
験
資
格
、
試
験
の
期
日
及
ぴ
方
法
は
、
教

授
会
で
定
め
る
。

第
九
条
四
年
以
上
在
学
し
、
一
般
教
養
科
目
三
十
六
単
位
以
上
、

専
門
科
目
八
十
四
単
位
以
上
、
体
育
四
単
位
以
上
、
合
計
百
二
十

四
単
位
以
上
を
取
得
し
た
者
は
、
学
士
試
験
に
合
格
し
た
者
と
す

ヲ
匂
。
2 

一
般
教
養
科
目
の
試
験
に
つ
い
て
は
、
分
校
の
定
め
る
と
こ

ヲ
つ
円
ド
レ
A
F
'
h
v

。

第

四

在

学

在
学
は
、
八
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第

五

転

学

第
十
一
条
他
の
大
学
、
又
は
本
学
他
学
部
学
生
で
本
学
部
薬
学

科
に
転
学
を
志
望
す
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
欠
員
の
あ
る
場
合
に

限
り
、
教
授
会
の
議
を
経
て
選
考
の
上
転
学
を
許
可
す
る
こ
と
が

あ
る
。
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第
十
条

第

六

聴

講

生

第
十
二
条
特
定
の
科
目
に
つ
き
聴
講
を
志
望
す
る
者
が
あ
る
と
き

は
、
教
授
会
の
議
を
経
て
聴
講
生
と
し
て
入
学
を
許
可
す
る
こ
と

が
あ
る
。

2
、
聴
講
生
の
取
扱
い
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

第

七

専

修

科

生

第
十
三
条
薬
学
に
つ
い
て
一
定
の
事
項
を
研
究
し
よ
う
と
す
る
者

は
、
専
修
科
生
と
し
て
収
容
す
る
。

第
十
四
条
専
修
科
生
は
、
左
の
資
格
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
学
力

を
検
定
し
、
教
授
会
の
議
を
経
て
入
学
を
許
可
す
る
。

一
、
薬
剤
師
免
許
証
を
有
す
る
者
、
又
は
そ
の
資
格
が
あ
る
者
。

二
、
他
の
学
部
卒
業
生
、
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
学
力
を
有
す

る
者
。

第
十
五
条
専
修
科
入
学
志
望
者
は
、
戸
籍
抄
本
及
ぴ
履
歴
書
に
入



学
検
定
料
金
四
百
円
を
添
え
学
長
に
願
い
出
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

2
、
入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
は
、
入
学
料
金
四
百
円
を
納
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3
、
一
日
一
納
入
し
た
入
学
検
定
料
及
び
入
学
料
は
返
還
し
な
い
。

第
十
六
条
専
修
科
生
の
指
導
者
は
、
教
授
会
の
議
を
経
て
学
部
長

が
定
め
る
。

学部・大学院・教養部

第
十
七
条
専
修
科
生
の
在
学
は
、
一
年
と
す
る
。
但
し
、
更
に
研

究
を
継
続
し
た
い
者
は
、
延
期
を
願
い
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
八
条
専
修
科
生
は
、
一
年
金
三
千
円
の
研
究
料
を
前
納
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
、
既
納
の
研
究
料
は
、
返
還
し
な
い
。

第
十
九
条
専
修
科
生
で
、
研
究
料
納
付
の
義
務
を
怠
る
者
は
、
除

名
す
る
。

第 7章

第
二
十
条
研
究
に
要
す
る
材
料
及
び
薬
品
は
、
自
弁
と
す
る
。

第
二
十
一
条
専
修
科
生
は
、
指
導
者
の
許
可
を
得
な
い
で
器
械
を

使
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
二
十
二
条
本
学
通
則
第
十
八
条
第
二
十
七
条
及
ぴ
第
二
十
八
条

の
規
定
は
、
専
修
科
生
に
準
用
す
る
。

附

則

1
、
こ
の
規
程
は
、
昭
和
二
十
四
年
六
月
一
日
か
ら
、
施
行
す
る
。

2
、
国
立
学
校
設
置
法
第
三
項
規
定
の
実
施
に
関
し
て
別
段
の
定
め

を
な
す
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
規
程
に
よ
る
。

3
、
左
の
規
程
は
、
廃
止
す
る
。

医
学
部
規
程
(
明
治
三
十
二
年
九
月
一
日
制
定
)

改
正

昭
二
五
・
五
・
二
達
示
八
号
、
一

0
・
ニ
達
示
二
ハ
号
、
昭
二
八
・
四
・

七
達
示
二
一

号

〔注〕

一
九
五
四
・
九
・
二
一
達
示
第
一
二
号
で
廃
止
。

四

学
校
教
育
法
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
医
・
歯
学
部
六
年
制
を
規
定
〕{一

]

法
律
第
一
九
号

一
九
五
四
(
昭
和
二
九
)
年
三
月
三
一
日

学
校
教
育
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

学
校
教
育
法
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
)
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
五
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

医
学
又
は
歯
学
の
学
部
に
お
い
て
医
学
又
は
歯
学
を
履
修
す
る

課
程
に
つ
い
て
は
、
前
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
修

業
年
限
は
、
六
年
以
上
と
し
、
四
年
の
専
門
の
課
程
と
こ
れ
に
進

学
す
る
た
め
の
二
年
以
上
の
課
程
と
す
る
。
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法令・規則

特
別
の
事
情
の
あ
る
と
き
は
、
監
督
庁
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
医
学
若
し
く
は
歯
学
の
学
部
に
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
同
項
に
規
定
す
る
専
門
の
課
程
の
み
を
置
き
、
又
は
医
学
若

し
く
は
歯
学
の
学
部
以
外
の
学
部
に
同
項
に
規
定
す
る
二
年
以
上

の
課
程
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
十
六
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

前
条
第
二
項
に
規
定
す
る
専
門
の
諜
程
に
進
学
す
る
こ
と
の
で

き
る
者
は
、
同
項
に
規
定
す
る
こ
年
以
上
の
課
程
を
修
了
し
た
者

又
は
監
督
庁
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学

力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
者
と
す
る
。

第1編

1 

〔
中
略
〕

附

則

こ
の
法
律
中
、
第
九
十
三
条
の
改
正
規
定
は
昭
和
二
十
九
年
四

月
一
日
か
ら
、
そ
の
他
の
規
定
は
昭
和
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。〔
以
下
略
〕

五

医
学
部
規
程
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[
六
]

達
示
第
一
二
号

一
九
五
四
(
昭
和
二
九
)
年
九
月
二
一
日

京
都
大
学
医
学
部
規
程

第

一
部
医
学
部
医
学
科

第

一

課

程

第
一
条
本
学
部
医
学
科
に
次
の
課
程
を
お
く
。

医
学
進
学
課
程

専
門
課
程
第

二

入

学

第
二
条
入
学
者
の
選
抜
方
法
は
、
教
授
会
で
定
め
る
。

第
三
条
入
学
者
の
決
定
は
、
教
授
会
で
行
う
。

第

三

授

業

第
四
条
授
業
は
、
進
学
課
程
に
お
け
る
一
般
教
育
科
目
、
補
助
科

目
(
外
国
語
)
、
体
育
と
、
専
門
課
程
に
お
け
る
専
門
科
目
に
分
け

て
行
、
7
。

第
五
条
一
般
教
育
科
目
、
補
助
科
目
(
外
国
語
)
及
ぴ
体
育
の
配
当

並
ぴ
に
授
業
時
数
は
、
教
養
部
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
六
条
専
門
科
目
は
、

左
の
通
り
と
す
る
。

解
剖
学
、
生
理
学
、
医
化
学
、
薬
理
学
、
病
理
学
(
医
用
動
物
学
を

含
む
)
、
微
生
物
学
、
衛
生
学
、
公
衆
衛
生
学
、
法
医
学
、
内
科
学
、
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精
神
医
学
、
小
児
科
学
、
放
射
線
医
学
、
外
科
学
、
整
形
外
科
学
、

皮
膚
病
学
徽
毒
学
、
泌
尿
器
科
学
、
眼
科
学
、
耳
鼻
咽
喉
科
学
、

婦
人
科
学
産
科
学
、
口
腔
外
科
学

第
七
条
前
条
に
掲
げ
た
科
目
の
外
、
必
要
に
応
じ
、
特
定
の
科
目

を
授
業
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
八
条
専
門
科
目
の
配
当
及
ぴ
授
業
時
数
は
、
教
授
会
で
定
め
る
。

第

四

試

験

第
九
条
進
学
課
程
に
お
け
る
試
験
に
つ
い
て
は
、
教
養
部
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
十
条
進
学
課
程
に
二
年
以
上
在
学
し
、
所
定
の
単
位
を
取
得
し

た
者
は
、
進
学
課
程
を
修
了
し
た
者
と
す
る
。

2

前
項
の
認
定
は
、
教
授
会
で
行
う
。

第
十
一
条
専
門
科
目
の
受
験
資
格
、
並
び
に
試
験
の
期
日
及
び
方

法
は
、
教
授
会
で
定
め
る
。

第
十
二
条
専
門
課
程
に
四
年
以
上
在
学
し
、
全
試
験
に
合
格
し
た

者
は
、
学
士
試
験
に
合
格
し
た
者
と
す
る
。

第

五

在

学

第
十
三
条
在
学
期
間
は
、
進
学
課
程
四
年
、
専
門
課
程
八
年
を
超

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
六

転
学
及
ぴ
転
科

第

十

四

条

本
学
他
学
部
又
は
他
の
大
学
の
学
生
で
本
学
部
医
学
科

第7章

に
転
学
を
志
望
す
る
者
、
又
は
本
学
部
薬
学
科
学
生
で
転
科
を
志

望
す
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
欠
員
の
あ
る
場
合
に
限
り
、
選
考
の

上
、
教
授
会
の
識
を
経
て
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第

七

研

究

生

第
十
五
条
医
学
に
つ
い
て
特
定
の
事
項
を
研
究
し
よ
う
と
す
る
者

は
、
研
究
生
と
し
て
入
学
を
許
可
す
る
。

2

研
究
生
は
、
指
導
者
の
指
導
を
受
け
、
研
究
に
従
事
す
る
。

第
十
六
条
研
究
生
は
、
次
の
資
格
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
学
力
を

検
定
し
、
教
授
会
の
識
を
経
て
、
入
学
を
許
可
す
る
。

一
医
師
免
許
証
を
有
す
る
者
、
又
は
そ
の
資
格
が
あ
る
者

ニ
歯
科
医
師
免
許
証
を
有
す
る
者
、
又
は
そ
の
資
格
が
あ
る
者

三
薬
剤
師
免
許
証
を
有
す
る
者
、
又
は
そ
の
資
格
が
あ
る
者

四

本

学
及
ぴ
他
大
学
の
卒
業
生
、

又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
学
力

を
有
す
る
者

2

研
究
生
の
許
可
は
、
毎
学
期
の
始
め
と
す
る
。
但
し
、
特
別
の

事
情
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
十
七
条
研
究
生
と
し
て
入
学
を
志
望
す
る
者
は
、
研
究
事
項
を

記
載
し
た
願
書
に
戸
籍
抄
本
及
び
履
歴
書
を
添
え
、
総
長
に
願
出

で
、
且
つ
、
検
定
料
金
二
百
五
十
円
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
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受
理
し
た
検
定
料
は
、
返
還
し
な
い
。
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第
十
八
条
入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
は
、
入
学
料
金
二
百
五
十
円
を

納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

受
理
し
た
入
学
料
は
、
返
還
し
な
い
。

第
十
九
条
研
究
生
の
指
導
者
は
、
教
授
会
の
議
を
経
て
定
め
る
。

第
二
十
条
研
究
生
の
在
学
は
、
一
年
と
す
る
。
但
し
、
更
に
研
究

を
継
続
し
た
い
者
は
、
延
期
を
願
い
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

延
期
は
、
教
授
会
の
議
を
経
て
、
許
可
す
る
。

3

在
学
期
間
は
、
七
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
二
十
一
条
研
究
生
は
、
一
年
金
四
千
二
百
円
の
研
究
料
を
前
納

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

特
別
の
事
由
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
減
免
又
は

分
納
規
程
に
よ
る
。

3

既
納
の
研
究
料
は
、
返
還
し
な
い
。

第
二
十
二
条
研
究
に
要
す
る
材
料
及
ぴ
薬
品
は
、
自
弁
と
す
る
。

第
二
十
三
条
本
学
通
則
第
十
一
条
、
第
十
九
条
、
第
二
十
七
条
及

ぴ
第
二
十
八
条
の
規
定
は
、
研
究
生
に
適
用
す
る
。

第
二
部
医
学
部
薬
学
科

第

一

入

学

第
二
十
四
条
入
学
者
の
選
抜
方
法
は
、
教
授
会
で
定
め
る
。

第
二
十
五
条
入
学
者
の
決
定
は
、
教
授
会
で
行
う
。

第

二

授

業

第 1編

補
助
科
目
(
外
国
語
)
、

第
二
十
六
条
授
業
は
、
一
般
教
育
科
目
、

体
育
と
専
門
科
目
に
分
け
て
行
う
。

第
二
十
七
条
一
般
教
育
科
目
、
補
助
科
目
(
外
国
語
)
及
ぴ
体
育
の

配
当
並
び
に
授
業
時
数
は
、
教
養
部
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
二
十
八
条
専
門
科
目
は
、
左
の
通
り
と
す
る
。

薬
化
学
(
無
機
及
び
有
機
)
薬
品
分
析
化
学
生
薬
学

生
薬
化
学
薬
品
製
造
学
(
無
機
及
ぴ
有
機
)
薬
剤
学

衛
生
化
学
(
裁
判
化
学
を
含
む
)
生
物
薬
品
化
学
薬
理
学

生

理

学

解

剖

学

病

理

学

公

衆

衛

生

学

生

化

学

物

理

化

学

薬

業

経

済

薬

制

第
二
十
九
条
前
条
に
掲
げ
た
科
目
の
外
、
必
要
に
応
じ
特
定
の
科

目
を
授
業
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
三
十
条
専
門
科
目
の
配
当
及
ぴ
授
業
時
数
は
、
教
授
会
で
定
め

ヲ
匂
。
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第

三

試

験

第
三
十
一
条
専
門
科
目
の
受
験
資
格
、
並
ぴ
に
試
験
の
期
日
及
ぴ

方
法
は
、
教
授
会
で
定
め
る
。

第
三
十
二
条
四
年
以
上
在
学
し
、
一
般
教
育
科
目
中
、
人
文
科
学
、

社
会
科
学
、
自
然
科
学
の
三
系
列
に
百
一
つ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
三
科
目

十
二
単
位
以
上
、
合
計
九
科
目
三
十
六
単
位
以
上
、
専
門
科
目
八

十
四
単
位
以
上
、
体
育
四
単
位
以
上
、
合
計
百
二
十
四
単
位
以
上
、
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外
に
英
語
、
独
語
、
仏
語
の
内
二
つ
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
八
単

位
以
上
を
取
得
し
た
者
は
、
学
士
試
験
に
合
格
し
た
者
と
す
る
。

2

一
般
教
育
科
目
、
補
助
科
目
(
外
国
語
)
、
体
育
の
試
験
に
つ
い

て
は
、
教
養
部
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第

四

在

学

第
三
十
三
条
在
学
は
、
八
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
五
転
学
及
ぴ
転
科

第
三
十
四
条
本
学
他
学
部
又
は
他
の
大
学
の
学
生
で
本
学
部
薬
学

科
に
転
学
を
志
望
す
る
者
、
又
は
本
学
部
医
学
科
学
生
で
、
転
科

を
志
望
す
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
欠
員
の
あ
る
場
合
に
限
り
、
選

考
の
上
、
教
授
会
の
議
を
経
て
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第

六

聴

講

生

第
三
十
五
条
特
定
の
科
目
に
つ
き
聴
講
を
志
望
す
る
者
が
あ
る
と

き
は
、
教
授
会
の
議
を
経
て
、
聴
講
生
と
し
て
入
学
を
許
可
す
る

こ
と
が
あ
る
。

第7章

聴
講
生
の
取
扱
い
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

第

七

研

究

生

第
三
十
六
条
薬
学
に
関
す
る
研
究
生
に
つ
い
て
は
、
第
一
部
医
学

部
医
学
科
第
七
研
究
生
の
規
定
を
準
用
す
る
。

j

t

 

四

回

目

陀

閉

庁

こ
の
規
程
は
、
昭
和
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

2 l 

昭
和
二
十
五
年
二
月
二
十
一
日
制
定
医
学
部
規
程
は
、
廃
止
す

る
。
但
し
、
旧
規
程
に
よ
る
入
学
者
に
つ
い
て
は
、
別
段
の
定
め

を
な
さ
な
い
限
り
、
な
お
旧
規
程
を
適
用
す
る
。

京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
規
程

第

一

専

攻

第
一
条
博
士
課
程
に
次
の
専
攻
を
置
く
。

理

2 」】，、
生

改
正

昭
三

0
・
四
・
五
達
示
一
二
号
、
昭
三
一
・
三
・
二

O
達
示
六
号
、
四
-

一
O
達
一
不
一
一
号
、
昭
三
四
・
一
・
二
七
達
示
一
号
、
四
-
二
逮
示
九

号
、
昭
三
五
・
四
・
一
二
達
一
示
八
号
、
昭
三
六
・
七
・
四
達
示
九
号
、

昭
三
八
・
四
・
二
三
達
示
八
号
、
昭
三
九
・
六
・
二
三
達
一
京
一
一
号
、

昭
四
0
・
四
・
一
三
達
示
七
号
、
昭
四
一
・
三
・
二
二
達
示
八
号
、
昭

四
二
・
七
・
四
達
一
京
一
七
号
、
昭
四
五
・
七
・
七
達
示
二
六
号
、
昭
四

七
・
五
・
二
三
達
示
二

O
号
、
昭
五

0
・
五
・
六
達
一
不
二

O
号
、
昭
五

了
三
・
二
六
達
示
八
号
、
昭
六

0
・
三
・
二
七
達
示
二
号
、
昭
六
二
・

三
了
一
六
達
示
二
二
号
、
平
三
・
了
二
二
達
示
一
号
、
平
四
二
ニ
・

コ
二
達
示
七
号
、
一
二
・
二
ニ
達
示
六
二
号
、
平
五
・
三
・
一
二
達
示

三
O
号
、
平
六
・
三
・
二
九
達
示
五
号

大
学
院
医
学
研
究
科
規
程

一
六
]

達
一
不
第
-
七
号

一
九
五
五
(
昭
和
三
O
)
年
七
月
一
九
日
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病

理

系

社
会
医
学
系

内

科

系

外

科

系第

二

入

学

第
二
条
入
学
手
続
及
ぴ
入
学
者
選
抜
方
法
は
、
医
学
部
教
授
会
で

定
め
る
。

第 1編

入
学
者
の
決
定
は
、

第

三

転

科

第
四
条
通
則
第
三
十
四
条
に
よ
り
本
研
究
科
に
転
科
を
志
望
す
る

者
に
は
、
医
学
部
教
授
会
の
識
を
経
て
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
四
授
業
及
び
学
修
方
法

第
五
条
科
目
、
単
位
数
及
び
授
業
時
間
数
は
、
研
究
科
会
議
で
定

め
る
。

第

六

条

各

学
生
の
指
導
教
授
は
、
研
究
科
会
議
で
定
め
る
。

2

学
生
は
、
学
修
に
つ
き
指
導
教
授
の
指
導
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
七
条
学
生
は
、
毎
学
年
の
始
め
に
学
修
す
る
科
目
を
定
め
、
承

認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
条
他
研
究
科
の
科
目
の
学
修
を
希
望
す
る
者
は
、
学
年
始
め

に
願
い
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第

条

医
学
部
教
授
会
で
行
う
。

他
研
究
科
の
科
目
の
学
修
に
つ
い
て
は
、
当
該
研
究
科
の
規
程

に
よ
る
。

第
九
条
転
科
前
に
、
本
学
又
は
他
大
学
の
大
学
院
で
学
修
し
た
科

目
、
単
位
数
及
ぴ
在
学
年
数
の
一
部
又
は
全
部
を
研
究
科
会
議
の

議
を
経
て
通
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第

五

試

験

第
十
条
試
験
は
、
科
目
ご
と
に
適
宜
行
う
。

2

試
験
を
行
う
教
官
に
つ
い
て
は
、
研
究
科
会
議
で
定
め
る
。

第
十
一
条
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
受
験
科
目
を
届
け
出

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

前
項
の
届
出
期
日
は
、
あ
ら
か
じ
め
告
知
す
る
。

第
六
論
文
審
査

第
十
二
条
研
究
論
文
は
、
研
究
科
会
議
で
定
め
た
教
官
の
調
査
の

結
果
に
も
と
ず
い
て
、
研
究
科
会
議
で
審
査
す
る
。

第
十
三
条
通
則
第
四
十
条
第
四
項
に
よ
り
学
位
を
得
ょ
う
と
す
る

者
は
、
研
究
論
文
を
提
出
し
、
且
つ
、
専
攻
学
術
に
関
し
、
大
学

院
の
博
士
課
程
を
終
え
た
者
と
同
等
以
上
の
学
識
を
有
す
る
こ
と

を
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
四
条
前
条
の
専
攻
学
術
に
関
す
る
学
識
の
確
認
は
、
筆
答
試

問
及
ぴ
口
頭
試
問
に
よ
り
行
う
。
た
だ
し
、
研
究
科
会
議
の
議
を

経
て
他
の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

2 
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提
出
論
文
の
審
査
は
、
大
学
院
の
博
士
課
程
に
お
け
る
論
文
審

査
と
同
一
の
手
続
に
よ
る
。

第
七
外
国
学
生
、
委
託
生
、
聴
講
生

第
十
五
条
外
国
学
生
、
委
託
生
及
び
聴
講
生
と
し
て
入
学
を
志
望

す
る
者
に
は
、
医
学
部
教
授
会
の
議
を
経
て
許
可
す
る
こ
と
が
あ

ヲ
匂
。

2 

聴
講
生
は
、
願
出
に
よ
り
聴
講
し
た
科
目
に
つ
い
て
受
験
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
合
格
し
た
科
目
に
対
し
て
は
、
医
学
研
究
科
会

議
の
議
を
経
て
証
明
書
を
交
付
す
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
昭
和
三
十
年
七
月
十
九
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
三

十
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

2 

改
正

昭
三
了
一

0
・
一
総
長
裁
定
、
昭
三
二
・
五
・
二
三
総
長
裁
定
、
七
・

九
達
示
一
一
号
、
昭
三
四
・
一
了
二
四
達
一
不
二
四
号
、
昭
四
九
二
ニ
・

二
六
達
示
一
三
号
、
昭
五
二
・
三
・
一
五
達
示
一
四
号
、
昭
五
四
・
一

二
・
一
八
達
一
不
三
一
号
、
昭
六
0
・
五
・
二
一
達
示
八
号
、
平
二
・
六
・

二
六
達
一
不
二
五
号
、
平
五
・
三
・
一
二
達
示
三
九
号
、
平
七
・
一
・
二

四
達
示
凹
号
、
平
八
・
二
・
二
O
達
一
不
四
号
、
三
-
二
六
達
示
八
号

学部・大学院・教養部第 7章

七

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕

究
施
設
設
置
〕

〔
皮
膚
病
特
別
研

[

一

]

文
部
省
令
第
七
号

一
九
五
七
(
昭
和
三
二
)
年
四
月
一

O
B

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
二
十
四
年
文
部
省
令
第
二
十

三
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
四
〔
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中
「
助
産
婦
学
校
」
の
下
に

「
、
皮
膚
病
特
別
研
究
施
設
」
を
〔
中
略
〕
加
え
〔
る
〕
。

〔
中
略
〕

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
三
十
二
年
四
月
一

日
か
ら
適
用
す
る
。

J・¥

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
脳
神
経
研
究
施

設

設

置

〕

[

一

]

文
部
省
令
第
一
一
号

一
九
六
七
(
昭
和
四
二
)
年
五
月
三
一
日

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
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法令・規則

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
六
京
都
大
学
の
項
中
「
皮
膚
病
特
別
研
究
施
設
」
の
下
に

「
、
脳
神
経
研
究
施
設
」
を
〔
中
略
〕
加
え
〔
る
〕
。

〔
中
略
〕

附

則

こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
二
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
以
下
略
〕

第 1編

九

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
動
物
実
験
施
設

設
置
〕

[

一

]

文
部
省
令
第
一
九
号

一
九
七
二
(
昭
和
四
七
)
年
五
月
一
日

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
六
〔
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中
〔
中
略
〕
「
脳
神
経
研
究
施

設
」
の
下
に
「
、
動
物
実
験
施
設
」
を
〔
中
略
〕
加
え
〔
る
〕
。

〔
中
略
〕

附

則

」
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
以
下
略
〕

498 

。
国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
代
謝
研
究
施

設

設

置

〕

[

一

]

文
部
省
令
第
一

O
号

一
九
七
三
(
昭
和
四
八
)
年
四
月
一
一
一
日

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
六
〔
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中
〔
中
略
〕

物究検看
実施査護
験設技学
施、師校
設脳学、
神校助
経、産

研皮婦
究膚学
施病校
設特、
、別臨

動研床
L 
'-

を



薬
用
植
物
園

に
改
め
〔
る
〕
。

謝究検看
研施査自費
究設技学
施、師校
設脳学、
、神授助
動経、産
物研皮婦
実究庸学
験施病校
施設特、
設、別Iili
代研床

〔
中
略
〕

同
何
日
山
川

」
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
{
抄
〕
〔
先
天
異
常
標

本

解

析

セ

ン

タ

ー

設

置

〕

(

一

]

文
部
省
令
第
八
号

一
九
七
五
(
昭
和
五
O
)
年
四
月
一
日

学部・大学院・教養部

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

(
国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
)

第
一
条
国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令

第
十
一
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
六
〔
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中
〔
中
略
〕
「
動
物
実
験
施

設
」
の
下
に
「
、
先
天
異
常
標
本
解
析
セ
ン
タ
ー
」
を
加
え
〔
る
〕
。

〔
中
略
〕

第 7章

附

1 

F、(J)
以省
下令則
略は

耳、
ふ品、

布
の
日
か
ら
施
行
す
る

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
代
謝
研
究
施

設

を

免

疫

研

究

施

設

に

改

組

〕

[

一

]

文
部
省
令
第
二
号

一
九
七
七
(
昭
和
五
二
)
年
四
月
一
八
日

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
六
〔
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中
〔
中
略
)
「
代
謝
研
究
施
設
」

を
「
免
疫
研
究
施
設
」
に
改
め
〔
る
〕
。

〔
中
略
〕

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
以
下
略
〕

1 
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法令・規則

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
総
合
解
剖
セ

ン

タ

ー

設

置

〕

[

一

]

文
部
省
令
第
八
号

一
九
七
九
(
昭
和
五
四
)
年
三
月
三
一
日

第 1編

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
六
〔
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中
〔
中
略
〕
「
先
天
異
常
標
本

解
析
セ
ン
タ
ー
」
の
下
に
「
、
総
合
解
制
セ
ン
タ
ー
」
を
加
え
〔
る
〕
。

〔
中
略
〕

附

則

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
以
下
略
〕

1 
四

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕

研
究
施
設
廃
止
〕

〔
皮
膚
病
特
別

[

一

]

文
部
省
令
第
九
号

一
九
八
五
{
昭
和
六
O
)
年
四
月
一
日

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
六
〔
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中
「
皮
膚
病
特
別
研
究
施
設
、
」

を
削
〔
る
〕
。〔
中
略
〕

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
以
下
略
〕

500 

1 
五

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
脳
神
経
研
究

施

設

廃

止

〕

[

一

]

文
部
省
令
第
一
五
号

一
九
九
O
(平
成
二
)
年
六
月
八
日

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
六
〔
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中
〔
中
略
〕
「
脳
神
経
研
究
施

設
、
免
疫
研
究
施
設
」
を
「
免
疫
研
究
施
設
」
に
改
め
〔
る
〕
。



1 

〔
中
略
〕

附

則

」
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(
以
下
略
〕

恒~，、

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
免
疫
研
究
施

設

廃

止

〕

[

一

]

文
部
省
令
第
一
七
号

一
九
九
一
三
平
成
五
)
年
四
月
一
日

学部・大学院・教養部

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
六
〔
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中
〔
中
略
〕
「
免
疫
研
究
施
設
、
」

を
削
〔
る
〕
。〔
中
略
〕

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
以
下
略
〕

第7章

(
四
)

大
学
院
医
学
研
究
科
・
医
学
部

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
医
学
研
究
科
長

設

置

〕

[

一

]

文
部
省
令
第
八
号

一
九
九
五
(
平
成
七
)
年
三
月
三
O
日

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

第
八
条
の
二
中
〔
中
略
〕
「
京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
」
を

「
京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科

京
都
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
に
改
め
る
。

京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
」

〔
中
略
〕

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
以
下
略
〕

1 
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法令・規則第 1編

(
五
)

附

属

病

院

医
科
大
学
附
属
医
院
規
程

[
八
]

達
示
第
二
二
号

一
八
九
九
(
明
治
三
二
)
年
一
一
一
月
一
一
日

附
属
医
院
規
程

第
一
条
本
院
ハ
医
学
ノ
研
究
及
授
業
ノ
目
的
ヲ
以
テ
患
者
ヲ
治
療

ス
ル
所
ト
ス

第
二
条

患
者
ヲ
分
テ
入
院
患
者
及
外
来
患
者
ノ
二
種
ト
ス

入
院
患
者
ハ
施
療
ヲ
主
ト
シ
傍
ラ
私
費
入
院
ヲ
モ
許
可
ス

第
三
条
ル
モ
ノ
ト
ス

但
私
費
患
者
ニ
要
ス
ル
費
用
ハ
別
ニ
之
ヲ
定
ム

第
四
条
外
来
患
者
ノ
費
用
ハ
患
者
ノ
自
弁
ト
ス

但
病
症
-
一
依
リ
治
療
上
一
切
ノ
費
用
ヲ
徴
収
セ
サ
ル
コ
ト
ア
ル

へ
シ

第
五
条

本
規
程
ノ
施
行
ニ
関
ス
ル
細
則
ハ
大
学
総
長
之
ヲ
定
ム

〔
注
〕
一
九
一
九
・
四
・
一
達
示
第
五
号
で
医
学
部
附
属
医
院
規
程
に
改
称
。

一
九
五
0
・
二
・
一
二
達
示
第
二
号
で
廃
止
。

医

学

部

附

属

医

院

協

議

会

規

程

[

一

四

]

一
九
四
六
(
昭
和
二
一
)
年
九
月
一
一
一
二
日

502 

医
院
協
議
会
規
程

一
、
医
院
ニ
医
院
協
議
会
ヲ
設
ケ
部
長
並
ニ
薬
局
長
、
事
務
長
ヲ
以

テ
組
織
ス

一
、
医
院
協
議
会
ハ
院
務
ニ
関
ス
ル
コ
ト
ヲ
協
議
ス

て
医
院
協
議
会
ハ
毎
月
一
回
医
院
長
之
ヲ
召
集
ス

但
必
要
ア
ル
場
合
ハ
臨
時
一
一
召
集
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

て
医
院
協
議
会
ハ
現
員
ノ
二
分
一
以
上
出
席
ス
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ
パ

開
会
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ

一
、
医
院
協
議
会
ハ
出
席
者
ノ
二
分
ノ
一
以
上
ノ
賛
成
ヲ
得
ル
ニ
ア

ラ
サ
レ
パ
議
決
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ

改
正

昭
三
四
・
五
・
二
O
、
昭
三
七
・
四
・
二
三
、
昭
四
一
-
一
二
・
一
九
、

昭
四
三
・
二
・
一
九
、
昭
四
九
・
六
・
二
五
、
平
六
・
五
・
二
四

国
立
学
校
設
置
法
〔
附
属
病
院
を
規
定
〕

[

一

]

法
律
第
一
五
O
号

一
九
四
九
(
昭
和
二
四
)
年
五
月
三
一
日

第
五
条

〔
本
文
は
二
七
頁
参
照
〕



四

医
学
部
附
属
病
院
規
程

[
六
]

達
示
第
二
号

一
九
五

O
(昭
和
二
五
)
年
二
月
一
一
一
日

第
一
条
本
院
は
、
医
学
の
研
究
及
ぴ
授
業
の
目
的
を
以
て
患
者
を

診
療
す
る
所
と
す
る
。

第
二
条
患
者
に
要
す
る
経
費
は
国
費
及
ぴ
私
費
と
す
る
。
但
し
、

私
費
患
者
の
費
用
に
つ
い
て
は
別
に
定
め
る
。

第
三
条
本
規
程
の
施
行
に
関
す
る
細
則
は
、
学
長
が
之
を
定
め
る
。

j

t

 

回
円
陀
閉
庁

-
明
治
三
十
二
年
十
二
月
十
一
日
制
定
の
附
属
医
院
規
程
は
廃
止

す
F
ヲ
h
v

。

2 

本
規
程
は
、
昭
和
二
十
四
年
六
月
一
日
よ
り
施
行
す
る
。

〔
注
〕
一
九
六
六
・
ゴ
了
二

O
達
示
第
一
八
号
で
廃
止
。

学部・大学院・教養部

五

第7章

医
学
部
附
属
病
院
規
程

[
六
]

達
示
第
一
八
号

一
九
六
六
(
昭
和
四
二
年
一
二
月
二

O
日

第

条
京
都
大
学
医
学
部
附
属
病
院
規
程

こ
の
規
程
は
、
京
都
大
学
医
学
部
附
属
病
院
(
以
下
「
病
院
」

第 3 2第
麻放歯精整耳泌皮小産限第第第第第三 二と

酔射科神形鼻尿膚児科科二一三二一条病病粂い

科線口科外咽器科科婦 外外内内内 院院 う

科腔神科喉科 人 科科科科科病長 長 病 J

外経科 科 院はは院の

科科 に、、に組
、病医、織

次院学病に
のの部院関
診院の長し
療務専を必
科を任置要
を掌のくな
置理教。事

くす授 項
。るを を
。も定
つめ
てる
あも
ての
ると
す
る
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脳
神
経
外
科

第
四
条
診
療
科
に
、
部
長
お
よ
び
副
部
長
を
置
く
。

2

部
長
は
、
医
学
部
の
当
該
講
座
担
当
の
教
授
を
も
っ
て
あ
て
る
。

3

部
長
は
、
診
療
科
の
業
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

4

副
部
長
は
、
医
学
部
の
当
該
講
座
ま
た
は
当
該
診
療
科
の
助
教

授
ま
た
は
講
師
を
も
っ
て
あ
て
る
。

5

副
部
長
は
、
部
長
の
職
務
を
助
け
る
。

第
五
条
診
療
科
に
、
外
来
医
長
お
よ
び
病
棟
医
長
を
置
く
。

2

外
来
医
長
お
よ
び
病
棟
医
長
は
、
当
該
診
療
科
の
講
師
を
も
っ

て
あ
て
る
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
当

該
診
療
科
の
助
手
を
も
っ
て
あ
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

3

外
来
医
長
は
外
来
患
者
の
診
療
を
、
病
棟
医
長
は
入
院
患
者
の

診
療
を
そ
れ
ぞ
れ
分
掌
す
る
。

第
六
条
病
院
に
、
中
央
診
療
施
設
と
し
て
中
央
検
査
部
、
中
央
手

術
部
、
中
央
放
射
線
部
お
よ
び
中
央
材
料
部
な
ら
び
に
理
学
的
療

法
部
お
よ
ぴ
麻
酔
部
を
置
く
。

2

部
の
業
務
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
中
央
検
査
部
患
者
の
診
療
に
必
要
な
各
種
の
臨
床
検
査
に

関
す
る
こ
と
。

中
央
手
術
部

'hv

こト』。

法令・規則第 1編

手
術
の
実
施
お
よ
び
手
術
室
の
利
用
に
関
す

中
央
放
射
線
部

レ
ン
ト
ゲ
ン
部
門
放
射
線
発
生
装
置
を
用
い
る
患
者
の

診
療
お
よ
び
同
装
置
の
利
用
に
関
す
る
こ
と
。

同
位
元
素
部
門
放
射
性
同
位
元
素
を
用
い
る
患
者
の
診

療
お
よ
び
同
元
素
の
保
管
に
関
す
る
こ
と
。

中
央
材
料
部
診
療
に
要
す
る
器
具
、
材
料
等
の
消
毒
お
よ

ぴ
供
給
に
関
す
る
こ
と
。

理
学
的
療
法
部
理
学
療
法
に
よ
る
患
者
の
診
療
な
ら
び
に

そ
の
器
材
お
よ
び
施
設
の
利
用
に
関
す
る
こ
と
。

六
麻
酔
部
手
術
患
者
の
麻
酔
に
関
す
る
こ
と
。

第
七
条
前
条
の
部
に
、
部
長
を
置
く
。

2

部
長
は
、
医
学
部
の
専
任
の
教
授
を
も
っ
て
あ
て
る
。

3

部
長
は
、
部
の
業
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

4

特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
部
に
副
部
長
を
置

く
こ
と
が
で
き
る
。
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四五
副
部
長
は
、
医
学
部
ま
た
は
病
院
の
助
教
授
ま
た
は
講
師
を
も

っ
て
あ
て
る
。

6

副
部
長
は
、
部
長
の
職
務
を
助
け
る
。

第
八
条
病
院
に
、
看
護
部
を
置
く
。

第
九
条
看
護
部
に
、
総
看
護
婦
長
、

お
よ
び
看
護
長
を
置
く
。

5 

副
総
看
護
婦
長
、

看
護
婦
長



総
看
護
婦
長
、
副
総
看
議
婦
長
、
看
護
婦
長
お
よ
ぴ
看
護
長
は
、

技
術
職
員
を
も
っ
て
あ
て
る
。

3

総
看
護
婦
長
は
、
看
護
に
関
す
る
業
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

4

副
総
看
護
婦
長
は
、
総
看
護
婦
長
の
職
務
を
助
け
る
。

5

看
護
婦
長
お
よ
ぴ
看
護
長
は
、
所
属
の
看
護
職
員
を
指
揮
し
、

看
護
に
関
す
る
業
務
を
処
理
す
る
。

第
十
条
病
院
に
、
薬
剤
部
を
置
く
。

第
十
一
条
薬
剤
部
に
、
薬
剤
部
長
お
よ
び
副
薬
剤
部
長
を
置
く
。

2

薬
剤
部
長
は
、
医
学
部
ま
た
は
薬
学
部
の
教
授
を
も
っ
て
あ
て

zv
。

2 

学部・大学院・教養部

薬
剤
部
長
は
、
薬
剤
部
の
業
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

副
薬
剤
部
長
は
、
技
術
職
員
を
も
っ
て
あ
て
る
。

副
薬
剤
部
長
は
、
薬
剤
部
長
の
職
務
を
助
け
る
。

第
十
二
条
病
院
に
、
栄
養
治
療
室
お
よ
ぴ
狂
犬
病
治
療
室
を
置
く
。

2

前
項
の
室
に
、
主
任
を
置
く
。

3

主
任
は
、
医
学
部
ま
た
は
病
院
の
助
教
授
を
も
っ
て
あ
て
る
。

4

主
任
は
、
室
の
業
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
十
三
条
病
院
に
、
病
院
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
を
協
議
す
る

た
め
、
協
議
会
を
置
く
。

2

協
議
会
は
、
診
療
科
の
部
長
、
薬
剤
部
長
、
事
務
部
長
お
よ
び

医
学
部
の
臨
床
系
附
属
研
究
施
設
の
長
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

3 4 5 

第7章

協
議
会
の
議
事
の
運
営
に
関
す
る
事
項
は
、
協
議
会
の
識
に
基

づ
き
病
院
長
が
定
め
る
。

第
十
四
条
病
院
の
事
務
組
織
に
つ
い
て
は
、
京
都
大
学
分
課
規
程

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
十
五
条
こ
の
規
程
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
病
院
の
内
部
組
織

に
つ
い
て
は
、
病
院
長
が
定
め
る
。

陥
円
剛
山
ハ

1

こ
の
規
程
は
、
昭
和
四
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

2

京
都
大
学
医
学
部
附
属
病
院
規
程
(
昭
和
二
十
五
年
二
月
二
十

一
日
達
示
第
二
号
制
定
)
は
、
廃
止
す
る
。

3

麻
酔
科
に
は
、
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分

の
問
、
病
棟
医
長
を
置
か
な
い
も
の
と
す
る
。

3 

改
正

昭
四
三
・
一
・
二
三
達
示
二
号
、
昭
四
五
・
三
・
二
五
達
一
不
八
号
、
六
-

九
達
示
二
二
号
、
昭
四
八
・
五
・
八
達
示
二
三
号
、
昭
四
九
・
六
・
一

一
達
示
二
五
号
、
九
・
二
四
達
示
二
八
号
、
昭
五

一
・
五
・
二
五
達
示

二
六
号
、
一

0
・
二
六
達
示
三
八
号
、
昭
五
二
・
一
了
八
達
一
不
三
七

号
、
昭
五
三
・
一

0
・
=
ご
達
示
四
二
号
、
昭
五
五
・
二
・
一
九
逮
示

九
号
、
五
・
二

O
達
示
二
七
号
、
昭
五
六
・
五
・
一
九
達
示
二
二
号
、

昭
五
七
・
五
・
二
五
達
示
一
三
号
、
昭
五
八
・
一
二
・
六
途
示
二
四
号
、

昭
六

0
・
六
・
二
五
達
示
二
ハ
号
、
昭
六
一
・
六
・
一
七
達
示
二
六
号
、

昭
六
二
・
七
・
七
達
示
二
ハ
号
、
平
元
・
六
・
二
七
達
一
不
二
ハ
号
、
一

一
一
・
一
二
達
示
二
八
号
、
平
三
・
四
二
ニ

O
達
示
一
三
号
、
平
五
・
五
・

一
一
達
示
五
四
号
、
平
六
・
五
・
二
四
達
示
九
号
、
平
七
・
五
・
九
逮
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示
一
八
号
、
平
九
・
五
・
二
ニ
達
示
四
O
号

法令・規則

。
大
学
院
薬
学
研
究
科
・
薬
学
部

第1編

"....‘、

一
) 

薬

学

吉日

大
学
院
薬
学
研
究
科
規
程

[
六
]

達
示
第
二
号

一
九
五
三
(
昭
和
二
八
)
年
四
月
七
日

京
都
大
学
大
学
院
薬
学
研
究
科
規
程

第

一

専

攻

第
一
条
修
士
、
博
士
の
両
課
程
に
、
次
の
専
攻
を
置
く
。

薬
学
第

二

入

学

第
二
条
入
学
手
続
及
ぴ
入
学
者
選
抜
方
法
は
、
医
学
部
教
授
会
で

定
め
る
。

第
三
条
入
学
者
の
決
定
は
、
医
学
部
教
授
会
で
行
う
。

第

三

転

科

第
四
条
通
則
第
三
十
四
条
に
よ
り
本
研
究
科
に
転
科
を
志
望
す
る

者
に
は
、
医
学
部
教
授
会
の
議
を
経
て
、
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
四
授
業
及
び
学
修
方
法

第
五
条
科
目
、
単
位
数
及
ぴ
授
業
時
間
数
は
、
研
究
科
会
議
で
定

め
る
。

第
六
条
学
生
は
、
毎
学
年
の
始
め
に
学
修
す
る
科
目
を
定
め
、
承

認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条
他
研
究
科
の
科
目
の
学
修
を
希
望
す
る
者
は
、
学
年
始
め

に
願
い
出
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
条
各
学
生
に
つ
き
、
指
導
教
授
を
定
め
る
。

2

学
生
は
、
学
修
に
つ
き
、
指
導
教
授
の
指
導
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

506 

第
九
条
転
科
前
に
、
本
学
又
は
他
大
学
の
大
学
院
で
学
修
し
た
科

目
、
単
位
数
及
ぴ
在
学
年
数
の
一
部
又
は
全
部
を
研
究
科
会
議
の

議
を
経
て
、
通
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第

五

試

験

第
十
条
試
験
は
、
毎
学
年
の
終
り
に
行
う
。
但
し
、
特
別
の
事
情

が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
時
期
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
十
一
条
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
受
験
科
目
を
届
け
出

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

前
項
の
届
山
山
期
日
は
、

第
六
論
文
審
査

2 

予
め
告
知
す
る
。



第
十
二
条
研
究
論
文
は
、
研
究
科
会
議
で
定
め
た
教
官
の
調
査
の

結
果
に
も
と
づ
い
て
、
研
究
科
会
議
で
審
査
す
る
。

第
十
三
条
通
則
第
四
十
条
第
四
項
に
よ
り
学
位
を
得
ょ
う
と
す
る

者
は
、
研
究
論
文
を
提
出
し
、

E
っ
、
専
攻
学
術
に
関
し
、
大
学

院
の
博
士
課
程
を
終
え
た
者
と
同
等
以
上
の
学
識
を
有
す
る
こ
と

を
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
四
条
前
条
の
専
攻
学
術
に
関
す
る
学
識
の
確
認
は
、
筆
答
試

問
及
び
口
頭
試
問
に
よ
り
行
う
。
但
し
、
研
究
科
会
議
の
議
を
経

て
他
の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

提
出
論
文
の
審
査
は
、
大
学
院
の
博
士
課
程
に
お
け
る
論
文
審

査
と
同
一
の
手
続
に
よ
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
昭
和
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

学部・大学院・教養部

改
正

昭
三
0
・
7
二
五
達
示
二
号‘

昭
三
一
・

}
0
・
一
、
昭
三
二
・
五
・

二
三
総
長
裁
定
、
昭
三
四
・
一
了
二
四
達
示
二
五
号
、
昭
三
五
・
四
・

一
一
一
達
示
一
一
号
、
昭
四
0
・
五
・
一
一
達
示
九
号
、
昭
四
九
・
五
・

一
四
達
示
二
二号、

昭
五
二
・
三
・
一
五
達
示
一
五
号
、
平
二
・
六
・

二
六
達
示
二
六
号
、

平
五
・
三
・
一
二
達
一不
四
O
号
、
六
・
二
二
達
一
不

五
九
号
、
平
七
・
一
・
二
回
途
示
四
号
、
九
・
二
六
達
示
二
八
号
、
平

八
・
二
・
ニ
O
達
示
四
号
、
平
九
・
三
・
一
八
達
一京
六
号

第7章

国
立
学
校
設
置
法
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
薬
学
部
設
置
〕
[
ニ

法
律
第
二
ハ
号

一
九
六

O
(昭
和
三
五
)
年
三
月
三
一
日

国
立
学
校
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

国
立
学
校
設
置
法
(
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
五
十
号
)
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

「
医
学
部

第
三
条
の
表
〔
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中
「
医
学
部
」
を
薬
学
部
」

に
改
め
〔
る
〕
。

〔
中
略
〕

叫

川

目

見

こ
の
法
律
は
、
昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
以
下
略
〕

1 

薬
学
部
規
程

[
六
]

達
示
第
九
号

一
九
六

O
(昭
和
三
五
)
年
四
月
二
一
日

京
都
大
学
薬
学
部
規
程

第

一

学

科

507 



本
学
部
に
薬
学
科
を
置
く
。

第

二

入

学

第
二
粂
入
学
者
の
選
抜
方
法
は
、
教
授
会
で
定
め
る
。

第
三
条
入
学
者
の
決
定
は
、
教
授
会
で
行
な
う
。

第

三

修

学

第
四
条
四
年
の
修
学
期
間
を
前
期
二
年
お
よ
び
後
期
二
年
に
分
け
、

一
般
教
育
科
目
、
外
国
語
科
目
、
基
礎
教
育
科
目
お
よ
び
保
健
体

育
科
目
は
、
前
期
二
年
に
、
専
門
教
育
科
目
は
、
後
期
二
年
に
配

当
す
る
。
た
だ
し
、
若
干
の
専
門
教
育
科
目
を
前
期
二
年
に
配
当

第
一
条

法令・規則第 1編

す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
五
条
一
般
教
育
科
目
、
外
国
語
科
目
、
基
礎
教
育
科
目
お
よ
び

保
健
体
育
科
目
の
配
当
並
ぴ
に
授
業
時
数
は
、
教
養
部
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
六
条
前
期
二
年
に
お
い
て
、
次
の
単
位
を
修
得
し
た
者
で
な
け

れ
ば
、
後
期
二
年
に
お
け
る
専
門
教
育
科
目
を
履
修
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

一
般
教
育
科
目

外
国
語
科
目

人
文
科
学
、
社
会
科
学
、
自
然
科
学
の
三
系
列

に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
三
科
目
十
二
単
位
以
上
、

合
計
三
十
六
単
位
以
上

英
語
お
よ
び
ド
イ
ツ
語
、
又
は
英
語
お
よ
び
フ

ラ
ン
ス
語
の
い
ず
れ
か
二
か
国
語
に
つ
き
、
そ

れ
ぞ
れ
八
単
位
以
上
、
合
計
十
六
単
位
以
上

十
四
単
位
以
上

講
義
お
よ
び
実
技
そ
れ
ぞ
れ
こ
単
位
以
上
、
合

計
四
単
位
以
上

前
項
に
定
め
る
単
位
の
う
ち
、
一
般
教
育
科
目
に
つ
き
四
単
位

以
内
、
外
国
語
科
目
に
つ
き
一
科
目
に
限
り
二
単
位
以
内
、
基
礎

教
育
科
目
に
つ
き
ニ
単
位
以
内
、
保
健
体
育
科
目
に
つ
き
二
単
位

以
内
不
足
す
る
者
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
後
期
に
お
け

る
専
門
教
育
科
目
を
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3

前
項
の
不
足
単
位
の
修
得
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

第
七
条
専
門
教
育
科
目
の
学
修
は
、
科
目
の
学
修
お
よ
ぴ
特
別
実

習
と
す
る
。

第
八
条
専
門
教
育
科
目
お
よ
び
そ
の
授
業
時
数
の
配
当
、
並
ぴ
に

単
位
数
は
、
教
授
会
で
定
め
る
。

第

四

試

験

第
九
条
専
門
教
育
科
目
の
試
験
の
期
日
お
よ
び
方
法
は
、
教
授
会

で
定
め
る
。

2

一
般
教
育
科
目
、
外
国
語
科
目
、
基
礎
教
育
科
目
お
よ
ぴ
保
健

体
育
科
目
の
試
験
に
つ
い
て
は
、
教
養
部
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

ヲ
令
。

第
十
粂
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基
礎
教
育
科
目

保
健
体
育
科
目

2 

四
年
以
上
在
学
し
、
第
六
条
第
一
項
に
定
め
る
単
位
の
ほ



か
、
専
門
教
育
科
目
を
八
十
四
単
位
以
上
修
得
し
た
者
は
、
学
士

試
験
に
合
格
し
た
者
と
す
る
。

第

五

在

学

第
十
一
条
在
学
は
、
八
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第

六

転

学

第
十
二
条
本
学
の
他
学
部
学
生
又
は
他
大
学
の
学
生
で
本
学
部
に

転
学
を
志
望
す
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
選
考
の
上
、
教
授
会
の
議

を
経
て
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第

七

聴

講

生

第
十
三
条
特
定
の
科
目
に
つ
き
、
聴
講
を
志
望
す
る
者
が
あ
る
と

き
は
、
教
授
会
の
議
を
経
て
、
聴
講
生
と
し
て
入
学
を
許
可
す
る

こ
と
が
あ
る
。

2 

聴
講
生
の
取
り
扱
い
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
る
。

学部・大学院・教養部

第

八

研

究

生

第
十
四
条
薬
学
に
関
す
る
特
定
の
事
項
を
研
究
し
よ
う
と
す
る
者

は
、
研
究
生
と
し
て
入
学
を
許
可
す
る
。

2

研
究
生
は
、
指
導
教
授
の
指
導
を
受
け
研
究
に
従
事
す
る
。

第
十
五
条
研
究
生
は
、
次
の
資
格
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
学
力
を

検
定
し
、
教
授
会
の
識
を
経
て
、
入
学
を
許
可
す
る
。

一
大
学
を
卒
業
し
た
者
、
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
学
力
を
有
す

第7章

る
と
認
め
た
者

二
薬
剤
師
の
免
許
証
を
有
す
る
者
、
又
は
そ
の
資
格
が
あ
る
者

2

研
究
生
の
入
学
は
、
毎
学
期
の
初
め
と
す
る
。
た
だ
し
、
特
別

の
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
十
六
条
研
究
生
と
し
て
入
学
を
志
望
す
る
者
は
、
研
究
事
項
を

記
載
し
た
願
書
に
戸
籍
抄
本
、
履
歴
書
お
よ
び
検
定
料
金
五
百
円

を
添
え
、
総
長
に
願
い
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

既
納
の
検
定
料
は
、
返
還
し
な
い
。

第
十
七
条
入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
は
、
入
学
料
金
五
百
円
を
納
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

既
納
の
入
学
料
は
、
返
還
し
な
い
。

第
十
八
条
研
究
生
の
指
導
教
授
は
、
教
授
会
で
定
め
る
。

第
十
九
条
研
究
生
の
在
学
は
、
一
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
更
に
研

究
を
継
続
し
た
い
者
は
、
在
学
の
延
期
を
願
い
出
る
こ
と
が
で
き

?
Q

。延
期
は
、
教
授
会
の
議
を
経
て
、
許
可
す
る
。

在
学
期
間
は
、
七
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
二
十
条
研
究
生
は
、
一
年
金
七
千
二
百
円
の
研
究
料
を
前
納
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

既
納
の
研
究
料
は
、
返
還
し
な
い
。

第
二
十
一
条
研
究
に
要
す
る
材
料
お
よ
ぴ
薬
品
は
、
研
究
生
の
自

2 3 
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法令・規則

弁
と
す
る
。

第
二
十
二
条
本
学
通
則
第
十
一
条
、
第
十
九
条
、
第
二
十
七
条
お

よ
ぴ
第
二
十
八
条
の
規
定
は
、
研
究
生
に
準
用
す
る
。

附

第 1編

1 

R
H
 

こ
の
規
程
は
、
昭
和
三
十
五
年
四
月
十
二
日
か
ら
施
行
し
、
昭

和
三
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

昭
和
三
十
五
年
三
月
三
十
一
日
現
在
医
学
部
薬
学
科
に
在
学
す

る
学
生
、
聴
講
生
又
は
研
究
生
は
、
別
段
の
定
め
を
し
な
い
限
り
、

昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日
付
で
、
薬
学
部
薬
学
科
の
学
生
、
聴
講

生
又
は
研
究
生
と
し
て
転
学
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

前
項
の
規
定
に
よ
り
薬
学
部
薬
学
科
に
転
学
さ
れ
た
も
の
に
つ

い
て
は
、
医
学
部
薬
学
科
に
お
け
る
在
学
年
限
は
、
薬
学
部
薬
学

科
に
お
け
る
在
学
年
限
と
み
な
し
、
医
学
部
薬
学
科
に
お
い
て
履

修
し
た
科
目
の
単
位
は
、
薬
学
部
薬
学
科
に
お
い
て
履
修
し
た
も

の
と
み
な
す
。

附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
薬
学
部
薬
学
科
に
転
学
さ
れ
た
研

究
生
の
う
ち
昭
和
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
入
学
し
た
も

の
の
研
究
料
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

2 3 4 

改
正

昭
三
六
・
五
・
九
達
示
六
号
、
昭
三
八
・
四
・
二
三
達
示
九
号
、
昭
四

了
三
・
二
二
達
示
八
号
、
昭
四
五
・
七
・
七
達
示
二
七
号
、
昭
四
七
・

四

四
・
一
八
達
一
不
一
四
号
、
昭
四
八
・
三
・
六
達
示
一
一
号
、
昭
五
0
・

五
・
六
達
一
不
二
一
号
、
昭
五
了
三
・
二
六
達
一
不
九
号
、
昭
五
八
・
二
・

二
二
達
示
四
号
、
平
五
・
一
・
一
二
達
示
六
号
、
三
・
一
二
達
示
三
一

号
、
一

0
・
一
達
示
七
一
号
、
平
九
・
三
・
一
八
達
示
三
号

510 

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
薬
用
植
物
園
設

置〕

[

一

]

文
部
省
令
第
一

O
号

一
九
七
三
(
昭
和
四
八
)
年
四
月
一
二
日

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
六
〔
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中
〔
中
略
〕

謝究検看川物究検看
研施査護|じ実施査護
究設技学日験設技学
施、師校什施、師校
設脳学、II設脳学、
、神校助II 神校助
動経、産II 経、産
物研皮婦II 研皮婦
実究膚品II 向山周子II 九膚千
験施病校II 施病校
施設特、II 設特、
設、別臨II 、別臨
代研床II 動研床

」一二

を

薬
用
植
物
園

に
改
め
〔
る
〕
。



〔
中
略
〕

且'噌・

d
目
H
4

尻

町

「

ロ

H

只

」
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

"‘、

一、_，

大
学
院
薬
学
研
究
科
・
薬
学
部

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
薬
学
研
究
科
長

設

置

〕

{

ニ

文
部
省
令
第
一
三
号

一
九
九
七
(
平
成
九
)
年
三
月
三
一
日

学部・大学院・教養部

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

第
八
条
の
二
中
〔
中
略
〕
「
京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
」
を

「
京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
に
〔
中
略
〕
改
め
る

京
都
大
学
大
学
院
薬
学
研
究
科
」

〔
中
略
〕

降

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

第7章

1 

〔
以
下
略
〕

大
学
院
工
学
研
究
科
・
工
学
部

〆-、
一、.〆

理
工
科
大
学

〔
理
工
科
大
学
時
代
の
法
令
・
規
則
は
、
本
章
「
八

究
科
・
理
学
部
」
参
照
〕

大
学
院
理
学
研

，_.、、

一、、J

工

科

大

学

京
都
帝
国
大
学
ニ
関
ス
ル
件
一
部
改
正
〔
理
工
科
大
学
を
理
科

大
学
、
工
科
大
学
に
分
離
〕

[

一

]

勅
令
第
一
四
五
号

一
九
一
四
(
大
正
一
二
)
年
七
月
四
日
(
官
報
七
月
六
日
)

明
治
三
十
年
勅
令
第
二
百
九
号
中
左
ノ
通
改
正
ス

第
二
条
京
都
帝
国
大
学
ノ
分
科
大
学
ハ
法
科
大
学
、
医
科
大
学
、

工
科
大
学
、
文
科
大
学
及
理
科
大
学
ト
ス
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附

則

本
令
ハ
公
布
ノ
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス

本
令
施
行
ノ
際
休
職
京
都
帝
国
大
学
理
工
科
大
学
教
授
及
助
教
授
ニ

付
テ
ハ
其
ノ
休
職
期
間
中
旬
其
ノ
宮
ヲ
存
置
ス

第 l編

明
治
三
十
六
年
勅
令
第
六
十
八
号
一
部
改
正
〔
工
科
大
学
に
講

座

設

置

〕

[

ニ

勅
令
第
一
四
六
号

一
九
一
四
(
大
正
三
)
年
七
月
四
日
(
官
報
七
月
六
日
)

医ニヱ明
科改 47t治

材冶採電機土 大ム 12三
料 気械木学♀十
強金鉱 工ノ石
弱 工工工科部 省年
学学学学学学大ノ 宇勅

学次主11 官
三 芙空
ラ芝午
知 ヲ八
ク 中号

型蒋 E
ノ 大品

ノ
笠通
翁空
大 ι
ス学
及
理
科
大
学

四
講
座

五
講
座

四
講
座

三
講
座

三
講
座

一
講
座

本 文
令科
ハ 化物数 大工建構
公附 学君主造
布 理理ノ A 築強
ノ則 科部化弱
日 学学学大ノ学学学
ヨ 学次

之 左
ヲ ノ
施 如
行ク
ス加

"" 理
工
科
大四一一
学講講講
ノ座座座
部
ヲ
削
lレ

工
科
大
学
規
程

工
科
大
学
規
程

第

一

授

業

第
一
条
本
学
所
定
ノ
学
科
左
ノ
如
シ

土
木
工
学
科

機
械
工
学
科

電
気
工
学
科

採
鉱
冶
金
学
科
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三
講
座

四
講
座

四
講
座

[
一
五
]

一
九
一
四
(
大
正
一ニ
)
年
七
月
七
日



工
業
化
学
科

第
二
条
各
学
科
ニ
於
ケ
ル
科
目
及
時
数
ヲ
定
ム
ル
コ
ト
左
ノ
知
シ

土
木
工
学
科

誤

差

論

構
造
強
弱
学
及
図
式
カ
)

学

第

一

部

一

構
造
強
弱
学
及
図
式
カ
「

学

第

二

部

」

建

築

料

測

量

学

数数

学学

力

学部・大学院・教養部

調4道施陵

第7章

機

械

工

学

大

要

鉄

冶

金

学
第

部部

第

学

材

地

路

工

法道

~、

五 O五 O 五数

週

五0 六五

~ーへ

九 O六五五

毎
週
時
数一二五

{
賜
一
蹴

橋

梁

第

一

部

橋

梁

第

二

部

戸

橋

梁

第

三

部

』

鉄
道
及
市
街
鉄
道
第
一
部
戸

鉄
道
及
市
街
鉄
道
第
二
部
」
「

鉄
道
及
市
街
鉄
道
第
三
部

河

海

工

学

第

一

部

」

河

海

工

学

第

二

部

十

河

海

工

学

第

三

部

」

衛

生

工

学

第

一

部

戸

衛

生

工

学

第
二
部
『

建

構

築

造

電

気

工

学

大

要

キオ

料

試

験

法

土工地

行経震

政済

法学学

木業

製

図

調リ

量

習

i寅

，.-̂一、r-̂-、

二一四 0五 O

，.-'、ー、

一五五

~ー、

一五

~一、

一五

，....-"-、

。
~一、

一四五三

四三三四三三五四ノ、ーーー四二
占，、一占二二ノ、
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法令・規則

橋
梁
設
計
製
図
第
一
部

橋
梁
設
計
製
図
第
二
部

橋
梁
設
計
製
図
第
三
部

第 1編

河

海

工

学

設

計

製

図

衛

生

工

学

設

計

製

図

※

実

地

演

習

第

一

部

※

実

地

演

習

第

二

部

機
械
工
学
科

数数

学学

第

部部

第

力

会丘.
寸L

材

料

強

弱

学

第

一

部

材

料

強

弱

学

第

二

部

機

械

設

計

法

水
力
学
及
水
力
発
動
機

蒸

気

機

関

機

械

造

法

製

，---̂ー-... rーιー、

一一二五九一九七一一一一
週

0 五数

，.-"-、戸A 一、

五 O五五五五五 O五

一二
一五
一
二九六

毎
週
時
数二四二三

実

験

工1
f
 

喝
宮
n
1

学 学

キオ熱
力
学
及
熱
力
発
動
機

機

械

運

動

学

及

力

学

鉄

道

車

鯛

舶

用

機

関

紡

織

揚

水

起

重

送

機機機

風

機

媛

一

房

及

換

気

法

電

気

工

学

大

要

冶

金

学

造

冶

金

学

工

場

建

築

法

工

業

経

済

学

設

計

製

図

第

一

部

設

計

製

図

第

二

部

設

計

製

図

第

三

部

製鉄

，---̂一、 rー《ーー、

0 五 O五 o0 五五五五五五 O五五五
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二四一一一一四二

二
O
二
O
三
五
三
五
二
O

八六八



※

工

作

実

習

※

機

械

工

学

実

験

※
電

気

工

学

実

験

※

実

地

演

電
気
工
学
科

醤

数

学学

部部

第第

数力

学

材
料
強
弱
学
第
一
部

機

械

設

計

法

蒸

気

機

関

学部・大学院・教養部

水
力
学
及
水
力
発
動
機

熱
力
学
及
熱
力
発
動
機

電

気

磁

気

学

総

論

電

気

磁

気

学

特

論

電

気

磁

気

測

定

法

流

理

論

第7章

交

九六五

週

数
一五
二
O

「
一
五

士一
O

r-̂ーヘ

O五五五
三
五一五

「
一
五

{
二
O

戸
三
五
二
O
一五二五

毎
週
時
数四

直

流

発

電

機

直
流
電
動
機
及
蓄
電
池

変

成

器

交

流

発

電

機

交
流
電
動
機
第
一
部

交
流
電
動
機
第
二
部

配

電

線

計

算

法

低

圧

電

カ

高

圧

電

カ

電

気灯気

器 室長

道

四二

電

及

照

日月具

信

電

話

発
電
所
設
計
及
整
理

応
用
電
気
化
学
大
要

場

建

築

法

別

講

義

電電
※ 

特工実

験

部

第

~ 一一 ーー ーー -ー 一一
O 五九一 0 五五 O五ニO

三
五一五一五

三
五
二
O五

--̂"ーヘ

O五 o0 

(
講
時
一

一一一一一一一一四二三四一一 一一四三
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実

験

法令・規則

設

計

製

図

第

一

部

設

計

製

図

第

二

部

第1編

※
実

地

採
鉱
冶
金
学
科

鉱

物

地
質
学
第
一
部

地
質
学
第
二
部

鉱

床

浪IJ鉱

山

測

量

構

造

強

弱

学

工
場
建
築
法

機
械
工
学
大
要

「
一
五

士一
O

」
「
一
五

戸
四
O

習

一

七

O
印
ノ
モ
ノ
ハ
英
中
二
科
ヲ
必
修
科
目
ト
シ
(
随
)
印
ノ

モ
ノ
ハ
随
意
科
目
ト
ス

第

一

科

週
数
毎
週
時
数

」
「
一
五
講
義
三

戸

三

五

実

験

二

『
講
義
二

二
O
{戸
実
験
一

「
講
義

二
O
{戸
実
験

三
五

『
講
義

一
五
↓
寅
習

二
O
『
講
義

三
五
ム
戸
製
図

二
O
三
五

第

部

i寅学
A比.
寸~量

四
九

二

科

週
数
毎
週
時
数

『
一
五
講
義

戸
三
五
実
験

「
講
義

二
O
(
実
験

第

二二一一一

五 O 五 O 五五
，-ι-， r-̂一、

製講 演講
図義 習義

九二八一一一

電
気
工
学
大
要

採
鉱
学
第
一
部

採
鉱
学
第
二
部

採
鉱
学
第
三
部

鉱

山

機

械

火

薬

選

鉱

冶

金

学

総

論

冶
金
学
各
論
第

一
部
冶
金
学
各
論
第

二
部
電

気

冶

金

学

鉄

冶

金

学

製

造

冶

金

学

金

属

組

織

学

試

金

学

r-'、一、 rー'ー""' ，.-"ー""' r-̂-、

一五一五五 O五 O 五五五五 O五
，.-̂-一、

議事
象主主連E
宮十可4

八一

学

五

術

実講議
験義義

四二

r-̂-、

五五 O五
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四二

一二一二

，.-"-、r-̂ -、

0五五 O五 O 五
r-'、ーー、

塞講
欝義

八一

五
二
O

」
「
一
五

三
一

O。一O
(
購
臓

「
一
五

{
二
O

(
三
五

実講講
験義義



吹

管

分

析

瓦
斯
及
工
業
分
析

石

油

鉱

業

採

鉱

計

画

鉱

山

法

規

工

業

経

済

学

歩
計
製
図
第
一
部

設
計
製
図
第
二
部

化
学
分
析
実
験

第
一
部

学部・大学院・教養部

化
学
分
析
実
験

第
二
部

※
電
気
工
学
実
験

鉱

床

学

実

験

採

鉱

学

実

験

選

鉱

学

実

験

冶

金

学

実

験

O

電
気
冶
金
学
実
験

O

鉄
冶
金
学
実
験

O

第7章

一
五
(
鶏
臓

九-
，..-A-、

実講
験義

，..----'、ーー『、 ，...--̂ーーー、

九一五九一五五 o0 一一五九九一

五
{
鶏
臓

4-
「
講
義

:

戸

実

験

。。
七00五一七六

五五

rーι ー「

九一五

ノ、

，..-̂-一、

O五九」ー

ノ、八八

八七七00

地
質
学
実
地
演
習

鉱
山
測
量
演
習

※
実
地
演
習
第
一
部

※
実
地
演
習
第
二
部

※

特

別

講

義

物

理

化

学

(

随

)

無
機
工
業
化
学
(
随
)

大
要

ノ、

五一一

五二二五。

，、

。
及
。
印
ヲ
付
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
英
一
組
ヲ
選
ム
モ
ノ
ト
シ

ロ
及
ム
印
ヲ
付
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
其
一
ヲ
選
ム
モ
ノ
ト
ス

第

一

科

二

科

毎

週

時

数

毎

週

時

数

第

工
業
化
学
科

物

理

化

学

分

析

化

学

無

機

化

学

有

機

化

学

無
機
工
業
化
学

大
要
有
機
工
業
化
学

大
要
第
一
部

有
機
工
業
化
学

大
要
第
二
部

燃
料
論
及
築
窯
法

「
一
五

戸
二

O
二
O

週
数
三
五一五

三
五
三
五。五

四

週
数
三
五一五

三
五
三
五

四

。五
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法令・規則

瓦
斯
製
造
工
業

石
灰
セ
メ
ン
ト

煉
瓦
及
耐
火
物

製

紙

工

業

工
業
用
薬
品
製

造
法
応
用
電
気
化
学

大
要
応
用
電
気
化
学
。

応
用
電
気
化
学
3

特
論

C

写
真
術
及
写
真

製
版
術

写
真
化
学
及
其
〉

応

用

(

写
真
化
学
特
論

O

無
機
酸
類
人
造
肥
料

及
ア
ル
カ
リ
ア
棄

ガ
ラ
ス
、
エ
ナ

メ
ル
及
陶
磁
器

繊

維

論

染
色
化
学
及
其

応
用
染
色
化
学
特
論
ム

第 l編

五

澱

粉

及

糖

類

醸
造
化
学
及
其

応
用
醸
造
化
学
特
論
口

油
、
脂
肪
及
其

応
用

五

五

五

。

。

五

五

五

薬

学

製

造

冶

金

学

工

場

建

築

法

機
械
工
学
大
要

五

火

五五五

電
気
工
学
大
要

五

五

応
用
鉱
物
岩
石

学
実
験

無
機
化
学
実
験

有
機
化
学
実
験

五五

化
学
分
析
実
験

五

工
業
分
析
実
験

工
業
化
学
実
験

五五

特

別

実

験

五

設

計

製

図

二
O
二
O
二
O
三
五

『
一
五

戸
一
一。五

r-^-、，.-^一、

五 O五 O 五九六

五。五。二O。
四二

，-'、ー、

一五五 O

三九

r-̂ーー、 ，.-̂ー町、

五 O五 O 五九六五

一
八
一五一一O-一一一
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学部・大学院・教養部

製

図

第

一

部

三

五

三

三

五

製

図

第

二

部

二

O

六

二

O

第
三
条
各
学
科
ノ
科
目
ハ
三
学
年
ニ
配
当
シ
テ
之
ヲ
授
ク

第
四
条
第
一
学
年
ノ
課
程
ヲ
修
了
セ
シ
者
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
第
二
学

年
以
後
ノ
科
目
ノ
授
業
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
許
サ
ス

但
特
別
ノ
事
由
ア
ル
ト
キ
ハ
教
授
会
ノ
議
ヲ
経
テ
之
ヲ
許
可
ス

ル
コ
ト
ア
ル
へ
シ

第
五
条
第
一
学
年
ノ
課
程
ヲ
修
了
セ
サ
ル
者
ハ
試
問
未
了
又
ハ
不

合
格
ノ
科
目
全
部
ヲ
再
ヒ
学
習
ス
ル
ヲ
要
ス

但
前
条
但
金
田
ニ
依
リ
許
可
ヲ
得
タ
ル
場
合
ハ
此
限
リ
ニ
ア
ラ
ス

第
六
条
病
気
其
他
ノ
事
項
ニ
依
リ
出
席
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
者
ハ

其
旨
教
室
ニ
届
出
ツ
へ
シ

第

二

試

問

第
七
条
試
問
ヲ
分
チ
テ
科
目
試
問
及
卒
業
試
問
ト
ス

第
八
条
試
問
ノ
成
績
ハ
百
点
ヲ
以
テ
満
点
ト
シ
六
十
点
以
上
ヲ
以

テ
合
格
ト
ス

第
九
条
科
目
試
問
ハ
各
科
目
ニ
就
キ
聴
講
ヲ
了
ヘ
タ
ル
者
ニ
対
シ

第7章

テ
之
ヲ
行
フ

第
十
条
実
験
製
図
等
ノ
科
目
ノ
評
点
ハ
試
問
ヲ
行
ハ
ス
シ
テ
之
ヲ

附
ス
ル
コ
ト
ア
ル
へ
シ

第
十
一
条
記
号
※
ヲ
附
シ
タ
ル
科
目
ニ
ア
リ
テ
ハ
評
点
ヲ
附
セ
ス

占ー

ハニ

第
十
二
条
第
一
学
年
ノ
課
程
及
第
二
第
三
両
学
年
ノ
課
程
ノ
各
科

目
試
問
ニ
合
格
点
ヲ
得
タ
ル
者
ハ
該
課
程
ヲ
終
了
シ
タ
ル
モ
ノ
ト

ス前
項
ノ
資
格
ヲ
完
備
セ
サ
ル
者
ト
駿
モ
其
成
績
ニ
依
リ
教
授
会
ノ

議
ヲ
経
テ
修
了
者
ト
認
定
ス
ル
コ
ト
ア
ル
へ
シ

第
十
参
条
卒
業
試
問
ハ
全
部
ノ
課
程
ヲ
修
了
シ
且
記
号
※
ヲ
附
シ

タ
ル
科
目
ヲ
履
修
シ
タ
ル
者
ニ
対
シ
学
長
ノ
指
名
シ
タ
ル
試
問
委

員
之
ヲ
行
フ

第
十
四
条
卒
業
試
問
ヲ
受
ケ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
其
旨
学
長
ニ
申
出
ツ

へ
シ

第
十
五
条
卒
業
試
問
ハ
論
文
ノ
判
定
及
口
頭
試
問
又
ハ
筆
記
試
問

及
口
頭
試
問
ト
ス

但
口
頭
試
問
ハ
試
問
委
員
ノ
見
込
ニ
依
リ
特
ニ
之
ヲ
行
ハ
サ
ル

コ
ト
ア
ル
へ
シ

第
十
六
条
卒
業
者
ノ
席
次
ハ
各
科
目
試
問
ノ
平
均
点
ヲ
三
倍
シ
卒

業
試
問
ノ
評
点
ヲ
加
へ
四
分
シ
タ
ル
数
ニ
依
り
之
ヲ
定
ム

第

三

在

学

第
一
学
年
ノ
課
程
ノ
修
了
ハ
二
ヶ
年
ヲ
超
ユ
ル
コ
ト
ヲ

第
十
七
条

得
ス但
第
四
条
但
書
ニ
依
リ
許
可
セ
ラ
レ
タ
ル
場
合
ハ
三
ヶ
年
ニ
亘

ル
コ
ト
ヲ
得
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第
十
八
条
在
学
ハ
六
年
以
上
ニ
亘
ル
コ
ト
ヲ
許
サ
ス

第
十
九
条
兵
役
ノ
為
メ
授
業
若
ク
ハ
試
問
ニ
出
席
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

サ
ル
モ
ノ
ハ
第
十
七
条
及
第
十
八
条
ノ
規
定
ニ
依
ラ
サ
ル
コ
ト
ア

ル
へ
シ

第 1編

選
科
生

第
二
十
条
選
科
生
ハ
其
学
カ
ヲ
検
定
シ
教
授
会
ニ
一
於
テ
其
選
択
科

目
ヲ
修
ム
ル
ニ
堪
フ
ル
ト
認
メ
タ
ル
者
ニ
限
リ
入
学
ヲ
許
可
ス

第
二
十
一
条
選
科
生
ノ
在
学
ハ
一
ヶ
年
ト
ス

但
更
ニ
専
修
ヲ
継
続
セ

ン
ト
欲
ス
ル
者
ハ
延
期
ヲ
願
出
テ
許
可

ヲ
受
ク
へ
シ

第
二
十
二
条
選
科
生
ニ
ハ
願
ニ
依
リ
莫
専
修
科
目
ニ
対
ス
ル
証
明

書
ヲ
付
与
ス

附

則

本
規
程
ハ
大
正
三
年
九
月
十
一
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス

現
在
学
生
ニ
対
ス
ル
経
過
規
程

理
工
科
大
学
製
造
化
学
科
ハ
工
業
化
学
科
ニ
相
当
ス
ル
モ
ノ
卜

第
四

ス
二
分
離
以
前
ニ
入
学
シ
タ
ル
学
生
中

川
土
木
工
学
科
、
機
械
工
学
科
及
電
気
工
学
科
ニ
属
ス
ル
者
ニ
在

リ
テ
分
離
ノ
際
分
割
、
合
同
ヲ
ナ
シ
又
ハ
名
称
ヲ
変
更
シ
タ
ル

学
科
目
ヲ
旧
課
程
ニ
依
リ
履
修
シ
タ
ル
者
ニ
ハ
旧
課
程
ニ
依
リ

試
問
ヲ
行
ヒ
未
タ
履
修
セ
サ
ル
者
ニ
ハ
新
課
程
ニ
依
リ
之
ヲ
授

ケ
分
隊
ノ
際
新
設
シ
タ
ル
学
科
目
ハ
必
修
科
目
ト
セ
ス

同
採
鉱
冶
金
学
科
及
工
業
化
学
科
ニ
属
ス
ル
モ
ノ
ニ
ハ
旧
課
程
一
一

依
リ
授
業
及
試
問
ヲ
行
フ

三
以
上
ノ
事
項
ニ
該
当
セ
サ
ル
カ
又
ハ
特
別
ノ
事
由
ア
ル
場
合
ニ

ハ
教
授
会
ノ
議
決
ヲ
経
テ
学
長
其
処
置
ヲ
定
ム
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改
正

注

大
六
・
七
・
五
達
示
一
五
号
、
大
八
・
二
・
一
九
達
示
一
号
、
四
・
一

達
示
五
号
、
大
九
・
八
・
一
二
達
示
一

O
号
、
大
一

0
・
二
・
一
九
達

示
四
号、

大
一
一

・
三・一

O
達
示
八
号
、
大
一
二
・
一
・
八
達
示
一

号
、
大
二
子
一
・
二
三
達
一
不
一
号
、
大
一
四
・
了
一
六
達
一
不
一
九

号
、
一
二
・
二
八
達
示
三
O
号
、
昭
二
・
二
・
一

O
達
示
六
号
、
昭
五
・

ニ
・
七
逮
示
一
号
、
昭
六
・
三
・
一
ニ
達
示
二
号
、
八
-
二
二
達
示
六

号
、
昭
八
・
一
二
ニ
O
達
示
三
号
、
一
二
・
二
七
達
一
不
七
号
、
昭
一

0
・

一
・
九
達
示
二
号
、
昭

ご
一
・
二
・
二
一

一達
示

一
号
、
昭
一
三
・
三
・

二
五
達
一
不
四
号
、
昭
一
四
・
三
・
=
二
達
示
五
号
、
昭
一
五
・
四
・
一

達
示
七
号
、
=
了
三
達
示
一
四
号
、
昭
一
六
・
二
・
一

O
達
示
一
号
、

=
一
・
一
五
達
示
三
号
、
昭
一
七
・
三
・
二
七
達
示
六
号
、
昭
一
八
・
八
・

三
達
示
二
号
、
昭
一
九
・
一

0
・
三
達
示
五
号
、
昭
一
二
・
三
・
三
O

達
示
二
号
、
昭
二
二
・
四
・
一
七
達
示
一

O
号
、
昭
二
三
・
五
・
五
達

示
二
号
、

一
0
・
八
達
示
一
四
号
、
昭
二
四
・

六
・
一
達
示
八
号

一
九
一
九
・
四
・
一
達
示
第
五
号
で
工
学
部
規
程
に
改
称
。

一
九
四
九
・
八
・
一
五
達
示
第
一
五
号
で
廃
止
。



四

京
都
帝
国
大
学
工
科
大
学
土
木
工
学
科
、
機
械
工
学
科
、
電
気

工
学
科
、
採
鉱
冶
金
学
科
お
よ
び
工
業
化
学
科
な
ら
び
に
理
科

大

学

授

業

開

始

本

[

一

]

文
部
省
令
第
二
三
号

一
九
一
四
(
大
正
一
二
)
年
八
月
二
九
日

京
都
帝
国
大
学
工
科
大
学
土
木
工
学
科
、
機
械
工
学
科
、
電
気
工
学

科
、
採
鉱
冶
金
学
科
及
工
業
化
学
科
並
理
科
大
学
ハ
大
正
三
年
九
月

十
一
日
ヨ
リ
授
業
ヲ
開
始
ス

大
正
三
年
八
月
二
十
九
日
文
部
大
臣
法
学
博
士

一
木
喜
徳
郎

，......、

一一一、.〆

工

戸宜.
寸晶

音日

学部・大学院・教養部

国
立
学
校
設
置
法
〔
新
制
工
学
部
発
足
〕

[

一

]

法
律
第
一
五
O
号

一
九
四
九
(
昭
和
二
四
)
年
五
月
三
一
日

第
三
条

〔
本
文
は
二
六
頁
参
照
〕

第7章

ヱ
学
部
規
程

[
一
三
]

達
示
第
一
五
号

一
九
四
九
(
昭
和
二
四
)
年
八
月
一
五
日

工
学
部
規
程

第

一

学

科

第
一
条
本
学
部
の
学
科
は
次
の
通
り
で
あ
る

土
木
工
学
科

機
械
工
学
科

電
気
工
学
科

鉱

山

学

科

冶

金

学

科

工
業
化
学
科

建

築

学

科

燃
料
化
学
科

化
学
機
械
学
科

繊
維
化
学
科

応
用
物
寝
学
科

第

二

入

学

第
二
条
入
学
志
望
者
は
二
月
十
五
日
ま
で
に
本
学
部
で
定
め
た
書

式
に
よ
る
願
書
を
出
身
学
校
を
経
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

第
三
条
入
学
志
望
者
に
は
入
学
許
可
の
前
に
身
体
検
査
を
行
う
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入
学
者
選
定
方
法
は
教
授
会
で
定
め
る

第

三

修

学

一
カ
年
の
修
学
期
間
を
二
期
に
分
け
る

修
学
は
科
目
の
学
修
及
ぴ
特
別
研
究
(
特
別
計
画
を
含
む
)

と
し
各
学
科
の
科
目
を
分
け
て
必
修
科
目
及
び
選
択
科
目
と
す
る

第
七
条
科
目
に
は
授
業
時
間
数
に
応
じ
て
各
々
単
位
数
を
定
め
る

但
し
科
目
に
よ
っ
て
は
単
位
数
を
つ
け
な
い
こ
と
が
あ
る

第
八
条
学
生
は
学
修
す
る
科
目
を
定
め
予
め
担
当
教
官
の
承
認
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

第
九
条
設
備
そ
の
他
の
都
合
に
よ
っ
て
科
目
の
学
修
人
員
数
を
制

限
す
る
こ
と
が
あ
る

第
十
条
特
別
研
究
を
行
う
学
生
は
予
め
指
導
教
官
の
承
認
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

第
四
条

第
五
条

第
六
条

第1編

第

四

試

験

第
十
一
条
科
目
試
験
の
評
点
は
百
を
以
っ
て
満
点
と
し
、
六
十
以

上
を
以
っ
て
合
格
点
と
す
る

科
目
に
よ
っ
て
は
評
点
を
つ
け
な
い
こ
と
が
あ
る

評
点
は
公
表
し
な
い

第
十
二
条
演
習
、
実
習
、
実
験
及
ぴ
製
図
の
評
点
は
試
験
を
行
わ

ず
に
つ
け
る
こ
と
が
あ
る

第
十
三
条
特
別
研
究
は
そ
の
業
績
の
判
定
と
口
頭
試
験
と
に
よ
っ

て
合
格
を
定
め
る

口
頭
試
験
は
省
略
す
る
こ
と
が
あ
る

第
十
四
条
四
年
以
上
在
学
し
一
般
教
養
科
目
中
人
文
科
学
関
係
、

社
会
科
学
関
係
、
自
然
科
学
関
係
の
三
つ
の
系
列
に
亘
っ
て
夫
々

二
科
目
以
上
合
計
九
科
目
以
上
を
履
修
し
少
く
と
も
一
般
教
養
科

目
三
十
六
単
位
、
専
門
科
目
(
特
別
研
究
を
含
む
)
八
十
四
単
位
、

体
育
四
単
位
、
合
計
百
二
十
四
単
位
を
取
得
し
た
者
は
学
士
試
験

に
合
格
し
た
も
の
と
す
る

但
し
必
修
外
国
語
は
一
科
目
と
見
な
す

第

五

在

学

第
十
五
条
在
学
は
八
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い

但
し
特
別
の
事
由
が
あ
る
と
き
は
教
授
会
の
議
を
経
て
延
長
す
る

こ
と
が
で
き
る
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第
六
転
学
及
ぴ
転
科

第
十
六
条
他
の
大
学
又
は
本
学
他
学
部
学
生
で
あ
っ
て
、
本
学
部

に
転
学
を
志
望
す
る
者
又
は
本
学
部
学
生
で
転
科
を
志
望
す
る
者

が
あ
る
と
き
は
選
考
の
う
え
教
授
会
の
議
を
経
て
許
可
す
る
こ
と

が
あ
る

第

七

聴

講

生

第
十
七
条
本
学
部
の
授
業
科
目
中
五
科
目
(
実
験
、
実
習
、
演
習
、

製
図
等
を
除
く
)
ま
で
の
聴
講
を
願
い
出
る
者
が
あ
る
と
き
は
教
授



ム
エ
の
議
を
経
て
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る

聴
講
生
は
一
科
目
に
つ
き
金
一
八

O
円
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
L
但
し
聴
講
し
た
科
目
に
つ
き
受
験
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

第
十
八
条
聴
講
出
願
期
間
は
三
月
十
日
よ
り
三
月
三
十
一
日
ま
で

と
す
る

但
し
後
期
に
開
講
せ
ら
れ
る
科
目
に
つ
い
て
は
九
月
舟
日
ま
で
願

書
を
受
理
す
る
こ
と
が
あ
る

学部・大学院・教養部

第
八
内
地
研
究
員

第
十
九
条
再
教
育
の
た
め
本
学
部
に
お
い
て
研
修
を
志
望
す
る
者

が
あ
る
と
き
は
教
授
会
の
議
を
経
て
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る

第
二
十
条
研
修
の
願
書
は
随
時
受
理
す
る

第
廿
一
条
研
修
に
要
す
る
特
別
の
費
用
は
研
究
員
の
負
担
と
す
る

除

則
〔
?
?
〕

こ
の
規
定
は
昭
和
二
十
四
年
六
月
一
日
か
ら
こ
れ
を
施
行
す
る

工
学
部
規
程
(
昭
和
八
年
四
月
一
日
制
定
)
は
廃
止
す
る

国
立
学
校
設
置
法
附
則
第
三
項
規
定
の
実
施
に
関
し
て
は
別
段
の
定

め
を
な
す
ま
で
は
な
お
従
前
の
規
定
に
よ
る

第7章

改
正

昭
二
五
・
一
・
七
達
示
一
号
、
二
・
二
一
達
示
四
号
、
一

0
・
二
達
示

一
六
号
、
昭
二
八
・
四
・
七
達
示
二
二
号
、
昭
二
九
・
四
・
二

O
達一示

五
号
、
昭
三

0
・
四
・
五
達
一
不
一
三
号
、
七
・
一
九
達
示
一
八
号
、
昭

三
一
・
ニ
・
二
一
達
示
三
号
、
七
・
一
七
逮
示
二
三
号
、
昭
三
三
・
四
・

二
六
達
示
四
号
、
昭
三
四
・
五
・
一
二
達
示
一
三
号
、
昭
三
五
・
四
・

一
二
達
示
一

O
号
、
昭
三
六
・
六
・
二

O
達
一
不
八
号
、
昭
三
七
・
五
・

八
達
一
ホ
七
号
、
昭
三
八
・
四
・
二
三
達
示
一

O
号
、
昭
三
九
・
四
・
二

八
達
示
四
号
、
昭
四
一
・
三
・
二
二
達
示
八
号
、
昭
四
二
・
四
・
二
五

達
示
六
号
、
昭
四
五
・
七
・
七
達
示
二
八
号
、
昭
四
七
・
一
・
二
五
達

一不
二
号
、
四
・
一
八
達
一
京
一
五
号
、
昭
五

0
・
九
ニ
ニ

O
達
示
三
二
号
、

昭
五
一
・
三
・
二
六
達
示
一

O
号
、
昭
五
六
・

一
二
・
八
逮
示
二
八
号
、

昭
六
三
・
一
二
・
六
達
一
不
四
O
号
、
平
岡
・
三
・
一
七
達
一
不
四
号
、
平

五
・
ニ
・
九
達
一
不
八
号
、
三
-
一
二
達
示
三
二
号
、
五
-
一
一
途
一
不
五

五
号
、
平
六
・
九
・
二
七
達
一不
三
四
号
、
平
七
・
五
・
九
達
一
不
一
五
号
、

平
八
・
三
-
二
六
逮
示
一
三
号

大
学
院
工
学
研
究
科
規
程

[
六
]

達
示
第
一
二
号

一
九
五
三
(
昭
和
二
八
)
年
四
月
七
日

京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
規
程

第
一

専

攻

第
一
条
修
士
、
博
士
の
両
課
程
に
、
次
の
専
攻
を
置
く
。

土

木

工

学

機

械

工

学

電

気

工

学
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鉱

学

冶

金

学

工

業

化

学

建

築

学

燃

料

化

学

化
学
機
械
学

繊

維

化

学

応
用
物
理
学

第
二

山

第 1編

学

第
二
条
入
学
子
続
及
ぴ
入
学
者
選
抜
方
法
は
、

定
め
る
。

入

工
学
部
教
授
会
で

入
学
者
の
決
定
は
、
工
学
部
教
授
会
で
行
う
。

第

三

転

科

第
四
条
通
則
第
三
十
四
条
に
よ
り
本
研
究
科
に
転
科
を
志
望
す
る

者
に
は
、
工
学
部
教
授
会
の
議
を
経
て
、
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

2

本
研
究
科
学
生
で
専
攻
の
変
更
を
志
望
す
る
者
に
は
、
工
学
部

教
授
会
の
議
を
経
て
、
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
四
授
業
及
ぴ
学
修
方
法

第
五
条
授
業
は
、
講
義
、
演
習
、
特
別
実
験
(
設
計
計
画
を
含
む
。
)

及
ぴ
研
究
室
穴
験
と
す
る
。

第
六
条
科
目
、
単
位
数
及
び
授
業
時
間
数
は
、
研
究
科
会
議
で
定

第
三
条

め
る
。
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第
七
条
各
学
生
に
つ
き
、
指
導
教
授
を
定
め
る
。

2

学
生
は
、
学
修
に
つ
き
、
指
導
教
授
の
指
導
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
八
条
転
科
前
に
、
本
学
又
は
他
大
学
の
大
学
院
で
学
修
し
た
科

目
、
単
位
数
及
ぴ
在
学
年
数
の
一
部
又
は
全
部
を
、
研
究
科
会
議

の
議
を
経
て
、
通
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第

五

試

験

第
九
条
試
験
は
、
毎
学
年
の
終
り
に
行
う
。
但
し
、
特
別
の
事
情

が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
時
期
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
十
条
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
受
験
科
目
を
届
け
出
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

前
項
の
届
出
期
日
は
、
予
め
告
知
す
る
。

第
六
論
文
審
査

第
十
一
条
研
究
論
文
は
、
研
究
科
会
議
で
定
め
た
教
官
の
調
査
の

結
果
に
も
と
づ
い
て
、
研
究
科
会
議
で
審
査
す
る
。

第
十
二
条
通
則
第
四
十
条
第
四
項
に
よ
り
学
位
を
得
ょ
う
と
す
る

者
は
、
研
究
論
文
を
提
出
し
、
且
つ
、
専
攻
学
術
に
関
し
、
大
学

院
の
博
士
課
程
を
終
え
た
者
と
同
等
以
上
の
学
識
を
有
す
る
こ
と

を
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

前
項
の
専
攻
学
術
に
関
す
る
学
識
の
確
認
は
、
筆
答
試
問
及
ぴ

2 



口
答
試
問
に
よ
り
行
う
。
但
し
、
研
究
科
会
議
の
議
を
経
て
、
他

の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

3

提
出
論
文
の
審
査
は
、
前
条
の
手
続
に
よ
る
。

第
七
外
国
学
生
、
委
託
生
、
聴
講
生

第
十
三
条
外
国
学
生
、
委
託
生
及
ぴ
聴
講
生
と
し
て
入
学
を
志
望

す
る
者
に
は
、
選
考
の
上
、
工
学
部
教
授
会
の
議
を
経
て
、
許
可

す
る
こ
と
が
あ
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
昭
和
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

改
正

昭
三
了
一

0
・
一
総
長
裁
定
、
昭
三
二
・
四
・
二
三
達
示
三
号
、
五
・

一
三
総
長
裁
定
、
昭
三
三
・
四
・
二
六
達
一
不
五
号
、
昭
三
四
・
五
・
一

二
達
示
一
四
号
、
昭
三
七
・
六
・
一
九
達
一
不
八
号
、
昭
三
八
・
四
・
二

三
達
示
一
二
号
、
昭
三
九
・
九
・
二
九
達
示
一
四
号
、
昭
四
0
・五・

一
一
達
一
不
一

O
号
、
昭
四
一
・
三
・
ニ
二
達
示
七
号
、
昭
四
二
・
二
・

一
一
一
達
示
二
号
、
昭
四
三
・
四
・
三
O
達
示
七
号
、
昭
四
五
・
四
・
二

八
達
示
一
九
号
、
昭
四
九
・
三
・
二
六
達
一
不
一
四
号
、
五
-
一
四
達
示

二
三
号
、
昭
五
二
・
三
・
一
五
達
示
二
ハ
号
、
昭
五
四
・
五
・
一
達
示

一
=
一
号
、
昭
五
八
・
五
・
二
四
達
示
一
四
号
、
昭
六
二
・
五
・
二
O
達

示
一
三
号
、
平
二
・
六
・
二
六
達
示
二
七
号
、
平
三
・
五
・
二
八
達
示

二
三
号
、
平
五
・
三
・
一
二
達
示
四
一
号
、
六
・
二
二
達
示
六
O
号、

平
六
・
九
・
二
七
達
示
三
六
号
、
平
七
・
一
・
二
四
達
示
四
号
、
五
・

九
達
一
不
一
二
号
、
平
八
・
二
・
二

O
達
示
四
号
、
三
・
二
六
達
示
九
号

学部・大学院・教養部第 7章

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
二
十
四
年
文
部
省
令
第
二
十

三
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
五
〔
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中
〔
中
略
〕

「「
I
l
-
-

医
学
部

四

居
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
オ
ー
ト
メ
ー
シ

ョ

ン

研

究

施

設

設

置

〕

[

一

]

文
部
省
令
第
六
号

一
九
五
九
(
昭
和
三
四
)
年
三
月
三
一
日

病
院
、
看
護
学
校
、
助
産
婦
学

校
、
皮
庸
病
特
別
研
究
施
設

を

一」

病
院
、
看
護
学
校
、
助
産
婦
学
校
、
衛
生

検
査
技
師
学
校
、
皮
膚
病
特
別
研
究
施
設

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
研
究
施
設

に
改
め
る
。

闘
員

」
の
省
令
は
、
昭
和
三
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

昨I
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玉

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
電
離
層
研
究
施

設

設

置

〕

{

ニ

文
部
省
令
第
七
号

一
九
六
二
昭
和
三
六
)
年
四
月
一
日

法令・規則第 1編

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
二
十
四
年
文
部
省
令
第
二
十

三
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
五
〔
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中
「
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
研

究
施
設
」
の
下
に
「
、
電
離
層
研
究
施
設
」
を
加
え
〔
る
〕
。

〔
中
略
〕

附
σ〉
省
メト、
μ 

は員IJ

r.-
A 

布
の
日
か
ら
施
行
す
る

ー」
J、

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
超
高
温
プ
ラ
ズ

マ
研
究
施
設
設
置
〕

[

一

]

文
部
省
令
第
二
二
号

一
九
六
六
(
昭
和
四
二
年
四
月
五
日

目
立
学園
校立
設学
置校
法設
施置

益事
則立

喧副
!!!の

十部
九を
年改
文正
部す
省る
令省
第令
十

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
六
〔
中
略
〕
京
都
大
、
学
の
項
中
「
電
離
層
研
究
施
設
」
の

下
に
「
、
超
高
温
プ
ラ
ズ
マ
研
究
施
設
」
を
加
え
〔
る
〕
。

〔
中
略
〕

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
四
十
一
年
四
月
一

日
か
ら
適
用
す
る
。
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七

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
{
抄
〕
〔
超
高
温
プ
ラ
ズ

マ
研
究
施
設
廃
止
〕

[

一

]

文
部
省
令
第
一
八
号

一
九
七
六
(
昭
和
五
二
年
五
月
一

O
日

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
六
〔
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中
「
、
超
高
温
プ
ラ
ズ
マ
研

究
施
設
」
を
削
〔
る
〕
。

〔
中
略
〕



1 

附

則

」
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
以
下
略
〕

1可、

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
イ
オ
ン
工
学
実

験

施

設

設

置

〕

[

一

]

文
部
省
令
第
一

O
号

一
九
七
八
(
昭
和
五
三
)
年
四
月
一
日

学部 ・大学院・教養部

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

(
国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
)

第
一
条
国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令

第
十
一
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
六
{
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中
〔
中
略
〕
「
電
離
層
研
究

施
設
」
の
下
に
「
、
イ
オ
ン
工
学
実
験
施
設
」
を
加
え
〔
る
〕
。

〔
中
略
〕

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
以
下
略
〕

1 

第7章

九

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
電
磁
層
研
究
施

設

廃

止

〕

[

一

]

文
部
省
令
第
二
ハ
号

一
九
八
一
(
昭
和
五
六
)
年
四
月
一
日

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
六
〔
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中
〔
中
略
〕
「
、
電
離
層
研
究

施
設
」
を
削
〔
る
〕
。

〔
中
略
〕

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
以
下
略
〕

1 。
国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
環
境
微
量
汚

染

制

御

実

験

施

設

設

置

〕

[

一

]

文
部
省
令
第
九
号

一
九
八
五
(
昭
和
六
O
)年
四
月
一
日

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

527 



法令・規則

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
六
〔
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中
〔
中
略
〕
「
イ
オ
ン
工
学
実

験
施
設
」
の
下
に
「
、
環
境
微
量
汚
染
制
御
実
験
施
設
」
を
加
え
〔
る
〕
。

〔
中
略
〕

附

則

1

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
中
略
〕

3

新
令
別
表
第
六
に
規
定
す
る
京
都
大
学
工
学
部
附
属
の
環
境
徴

量
汚
染
制
御
実
験
施
設
〔
中
略
〕
は
、
昭
和
七
十
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
存
続
す
る
も
の
と
す
る
。

〔
以
下
略
〕

第 l編

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
重
質
炭
素
資

源

転

換

工

学

実

験

施

設

設

置

〕

[

一

]

文
部
省
令
第
二
一
号

一
九
八
六
(
昭
和
六
二
年
四
月
五
日

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
六
〔
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中
「
環
境
微
量
汚
染
制
御
実

験
施
設
」
の
下
に
「
、
重
質
炭
素
資
源
転
換
工
学
実
験
施
設
」
を
加

え
〔
る
〕
。

〔
中
略
〕

附

則

1

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

2

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
以
下

「
新
令
」
と
い
う
。
)
別
表
第
六
に
規
定
す
る
〔
中
略
〕
京
都
大
学
工

学
部
附
属
の
重
質
炭
素
資
源
転
換
工
学
実
験
施
設
〔
中
略
〕
は
、

昭
和
七
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
存
続
す
る
も
の
と
す
る
。

〔
以
下
略
〕

528 

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
オ
ー
ト
メ
ー

シ
ョ
ン
研
究
施
設
を
高
度
情
報
開
発
実
験
施
設
に
改
組
〕

[ニ

文
部
省
令
第
二
四
号

一
九
八
九
(
平
成
一
元
)
年
五
月
二
九
日

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令



(
国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
)

第
一
条
国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令

第
十
一
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
六
〔
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中
「
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン

研
究
施
設
」
を
「
高
度
情
報
開
発
実
験
施
設
」
に
改
め
〔
る
〕
。

〔
中
略
〕

附

l 

R
H
 

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
中
略
〕

新
令
別
表
第
六
に
規
定
す
る
〔
中
略
〕
京
都
大
学
工
学
部
附
属

の
高
度
情
報
開
発
実
験
施
設
〔
中
略
〕
は
、
平
成
十
一
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
存
続
す
る
も
の
と
す
る
。

〔
以
下
略
〕

3 

学部・大学院・教養部

国
立
学
絞
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
}
〔
メ
ゾ
材
料
研

究

セ

ン

タ

ー

設

置

〕

[

一

}

文
部
省
令
第
一
四
号

一
九
九
二
(
平
成
四
)
年
四
月
一

O
日

第7章

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
六
〔
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中
「
重
質
炭
素
資
源
転
換
工

学
実
験
施
設
」
の
下
に
「
、
メ
ゾ
材
料
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
加
え
〔
る
〕
。

〔
中
略
〕

附

則

1

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

2

改
正
後
の
国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
以
下
「
新
令
」
と
い
う
。
)

別
表
第
六
に
規
定
す
る
〔
中
略
〕
京
都
大
学
工
学
部
附
属
の
メ
ゾ

材
料
研
究
セ
ン
タ
ー
〔
中
略
〕
は
、
平
成
十
四
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
存
続
す
る
も
の
と
す
る
。

〔
以
下
略
〕

四

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
環
境
微
量
汚

染
制
御
実
験
施
設
廃
止
、
環
境
質
制
御
研
究
セ
ン
タ
ー
設
置
〕

[

一

]

文
部
省
令
第
八
号

一
九
九
五
(
平
成
七
)
年
三
月
三
O
日

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

529 



法令・規則

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
六

〔
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中
「
、
環
境
微
量
汚
染
制
御

実
験
施
設
」
を
削
り
、
「
メ
ゾ
材
料
研
究
セ

ン
タ
ー
」
の
下
に
「
、
環

境
質
制
御
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
加
え
〔
る
〕
。

〔
中
略
〕

附

則

l

こ
の
省
令
は
、
平
成
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

2

改
正
後
の
別
表
第
六
に
規
定
す
る
京
都
大
学
工
学
部
附
属
の
環

境
質
制
御
研
究
セ
ン
タ
ー
〔
中
略
〕
は
、
平
成
十
七
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
存
続
す
る
も
の
と
す
る
。

〔
以
下
略
〕

第 1編

530 

(
四
)

大
学
院
工
学
研
究
科
・
工
学
部

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
{
抄
〕
〔
工
学
研
究
科
長

設

置

〕

[

一

]

文
部
省
令
第
八
号

一
九
九
六
(
平
成
八
)
年
三
月
三
一
日

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十

一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

第
八
条
の
二
中
〔
中
略
〕
「
京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
」
を

「
京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科

京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
に
〔
中
略
〕
改
め
る
。

京
都
大
学
大
学
院
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学
研
究
科
」

〔
中
略
〕

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
以
下
略
〕



国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
重
質
炭
素
資
源

転

換

工

学

実

験

施

設

廃

止

〕

[

ニ

文
部
省
令
第
八
号

一
九
九
六
(
平
成
八
)
年
三
月
三
一
日

学部・大学院・教養部

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
六
〔
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中
「
、
重
質
炭
素
資
源
転
換

工
学
実
験
施
設
」
を
削
る
。

〔
中
略
〕

j

t

 

N
円

恥

閉

庁

こ
の
省
令
は
、
平
成
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
以
下
略
〕

1 

第7ft

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
高
度
情
報
開
発

実

験

施

設

廃

止

〕

[

一

]

文
部
省
令
第
一
三
号

一
九
九
七
(
平
成
九
}
年
三
月
三
一
日

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
六
〔
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中
〔
中
略
〕
「
高
度
情
報
開
発

実
験
施
設
」
を
削
〔
る
〕
。

〔
中
略
〕

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
以
下
略
〕

1 

大
学
院
農
学
研
究
科
・
農
学
部

，園、、

一、句-"

学

音E

農

帝
国
大
学
及
其
ノ
学
部
ニ
関
ス
ル
件
一
部
改
正
〔
農
学
部
設
置
〕

[

一

]

勅
令
第
四
八
九
号

一
九
二
三
(
大
正
=
乙
年
一
一
月
二
七
日
(
官
報
一
一
月
二
八
日
)

大
正
八
年
勅
令
第
十
三
号
中
左
ノ
通
改
正
ス

531 
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京
都
帝
国
大
学
ノ
部
中
「
経
済
学
部
」
ノ
次
ニ
「
農
学
部
」
ヲ
加
フ

附

則

本
令
ハ
公
布
ノ
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス

第1編

京
都
帝
国
大
学
各
学
部
ニ
於
ケ
ル
講
座
ニ
関
ス
ル
件
一
部
改
正

[

一

]

勅
令
第
四
九
O
号

一
九
二
三
(
大
正
一
二
)
年
一
一
月
二
七
日
(
官
報
一
一
月
二
八
日
)

大
正
八
年
勅
令
第
十
五
号
中
左
ノ
通
改
正
ス

経
済
学
部
ノ
部
ノ
次
-
-
一
左
ノ
如
ク
加
フ

農
学
部

林

学

二

講

座

農

林

化

学

二

講

座

農

林

生

物

学

一

講

座

附

則

本
令
ハ
公
布
ノ
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス

農
学
部
規
程

[
八
]

一
九
二
四
(
大
正
一
三
)
年
一
月
二
六
日

532 

農
学
部
規
程

一
学
科
及
科
目

第
一
条
本
学
部
ニ
左
ノ
六
学
科
ヲ
置
ク

農
作
園
芸
学
科

林

学

科

農
林
化
学
科

農
林
生
物
学
科

農
林
工
学
科

農
林
経
済
学
科

第
二
条
各
学
科
ノ
科
目
ハ
分
チ
テ
必
修
科
目
及
選
択
科
目
ト
シ
之

ヲ
三
年
ニ
配
当
ス
其
ノ
科
目
左
ノ
如
シ

農
作
園
芸
学
科

必

修

科

目

育作

物種

園

芸岨芸
'ロ

学利芸

特汎用

園園栽

論論学学学学



造

園

学

土
地
改
良
耕
地
整
理
学

土

壌

学

肥

料

学

農

具

学

植

物

病

理

学

応

用

昆

虫

学

農

林

気

象

学

農

業

経

営

学

植

物

生

理

生

態

学

農

林

生

物

化

学

育

種

学

実

験

作

物

学

実

験

園

芸

学

実

験

農

場

実

習

植

物

病

理

学

実

験

応

用

昆

虫

学

実

験

論

文

選

択

科

目

畜

産
養

蚕

学部・大学院・教養部第7章

学学

林

学

大

意

農

林

土

木

汎

論

農

林

器

械

学

農

産

製

造

学

農

林

地

質

学

農

林

植

物

分

類

学

植

物

内

部

形

態

学

植

物

外

部

形

態

学

植

物

細

胞

学

醗

酵

生

理

学

栄

養

化

学

経

済

原

論

農

業

経

済

学

農

林

動

物

分

類

学

農

政

学

農

史

農

林

地

質

学

実

験

農
林
植
物
分
類
学
実
習

植
物
内
部
形
態
学
実
験

植
物
外
部
形
態
学
実
験

植

物

細

胞

学

実

験

533 
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以
上
ノ
外
他
学
科
ノ
科
目
ヲ
モ
随
意
ニ
選
択
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

林

学

科

必

修

科

目

造

学学学学

森

林

保

護

学

材
積
測
定
及
林
価
算
法

農

林

地

質

学

土

壌

学

農

林

生

物

化

学

応

用

昆

虫

学

農

林

植

物

分

類

学

樹

木

理

学

樹

学

逐

学

製

学学学学

第l編

森森造農林農

林林林林

施利林

農

林

地

質

学

実

験

農

林

化

学

実

験

応

用

昆

虫

学

実

験

農

林

植

物

学

実

験

森

林

生

産

学

実

留

森

林

施

業

学

実

習

農
林
測
量
実
測
製
図

演

習

林

実

論
選

択

科

目

狩木

534 

用業

園

習文

病生

猟

学

加

法

芸

学

農

作

園

芸

学

大

意

肥

料

学

林

産

製

造

学

植

物

内

部

形

態

学

植

物

外

部

形

態

学

農

林

土

木

汎

論

森

林

理

水

砂

防

学

農

林

器

械

学

材

工

園

キオ キオ気政測

量象



農

政

学

農

業

経

営

学

林

業

経

済

学

植
物
内
部
形
態
学
実
験

以
上
ノ
外
他
学
科
ノ
科
目
ヲ
モ
随
意
ニ
選
択
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

農

林

化

学

科

必

修

科

目

農

作

園

芸

学

大

意

林

学

大

意

農

林

生

物

化

学

農
林
生
物
化
学
特
論

醗

酵

生

理

学

応

学

農

学

学論学論学学学

学部・大学院・教養部第7章

用

土

製壌学
'
L
V
E
 

事叶

料

学

特

養

化

産

製

造

機

化

産

土

壌

林栄肥肥有

菌

分

析

化

学

物

理

化

学

顕

微

化

学

及

実

験

農

林

地

質

学

植

物

生

理

生

態

学

農

林

動

物

分

類

学

農

林

化

学

実

験

応

用

菌

学

実

験

論
選

択

科

目

畜

産

学

大

蚕

学

大

林

学

象

機

化

質

化
b
L
 

，
勾
』レ】，A』

養

造

穆無農

特

電

五二z
ヌ工

油繊工

業
己
目

機

械

工

農

林

地

質

学

実

験
意学意学学学学肪維学

535 
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農

林

器

械

以
上
ノ
外
他
学
科
ノ
科
目
ヲ
モ
随
意
ニ
選
択
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

農
林
生
物
学
科

必

修

科

目

農

作

園

芸

学

大

意

林

学

大

意

養

蚕

学

大

意

農

林

植

物

分

類

学

農

林

動

物

分

類

学

植

物

生

理

生

態

学

動

物

生

理

生

態

学

植

物

病

理

学

植

物

病

理

学

特

論

応

用

昆

虫

学

昆

虫

学

特

論

樹

病

学

樹

木

生

理

学

遺

伝

学

育

種

学

土

壌

学

植

物

内

部

形

態

学

イ学

物 学

大

学

第 1編

植

物

細

胞

学

動

物

細

胞

組

織

学

植

物

病

理

学

実

験

応

用

昆

虫

学

実

験

植
物
生
理
生
態
学
実
験

農
林
植
物
分
類
学
実
習

農
林
動
物
分
類
学
実
習

農

林

化

学

実

験

論

文

選

択

科

目
産

536 

意学

園

芸

学

肥

料

学

農

林

生

物

化

学

農

林

気

象

学

園

芸

利

用

学

醗

酵

生

理

学

栄

養

化

学

応

用

菌

学

動

物

分

類

学

特

論

畜



力構

弱

道

路

及

橋

機

械

工

農
林
土
木
汎
論
実
習

土
地
改
良
排
地
整
理
濯
淑
排
水
実
習

運

材

製

材

学

実

習

森
林
理
水
砂
防
学
実
習

農

林

器

械

学

実

習

農
林
測
量
実
測
製
図

論
選

択

科

目

作

学部・大学院・教養部

植

物

外

部

形

態

学

農

林

地

質

学

顕

微

化

学

及

実

験

応

用

菌

学

実

験

育

種

学

実

験

植
物
内
部
形
態
学
実
験

植

物

細

胞

学

実

験

動
物
細
胞
組
織
学
実
験

農

林

地

質

学

実

験

生

物

学

野

外

実

習

以
上
ノ
外
他
学
科
ノ
科
目
ヲ
モ
随
意
ニ
選
択
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

農

林

工

学

科

必

修

科

目

農

作

園

芸

学

大

意

林

学

大

意

農

林

土

木

汎

論

土
地
改
良
耕
地
整
理
学

濯

概

及

排

水

法

運

材

学

製

材

学

森

林

理

水

砂

防

学

造 土農農数農農

第7章

園

林中本林林造

気測壌地器5虫物林芸

質械

学学学学学学学学

量象

学梁文学学学

537 
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料政政

業

経

業

経

業

経

済

木

行

農

場

実

演

習

林

実

以
上
ノ
外
他
学
科
ノ
科
目
ヲ
モ
随
意
ニ
選
択
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

農
林
経
済
学
科

必

修

科

目

農

作

園

芸

学

大

意

林

学

大

意

産

学

大

意

蚕

学

大

意

政

学

法令・規則第 l編

森森

林林

施利

肥木造

国

ネオ

林農林農農土農養畜

業用

学学学学学学法学学学

政

学

業

経

学

林

施

学

農

業

経

学

林

業

経

済

学

経

済

原

論

経

済

政

策

汎

論

憲

法

史

森農林

工済営

農

法法

民

第第

政

民

習

商財行

政政

習

論演農社殖統経

済計

民

政

会

政

場

実

習

林

実
戸主.. 

昌
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選

択

科

目

造森

学部・大学院・教養部

林

学

利

学

猟

学

壌

学

農

地

学

肥

料

学

農

林

動

物

分

類

学

農

林

植

物

分

類

学

農

具

学

土
地
改
良
耕
地
盤
理
学

法

総

論

木

政

学学

林

用

狩土

林

質

jflJ 土

行

社哲

第7章

会

生

物

学

野

外

実

習

農

政

学

演

習

林

政

学

演

習

以
上
ノ
外
他
学
科
ノ
科
目
ヲ
モ
随
意
ニ
選
択
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

選
択
科
目

ハ
三
学
年
ヲ
通
シ
テ
五
科
目
以
上
ト
シ
毎
学
年
ノ
始
メ

ニ
於
テ
之
ヲ
選
ハ
シ
ム

第
三
条
必
修
科
目
及
選
択
科
目
ノ
配
当
並
授
業
時
間
数
ハ
教
授
会

ニ
於
テ
之
ヲ
定
ム

二

在

学

第
四
条
在
学
ハ
六
年
以
上
ニ
亘
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
但
シ
休
学
期
間
ハ

之
ヲ
在
学
期
間
ニ
算
入
セ
ス

学
士
試
験
ニ
合
格
シ
タ
ル
者
ハ
其
ノ
時
ヲ
以
テ
学
籍
ヲ
脱
ス

三

試

験

第
五
条
試
験
ハ
大
学
令
第
十
条
ニ
依
リ
学
士
ノ
称
号
ヲ
得
ン
ト
欲

ス
ル
者
ニ
対
シ
テ
之
ヲ
行
フ

第
六
条
試
験
ハ
毎
学
年
ノ
終
ニ
於
テ
各
学
年
ニ
配
当
シ
タ
ル
必
修

科
目
及
選
択
科
目
ニ
就
キ
之
ヲ
行
フ

但
シ
科
目
ニ
依
リ
教
授
会
ノ
議
ヲ
経
テ
試
験
期
ヲ
変
更
ス
ル
コ

ト
ア
ル
へ

シ

第
七
条
各
年
ニ
於
ケ
ル
試
験
ノ
合
格
不
合
格
ハ
教
授
会
ニ
於
テ
之

ヲ
{
疋
ム

各
年
ノ
試
験
ニ
合
格
シ
タ
ル
者
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
次
年
ノ
試
験
ヲ
受

ク
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
八
条
試
験
ヲ
受
ケ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
毎
年
一
月
末
日
迄
ニ
其
旨
ヲ

届
出
ツ
へ
シ

第

九

条

実

験

、
演
習
及
実
習
ハ
担
任
教
官
ノ
意
見
ニ
依
リ
試
験
ヲ

施
行
セ
ス
シ
テ
成
績
ヲ
定
ム
ル
コ
ト
ア
ル

へ
シ

539 



法令・規制

各
学
年
ノ
試
験
ニ
合
格
シ
タ
ル
者
ヲ
以
テ
学
士
試
験
ノ
合

第
十
条
格
者
ト
ス

選

科

生

第
十
一
条
選
科
生
ハ
教
授
会
ニ
於
テ
資
格
ヲ
審
査
シ
学
力
検
定
ノ

上
入
学
ヲ
許
可
ス

四

第 l編

附

本
規
程

flP lllJ 
時
之
ヲ
施
行
ス

大
一
五
・
了
二
八
達
一
不
二
号
、
昭
二
・
了
コ
二
達
示
二
号
、
昭
四
・

一
ニ
・
三

O
達
示
四
号
、
昭
五
・
二
・
七
達
一不
二
号
、
昭
八
・
一
・
三
O

達
示
二
号
、
昭
一
五
・
一
二
・

一
O
、
昭
一
八
・
九
・
三

O
逮
示
七
号
、

昭
一
九
・
四
・
て
昭
一
二
・
四
・
二

O
逮
示
五
号
、
昭
二
二
・
四
・

一
逮
示
二
ハ
号
、
五
・
二
九
達
示
一
七
号
、
昭
二
三
・
七
・
一
二
達
示

三
号
、
八
・
三
達
示
六
号
、
昭
二
四
・
六
・
一
達
示
九
号

〔
注
〕
一
九
五

0
・
二
・
二
一
途
一
京
第
六
号
で
廃
止
。

改
正

四

国
立
学
校
設
置
法
〔
新
制
農
学
部
発
足
〕

[

一

]

法
律
第
一
五

O
号

一
九
四
九
(
昭
和
二
四
)
年
五
月
三
一
日

第
三
、
五
条

〔
本
文
は
二
六
頁
参
照
〕

五

農
学
部
規
程

[
六
]

達
示
第
六
号

一
九
五

O
(昭
和
二
五
)
年
二
月
二
一
日

540 

第
一
条
京
都
大
学
農
学
部
規
程

一

学

科

本
学
部
に
左
の
七
学
科
を
置
く
。

農

学

科

林

学

科

農

芸

化

学

科

農
林
生
物
学
科

農

業

工

学

科

農
林
経
済
学
科

水

産

学

科

学

入
学
者
の
選
定
は
、
教
授
会
で
行
う
。

三

修

学

第
三
条
授
業
は
、
一
般
教
養
科
目
、
専
門
科
目
及
体
育
に
分
つ
。

第
四
条
授
業
科
目
、
そ
の
必
修
選
択
の
別
及
ぴ
授
業
時
数
は
、
教

授
会
で
定
め
る
。

第
五
条
学
生
は
、
学
期
の
始
に
履
修
す
る
科
目
を
定
め
、
学
部
長

の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

入

第

条



学部・大学院・教養部

第
六
条
学
生
は
、
学
部
長
の
許
可
を
受
け
て
、
第
四
条
に
よ
り
定

め
る
科
目
以
外
の
科
目
を
選
択
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
項
の
科
目
は
、
こ
れ
を
第
四
条
に
よ
り
定
め
る
選
択
履
修
科
目

に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
条
設
備
そ
の
他
の
都
合
に
よ
り
、
学
科
及
学
科
目
の
履
修
人

員
を
制
限
す
る
こ
と
が
あ
る
。

四

試

験

第
八
条
試
験
は
、
科
目
試
験
及
論
文
試
験
と
す
る
。

第
九
条
試
験
の
成
績
は
、
合
格
不
合
格
と
す
る
。

第
十
条
科
目
試
験
は
、
毎
学
期
の
終
に
行
う
。

但
し
、
時
宜
に
よ
り
試
験
期
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
る
。

実
験
、
実
習
及
ぴ
演
習
に
つ
い
て
は
、
担
任
教
{自
の
意
見
に
よ
り

試
験
を
行
わ
ず
成
績
を
定
め
る
こ
と
が
あ
る
。

第
十
一
条
論
文
試
験
は
、
所
定
の
科
目
試
験
に
合
格
し
た
者
に
対

し
て
行
う
。

第7主主

第
十
二
条
一
般
教
養
科
目
中
、
人
文
科
学
、
社
会
科
学
及
ぴ
自
然

科
学
の
各
系
列
に
亘
っ
て
夫
々
二
科
目
以
上
合
計
九
科
目
以
上
を

履
修
し
、
一
般
教
養
科
目
三
十
六
単
位
以
上
、
専
門
科
目
(
論
文
を

含
む
)
八
十
四
単
位
以
上
及
ぴ
体
育
四
単
位
合
計
百
二
十
四
単
位

以
上
を
取
得
し
た
者
を
学
士
試
験
に
合
格
し
た
者
と
す
る
。

五

学
在

第
十
三
条
在
学
は
、
八
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
十
四
条
四
年
以
上
在
学
し
、
学
士
試
験
に
合
格
し
た
者
は
、
そ

の
時
を
以
っ
て
学
籍
を
脱
す
る
。

六
転
学
及
ぴ
転
科

第
十
五
条
他
の
大
学
、
又
は
本
学
他
学
部
学
生
で
あ
っ
て
、
本
学

部
に
転
学
を
志
望
す
る
者
、
又
は
本
学
部
学
生
で
、
転
学
又
は
転

科
を
志
望
す
る
者
が
あ
る
時
は
教
授
会
の
議
を
経
て
、
許
可
す
る

こ
と
が
あ
る
。

七

聴

講

生

第
十
六
条
専
門
科
目
に
つ
い
て
、
聴
講
を
出
願
す
る
者
が
あ
る
と

き
は
、
五
科
目
以
内
に
限
り
、
教
授
会
の
議
を
経
て
聴
講
を
許
可

す
る
こ
と
が
あ
る
。

聴
講
生
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
昭
和
二
十
四
年
六
月
一
日
か
ら
、
施
行
す
る
。

従
前
の
農
学
部
規
程
は
、
廃
止
す
る
。

国
立
学
校
設
置
法
附
則
第
三
項
規
定
の
実
施
に
関
し
て
別
段
の
定
め

を
な
す
ま
で
は
な
お
従
前
の
規
程
に
よ
る
。

改
正

昭
二
五
・
一

0
・
二
達
示
二
ハ
号

〔
注
〕
一
九
五
三
・
四
・
七
達
一ホ
第
二
三
号
で
廃
止
。
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ー』，、

大
学
院
農
学
研
究
科
規
程

[
六
]

途
一
示
宮
市
一
三
号

一
九
五
三
(
昭
和
二
八
)
年
四
月
七
日

法令・規則

京
都
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
規
程

第

一

専

攻

第
一
条
修
士
、
博
士
の
両
謀
程
に
、
次
の
専
攻
を
置
く
。

農

学

林

学

農
芸
化
学

農
林
生
物
学

農
業
工
学

農
林
経
済
学

水
産
学
但
し
、
水
産
学
専
攻
の
博
士
課
程
は
、
一
部
の
専
門

種
目
(
水
産
化
学
)
の
み
と
す
る
。

第

二

入

学

第
二
条
入
学
手
続
及
ぴ
入
学
者
選
抜
方
法
は
、
農
学
部
教
授
会
で

定
め
る
。

第 1編

入
学
者
の
決
定
は
、
農
学
部
教
授
会
で
行
う
。

第

三

転

科

第
四
条
通
則
第
三
十
四
条
に
よ
り
本
研
究
科
に
転
科
を
志
望
す
る

者
に
は
、
農
学
部
教
授
会
の
議
を
経
て
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
三
条

第
四
授
業
及
び
学
修
方
法

第
五
条
科
目
、
単
位
数
及
ぴ
授
業
時
間
数
は
、
研
究
科
会
議
で
定

め
る
。

542 

第
六
条
学
生
は
、
毎
学
年
の
始
め
に
学
修
す
る
科
目
を
定
め
、
承

認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条
各
学
生
に
つ
き
、
指
導
教
授
を
定
め
る
。

2

学
生
は
、
学
修
に
つ
き
、
指
導
教
授
の
指
導
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
八
条
転
科
前
に
、
本
学
又
は
他
大
学
の
大
学
院
で
学
修
し
た
科

目
、
単
位
数
及
ぴ
在
学
年
数
を
、
研
究
科
会
議
の
議
を
経
て
、
通

算
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第

五

試

験

第
九
条
試
験
は
、
毎
学
年
の
終
り
に
行
う
。
但
し
、
特
別
の
事
情

が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
時
期
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
十
条
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
受
験
科
目
を
届
け
出
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

前
項
の
届
出
期
間
は
、
予
め
告
知
す
る
。

第
六
論
文
審
査

第
十
一
条
研
究
論
文
は
、
研
究
科
会
議
で
定
め
た
教
宮
の
調
査
の

結
果
に
も
と
づ
い
て
、
研
究
科
会
議
で
審
査
す
る
。

第
十
二
条
通
則
第
四
十
条
第
四
項
に
よ
り
学
位
を
得
ょ
う
と
す
る



者
は
、
研
究
論
文
を
提
出
し
、
且
つ
、
専
攻
学
術
に
関
し
、
大
学

院
の
博
士
課
程
を
終
え
た
者
と
同
等
以
上
の
学
識
を
有
す
る
こ
と

を
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
三
条
前
条
の
専
攻
学
術
に
関
す
る
学
識
の
確
認
は
、
筆
答
試

問
及
ぴ
口
頭
試
問
に
よ
り
行
う
。
但
し
、
研
究
科
会
議
の
議
を
経

て
、
他
の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

提
出
論
文
の
審
査
は
、
大
学
院
の
博
士
課
程
に
お
け
る
論
文
審

査
と
同
一
の
手
続
に
よ
る
。

第
七
外
国
学
生
、
委
託
生
、
聴
講
生

第
十
四
条
外
国
学
生
、
委
託
生
及
ぴ
聴
講
生
と
し
て
入
学
を
志
望

す
る
者
に
は
、
農
学
部
教
授
会
の
議
を
経
て
、
入
学
を
許
可
す
る

こ
と
が
あ
る
。

附

学部・大学院 ・教養部

回
M
Wハ

」
の
規
程
は
、
昭
和
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

改
正

昭
三
0
・
七
・
一
九
達
示
一
九
号
、
昭
コ
二
・
一

0
・
一
、
昭
三
二
・

五
ニ
一
三
総
長
裁
定
、
昭
三
四
・
一
了
二
四
達
一
不
二
六
号
、
昭
四
四
・

四
・
二
二
達
一
不
六
号
、
昭
四
六
・
四
・
二
七
達
示
一
四
号
、
昭
四
八
・

五
・
八
達
示
二
五
号
、
昭
四
九
・

三
・
一
二
達
示
一
一
号
、
昭
五
二
・

三
・
一
五
達
一
不
一
七
号
、
昭
五
六
・
五
・
一
九
達
一
不
二
一
号
、
平
二
・

六
・
二
六
達
示
二
八
号
、
平
五
・
三
・

一
二
達
示
四
二
号
、
六
・
二
二

途
示
六
二
号
、
平
七
・

一
・
二
四
達
示
四
号
、
五
・
九
逮
示
一
三
号
、

九
・
二
六
達
示
二
八
号
、
平
八
・
三
・
二
六
達
示
一

O
号
、
平
九
・
三
・

第 7章

一
八
達
示
七
号

七

農
学
部
規
程

[
六
]

達
示
第
二
三
号

一
九
五
一
二
(
昭
和
二
八
)
年
四
月
七
日

第
水農農農農林農ー
林 業 林芸 条

二産経工生化学学市ー京
学済物 本都

学入 学学学学 学学大
手 科科科科科科科部 学
続学 に科農
及 左学
び の部
入 七規
学 学程
者 科
の を
選 置
抜〈
方
法
は

教
授
A、
:z;; 

で
疋

め

第
二
条

ヲ
令
。

第
三
粂

入
学
者
の
決
定
は
、
教
授
会
で
行
う
。

修

学

543 



法令・規則

第
四
条
授
業
は
、
一
般
教
育
科
目
、
専
門
科
目
、
補
助
科
目
(
外
国

語
)
及
び
体
育
に
分
つ
。

第
五
条
一
般
教
育
科
目
、
補
助
科
目
(
外
国
一
語
)
及
び
体
育
の
授
業

に
つ
い
て
は
、
分
校
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
六
条
専
門
科
目
、
そ
の
必
修
選
択
の
別
及
び
単
位
数
は
、
教
授

会
で
定
め
る
。

第 1編

第
七
条
学
生
は
、
学
期
の
始
め
に
履
修
す
る
科
目
を
定
め
、
学
部

長
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
条
学
生
は
、
学
部
長
の
許
可
を
受
け
て
、
第
四
条
に
よ
り
定

め
る
科
目
以
外
の
科
目
を
選
択
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

前
項
の
科
目
は
、
こ
れ
を
第
四
条
に
よ
り
定
め
る
選
択
履
修
科

自
に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
九
条
設
備
そ
の
他
の
都
合
に
よ
り
、
学
科
及
び
学
科
目
の
履
修

人
員
を
制
限
す
る
こ
と
が
あ
る
。

四

試

験

第
十
条
試
験
は
、
科
目
試
験
及
ぴ
論
文
試
験
と
す
る
。

第
十
一
条
試
験
の
成
績
は
、
合
格
不
合
格
と
す
る
。

第
十
二
条
科
目
試
験
は
、
毎
学
期
の
終
に
行
う
。
但
し
、
時
宜
に

よ
り
試
験
期
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
る
。
実
験
、
実
習
及
ぴ
演
習

に
つ
い
て
は
、
担
任
教
官
の
意
見
に
よ
り
試
験
を
行
わ
ず
、
成
績

を
定
め
る
こ
と
が
あ
る
。

一
般
教
育
科
目
、
補
助
科
目
(
外
国
語
)
及
ぴ
体
育
の
試
験
は
、

分
校
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
十
三
条
論
文
試
験
は
、
所
定
の
科
目
試
験
に
合
格
し
た
者
に
対

し
て
行
う
。

第
十
四
条
一
般
教
育
科
目
中
、
人
文
科
学
、
社
会
科
学
及
ぴ
自
然

科
学
の
三
系
列
に
亘
っ
て
、
夫
々
三
科
目
十
二
単
位
以
上
、
合
計

九
科
目
三
十
六
単
位
以
上
、
専
門
科
目
(
卒
業
論
文
を
含
む
)
八
十

四
単
位
以
上
及
ぴ
体
育
四
単
位
、
合
計
百
二
十
四
単
位
以
上
、
外

に
補
助
科
目
(
英
、
独
二
外
国
語
各
八
単
位
以
上
)
十
六
単
位
以
上

を
取
得
し
た
学
生
は
、
学
士
試
験
に
合
格
し
た
者
と
す
る
。

五

在

学

第
十
五
条
在
学
は
、
八
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
十
六
条
四
年
以
上
在
学
し
、
学
士
試
験
に
合
格
し
た
者
は
、
そ

の
時
を
も
っ
て
学
籍
を
脱
す
る
。

2

前
項
の
在
学
年
数
及
び
第
十
四
条
の
所
定
単
位
に
は
、
他
大
学

又
は
本
学
他
学
部
に
於
け
る
在
学
年
数
及
ぴ
学
修
し
た
科
目
の
単

位
数
を
、
教
授
会
の
議
を
経
て
、
通
算
す
る
こ
と
が
あ
る
。

六
転
学
及
び
転
科

第
十
七
条
他
の
大
学
、
又
は
本
学
他
学
部
学
生
で
あ
っ
て
、
本
学

部
に
転
学
を
志
望
す
る
者
又
は
、
本
学
部
学
生
で
、
転
学
又
は
転

科
を
志
望
す
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
教
授
会
の
議
を
経
て
、
許
可

2 
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す
る
こ
と
が
あ
る
。

七

聴

講

生

第
十
八
条
専
門
科
目
に
つ
い
て
、
聴
講
を
出
願
す
る
者
が
あ
る
と

き
は
、
五
科
目
以
内
に
限
り
、
教
授
会
の
議
を
経
て
、
聴
講
を
許

可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

聴
講
生
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

叫

何

回

貝

-
こ
の
規
程
は
、
昭
和
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

2

昭
和
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
入
学
者
に
つ
い
て
は
、

単
位
の
取
得
に
つ
き
、
こ
の
規
程
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

3

昭
和
二
十
五
年
二
月
二
十
一
日
達
示
第
六
号
制
定
の
京
都
大
学

農
学
部
規
程
は
廃
止
す
る
。

学部・大学院・教養部

改
正

昭
三
0
・
四
・
五
達
示
一
四
号
、
昭
三
二
・
四
・
二
三
達
示
二
号
、
昭

三
四
・
四
・
二
一
達
一
不
一

O
号
、
九
-
一
五
達
示
二
一
号
、
昭
三
七
・

コ
了
二
O
達
示
五
号
、
昭
三
九
・
九
・
二
九
達
示
一
三
号
、
昭
四
0
・

七
・
六
達
示
一
四
号
、
昭
四
二
・
四
・
二
五
達
一
不
七
号
、
昭
四
三
・
了

二
三
達
示
一
号
、
昭
四
五
・
七
・
七
達
示
二
九
号
、
昭
四
七
・
五
・
九

達
一
不
二
ハ
号
、
昭
四
九
・
三
・
二
六
達
示
一
一
一
号
、
昭
五
一
・
七
・
六

達
示
三
五
号
、
昭
五
八
・
二
・
二
二
達
示
五
号
、
平
五
・
一
・
一
二
達

示
七
号
、
三
・
一
二
達
一
不
三
三
号
、
平
七
・
五
・
九
達
示
一
六
号
、
一

一
・
一
四
達
一
不
三
O
号
、
平
九
・
三
・
一
八
達
示
四
号

第7章

j¥ 

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕

施
設
設
置
〕

〔
農
業
簿
記
研
究

[

一

]

文
部
省
令
第
七
号

一
九
五
八
(
昭
和
三
三
)
年
三
月
三
一
日

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
二
十
四
年
文
部
省
令
第
二
十

三
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
四
〔
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中
〔
中
略
〕
「
演
習
林
」
の
下

に
「
、
農
業
簿
記
研
究
施
設
」
を
加
え
〔
る
〕
。

〔
中
略
〕

附

則

こ
の
省
令
は
、
昭
和
三
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

九

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
農
薬
研
究
施
設

設

置

〕

{

一

]

文
部
省
令
第
一
一
号

一
九
六
一
一
一
(
昭
和
三
八
)
年
四
月
一
日

国
立
学国
校立
設学
置校
法設
施置

猛毒
則'IT

昭則
和の

十部
四を
年改
文正
部す
省る
令省
冨王 メ入
対7 '1l 

十
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法令・規則

三
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
四
京
都
大
学
の
項
中
「
農
業
簿
記
研
究
施
設
」
の
下
に
「
、

農
薬
研
究
施
設
」
を
加
え
〔
る
〕
。

〔
中
略
〕

附

則

こ
の
省
令
は
、
昭
和
三
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

第 1編

。
国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
亜
熱
帯
植
物

実
験
所
設
置
〕

[

一

]

文
部
省
令
第
一
一
号

一
九
六
七
(
昭
和
四
二
)
年
五
月
三
一
日

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
六
京
都
大
学
の
項
中
〔
中
略
〕
「
農
薬
研
究
施
設
」
の
下
に

で
亜
熱
帯
植
物
実
験
所
」
を
加
え
〔
る
〕
。

〔
中
略
〕

附

則

こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
二
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
以
下
略
〕

546 

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
植
物
生
殖
質

研
究
施
設
設
置
〕

[

一

]

文
部
省
令
第
一
三
号

一
九
七
二
昭
和
四
六
)
年
三
月
三
一
日

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
六
〔
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中
「
亜
熱
帯
植
物
実
験
所
」

の
下
に
「
、
植
物
生
殖
質
研
究
施
設
」
を
加
え
〔
る
〕
。

〔
中
略
〕

附

1 

ロM
A

こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
以
下
略
〕



国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
水
産
実
験
所

設

置

〕

{

一

]

文
部
省
令
第
一
九
号

一
九
七
二
(
昭
和
四
七
)
年
五
月
一
日

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
六
〔
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中
〔
中
略
〕
「
植
物
生
殖
質
研

究
施
設
」
の
下
に
「
、
水
産
実
験
所
」
を
加
え
〔
る
〕
。

〔
中
略
〕

附

l 

〔の
以省
下令則
目各は

T.¥. 
J..>. 

布
の
日
か
ら
施
行
す
る

学部・大学院・教養部

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
牧
場
設
置
〕[一

}

文
部
省
令
第
一
三
号

一
九
七
四
(
昭
和
四
九
)
年
四
月
一
一
日

第7章

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

目立
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
六
〔
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中
「
演
習
林
」
の
下
に
「
、

牧
場
」
を
加
え
〔
る
〕
。

〔
中
略
〕

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

四

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
生
物
細
胞
生

産

制

御

実

験

セ

ン

タ

ー

設

置

〕

[

一

]
文
部
省
令
第
四
号

一
九
八
二
(
昭
和
五
七
)
年
三
月
三
一
日

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
六
〔
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中
「
水
産
実
験
所
」
の
下
に

「
、
生
物
細
胞
生
産
制
御
実
験
セ
ン
タ
ー
」
を
加
え
〔
る
〕
。

〔
中
略
〕
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附

法令・規則

回
目
R

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
以
下

「
新
令
」
と
い
う
。
)
別
表
第
六
に
規
定
す
る
〔
中
略
〕
京
都
大
学
農

学
部
附
属
の
生
物
細
胞
生
産
制
御
実
験
セ
ン
タ
ー
〔
中
略
〕
は
、

昭
和
六
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
存
続
す
る
も
の
と
す
る
。

〔
以
下
略
〕

2 

第 1編

五

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕

産
制
御
実
験
セ
ン
タ
ー
廃
止
〕

〔
生
物
細
胞
生

[

一

]

文
部
省
令
第
一
五
号

一
九
九
O
(
平
成
一
己
年
六
月
八
日

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
六
〔
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中
〔
中
略
〕
「
、
生
物
細
胞
生

産
制
御
実
験
セ
ン
タ
ー
」
を
削
〔
る
〕
。

〔
中
略
〕

附

則

1 

』
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
以
下
略
〕
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一六

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
農
業
簿
記
研

究

施

設

廃

止

〕

{

一

]

文
部
省
令
第
八
号

一
九
九
五
(
平
成
七
)
年
三
月
三
O
日

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
六
〔
・
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中
〔
中
略
〕
「
、
農
業
簿
記
研

究
施
設
」
を
削
〔
る
〕
。

〔
中
略
〕

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
以
下
略
〕

1 



一
七

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
植
物
生
殖
質

研

究

施

設

廃

止

〕

[

一

]

文
部
省
令
第
一
八
号

一
九
九
六
(
平
成
八
)
年
五
月
一
一
日

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
六
京
都
大
学
の
項
中
「
、
植
物
生
殖
質
研
究
施
設
」
を
削

〔る〕。

1 

〔
中
略
〕

附

則

」
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
以
下
略
〕

学部・大学院・教養部第7章

〆-、

一、.〆

大
学
院
農
学
研
究
科
・
農
学
部

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
農
学
研
究
科
長

設

置

〕

[

一

]

文
部
省
令
第
一
三
号

一
九
九
七
(
平
成
九
)
年
三
月
三
一
日

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

第
八
条
の
二
中
〔
中
略
〕
「
京
都
大
学
大
学
院
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学
研

i

「
京
都
大
学
大
学
院
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学
研
究
ヰ

究

科

」

を

京

都

大

学

大

学

院

農

学

研

究

科

手

」

に

〔

中

略
〕
改
め
る
。

1 

〔
中
略
〕

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
以
下
略
〕
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法令・規則

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
農
薬
研
究
施
設

廃
止
〕

{ニ

文
部
省
令
第
一
三
号

一
九
九
七
(
平
成
九
)
年
三
月
三
一
日

第 1編

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

別
表
第
六
〔
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中
〔
中
略
〕
「
、
農
薬
研
究
施

設
」
を
削
〔
る
〕
。

〔
中
略
〕

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
以
下
略
〕

1 
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一一一、-〆

附

属

農

場

京
都
帝
国
大
学
官
制
一
部
改
正
〔
附
属
農
場
設
置
〕
[
ニ

勅
令
第
三
ニ
二
号

一
九
二
四
(
大
正
一
三
)
年
五
月
二
八
日
(
官
報
五
月
二
九
日
)

第
十
一
条

〔
本
文
は
二
九
八
頁
参
照
〕

農

学

部

附

属

農

場

運

営

委

員

会

規

程

{

ニ
ニ

一
九
六
二
昭
和
三
六
)
年
一
二
月
一
日

京
都
大
学
農
学
部
附
属
農
場
運
営
委
員
会
規
程

第
一
条
農
場
の
運
営
お
よ
び
農
場
に
お
け
る
研
究
に
関
す
る
重
要

事
項
を
審
議
す
る
た
め
に
農
場
運
営
委
員
会
を
置
く
。

第
二
条
農
場
長
は
農
学
部
教
授
の
中
か
ら
若
干
名
を
委
員
に
委
嘱

す
る
。

第
三
条
農
場
長
は
必
要
に
応
じ
委
員
会
を
招
集
す
る
。

第
四
条
委
員
会
は
委
員
の
過
半
数
が
出
席
し
な
け
れ
ば
開
会
で
き

な
し

第
五
条

議
事
は
委
員
会
で
決
め
る
。



第
六
条
農
場
長
は
主
事
お
よ
ぴ
事
務
長
に
幹
事
を
命
じ
、

処
理
さ
せ
る
。

第
七
条

会
務
を

」
の
規
程
の
改
廃
は
委
員
会
に
附
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

11ft 

日貝

こ
の
規
程
は
、
昭
和
三
十
六
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
注
〕
一
九
七
六
・

二
・
一
九
農
学
部
附
属
農
場
協
議
員
会
内
規
で
廃
止
。

農
学
部
附
属
農
場
協
議
員
会
内
規

[
九
、
一
四
]

教
授
会
決
定

一
九
七
六
(
昭
和
五
二
年
二
月
一
九
日

学部・大学院・教養部

京
都
大
学
農
学
部
附
属
農
場
協
議
員
会
内
規

第
一
条
京
都
大
学
農
学
部
附
属
農
場
(
以
下
「
農
場
」
と
い
う
。
)
に

関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
す
る
た
め
農
場
に
協
議
員
会
を
置
く。

第
二
条
協
議
員
会
は
、
次
の
者
で
組
織
す
る
。

一
農
場
長

二
京
都
大
学
農
学
部
在
職
の
教
官
の
う
ち
か
ら
農
場
長
が
委
嘱

し
た
者
若
干
名

大
学
院
農
学
研
究
科
及
ぴ
農
学
部
の
専
任
教
官
の
う
ち
か
ら

第 7章

農
場
長
が
委
嘱
し
た
者
若
干
名

第
三
条
前
粂
第
二
号
及
び
第
三
号
に
定
め
る
協
議
員
の
任
期
は
二

年
と
す
る
。
但
し
重
任
を
妨
げ
な
い
。

第
四
条
農
場
長
は
、
協
議
員
会
を
召
集
し
、
そ
の
議
長
と
な
る
。

2

農
場
長
に
事
故
の
あ
る
場
合
は
、
協
議
員
の
う
ち
最
年
長
者
が

前
項
の
職
務
を
代
行
す
る
。

第
五
条
協
議
員
会
は
、
協
議
員
の
半
数
以
上
の
出
席
が
な
け
れ
ば

開
会
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
六
条
協
議
員
会
に
幹
事
を
置
き
、
農
場
事
務
長
を
充
て
る
。

第
七
条
こ
の
内
規
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
協
議
員
会
の
運
営
に

つ
い
て
は
、
協
議
員
会
が
定
め
る
。

第
八
条
こ
の
内
規
の
改
廃
は
、
協
議
員
会
に
附
議
し
な
け
れ
ば
な

》
り
か
ゆ
い
。
阿t

u
H
 

こ
の
内
規
は
、
昭
和
五
十
二
ヰ
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

京
都
大
学
農
学
部
附
属
農
場
運
営
委
員
会
規
程
(
昭
和
三
十
六

年
十
二
月
一
日
施
行
)
は
、
廃
止
す
る
。

2 

改
正

平
九
・
四
・

一

551 



法令・規則

(
四
)

附
属
演
習
林

第 1編

京
都
帝
国
大
学
官
制
一
部
改
正
〔
附
属
演
習
林
設
置
〕
[
一
]

勅
令
第
二
ニ
二
号

一
九
二
四
(
大
正
二
ニ
)
年
五
月
二
八
日
(
官
報
五
月
二
九
日
)

第
十
一
条

〔
本
文
は
二
九
八
頁
参
照
〕

農
学
部
附
属
演
習
林
協
議
員
会
規
程

[
一
四
]

教
授
会
承
認

一
九
六
二
(
昭
和
三
七
)
年
一
月
二
五
日

京
都
大
学
農
学
部
附
属
演
習
林
協
議
員
会
規
程

第
一
条
京
都
大
学
農
学
部
附
属
演
習
林
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審

議
す
る
た
め
演
習
林
に
協
議
員
会
を
置
く
。

第
二
条
協
議
員
会
は
左
に
掲
げ
る
も
の
で
組
織
す
る
。

一
演
習
林
長
お
よ
び
演
習
林
専
任
教
授

二
演
習
林
長
の
委
嘱
し
た
京
都
大
学
教
授
若
干
名

第
三
条
前
条
第
二
号
の
協
議
員
の
任
期
は
二
か
年
と
す
る
。

但
し
重
任
を
妨
げ
な
い
。

第
四
条
演
習
林
長
が
必
要
と
認
め
た
と
き
は
演
習
林
助
教
授
を
協

議
員
会
に
出
席
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
条
演
習
林
長
は
協
議
員
会
を
招
集
し
、
そ
の
議
長
と
な
る
。

第
六
条
協
議
員
会
は
協
議
員
半
数
以
上
の
出
席
が
な
け
れ
ば
開
会

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
七
条
演
習
林
長
は
演
習
林
事
務
長
に
協
議
員
会
の
幹
事
を
命
じ

会
務
を
処
理
せ
し
め
る
。

第
八
条
議
事
の
運
営
は
協
議
員
会
に
お
い
て
定
め
る
。

開

則

こ
の
規
程
は
昭
和
三
十
七
年
一
月
二
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。
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改
正

昭
四
六
・
七
・
入
、
昭
五
二
・
三
・
一
九
、
平
三
・
一
一
・
一
二
、
平

九
・
四
・
一大

学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
人
間
・
環
境
学

研

究

科

長

設

置

〕

[

一

]

文
部
省
令
第
七
号

一
九
九
一
(
平
成
三
)
年
三
月
二
九
日

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令



国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

第
八
条
の
二
中
〔
中
略
〕
「
静
岡
大
学
大
学
院
電
子
科
学
研
究
科
」

「
静
岡
大
学
大
学
院
電
子
科
学
研
究
科

を
名
古
屋
大
学
大
学
院
国
際
開
発
研
究
科
に
改
め
る
。

京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
」

〔
中
略
〕

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
以
下
略
〕

1 

学部・大学院・教養部

国
立
学
校
設
置
法
施
行
令
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
人
間
・
環
境
学
研

究

科

設

置

〕

[

ニ

政
令
第
八
O
号

一
九
九
二
平
成
三
)
年
三
月
三
O
日

国
立
学
校
設
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
国
立
学
校
設
置
法
(
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
五
十
号
)

第
三
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

国
立
学
校
設
置
法
施
行
令
(
昭
和
五
十
九
年
政
令
第
二
百
三
十
号
)

第7章

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

第
二
条
の
表
〔
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

都大学京

人

草研究
工

害義薬
ρイ医~ 与 理
済経学研

法

教学育研
立|間 学 学研

学
研
科研。フ1ロ， 

研
研究| 

科勿~ 科~ ~ 

科~ 手斗 科~ヤu守 キヰ

4芸 博
士 土

程課
課
平室

l 

〔
中
略
〕

附

則

(
施
行
期
日
)

こ
の
政
令
は
、
平
成
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
以
下
略
〕

553 



法令・規則

大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
運
営
協
議
会
要
項

[
一
四
}

総
長
裁
定

一
九
九
一
(
平
成
一
二
)
年
四
月
一
一
日

第1編

京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
運
営
協
議
会
要
項

第
一
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
(
以
下
「
研
究
科
」

と
い
う
。
)
に
運
営
協
議
会
を
置
く
。

第
二
運
営
協
議
会
は
、
研
究
科
の
管
理
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項

に
つ
い
て
審
議
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
、
研
究
科
及
ぴ

研
究
科
に
関
係
す
る
部
局
聞
に
係
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
協
議
す

Z制
。

運
営
協
議
会
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
委
員
で
組
織
す
る
。

研
究
科
長

関
係
部
局
長

研
究
科
の
教
授
若
干
名

そ
の
他
総
長
が
必
要
と
認
め
る
教
授
若
干
名

前
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
委
員
は
、
総
長
が
委
嘱
す
る
。

第
四
研
究
科
長
は
、
運
営
協
議
会
を
招
集
し
、
議
長
と
な
る
。

2

研
究
科
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
研
究
科
長
が

指
名
し
た
委
員
が
前
項
の
職
務
を
代
行
す
る
。

第
五
運
営
協
議
会
が
必
要
と
認
め
た
と
き
は
、
委
員
以
外
の
者
を

運
営
協
議
会
に
出
席
さ
せ
て
説
明
又
は
意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き

第
四
2 

る
第
六
運
営
協
議
会
に
関
す
る
事
務
は
、

ヲ

h
v

。

研
究
科
に
お
い
て
処
理
す

554 

第
七

こ
の
要
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
‘
運
営
協
議
会
の
議
事
の

運
営
そ
の
他
必
要
な
事
項
は
、
運
営
協
議
会
が
定
め
る
。

附

則

こ
の
要
項
は
、
平
成
三
年
四
月
十
二
日
か
ら
実
施
す
る
。

〔注〕

一
九
九
二
・
六
・
三
O
総
長
裁
定
で
廃
止
。

四

大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
規
程

{六
)

達
示
第
一
七
号

一
九
九
一
(
平
成
三
)
年
五
月
二
八
日

京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
規
程

第

一

専

攻

第
一
条
本
研
究
科
に
次
に
掲
げ
る
専
攻
を
置
く
。

人
間
・
環
境
学
専
攻

第

二

入

学

第
二
条
入
学
手
続
及
ぴ
入
学
者
選
抜
方
法
は
、
人
間
・
環
境
学
研

究
科
会
議
(
以
下
「
研
究
科
会
議
」
と
い
う
。
)
で
定
め
る
。



学部・大学院・教養部

第
三
条
入
学
者
の
決
定
は
、
研
究
科
会
議
で
行
う
。

第
三
転
学
及
ぴ
転
科

第
四
条
京
都
大
学
通
則
(
以
下
「
通
則
」
と
い
う
。)
第
三
十
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
本
研
究
科
に
転
学
又
は
転
科
を
志
望
す
る
者

に
は
、
研
究
科
会
議
の
議
を
経
て
、
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
四
授
業
、
研
究
指
導
及
ぴ
学
修
方
法

第
五
条
科
目
、
そ
の
単
位
数
、
授
業
時
間
数
及
ぴ
研
究
指
導
に
関

す
る
事
項
は
、
研
究
科
会
議
で
定
め
る
。

第

六

条

各

学
生
に
つ
き
、
指
導
教
授
を
定
め
る
。

2

学
生
は
、
学
修
に
つ
き
、
指
導
教
授
の
指
導
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
七
条
通
則
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
他
の
研
究
科
の

科
目
を
学
修
し
、
又
は
他
の
研
究
科
に
お
い
て
研
究
指
導
を
受
け

よ
う
と
す
る
者
は
、
指
導
教
授
の
承
認
を
得
て
、
所
定
の
期
日
ま

で
に
人
間
・
環
境
学
研
究
科
長
に
願
い
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
条
通
則
第
四
十
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
他
の

大
学
の
大
学
院
の
科
目
を
学
修
し
、
又
は
休
学
す
る
こ
と
な
く
外

国
の
大
学
の
大
学
院
に
留
学
し
、
そ
の
科
目
を
学
修
し
よ
う
と
す

る
者
に
は
、
研
究
科
会
議
の
議
を
経
て
、
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

2

通
則
第
四
十
一
条
第
一
一
項
の
規
定
に
よ
り
他
の
大
学
の
大
学
院

若
し
く
は
研
究
所
等
に
お
い
て
研
究
指
導
を
受
け
、
又
は
休
学
す

第7章

る
こ
と
な
く
外
国
の
大
学
の
大
学
院
若
し
く
は
研
究
所
等
に
留
学

し
、
研
究
指
導
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
は
、
研
究
科
会
議
の
議

を
経
て
、
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

3

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
願
い
出
に
つ
い
て
は
、
前
条
の

規
定
を
準
用
す
る
。

第
九
条
次
の
各
国
す
に
掲
げ
る
科
目
、
単
位
数
、
研
究
指
導
及
び
在

学
年
数
は
、
研
究
科
会
議
の
議
を
経
て
、
修
士
課
程
の
修
了
に
必

要
な
科
目
、
単
位
数
、
研
究
指
導
又
は
在
学
年
数
と
し
て
認
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

一
転
学
又
は
転
科
前
に
、
本
学
又
は
他
の
大
学
の
大
学
院
で
学

修
し
た
科
目
、
単
位
数
、
受
け
た
研
究
指
導
及
び
在
学
年
数
の

一
部
又
は
全
部

二
前
二
条
の
規
定
に
よ
り
学
修
し
た
科
目
、
単
位
数
及
ぴ
受
け

た
研
究
指
導
の
一
部
又
は
全
部

第

五

試

験

第
十
条
科
目
の
試
験
は
、
学
年
の
終
わ
り
に
行
う
。
た
だ
し
、
特

別
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
時
期
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
る
。

2

試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
受
験
科
目
を
届
け
出
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

3 

前
項
の
届
出
期
日
は
、
あ
ら
か
じ
め
告
知
す
る
。

第
六
論
文
審
査
及
ぴ
課
程
修
了
の
認
定
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修
士
論
文
の
審
査
及
び
試
験
は
、
京
都
大
学
学
位
規
程

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
研
究
科
会
議
で
行
う
。

第
十
二
条
修
士
論
文
の
提
出
の
時
期
及
ぴ
要
件
並
ぴ
に
試
験
実
施

の
時
期
及
ぴ
方
法
は
、
研
究
科
会
議
で
定
め
る
。

第
十
三
条
修
士
課
程
の
修
了
の
認
定
は
、
研
究
科
会
議
で
行
う
。

第
七
外
国
学
生
、
委
託
生
、
聴
講
生
、
特
別
聴
講
学
生
及

ぴ
特
別
研
究
学
生

第
十
四
条
外
国
学
生
、
委
託
生
又
は
聴
講
生
と
し
て
入
学
を
志
望

す
る
者
に
は
、
選
考
の
う
え
、
研
究
科
会
議
の
議
を
経
て
、
許
可

す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
十
五
条
通
則
第
五
十
五
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

特
別
聴
講
学
生
又
は
特
別
研
究
学
生
と
し
て
入
学
を
志
望
す
る
者

に
は
、
研
究
科
会
議
の
議
を
経
て
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

T
7
W
E
e
d
"
u
q
d
 

m刊
ロ

貝

こ
の
規
程
は
、
平
成
三
年
五
月
二
十
八
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
三

年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

第
十
一
条

第 1編

改
正

平
四
・
一

0
・二
O
達
示
三
九
号
、
平
五
・
三
・
一
二
達
示
四
コ
一
号
、

六
・
二
一
一
達
示
六
三
号
、
平
七
・
一
・
二
四
達
示
四
号
、
平
八
・
二
・

二
O
達
示
四
号
、
三
・
一
一
六
達
示
一
一
号
、
平
九
・
三
・
一
八
達
示
八

日守

五

大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
顧
問
会
議
要
項

556 

[
一
四
]

総
長
裁
定

一
九
九
二
(
平
成
四
)
年
六
月
三
O
日

京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
顧
問
会
議
要
項

第
一
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
(
以
下
「
研
究
科
」

と
い
う
。
)
に
顧
問
会
議
を
置
く
。

第
二
顧
問
会
議
は
、
研
究
科
の
独
立
研
究
科
と
い
う
性
格
に
鑑
み
、

京
都
大
学
全
体
の
見
地
か
ら
、
研
究
科
の
将
来
構
想
及
ぴ
運
営
方

法
等
の
重
要
事
項
に
つ
い
て
助
言
を
行
い
、
研
究
科
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
三
顧
問
会
議
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
委
員
で
組
織
す
る
。

一
研
究
科
長

二
関
係
部
局
長

三

研

究

科

の

教

授

二

名

四
そ
の
他
総
長
が
必
要
と
認
め
る
教
授
若
干
名

2

前
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
の
委
員
は
、
総
長
が
委
嘱
す
る
。

第
四
顧
問
会
議
に
議
長
及
び
副
議
長
を
置
き
、
委
員
の
う
ち
か
ら

総
長
が
指
名
す
る
。

第
五
議
長
は
、
顧
問
会
議
を
招
集
す
る
。

2

副
議
長
は
、
議
長
を
補
佐
し
、
及
ぴ
議
長
に
事
故
が
あ
る
と
き

は
、
前
項
の
職
務
を
代
行
す
る
。



第
六
顧
問
会
議
が
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
委
員
以
外
の
者
の
出

席
を
求
め
て
説
明
又
は
意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
顧
問
会
議
に
関
す
る
事
務
は
、
研
究
科
に
お
い
て
処
理
す
る
。

第
八
こ
の
要
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
顧
問
会
議
の
議
事
の
運

営
そ
の
他
必
要
な
事
項
は
、
顧
問
会
議
が
定
め
る
。

肝

則

1
こ
の
要
項
は
、
平
成
四
年
十
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
。

2

京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
運
営
協
議
会
要
項
(
平

成
三
年
四
月
十
一
日
総
長
裁
定
)
は
、
廃
止
す
る
。

ー』，、

国
立
学
校
設
置
法
施
行
令
一
部
改
正
〔
抄
〕

究
科
に
博
士
課
程
設
置
〕

〔
人
間
・
環
境
学
研

[

一

]

政
令
第
五
六
号

一
九
九
一
二
(
平
成
五
)
年
三
月
二
六
日

学部・大学院・教養部

国
立
学
校
設
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
国
立
学
校
設
置
法
(
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
五
十
号
)

第
三
条
の
二
第
二
項
及
ぴ
第
三
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

国
立
学
校
設
置
法
施
行
令
(
昭
和
五
十
九
年
政
令
第
二
百
三
十
号
)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第 7章

〔
中
略
〕

第
二
条
の
表
京
都
大
学
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

都大尽

学

人 農 工 薬学
学研医
理 経 法

教学研育

文
間
研学
学 学

済A寸研E 
学 学

研
科研nプ今しマ
研
研nブhし 研，プ司1自d 

境環学
科qプbし 科勿プIE 科旬Rヤ， 科止プ決L守

~ 手キ 科~ 手ヰ手ヰ

研勿プ年し， 

手ヰ

博
士
課
程

1 

〔
中
略
〕

附

則

(
施
行
期
日
)

こ
の
政
令
は
、
平
成
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
以
下
略
〕
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四

大
学
院
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学
研
究
科

第 l編

国
立
学
校
設
置
法
施
行
令
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学

研

究

科

設

置

〕

[

一

]

政
令
第
四
八
号

一
九
九
六
(
平
成
八
)
年
三
月
二
七
日

国
立
学
校
設
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
国
立
学
校
設
置
法
(
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
五
十
号
)

第
三
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

国
立
学
校
設
置
法
施
行
令
(
昭
和
五
十
九
年
政
令
第
二
百
三
十
号
)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

を
「第

ミ事|妻
ル荷fl ":ノ
ギ発|垂
|平ヰ| 尽
科|都
学|大
研|学
7己lσ3

利|項
L二一←ー中

改|丁

め ド手
25 日E
'---J 1 %  

手ヰ

L--

〔
中
略
〕

附

則

(
施
行
期
日
)

1 

」
の
政
令
は
、
平
成
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
以
下
略
〕

558 

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕

学
研
究
科
長
設
置
〕

〔
エ
ネ
ル
ギ
ー
科

[

一

]

文
部
省
令
第
八
号

一
九
九
六
(
平
成
八
)
年
三
月
三
一
日

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

第
八
条
の
二
中
〔
中
略
〕
「
京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
」
を

「
京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科

京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
に
〔
中
略
〕
改
め
る
。

京
都
大
学
大
学
院
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学
研
究
科
」

〔
中
略
〕

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
以
下
略
〕

1 



大
学
院
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学
研
究
科
規
程

[
六
]

達
示
第
一
五
号

一
九
九
六
(
平
成
八
)
年
四
月
一
日

学部・大学院・教養部

京
都
大
学
大
学
院
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学
研
究
科
規
程

第

一

専

攻

第
一
条
本
研
究
科
に
次
に
掲
げ
る
専
攻
を
置
く
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
・
環
境
科
学
専
攻

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
礎
科
学
専
攻

エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
科
学
専
攻

エ
ネ
ル
ギ
ー
応
用
科
学
専
攻

第

二

入

学

第

二

条

入

学
手
続
及
ぴ
入
学
者
選
抜
方
法
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学

研
究
科
会
議
(
以
下
「
研
究
科
会
議
」
と
い
う
。
)
で
定
め
る
。

2

京
都
大
学
通
則
(
以
下
「
通
則
」
と
い
う
。
)
第
三
十
六
条
の
二
第

一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
入
学
に
関
す
る
事
項
は
、
研
究
科

会
議
で
定
め
る
。

第
三
条

第7章

入
学
者
の
決
定
は
、
研
究
科
会
議
で
行
う
。

第
三
転
学
、
転
科
及
び
転
専
攻

第
四
条
通
則
第
四
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
本
研
究
科
に
転
学

又
は
転
科
を
志
望
す
る
者
に
は
、
研
究
科
会
議
の
議
を
経
て
、
許

可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

2 

本
研
究
科
学
生
で
転
専
攻
を
志
望
す
る
者
に
は
、
研
究
科
会
議

の
議
を
経
て
、
欠
員
の
あ
る
場
合
に
限
り
、
許
可
す
る
こ
と
が
あ

る。

第
四
授
業
、
研
究
指
導
及
ぴ
学
修
方
法

第
五
条
科
目
、
そ
の
単
位
数
、
授
業
時
間
数
及
ぴ
研
究
指
導
に
関

す
る
事
項
は
、
研
究
科
会
議
で
定
め
る
。

第
六
条
各
学
生
に
つ
き
、
指
導
教
官
を
定
め
る
。

2

学
生
は
、
学
修
に
つ
き
、
指
導
教
官
の
指
導
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
七
条
通
則
第
四
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
他
の
研
究
科
の

科
目
を
履
修
し
、
又
は
他
の
研
究
科
に
お
い
て
研
究
指
導
を
受
け

よ
う
と
す
る
者
は
、
指
導
教
官
の
承
認
を
得
て
、
所
定
の
期
日
ま

で
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学
研
究
科
長
に
願
い
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
条
通
則
第
四
十
五
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
他

の
大
学
の
大
学
院
の
科
目
を
履
修
し
、
又
は
休
学
す
る
こ
と
な
く

外
国
の
大
学
の
大
学
院
に
留
学
し
、
そ
の
科
目
を
履
修
し
よ
う
と

す
る
者
に
は
、
研
究
科
会
議
の
議
を
経
て
、
許
可
す
る
こ
と
が
あ

る。

2 

通
則
第
四
十
六
条
第
一
一
項
の
規
定
に
よ
り
他
の
大
学
の
大
学
院

若
し
く
は
研
究
所
等
に
お
い
て
研
究
指
導
を
受
け
、
又
は
休
学
す

る
こ
と
な
く
外
国
の
大
学
の
大
学
院
若
し
く
は
研
究
所
等
に
留
学
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し
、
研
究
指
導
を
受
け
る
こ
と
を
志
望
す
る
者
に
は
、
研
究
科
会

議
の
議
を
経
て
、
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

3

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
願
い
出
に
つ
い
て
は
、
前
条
の

規
定
を
準
用
す
る
。

第
九
条
次
の
各
号
に
掲
げ
る
科
目
、
単
位
数
、
研
究
指
導
及
び
在

学
年
数
の
一
部
又
は
全
部
は
、
研
究
科
会
議
の
議
を
経
て
、
そ
れ

ぞ
れ
修
士
課
程
又
は
博
士
後
期
課
程
の
修
了
に
必
要
な
科
目
、
単

位
数
、
研
究
指
導
又
は
在
学
年
数
と
し
て
認
定
す
る
こ
と
が
で
き

，Q
。

第 l編

一
転
学
、
転
科
又
は
転
専
攻
前
に
、
本
学
又
は
他
の
大
学
の
大

学
院
で
履
修
し
た
科
目
、
単
位
数
、
受
け
た
研
究
指
導
及
び
在

学
年
数

二
前
二
条
の
規
定
に
よ
り
履
修
し
た
科
目
、
単
位
数
及
び
受
け

た
研
究
指
導

三
通
則
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
本
研
究
科
に

入
学
す
る
前
に
大
学
院
に
お
い
て
履
修
し
た
科
目
に
つ
い
て
修

得
し
た
単
位
数
(
大
学
院
設
置
基
準
(
昭
和
四
十
九
年
文
部
省
令

第
二
十
八
号
)
第
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
大
学
設
置
基
準

(
昭
和
三
十
一
年
文
部
省
令
第
二
十
八
号
)
第
三
十
一
条
に
定
め

る
科
目
等
履
修
生
と
し
て
修
得
し
た
単
位
数
を
含
む
。
)

第

五

試

験

第
十
条
科
目
の
試
験
は
、
授
業
が
行
わ
れ
た
学
期
の
終
わ
り
に
行

ぅ
。
た
だ
し
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
時
期
を
変
更

す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
六
学
位
論
文
の
審
査
及
ぴ
課
程
修
了
の
認
定
等

第
十
一
条
通
則
第
五
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
博
士
後
期
課

程
に
お
い
て
は
、
研
究
科
会
議
の
定
め
る
科
目
に
つ
き
四
単
位
以

上
を
修
得
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
二
条
修
士
論
文
及
ぴ
博
士
論
文
の
審
査
及
ぴ
試
験
は
、
京
都

大
学
学
位
規
程
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
研
究
科
会
議
で
行
う
。

第
十
三
条
修
士
課
程
及
び
博
士
後
期
課
程
の
修
了
の
認
定
は
、
研

究
科
会
議
で
行
う
。

第
十
四
条
通
則
第
五
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
博
士
の
学
位
を
得
よ

う
と
す
る
者
は
、
博
士
論
文
を
提
出
し
、
か
っ
、
専
攻
学
術
に
閑

し
、
大
学
院
の
博
士
後
期
課
程
を
修
了
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学

識
を
有
す
る
こ
と
の
確
認
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
前
項
の
専
攻
学
術
に
関
す
る
学
識
の
確
認
は
、
筆
答
試
問
又
は

口
頭
試
問
に
よ
り
行
う
。
た
だ
し
、
研
究
科
会
議
の
議
を
経
て
、

他
の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

3

提
出
論
文
の
審
査
及
ぴ
試
験
は
、
第
十
二
条
の
手
続
に
よ
る
。

第
十
五
条
本
研
究
科
博
士
後
期
課
程
に
所
定
の
年
限
在
学
し
、
必

要
な
研
究
指
導
を
受
け
て
退
学
し
た
者
が
、
通
則
第
五
十
七
条
の
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規
定
に
よ
り
学
位
の
授
与
を
申
請
し
た
と
き
は
、
研
究
科
会
議
の

議
を
経
て
、
前
条
の
学
識
確
認
の
た
め
の
試
問
を
免
除
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

外
国
学
生
、
委
託
生
、
科
目
等
履
修
生
、
聴
講
生
、

特
別
聴
講
学
生
及
ぴ
特
別
研
究
学
生

第
十
六
条
外
国
学
生
、
委
託
生
、
科
目
等
履
修
生
又
は
聴
講
生
と

し
て
入
学
を
志
望
す
る
者
に
は
、
選
考
の
う
え
、
研
究
科
会
識
の

議
を
経
て
、
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
十
七
条
通
則
第
六
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

特
別
聴
講
学
生
又
は
特
別
研
究
学
生
と
し
て
入
学
を
志
望
す
る
者

に
は
、
研
究
科
会
議
の
議
を
経
て
、
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
平
成
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

第
七

学部・大学院・教養部第7章

一五

大
学
院
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究

研
究
科

国
立
学
校
設
置
法
施
行
令
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ

カ
地
域
研
究
研
究
科
設
置
〕

[

一

]

政
令
第
六
九
号

一
九
九
八
(
平
成
一

O
)
年
三
月
二
七
日

国
立
学
校
設
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
国
立
学
校
設
置
法
(
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
五
十
号
)

第
二
条
第
二
項
、
第
三
条
第
二
項
及
ぴ
第
三
条
の
二
第
二
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

国
立
学
校
設
置
法
施
行
令
(
昭
和
五
十
九
年
政
令
第
二
百
三
十
号
)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

三・1

川第
問|二
・， -

璽|お宙
望l表略
-+-I ¥-.J 

研 1':2

釦長
京
都
大
山

子

の
項
中

一」を
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法令・規則

-ー「

情人ア
報開 ジ
学|・|ア
研|環|・
究境|ア
科学フ
研 j
究カ
科地
域
研
究
研
究
科

'--

に
改
め
〔
る
〕
。

〔
中
略
〕

附

円

仙

川

第 l編

(
施
行
期
日
)

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
以
下
略
〕

1 

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
ア
ジ
ア
・
ア
フ

リ
カ
地
域
研
究
研
究
科
長
設
置
〕

[

一

]

文
部
省
令
第
七
号

一
九
九
八
(
平
成
一

O
)
年
三
月
三
一
日

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

第
八
条
の
二
中
〔
中
略
〕
「
京
都
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
」
を

「
京
都
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科

京
都
大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
研
究
科
」

l
〔中

略
〕
改
め
る
。
〔
中
略
〕

込
N

d

H

V

尻
町

r

目
H
n

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
以
下
略
〕

562 

1 

大
学
院
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
研
究
科
規
程
[
六
]

達
示
第
一
一
号

一
九
九
八
(
平
成一

O
)
年
四
月
一
日

京
都
大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
減
研
究
研
究
科
規

程

専
攻

第
一
条
本
研
究
科
に
次
に
掲
げ
る
専
攻
を
置
く
。

東
南
ア
ジ
ア
地
域
研
究
専
攻

ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
専
攻

第

二

入

学

第
二
条
入
学
手
続
及
ぴ
入
学
者
選
抜
方
法
は
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ

カ
地
域
研
究
研
究
科
会
議
(
以
下
「
研
究
科
会
議
」
と
い
う
。
)
で
定

め
る
。京
都
大
学
通
則
(
以
下
「
通
則
」
と
い
う
。
)
第
三
十
六
条
の
二
第

第

2 



一
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
入
学
に
関
す
る
事
項
は
、
研
究
科

会
議
で
定
め
る
。

第
三
条
入
学
者
の
決
定
は
、
研
究
科
会
議
で
行
う
。

第
三
転
学
、
転
科
及
ぴ
転
専
攻

第
四
条
通
則
第
四
十
粂
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
本
研
究
科
に
転
学

又
は
転
科
を
志
望
す
る
者
に
は
、
研
究
科
会
議
の
議
を
経
て
、
許

可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

2

本
研
究
科
学
生
で
転
専
攻
を
志
望
す
る
者
に
は
、
研
究
科
会
議

の
議
を
経
て
、
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
四
授
業
、
研
究
指
導
及
ぴ
学
修
方
法

第
五
条
科
目
、
そ
の
単
住
数
、
授
業
時
間
数
及
ぴ
研
究
指
導
に
関

す
る
事
項
は
、
こ
の
規
程
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
研
究
科
会
議

で
定
め
る
。

学部・大学院・教養部

第
六
条
各
学
生
に
つ
き
、
指
導
教
官
を
定
め
る
。

2

学
生
は
、
学
修
に
つ
き
、
指
導
教
官
の
指
導
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
七
条
通
則
第
四
十
四
条
第
一
一
項
の
規
定
に
よ
り
他
の
研
究
科
の

科
目
を
履
修
し
、
又
は
他
の
研
究
科
に
お
い
て
研
究
指
導
を
受
け

よ
う
と
す
る
者
は
、
指
導
教
官
の
承
認
を
得
て
、
所
定
の
期
日
ま

で
に
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
研
究
科
長
に
願
い
出
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第7章

第
八
条
通
則
第
四
十
五
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
他

の
大
学
の
大
学
院
の
科
目
を
履
修
し
、
又
は
休
学
す
る
こ
と
な
く

外
国
の
大
学
の
大
学
院
に
留
学
し
、
そ
の
科
目
を
履
修
し
よ
う
と

す
る
者
に
は
、
研
究
科
会
議
の
議
を
経
て
、
許
可
す
る
こ
と
が
あ

?
Q

。通
則
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
他
の
大
学
の
大
学
院

若
し
く
は
研
究
所
等
に
お
い
て
研
究
指
導
を
受
け
、
又
は
休
学
す

る
こ
と
な
く
外
国
の
大
学
の
大
学
院
若
し
く
は
研
究
所
等
に
留
学

し
、
研
究
指
導
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
は
、
研
究
科
会
議
の
議

を
経
て
、
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

3

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
願
い
出
に
つ
い
て
は
、
前
条
の

規
定
を
準
用
す
る
。

第
九
条
次
の
各
号
に
掲
げ
る
科
目
、
単
位
数
、
研
究
指
導
及
ぴ
在

学
年
数
は
、
研
究
科
会
議
の
議
を
経
て
、
課
程
の
修
了
に
必
要
な

科
目
、
単
位
数
、
研
究
指
導
又
は
在
学
年
数
と
し
て
認
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

2 

転
学
、
転
科
又
は
転
専
攻
前
に
、
本
学
又
は
他
の
大
学
の
大

学
院
で
履
修
し
た
科
目
、
単
位
数
、
受
け
た
研
究
指
導
及
ぴ
在

学
年
数
の
一
部
又
は
全
部

二
前
二
条
の
規
定
に
よ
り
履
修
し
た
科
目
、

た
研
究
指
導
の
一
部
又
は
全
部

単
位
数
及
び
受
け
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通
則
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
本
研
究
科
に

入
学
す
る
前
に
大
学
院
に
お
い
て
履
修
し
た
科
目
に
つ
い
て
修

得
し
た
単
位
数
(
大
学
院
設
置
基
準
(
昭
和
四
十
九
年
文
部
省
令

第
二
十
八
号
)
第
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
大
学
設
置
基
準

(
昭
和
三
十
一
年
文
部
省
令
第
二
十
八
号
)
第
三
十
一
条
に
定
め

る
科
目
等
履
修
生
と
し
て
修
得
し
た
単
位
数
を
含
む
。
)
の
一
部

又
は
全
部

第

五

試

験

第
十
条
科
目
の
試
験
は
、
学
期
の
終
わ
り
に
行
う
。
た
だ
し
、
特

別
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
時
期
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
る
。

2

試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
受
験
科
目
を
届
け
出
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第 1編

前
項
の
届
出
期
日
は
、
あ
ら
か
じ
め
告
知
す
る
。

第
六
論
文
審
査
及
ぴ
課
程
修
了
の
認
定
等

第
十
一
条
通
則
第
五
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
研
究
科
会
議
の

定
め
る
科
目
に
つ
き
、
十
単
位
以
上
を
修
得
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
二
条
博
士
論
文
の
審
査
及
び
試
験
は
、
京
都
大
学
学
位
規
程

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
研
究
科
会
議
で
行
う
。

第
十
三
条
博
士
論
文
の
提
出
の
時
期
及
ぴ
要
件
並
ぴ
に
試
験
実
施

の
時
期
及
ぴ
方
法
は
、
研
究
科
会
議
で
定
め
る
。

第
十
四
条
課
程
の
修
了
の
認
定
は
、
研
究
科
会
議
で
行
う
。

3 

通
則
第
五
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
修
士
の
学
位
を
授
与

す
る
場
合
の
修
士
課
程
の
修
了
に
相
当
す
る
要
件
を
満
た
す
こ
と

の
認
定
は
、
研
究
科
会
議
で
行
う
。

第
十
五
条
通
則
第
五
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
学
位
の
授
与
を
申
請

し
た
者
の
博
士
論
文
の
審
査
及
ぴ
試
験
に
つ
い
て
は
、
第
十
二
条

及
び
第
十
三
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
十
六
条
前
条
に
規
定
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
専
攻
学
術
に
関
し
、

博
士
課
程
を
修
了
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
識
を
有
す
る
こ
と
を

確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

前
項
の
専
攻
学
術
に
関
す
る
学
識
の
確
認
は
、
筆
答
試
問
又
は

口
頭
試
問
に
よ
り
行
う
。
た
だ
し
、
研
究
科
会
議
の
議
を
経
て
、

他
の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
七
条
本
研
究
科
に
所
定
の
年
限
在
学
し
、
必
要
な
研
究
指
導

を
受
け
て
退
学
し
た
者
が
、
通
則
第
五
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
学

位
の
授
与
を
申
請
し
た
と
き
は
、
研
究
科
会
議
の
議
を
経
て
、
前

条
の
試
問
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
外
国
学
生
、
委
託
生
、
科
目
等
履
修
生
、
聴
講
生
、

特
別
聴
講
学
生
及
ぴ
特
別
研
究
学
生

第
十
八
条
外
国
学
生
、
委
託
生
、
科
目
等
履
修
生
又
は
聴
講
生
と

し
て
入
学
を
志
望
す
る
者
に
は
、
選
考
の
う
え
、
研
究
科
会
識
の

議
を
経
て
、
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

2 
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第
十
九
条
通
則
第
六
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

特
別
聴
講
学
生
又
は
特
別
研
究
学
生
と
し
て
入
学
を
志
望
す
る
者

に
は
、
研
究
科
会
議
の
議
を
経
て
、
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、

平
成
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
六

大
学
院
情
報
学
研
究
科

国
立
学
校
設
置
法
施
行
令
一
部
改
正
{
抄
〕
{
情
報
学
研
究
科
設

置

〕

[

一

]

政
令
第
六
九
号

一
九
九
八
(
平
成
一

O
)
年
三
月
二
七
日

学部・大学院・教養部

国
立
学
校
設
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
国
立
学
校
設
置
法
(
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
五
十
号
)

第
二
条
第
二
項
、
第
三
条
第
二
項
及
ぴ
第
三
条
の
二
第
二
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

国
立
学
校
設
置
法
施
行
令
(
昭
和
五
十
九
年
政
令
第
二
百
三
十
号
)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

第
二
条
の
表
〔
中
略
〕
京
都
大
学
の
項
中

第7章

ーー、 ・園、
情|人|引|人
報開|、:1 1関学柱 陶11シ川口副

学・lア|卜
研 l環|イ|環
究|境|ア11境
科!学|引 1学
研|引岬
究|州|究
科|地|川ヰ
域
研
究
研... 
7t. 

科
!と

をに
改
め
〔
る
〕
。

〔
中
略
〕

附

則

1 

(
施
行
期
日
)

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

{
以
下
略
〕

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
情
報
学
研
究
科

長

設

置

〕

[

一

}

文
部
省
令
第
七
号

一
九
九
八
(
平
成
一

O
)
年
三
月
三
一
日

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

第
八
条
の
二
中
〔
中
略
〕
「
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
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法令・規則

科

を

大京京
阪都都
大大大
学学学
大大大
学学学
院院院
経情人
済報開
学学・
研研環
究究境
科科学
研
旬』

ブ1.

科

に
〔
中
略
〕

改
め
る
。

第 l編

〔
中
略
〕

t
『

田

川

恥

即

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
以
下
略
〕

1 

大
学
院
情
報
学
研
究
科
規
程

[
六
]

達
示
第
一
一
二
号

一
九
九
八
(
平
成
一

O
)
年
四
月
一
日

京
都
大
学
大
学
院
情
報
学
研
究
科
規
程

第

一

専

攻

第
一
条
本
研
究
科
に
次
に
掲
げ
る
専
攻
を
置
く
。

知
能
情
報
学
専
攻

社
会
情
報
学
専
攻

複
雑
系
科
学
専
攻

数
理
工
学
専
攻

シ
ス
テ
ム
科
学
専
攻

通
信
情
報
シ
ス
テ
ム
専
攻

第

二

入

学

第
二
条
入
学
手
続
及
ぴ
入
学
者
選
抜
方
法
は
、
情
報
学
研
究
科
会

議
(
以
下
「
研
究
科
会
議
」
と
い
う
。
)
で
定
め
る
。

2

京
都
大
学
通
則
(
以
下
「
通
則
」
と
い
う
。
)
第
三
十
六
条
の
二
第

一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
入
学
に
関
す
る
事
項
は
、
研
究
科

会
議
で
定
め
る
。

第
三
条

566 

入
学
者
の
決
定
は
、
研
究
科
会
議
で
行
う
。

第
三
転
学
、
転
科
及
び
転
専
攻

第
四
条
通
則
第
四
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
本
研
究
科
に
転
学

又
は
転
科
を
志
望
す
る
者
に
は
、
研
究
科
会
議
の
議
を
経
て
、
許

可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

本
研
究
科
学
生
で
転
専
攻
を
志
望
す
る
者
に
は
、
研
究
科
会
議

の
議
を
経
て
、
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
四
授
業
、
研
究
指
導
及
ぴ
学
修
方
法

第
五
条
科
目
、
そ
の
単
位
数
、
授
業
時
間
数
及
ぴ
研
究
指
導
に
関

す
る
事
項
は
、
研
究
科
会
議
で
定
め
る
。

第
六
条
各
学
生
に
つ
き
、
指
導
教
官
を
定
め
る
。

2

学
生
は
、
学
修
に
つ
き
、
指
導
教
官
の
指
導
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
七
条
通
則
第
四
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
他
の
研
究
科
の

2 



科
目
を
履
修
し
、
又
は
他
の
研
究
科
に
お
い
て
研
究
指
導
を
受
け

よ
う
と
す
る
者
は
、
指
導
教
官
の
承
認
を
得
て
、
所
定
の
期
日
ま

で
に
情
報
学
研
究
科
長
に
願
い
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
条
通
則
第
四
十
五
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
他

の
大
学
の
大
学
院
の
科
目
を
履
修
し
、
又
は
休
学
す
る
こ
と
な
く

外
国
の
大
学
の
大
学
院
に
留
学
し
、
そ
の
科
目
を
履
修
し
よ
う
と

す
る
者
に
は
、
研
究
科
会
議
の
議
を
経
て
、
許
可
す
る
こ
と
が
あ

ヲ
令
。

学部・大学院・教養部

通
則
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
他
の
大
学
の
大
学
院

若
し
く
は
研
究
所
等
に
お
い
て
研
究
指
導
を
受
け
、
又
は
休
学
す

る
こ
と
な
く
外
国
の
大
学
の
大
学
院
若
し
く
は
研
究
所
等
に
留
学

し
、
研
究
指
導
を
受
け
る
こ
と
を
志
望
す
る
者
に
は
、
研
究
科
会

議
の
議
を
経
て
、
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

3

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
願
い
出
に
つ
い
て
は
、
前
条
の

規
定
を
準
用
す
る
。

第
九
条
次
の
各
号
に
掲
げ
る
科
目
、
単
位
数
、
研
究
指
導
及
ぴ
在

学
年
数
の
一
部
又
は
全
部
は
、
研
究
科
会
議
の
議
を
経
て
、
そ
れ

ぞ
れ
修
士
課
程
又
は
博
士
後
期
課
程
の
修
了
に
必
要
な
科
目
、
単

位
数
、
研
究
指
導
又
は
在
学
年
数
と
し
て
認
定
す
る
こ
と
が
で
き

?
Q

。

2 

第7章

転
学
、
転
科
又
は
転
専
攻
前
に
、
本
学
又
は
他
の
大
学
の
大

学
院
で
履
修
し
た
科
目
、
単
位
数
、
受
け
た
研
究
指
導
及
ぴ
在

学
年
数

二
前
二
条
の
規
定
に
よ
り
履
修
し
た
科
目
、
単
位
数
及
び
受
け

た
研
究
指
導

三
通
則
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
本
研
究
科
に

入
学
す
る
前
に
大
学
院
に
お
い
て
履
修
し
た
科
目
に
つ
い
て
修

得
し
た
単
位
数
(
大
学
院
設
置
基
準
(
昭
和
四
十
九
年
文
部
省
令

第
二
十
八
号
)
第
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
大
学
設
置
基
準

(
昭
和
三
十
一
年
文
部
省
令
第
二
十
八
号
)
第
三
十
一
条
に
定
め

る
科
目
等
履
修
生
と
し
て
修
得
し
た
単
位
数
を
合
む
。
)

第

五

試

験

第
十
条
科
目
の
試
験
は
、
授
業
が
行
わ
れ
た
学
期
の
終
わ
り
に
行

ぅ
。
た
だ
し
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
時
期
を
変
更

す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
六
学
位
論
文
の
審
査
及
ぴ
課
程
修
了
の
認
定
等

第
十
一
条
通
則
第
五
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
博
士
後
期
課

程
に
お
い
て
は
、
研
究
科
会
議
の
定
め
る
科
目
に
つ
き
六
単
位
以

上
を
修
得
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
二
条
修
士
論
文
及
び
博
士
論
文
の
審
査
及
び
試
験
は
、
京
都

大
学
学
位
規
程
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
研
究
科
会
議
で
行
う
。

第
十
三
条
修
士
課
程
及
ぴ
博
士
後
期
課
程
の
修
了
の
認
定
は
、
研
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法令・規則

究
科
会
議
で
行
う
。

第
十
四
条
通
則
第
五
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
博
士
の
学
位
を
得
よ

う
と
す
る
者
は
、
博
士
論
文
を
提
出
し
、
か
っ
、

専
攻
学
術
に
関

し
、
大
学
院
の
博
士
後
期
課
程
を
修
了
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学

識
を
有
す
る
こ
と
の
確
認
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

前
項
の
専
攻
学
術
に
関
す
る
学
識
の
確
認
は
、
筆
答
試
問
又
は

口
頭
試
問
に
よ
り
行
う
。
た
だ
し
、
研
究
科
会
議
の
議
を
経
て
、

他
の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

3

提
出
論
文
の
審
査
及
ぴ
試
験
は
、
第
十
二
条
の
手
続
に
よ
る
。

第
十
五
条
本
研
究
科
博
士
後
期
課
程
に
所
定
の
年
限
在
学
し
、
必

要
な
研
究
指
導
を
受
け
て
退
学
し
た
者
が
、
通
則
第
五
十
七
条
の

規
定
に
よ
り
学
位
の
授
与
を
申
請
し
た
と
き
は
、
研
究
科
会
識
の

議
を
経
て
、
前
条
の
学
識
確
認
の
た
め
の
試
問
を
免
除
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

第 l編

外
国
学
生
、
委
託
生
、
科
目
等
履
修
生
、
聴
講
生
、

特
別
聴
講
学
生
及
ぴ
特
別
研
究
学
生

第
十
六
条
外
国
学
生
、
委
託
生
、
科
目
等
履
修
生
又
は
聴
講
生
と

し
て
入
学
を
志
望
す
る
者
に
は
、
選
考
の
う
え
、
研
究
科
会
議
の

議
を
経
て
、
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
十
七
条
通
則
第
六
十
三
条
第
-
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

特
別
聴
講
学
生
又
は
特
別
研
究
学
生
と
し
て
入
学
を
志
望
す
る
者

第
ー七

に
は
、
研
究
科
会
議
の
議
を
経
て
、
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
平
成
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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七

教

養

音日

，個、、

一、--'

分

校

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
〔
分
校
設
置
を
規
定
〕
[
一
]

文
部
省
令
第
二
三
号

一
九
四
九
(
昭
和
二
四
)
年
六
月
二
一
一
日

第
四
条

〔
本
文
は
三

O
頁
参
照
〕

分

校

規

程

[
六
]

達
示
第
一
七
号

一
九
四
九
(
昭
和
二
四
)
年
八
月
二
五
日

京
都
大
学
分
校
規
程

第
一
条
京
都
大
学
に
分
校
を
置
く
。



分
校
は
所
在
に
よ
り
吉
田
分
校
及
び
宇
治
分
校
と
す
る
。

第
二
条
分
校
で
は
-
般
教
養
に
関
し
て
教
授
す
る
。

第
三
条
分
校
を
通
じ
て
主
事
一
人
を
置
く
。

必
要
あ
る
と
き
は
副
主
事
一
人
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

副
主
事
は
教
授
で
あ
る
も
の
を
充
て
る
。

第
四
条
主
事
は
、
学
長
の
統
督
の
下
に
校
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

副
主
事
は
、
主
事
を
補
佐
す
る
。

第
五
条
分
校
に
分
校
審
議
会
を
置
く
。

分
校
審
議
会
は
、
主
事
、
副
主
事
、
学
部
教
授
各
一
人
、
輔
導
部

長
及
ぴ
一
般
教
養
講
座
担
任
の
教
授
若
干
名
で
組
織
し
、
分
校
に

関
す
る
重
要
な
事
項
を
審
議
す
る
。

第
六
条
主
事
は
、
学
長
の
承
認
を
得
て
分
校
運
営
に
関
す
る
細
則

を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

学部・大学院・教養部

a

，l
 

同
門

ロ
回
百円

」
の
規
程
は
、
昭
和
二
十
四
年
八
月
二
十
五
日
か
ら
、
施
行
す
る
。

改
正

昭
二
六
・
二
・
二
達
一
不
一
号

〔注〕

一
九
五
四
・
三
・
二
三
達
示
第
四
号
で
廃
止
。

第7章

分
校
審
議
会
規
程

[
八
]

一
九
四
九
(
昭
和
二
四
)
年
-
一
月

-
O
日

分
校
審
議
会
規
程

第
一
粂
分
校
審
議
会
(
以
下
審
議
会
と
い
う
)
は
、
左
に
掲
げ
る
事

項
を
審
議
す
る
。

一
分
校
に
関
し
て
学
長
か
ら
諮
問
し
た
事
項

二
分
校
に
関
し
て
審
議
員
か
ら
提
議
し
た
事
項

第
二
条
審
議
員
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
但
し
、
職
務
上
当
然

審
議
員
で
あ
る
者
を
除
く
。

2

審
議
員
に
欠
員
を
生
じ
た
と
き
の
補
欠
者
の
任
期
は
、
前
任
者

の
残
任
期
間
と
す
る
。

第
三
条
分
校
主
事
は
、
審
議
会
を
招
集
し
、
議
長
と
な
る
。

2

分
校
主
事
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
出
席
し
た
審
議
員
の
互
選

に
よ
っ
て
議
長
を
定
め
る
。

第
四
条
審
議
員
二
名
以
上
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
分
校
主
事

は
、
審
議
会
を
招
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
条
審
議
会
は
審
議
員
の
過
半
数
が
出
席
し
な
け
れ
ば
開
会
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

2

審
議
会
の
議
事
は
、
出
席
し
た
審
議
員
の
過
半
数
で
決
し
、
可

否
同
数
の
と
き
は
、
議
長
が
決
す
る
。

第
六
条
審
議
会
の
議
事
は
、
事
務
長
が
記
載
し
、
審
議
会
の
承
認
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を
得
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条
審
議
会
で
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
本
学
職
員
の
会
議
出
席

を
求
め
て
意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
条
こ
の
規
程
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
審
議
会
の
議
事
の
手

続
そ
の
他
そ
の
運
営
に
つ
き
必
要
な
事
項
は
、
審
議
会
が
定
め
る
。

附

第 1編

回
目
un

」
の
規
程
は
、
昭
和
二
十
四
年
十
一
月
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

，圃‘、
一一、、_./

教

養

音日

教
養
部
規
程

[六
〕

達
一不
第
四
号

一
九
五
四
(
昭
和
二
九
)
年
三
月
二
三
日

京
都
大
学
教
養
部
規
程

第
一
条
京
都
大
学
に
教
養
部
を
置
く
。

2

教
養
部
は
、
吉
田
分
校
、
宇
治
分
校
か
ら
な
る
。

第
二
条
教
養
部
で
は
、
主
と
し
て
教
養
に
関
す
る
科
目
を
教
授
す

ヲハ
v

。

第
三
条
教
養
部
に
部
長
を
置
き
、
教
授
で
あ
る
も
の
を
充
て
る
。

部
長
は
、
学
長
の
統
督
の
下
に
部
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
四
条
望。。

教
養
部
に
主
事
二
人
を
置
き
、
教
授
で
あ
る
も
の
を
充
て

570 

主
事
は
、
部
長
を
補
佐
し
、
分
校
の
校
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
五
条
教
養
部
に
教
授
会
を
置
く
。

教
授
会
は
、
所
属
の
専
任
及
ぴ
併
任
の
教
授
で
組
織
す
る
。

第
六
条
部
長
は
、
教
授
会
の
同
意
と
学
長
の
承
認
を
得
て
、
教
養

部
の
運
営
に
関
す
る
細
則
を
も
、
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
昭
和
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

昭
和
二
十
四
年
八
月
二
十
五
日
達
示
第
十
七
号
制
定
の
京
都
大
学

分
校
規
程
は
、
廃
止
す
る
。

〔注〕

昭
三
0
・
四
・
五
達
示
一
五
号
、
昭
三
六
・
五
・
九
達
一
不
七
号

一
九
六
九
・
七
・
八
達
示
第
一
五
号
で
廃
止
。

改
正国

立
学
校
設
置
法
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
教
養
部
法
制
化
〕
[
一
]

法
律
第
六
九
号

一
九
六
三
(
昭
和
三
八
)
年
三
月
三
一
日

国
立
学
校
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

国
立
学
校
設
置
法
(
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
五
十
号
)
の
一
部
を



次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

第
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

2

文
部
省
令
で
定
め
る
数
個
の
学
部
を
霞
く
国
立
大
学
に
、
各
学

部
に
共
通
す
る
一
般
教
養
に
関
す
る
教
育
を
一
括
し
て
行
な
う
た

め
の
組
織
と
し
て
、
教
養
部
を
置
く
。

〔
中
略
〕

j

t

 

u円
山

即

こ
の
法
律
は
、
昭
和
三
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
以
下
略
〕

学部 ・大学院・教養部

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
教
養
部
法
制
化

を

京

大

に

適

用

〕

[

一

]

文
部
省
令
第
一
一
号

一
九
六
一
二
(
昭
和
三
八
)
年
四
月
一
日

第7章

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
二
十
四
年
文
部
省
令
第
二
十

三
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
、え
る
。

法
第
三
条
第
二
項
の
文
部
省
令
で
定
め
る
国
立
大
学

第
三
条
の
三

は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

名
古
屋
大
学

京
都
大
学

大
阪
大
学

九
州
大
学

2

前
項
に
掲
げ
る
国
立
大
学
の
教
養
部
の
長
は
、
教
養
部
長
と
し
、

そ
の
大
学
の
教
授
で
あ
る
者
を
も
っ
て
充
て
る
。

第
十
条
第
一
項
中
「
国
立
大
学
の
学
部
」
の
下
に
つ
教
養
部
」

を
加
え
る
。〔
中
略
〕

附

同
M
W円

こ
の
省
令
は
、
昭
和
三
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

四

教
養
部
規
程

{
六
]

達
示
第
一
五
号

一
九
六
九
(
昭
和
四
四
)
年
七
月
八
日

京
都
大
学
教
養
部
規
程

第
一
条
教
養
部
は
、
京
都
大
学
に
お
け
る
一
般
教
養
に
関
す
る
教

育
お
よ
ぴ
研
究
を
行
な
う
。

第
二
条
教
養
部
に
は
教
員
、
事
務
職
員
、
技
術
職
員
そ
の
他
必
要
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な
職
員
を
置
く
。

2

京
都
大
学
の
各
学
部
に
所
属
す
る
学
生
は
、

一
般
教
養
に
関
す
る
教
育
を
受
け
る
。

第
三
条
教
養
部
に
お
け
る
重
要
事
項
を
審
議
す
る
た
め
、
教
養
部

に
教
授
会
を
置
く
。

第
四
条
教
養
部
長
は
、
教
授
会
の
議
に
基
づ
き
、
教
養
部
を
代
表

し
て
そ
の
管
理
・
運
営
に
あ
た
る
。

第
五
条
教
養
部
に
お
け
る
授
業
の
実
施
、
単
位
の
認
定
等
に
関
す

る
事
項
に
つ
い
て
は
、
教
授
会
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
六
条
本
規
程
の
施
行
に
関
す
る
細
則
は
、
教
授
会
が
こ
れ
を
定

め
る
。

教
養
部
に
お
い
て

第I編

第
七
条
本
規
程
の
改
正
は
、
教
養
部
に
お
い
て
教
授
会
が
原
案
を

作
成
し
、
総
長
が
こ
れ
を
発
議
し
て
、
評
議
会
の
議
決
に
よ
る
。

附

則

1

こ
の
規
程
は
、
昭
和
四
十
四
年
七
月
八
日
か
ら
施
行
す
る
。

2

京
都
大
学
教
養
部
規
程
(
昭
和
二
十
九
年
三
月
二
十
三
日
達
示

第
四
号
)
は
、
廃
止
す
る
。

〔
注
〕
一
九
九
三
・
三
・
九
達
示
第
二
二
号
で
廃
止
。

五

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
教
養
部
廃
止
〕[一

]

文
部
省
令
第
三
二
号

一
九
九
二
(
平
成
四
)
年
九
月
三
O
日
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国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令
第
十
一

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

(
中
略
)

阿す

1 

阿貝

こ
の
省
令
は
、
平
成
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

京
都
大
学
の
教
養
部
及
ぴ
神
戸
大
学
の
教
養
部
は
、
改
正
後
の

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
五
年
三
月
三
十
一
日
及
ぴ
平
成
六
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
存
続
す
る
も
の
と
す
る
。
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